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本
市
で
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
歴
史
資
料
の
調
査
研
究
、
保
存
事
業
を
最
も
重
要
な
分
野
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
、
鋭
意
、
古
文
書
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
内
に
は
、
い
ま
だ
調
査
・
整
理
を
さ
れ
て
い
な
い
古
文
書
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
多
く
の
方
々
か
ら
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
な
ど
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
調
査
・
整
理
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
古
文
書
調
査
の
一
環
と
し
て
、
本
市
で
は
平
成
十
九
年
度
か
ら
、
市
民
サ
ー
ク
ル
く
ま
が
や
古
文
書
学
習
・
研
究
会

の
皆
様
に
御
協
力
を
お
願
い
し
て
、
古
文
書
の
筆
耕
や
デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
の
「
御
用
簿
」「
公
用
記
」
を
取
り
上
げ
、『
熊
谷
市
史
料
集
２
』
と
し
て
刊

行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
は
、
江
戸
時
代
に
玉
井
村
の
名
主
を
勤
め
た
鯨
井
勘
衛
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
す
。
元
素
楼
と
は
、
明

治
二
年
に
鯨
井
勘
衛
が
玉
井
村
に
建
て
た
養
蚕
の
清
涼
育
施
設
の
名
称
で
あ
り
ま
す
。
鯨
井
勘
衛
は
入
間
県
の
蚕
種
大
惣
代
を
務
め

て
、
熊
谷
地
域
の
み
な
ら
ず
近
隣
地
域
の
養
蚕
に
貢
献
し
た
こ
と
で
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
書
に
掲
載
し
た
古
文
書
か
ら

も
、
そ
の
一
端
が
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
書
を
郷
土
熊
谷
に
関
わ
る
歴
史
資
料
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
偉
大
な
先
人
で
あ
る
鯨
井
勘
衛
の
足
跡
を
辿
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、『
熊
谷
市
史
料
集
２
』
の
刊
行
に
あ
た
り
、
御
協
力
・
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て

熊
谷
市
教
育
委
員
会
教
育
長　

野　

原　
　

晃



一 

、
本
書
は
、
武
蔵
国
幡
羅
郡
玉
井
村
（
現
熊
谷
市
玉
井
）
の
名
主
を
勤

め
た
鯨
井
勘
衛
家
の
文
書
群
（
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
寄
託
）
の
中
か

ら
「
御
用
簿
」「
公
用
記
」
二
冊
を
取
り
上
げ
て
、
史
料
の
翻
刻
を
し

た
も
の
で
あ
る
。

一
、
収
録
し
た
史
料
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
は
じ
め
に
解
説
を
付
し
た
。

一 

、
収
録
し
た
史
料
の
内
容
細
目
を
作
成
し
、
巻
末
に
収
録
し
た
。

一 

、
史
料
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
忠
実
な
活
字
化
を
原
則
と
し

た
が
、
通
読
の
便
を
考
え
、
下
記
の
よ
う
に
処
理
し
た
。

　

１ 　

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
。
人
名
や
常
用
漢
字
の

な
い
も
の
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

　

２ 　

史
料
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
読
点
「
、
」
や
並
列
点
「
・
」

を
付
し
た
。
清
濁
・
ふ
り
仮
名
に
つ
い
て
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

闕
字
以
外
で
の
文
中
の
空
白
は
適
宜
読
点
「
、
」
を
付
し
た
。
平
出

以
外
の
改
行
は
、
一
部
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　

３ 　

誤
字
や
意
味
の
不
明
な
時
は
、
史
料
本
文
の
右
脇
に
、（
マ
マ
）、

脱
字
は
（　

脱
）、
衍
字
は
（　

衍
）、
疑
問
が
残
る
場
合
は
（　

カ
）

な
ど
と
注
記
し
た
。
当
時
通
例
の
宛
字
、字（
時
）、丁（
町
）、性（
姓
）、

直
（
値
）、
倚
（
寄
）、
崎
玉
（
埼
玉
）
等
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　

４ 　

変
体
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、

者
（
は
）・
江
（
え
）・
与
（
と
）・
而
（
て
）・
茂
（
も
）・
而
已
（
の
み
）

は
右
脇
上
に
小
さ
く
寄
せ
て
、
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　

５ 　

合
字
は
、
平
仮
名
・
片
仮
名
に
直
し
た
が
、
例
外
的
に
「
ゟ
（
よ

り
）」
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

　

６ 　

踊
り
字
は
、
漢
字
を
「
々
」、
仮
名
を
「
ゝ
」、
片
仮
名
を
「
ヽ
」

に
て
表
し
、「
〳
〵
」
も
使
用
し
た
。

　

７ 　

敬
意
を
示
す
闕
字
は
一
字
あ
け
、
平
出
は
二
字
あ
け
、
抬
頭
は
改

行
し
て
本
文
よ
り
一
字
上
げ
と
し
た
。

　

８ 　

虫
損
・
汚
損
な
ど
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は
、
字
数
の
わ
か

る
も
の
を
□
□
で
示
し
、
字
数
の
わ
か
ら
な
い
も
の
を
﹇　
　
　

﹈

で
示
し
た
。

　

９ 　

削
除
・
訂
正
箇
所
は
、
原
文
の
左
脇
に
見
せ
消
し
「
〻
〻
」
を
付

し
、
訂
正
文
を
右
脇
に
記
し
た
。

　

10 　

異
筆
・
加
筆
は
、
該
当
す
る
文
章
・
語
句
を
「　
　

」
で
括
っ
て

示
し
、
右
脇
に
（
加
筆
）
な
ど
と
注
記
し
た
。
行
間
の
加
筆
は
、
原

則
と
し
て
本
文
に
挿
入
し
た
。

　

11 　

表
紙
・
裏
表
紙
・
中
扉
・
包
紙
・
封
紙
な
ど
は
、「　
　

」
で
括

っ
て
右
脇
に
（
表
紙
）
な
ど
と
注
記
し
た
。

凡
例



　

12 　

貼
紙
・
付
札
・
題
箋
、
朱
書
、
挿
入
紙
な
ど
は
、「　

」
で
示
し
、

右
脇
に
（
朱
書
）（
青
書
）
な
ど
と
注
記
し
た
。
剥
離
し
た
貼
紙
は
、

内
容
・
月
日
な
ど
か
ら
判
断
し
て
適
当
な
箇
所
に
挿
入
し
た
。

　

13 　

印
判
は
、
そ
の
形
状
に
合
わ
せ
て
㊞
・
印
な
ど
と
そ
の
形
が
わ
か

る
よ
う
に
し
、
写
で
「
印
」　
「
花
押
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
も
の
は
そ

の
文
字
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

一 

、
史
料
の
な
か
に
は
、
一
部
差
別
的
な
用
語
が
含
ま
れ
る
が
、
歴
史
的

用
語
と
し
て
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
こ
れ
は
、
歴
史
的
事
実
を
正
し
く
認

識
し
、
非
人
道
的
差
別
の
解
消
に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。

一 

、
文
書
の
筆
耕
・
入
力
は
、
く
ま
が
や
古
文
書
学
習
・
研
究
会
の
金
子

幸
生
・
白
澤
加
代
子
・
中
沢
友
子
・
松
澤
努
が
行
い
、
解
説
は
齋
藤
邦

明
（
熊
谷
市
史
近
代
専
門
部
会
特
別
調
査
員
）
が
執
筆
し
、
校
正
は
老

川
慶
喜
・
重
田
正
夫（
と
も
に
熊
谷
市
史
近
代
専
門
部
会
専
門
調
査
員
）・

岡
田
辰
男
（
く
ま
が
や
古
文
書
学
習
・
研
究
会
）・
滝
沢
き
よ
子
（
市

史
編
さ
ん
室
臨
時
職
員
）
が
担
当
し
て
、
編
集
は
水
品
洋
介
（
市
史
編

さ
ん
室
嘱
託
職
員
）
が
担
当
し
た
。
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口
絵
解
説

１ 

．
鯨
井
勘
衛
肖
像
画　
　

熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
蔵
。
肖
像
画
は
額
装
し

て
あ
り
、
壮
年
期
の
勘
衛
が
描
か
れ
て
い
る
。
肖
像
画
左
下
に
は
「
東
雲

描
之
」
と
あ
り
、
作
者
と
思
わ
れ
る
。

２ 

．
元
素
楼　
　

写
真
は
『
川
本
南
小
学
校
百
年
史
』（
川
本
南
小
学
校
百

年
史
編
纂
委
員
編
、
一
九
七
五
年
）
よ
り
転
載
。
元
素
楼
の
建
物
は
、
明

治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
本
畠
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
川
本
南
小
学
校
）

の
校
舎
と
し
て
移
築
さ
れ
る
。
写
真
は
移
築
後
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
撮

影
年
不
明
。

３ 

．
元
素
楼　
　

写
真
は
、
前
掲
『
川
本
南
小
学
校
百
年
史
』
よ
り
転
載
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
新
校
舎
設
立
の
た
め
、校
舎
解
体
時
の
風
景
写
真
。

４ 

．
行
啓
記
念
碑　
　

鯨
井
家
敷
地
内
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
英
照
皇

太
后
・
昭
憲
皇
后
が
、
富
岡
製
糸
場
を
訪
ね
た
際
に
元
素
楼
に
立
ち
寄
っ

た
行
啓
を
記
念
し
て
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
建
立
し
た
記
念
碑
。

昭
和
二
九
年
「
熊
谷
市
指
定
記
念
物
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
る
。

５ 

．
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
収
納
木
箱　
　

熊
谷
市
立
図
書
館
寄
託
時
か
ら

使
用
さ
れ
た
木
箱
と
思
わ
れ
る
。
蓋
は
一
部
破
損
が
み
ら
れ
る
。

６ 

．「
御
用
簿
」
表
紙
・
裏
表
紙　
　

鯨
井
熈
は
勘
衛
の
諱
。
敬
熈
、
熈
堂

と
も
称
す
。
印
章
は
篆
刻
で
押
印
さ
れ
て
お
り
、「
鯨
井
勘
衛
」
な
ど
の

文
字
が
み
え
る
。

７ 

．
明
治
五
年
六
月
二
日
条
（
本
書
一
四
〜
一
五
頁
）　　

イ
タ
リ
ア
人
フ

レ
シ
ア
ン
、
シ
コ
ギ
ア
が
熊
谷
を
訪
ね
た
記
事
。
両
人
は
勘
衛
案
内
の
も

と
、
元
素
楼
を
見
学
、
そ
の
後
妻
沼
村
（
現
熊
谷
市
妻
沼
）
小
池
五
十
郎

（
世
話
役
）
宅
を
見
学
、
同
家
に
宿
泊
し
て
い
る
。

８ 

．
来
酉
年
養
蚕
原
種
取
調
凡
積
高
書
上
帳（
本
書
一
九
頁
）　　

朱
書
部
分
。

粗
製
濫
造
問
題
の
対
処
と
し
て
、
蚕
種
製
造
免
許
人
員
の
把
握
、
生
産
数

量
検
査
と
し
て
、
各
地
域
の
養
蚕
世
話
役
に
提
出
さ
せ
た
際
の
雛
形
で
あ

る
（
解
説
四
頁
）。

９ 

．
票
告
（
本
書
四
二
〜
四
三
頁
）　　

協
議
場
開
設
に
際
し
て
、
作
成
さ



れ
た
告
示
文
。
入
間
県
で
は
、
勧
業
の
ほ
か
治
水
・
道
路
等
を
議
論
す
る

協
議
所
を
設
け
た
。
勘
衛
は
「
議
者
」
に
選
ば
れ
て
い
る
（
解
説
四
頁
）。

10 

．「
公
用
記
」
表
紙
・
裏
表
紙　
　

御
用
簿
と
同
じ
く
、
裏
表
紙
に
は
鯨

井
熈
と
あ
る
が
、
印
は
な
い
。

11 

．
明
治
六
年
一
月
二
二
日
条
（
本
書
六
三
頁
）　　

勘
衛
は
富
岡
製
糸
場

を
訪
ね
て
お
り
、
陸
奥
宗
光
と
面
会
し
て
い
る
。
翌
二
三
日
に
は
、
渋
沢

栄
一
と
面
会
し
て
い
る
（
解
説
五
頁
）。

12 

．
明
治
六
年
六
月
一
一
日
条
（
本
書
八
七
頁
）　　

勧
工
寮
と
は
、
工
部

省
（
明
治
三
年
創
置
）
に
設
置
さ
れ
た
一
〇
寮
一
司
の
一
つ
。
勧
工
寮

は
明
治
八
年
に
造
船
寮
・
製
鉄
寮
と
共
に
製
作
寮
に
属
し
た
。
勘
衛
は
、

一
一
日
に
勧
工
寮
を
見
学
し
た
後
、
イ
タ
リ
ア
公
使
代
理
と
通
訳
を
通
じ

て
面
会
し
て
い
る
。

13 

．
明
治
六
年
六
月
一
五
日
条
（
本
書
八
八
頁
）　　

熊
谷
事
務
所
か
ら
英

照
皇
太
后
・
照
憲
皇
后
行
啓
の
通
達
が
く
る
。
二
一
日
に
勘
衛
宅
で
小
休

止
し
て
、
養
蚕
御
覧
（
元
素
楼
）
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
準
備
と
し
て
中

山
道
か
ら
勘
衛
宅
ま
で
の
道
路
整
備
、
詳
細
を
勘
衛
と
相
談
す
る
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
（
解
説
五
頁
）。

14 

．
明
治
六
年
六
月
一
七
日
条
（
本
書
八
八
頁
）　　
「
熊
谷
県
」
の
名
称

が
本
史
料
の
中
で
、
最
初
に
使
用
さ
れ
た
箇
所
。
熊
谷
県
は
、
明
治
六

年
六
月
一
五
日
に
群
馬
県
（
第
一
次
）
と
入
間
県
が
合
併
し
て
成
立
す

る
。
初
代
県
令
は
河
瀬
秀
治
。
川
越
と
前
橋
、
大
宮
郷
（
現
秩
父
市
）

の
三
ヶ
所
に
支
庁
を
設
け
る
。
明
治
九
年
八
月
熊
谷
県
は
廃
止
、
旧
入

間
県
域
が
埼
玉
県
に
統
合
。

15 

．
明
治
六
年
六
月
廿
六
日
条
（
本
書
九
〇
〜
九
一
頁
）　　

英
昭
皇
太

后
・
照
憲
皇
后
が
元
素
楼
を
行
啓
し
た
時
の
様
子
を
あ
ら
わ
す
。
生
繭

等
を
天
覧
し
た
際
、
い
く
つ
か
勘
衛
に
質
問
し
て
、
回
答
し
た
こ
と
が

わ
か
る
（
解
説
五
頁
）。

16 

．
蚕
種
大
惣
代
交
替
之
義
ニ
付
副
而
申
上
候
書
付
（
本
書
一
一
三
〜

一
一
四
頁
）　　

鯨
井
勘
衛
蚕
種
大
惣
代
辞
職
の
申
し
出
に
対
す
る
熊

谷
県
令
河
瀬
秀
治
の
言
上
。
今
ま
で
の
勘
衛
の
功
労
を
賞
賛
し
て
一
時

休
み
の
許
可
は
出
す
も
の
の
、
再
勤
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
再

三
辞
職
願
を
勘
衛
は
出
す
が
、
正
式
に
大
惣
代
を
辞
め
る
の
は
一
二
月

二
九
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
本
書
一
二
一
頁
）。
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�
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�

　

本
書
は
、『
熊
谷
市
史
料
集
二
』
と
し
て
、
玉
井
の
元げ
ん

素そ

楼ろ
う

養
蚕
関
係

（
鯨く
じ
ら
い井
勘か
ん

衛え

家
）
文
書
の
中
か
ら
、「
御
用
簿
」・「
公
用
記
」
の
二
史
料
を
翻

刻
し
、
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
翻
刻
す
る
史
料
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。

本
書
所
収
の
史
料
は
、
幕
末
維
新
期
に
蚕
糸
業
が
外
貨
獲
得
産
業
と
し
て
重

視
さ
れ
、
日
本
の
産
業
革
命
を
牽
引
す
る
産
業
へ
と
成
長
す
る
過
程
で
生
じ

た
蚕
種
の
粗
製
濫
造
に
対
し
、
鯨
井
勘
衛
が
、
渋
沢
栄
一
・
尾
髙
惇
忠
ら
中

央
政
府
高
官
や
入
間
県
・
熊
谷
県
と
い
っ
た
地
方
政
府
、
田
島
弥
平
・
竹
井

澹
如
（
万
平
）
な
ど
の
事
業
家
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
い
か
な
る
対
応
を

と
っ
た
の
か
を
克
明
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
日
本

の
黎
明
期
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
地
域
の
歴
史
の
重
要
な
一ひ
と
こ
ま齣
を
明
ら
か

に
す
る
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
（
関
連
す
る
先
行
研
究
は
文
末
の

参
考
文
献
を
参
照
）。

　

鯨
井
勘
衛
お
よ
び
元
素
楼
に
関
し
て
は
後
段
で
概
説
す
る
の
で
、
ま
ず

元
素
楼
養
蚕
関
係
（
鯨
井
勘
衛
家
）
文
書
の
概
要
に
触
れ
て
お
く
。
文
書
は

熊
谷
市
立
図
書
館
寄
託
で
、
熊
谷
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
点

数
は
二
二
点
あ
り
、
木
箱
に
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
写
真
五
）。

史
料
の
年
代
は
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
か
ら
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年

ま
で
で
、
特
に
明
治
五
、
六
年
に
集
中
し
て
い
る
。

　

管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
が
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
は

な
い
。
ま
た
鯨
井
勘
衛
の
手
に
よ
る
著
作
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
も
翻

刻
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
の
一
部
を
公
刊
す
る
の
は
、

今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
の
存
在
は
、
遅
く
と
も
『
埼
玉
県
蚕
糸
業

史
』（
一
九
六
〇
年
）
刊
行
時
に
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
同
書
、「
第
二
編
第
一
章　

蚕
糸
行
政
」
に
は
出
典
と
し
て
「
鯨
井
家
文
書
」

の
文
字
が
み
ら
れ
る
。
同
じ
く
、「
第
二
編
第
三
章　

蚕
業
教
育
」
に
渋
沢

宗
助
（
渋
沢
栄
一
の
本
家
・
三
代
目
当
主
）
の
『
養
蚕
手
引
抄
』（
安
政
二

（
一
八
五
五
））
年
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
所
蔵
先
と
し
て
鯨
井

の
名
が
確
認
で
き
る
（
こ
の
史
料
は
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
と
合
致
）。
そ

し
て
、
と
く
に
近
年
、
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
の
う
ち
「
御
用
簿
」
を
中
心

に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
鈴
木
芳
行
氏
『
蚕
に
み
る
明
治
維
新
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
、
元
素
楼
養
蚕
関
係

文
書
は
明
治
初
期
の
蚕
糸
業
、
蚕
糸
行
政
、
外
交
政
策
の
基
礎
史
料
と
し
て
、
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し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

一�

鯨
井
勘
衛
�
�
�
元
素
楼
�
�
�
�

（
一
）
鯨
井
勘
衛
（
口
絵
写
真
一
）

　

天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
一
一
月
二
二
日
生
〜
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年

六
月
二
七
日
没
（
四
四
歳
）。

　

鯨
井
勘
衛
は
、
大
里
郡
玉
井
村
（
現
熊
谷
市
）
の
旧
家
、
鯨
井
勘
右
衛
門

の
家
に
生
ま
れ
た
。
鯨
井
家
に
つ
い
て
は
、
今
日
史
料
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

出
自
・
家
系
図
な
ど
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
玉
井
村
に
関
し
て
は

『
熊
谷
市
行
政
古
文
書
目
録　

玉
井
村
役
場
編
』、『
ふ
る
さ
と 

玉
井
の
歴
史
』

な
ど
が
あ
る
が
、
明
治
初
年
の
史
料
の
存
在
や
、
関
連
す
る
記
述
は
限
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
勘
衛
の
息
子
（
同
じ
く
勘
衛
を
名
乗
る
）
は
、
埼
玉
県
で

最
初
の
政
治
結
社
・
七
名
社
を
結
成
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

鯨
井
勘
衛
は
、
幼
名
を
茂
三
郎
と
い
い
、
二
五
歳
で
家
を
継
ぎ
、
勘
右
衛

門
を
襲
名
し
、
後
に
勘
衛
と
改
名
し
た
。
ま
た
諱い
み
なを
敬
熈
、
熈
堂
、
熈
洲
と

号
し
て
い
た
。
勘
衛
の
為ひ
と
と
な
り人は
、「
進
取
の
気
に
富
む
」
と
さ
れ
、「
頗す
こ
ぶる
殖

産
の
志
に
篤
」い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う（「
故
鯨
井
勘
衛
経
歴
書
下
書
」（
元

素
楼
養
蚕
関
係
文
書
所
収
））。

　

安
政
元
（
一
八
五
四
・
勘
衛
二
四
歳
）
年
、
桑
樹
を
栽
植
し
て
養
蚕
業
を

創
め
た
。
文
久
三（
一
八
六
三
・
三
三
歳
）年
、蚕
種
と
製
糸
の
製
造
に
着
手
し
、

慶
応
二
（
一
八
六
六
・
三
六
歳
）
年
に
熊
谷
の
荒
川
河
原
を
開
拓
し
て
桑
苗

を
試
植
し
た
こ
と
が
、
埼
玉
県
下
の
桑
園
の
創
始
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
明

治
二（
一
八
六
九
・
三
九
歳
）年
、養
蚕
飼
育
所
・
元
素
楼
を
建
設
し
た（
後
述
）。

　

明
治
五
（
一
八
七
二
・
四
二
歳
）
年
三
月
、
入
間
県
・
埼
玉
県
の
蚕
種
大

惣
代
に
命
じ
ら
れ
る
。
今
回
翻
刻
す
る
「
御
用
簿
」・「
公
用
記
」
は
、
こ
の

公
務
記
録
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
末
に
勘
衛
本
人
の
希

望
で
蚕
種
大
惣
代
を
辞
職
し
、
明
治
七
年
六
月
、
病
に
よ
っ
て
死
去
し
た
。

　

勘
衛
の
生
涯
は
、
幕
末
維
新
期
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
、
決
し
て
短
い
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
三
〜
四
〇
代
は
日
本
社
会
の
劇

的
な
変
化
と
共
に
、
多
方
面
で
活
躍
を
見
せ
た
。
ま
た
勘
衛
は
「
養
蚕
得
失

論
」、「
養
蚕
大
得
書
」、「
養
ひ
草
」
等
の
書
を
記
し
て
、
養
蚕
教
育
・
指
導

に
当
り
、
鈴
木
芳
行
氏
の
い
う
「
養
蚕
教
師
」
で
も
あ
っ
た
。

　
（
以
上
、『
埼
玉
県
蚕
糸
業
史
』、『
熊
谷
人
物
事
典
』、『
埼
玉
人
物
小
事
典
』

お
よ
び
「
故
鯨
井
勘
衛
経
歴
書
下
書
」（
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
所
収
）
を

参
照
し
た
。）

（
二
）
元
素
楼

　

元
素
楼
は
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
、
蚕
糸
改
良
の
目
的
で
、
鯨
井

家
の
屋
敷
内
に
三
階
建
て
間
口
一
六
間
・
奥
行
八
間
の
大
蚕
室
と
し
て
建
設
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さ
れ
た
。
元
素
楼
で
は
清
涼
育
と
い
う
飼
育
法
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
、
英
照
皇
太
后
、
昭
憲
皇
后
が
群
馬
県
の
富

岡
製
糸
場
を
訪
れ
た
際
に
、
元
素
楼
へ
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
行
啓
へ
の
対
応

が
、
今
回
翻
刻
す
る
「
公
用
記
」
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
元
素
楼
は
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
に
解
体
さ
れ
、
一
部
は

川
本
南
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
移
設
さ
れ
た
が
（
口
絵
写
真
二
、三
）、
現
存

し
て
い
な
い
。
元
素
楼
跡
地
に
は
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
、
行
啓
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
（
口
絵
写
真
四
）、昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
一
一
月
三
日
、

「
熊
谷
市
指
定
記
念
物 

史
跡
」
に
指
定
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
（
以
上
、
熊
谷
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
元
素
楼
跡
」、「
鯨
井
勘
衛
」

お
よ
び
埼
玉
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
生
産
振
興
課
／
埼
玉
県
の
養
蚕
・
絹
文

化
の
継
承
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。）

　

二�

�
御
用
簿
�

　
　

〔
縦
二
五
・
一
㎝
×
横
一
六
・
五
㎝
、
表
紙
共
一
一
四
丁
〕

　

本
史
料
は
、
鯨
井
勘
衛
が
大
蔵
省
で
開
か
れ
た
大
惣
代
会
議
（
三
月
一
九

日
〜
五
月
一
六
日
）
に
参
加
し
た
後
か
ら
書
き
出
さ
れ
、
明
治
五
年
五
月

一
七
日
〜
明
治
六
年
一
月
一
二
日
ま
で
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
（
口
絵
写
真

六
）。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
勘
衛
は
蚕
種
の
粗
製
濫
造
問
題
へ
の
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
本
史
料
を
繙ひ
も
とく
と
、
真
っ
先
に
こ
の
問
題
が
国
際
的

な
性
格
と
緊
迫
感
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
我
々
に
伝
え
て
く
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
タ
リ
ア
人
フ
レ
シ
ア
ン
、
シ
コ
ギ
ア
二
名
が
、
明
治
五
年
六

月
初
め
に
蚕
卵
生
糸
の
取
調
べ
の
た
め
に
熊
谷
を
訪
れ
た
際
、
勘
衛
が
対
応

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
写
真
七
）。
な
お
、
先
述
の
鈴
木
氏
の

著
書
で
は
こ
の
イ
タ
リ
ア
人
の
訪
問
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
く
、
こ
こ
か
ら

も
「
御
用
簿
」
の
検
討
の
余
地
は
未
だ
多
く
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
、
こ
の
明
治
五
年
六
月
上
半
期
の
勘
衛
の
行
動
を
史
料
に
即
し
て

追
っ
て
み
る
と
、
一
、
二
日
に
フ
レ
シ
ア
ン
・
シ
コ
ギ
ア
両
名
の
訪
問
に
対

応
し
、
二
日
に
は
妻
沼
へ
行
く
。
三
日
・
本
庄
、
四
日
・
深
谷
、
五
日
・
寄

居
を
回
り
、
八
日
・
浦
和
の
埼
玉
県
庁
へ
出
張
し
、
県
令
の
野
村
盛
秀
ら
と

面
会
し
て
い
る
。
一
〇
日
に
は
大
蔵
省
租
税
寮
お
よ
び
勧
農
寮
へ
出
頭
し
、

そ
の
際
、
渋
沢
栄
一
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
一
二
日
に
帰
郷
し
た
が
、
一
三

日
・
川
越
の
入
間
県
庁
へ
行
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
面
会
し
て
い
る
人
物
は

十
数
名
に
の
ぼ
る
。
蚕
種
大
惣
代
と
い
う
職
の
多
忙
さ
は
、
こ
れ
だ
け
で
も

十
分
理
解
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
勘
衛
が
辞
職
す
る
直
前
ま
で
休

む
こ
と
な
く
続
い
た
の
で
あ
り
、
勘
衛
の
心
身
へ
の
負
担
は
相
当
な
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
粗
製
濫
造
問
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
か
に
つ
い
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て
は
、
本
史
料
を
見
な
が
ら
勘
衛
の
行
動
と
共
に
そ
の
過
程
を
追
跡
（
再
体

験
）
す
る
こ
と
が
最
も
良
い
と
思
わ
れ
る
が
、
結
論
の
み
先
取
り
す
る
と
、

蚕
種
の
製
造
免
許
人
員
の
把
握
、
生
産
数
量
検
査
を
行
う
こ
と
で
対
処
し
よ

う
と
し
た
。
後
者
の
、
生
産
数
量
の
把
握
は
、
勘
衛
が
「
養
蚕
原
種
取
調
凡

積
高
書
上
帳
」
を
各
地
域
の
養
蚕
世
話
役
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
で
実
施
し
た

（
口
絵
写
真
八
）。
勘
衛
が
、
埼
玉
県
下
の
各
地
へ
奔
走
し
て
い
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
実
施
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
入
間
県
で
は
、
蚕
糸
業
を
は
じ
め
と
す
る
勧
業
の
ほ
か
、
治
水
・
道

路
・
橋
梁
・
水
陸
運
な
ど
に
つ
い
て
議
論
す
る
協
議
所
を
設
け
、
県
下
の
名

士
か
ら
「
議
者
」
を
選
定
し
て
、
毎
月
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
口
絵

写
真
九
）。
勘
衛
は
「
議
者
」
に
選
ば
れ
、維
新
期
の
地
方
に
お
け
る
「
公
議
」

を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
明
治
維
新
の
時
代
に
関
わ
り
の
深
い
記
述
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

明
治
五
年
七
月
二
六
、
二
七
日
に
「
蒸
気
車
」、
す
な
わ
ち
汽
車
に
乗
っ
て

い
る
記
録
や
、
こ
の
年
か
ら
太
陽
暦
を
採
用
し
た
た
め
、
一
二
月
三
日
が
新

暦
の
明
治
六
年
一
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

三�

�
公
用
記
�

　
　

〔
縦
二
四
・
七
㎝
×
横
一
六
・
二
㎝
、
表
紙
共
一
〇
九
丁
〕

　

本
史
料
は
、「
御
用
簿
」
に
後
続
す
る
、
明
治
六
年
・
一
年
間
の
記
録
で

あ
る
（
口
絵
写
真
一
〇
）。「
御
用
簿
」
は
、
明
治
六
年
一
月
一
二
日
ま
で
記

録
さ
れ
て
い
た
が
、「
公
用
記
」
で
は
、
改
め
て
明
治
六
年
一
月
一
日
か
ら

記
さ
れ
て
お
り
、
一
月
八
日
か
ら
「
御
用
簿
」
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
が
確

認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
簿
冊
を
改
め
る
際
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

ま
た
明
治
六
年
は
、
群
馬
県
と
入
間
県
が
合
併
し
て
熊
谷
県
が
成
立
し
た

年
で
あ
り
（
六
月
一
五
日
）、
史
料
上
か
ら
も
六
月
一
七
日
に
熊
谷
県
の
文

字
が
み
ら
れ
る
（
口
絵
写
真
一
四
）。

　

既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
勘
衛
は
、
明
治
六
年
一
二
月
二
九
日
に
熊
谷
県
か
ら

辞
令
が
下
り
、
蚕
種
大
惣
代
を
辞
す
る
が
、
こ
の
辞
職
の
申
し
出
は
、
同
年

九
月
に
勘
衛
か
ら
熊
谷
県
令
・
河
瀬
秀
治
へ
、
河
瀬
か
ら
租
税
頭
・
陸
奥
宗

光
、
租
税
権
頭
・
松
方
正
義
へ
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く

実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
（
口
絵
写
真
一
六
）。
九
月
以
後
、
本
来
公
務
記
録

で
あ
る
「
公
用
記
」
に
お
い
て
も
、
度
々
、
勘
衛
の
身
体
の
不
調
や
療
養
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
公
用
記
」
は
明
治
六
年
の
蚕
種

大
惣
代
の
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
勘
衛
の
最
晩
年
の
様
子
も
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

た
だ
し
、「
公
用
記
」
に
見
ら
れ
る
勘
衛
の
様
子
は
、
翌
年
に
亡
く
な
る

と
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
、
依
然
と
し
て
多
忙
を
極
め
て
い
る
。
ま
ず
蚕
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種
の
粗
製
濫
造
問
題
に
対
し
て
は
、
勘
衛
ら
蚕
種
大
惣
代
は
蚕
種
製
造
規
則

を
改
正
し
、
蚕
種
取
締
規
則
を
定
め
て
、
蚕
種
製
造
の
取
り
締
ま
り
を
一
層

強
化
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
注
目
さ
れ
る
勘
衛
の
動
き
と
し
て
は
、
富
岡
製
糸

場
の
見
学
と
皇
太
后
・
皇
后
の
行
啓
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

勘
衛
は
、
富
岡
製
糸
場
を
一
月
二
二
日
〜
二
三
日
に
訪
れ
て
い
る
が
、
そ

の
際
、
陸
奥
宗
光
と
渋
沢
栄
一
と
面
会
し
て
い
る
（
口
絵
写
真
一
一
）。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
富
岡
製
糸
場
の
初
代
場
長
は
、
渋
沢
と
同
郷
の

尾
髙
惇
忠
で
あ
る
。
尾
髙
は
、
渋
沢
の
本
家
筋
に
あ
た
る
渋
沢
宗
助
か
ら
影

響
を
受
け
、
養
蚕
に
精
通
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
渋
沢
、
尾
髙
の
学
ん

だ
養
蚕
技
術
は
、
上
州
島
村
（
現
群
馬
県
伊
勢
崎
市
）
の
田
島
弥
平
が
開
発

し
た
も
の
で
あ
る
。
渋
沢
、
尾
髙
、
田
島
と
い
う
、
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
わ
り
を
も
っ
た
の
が
勘
衛
で
あ
り
、
勘
衛
の
富
岡

製
糸
場
の
見
学
は
、
そ
の
関
係
性
が
集
中
的
に
表
現
さ
れ
た
一
齣
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　

ま
た
こ
の
年
、
皇
太
后
・
皇
后
が
元
素
楼
に
行
啓
し
た
こ
と
は
既
に
触
れ

た
。
こ
の
行
啓
に
つ
い
て
勘
衛
は
、
六
月
一
三
日
に
「
御
道
筋
」
の
示
唆
が

あ
り
、
六
月
一
五
日
に
熊
谷
事
務
局
か
ら
正
式
に
知
ら
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

日
程
変
更
の
後
、
六
月
二
六
日
、
元
素
楼
を
「
天
覧
」
し
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
（
口
絵
写
真
一
三
・
一
五
）。
こ
の
行
啓
も
ま
た
、
上
述
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
田
島
弥
平
は

明
治
四
年
か
ら
宮
中
養
蚕
奉
仕
に
お
け
る
世
話
方
を
務
め
て
い
た
。
田
島
、

渋
沢
、
尾
髙
、
そ
し
て
勘
衛
の
関
係
性
の
な
か
か
ら
、
当
時
い
く
つ
も
存
在

し
た
蚕
室
の
中
で
元
素
楼
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

�
�
�
�

　

最
後
に
、
本
書
所
収
の
史
料
以
外
に
、
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
の
中
で
関

係
が
深
い
も
の
と
思
わ
れ
る
史
料
に
言
及
し
つ
つ
、
近
年
の
経
済
史
・
経
営

史
、
農
業
史
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、「
御
用
簿
」・「
公
用
記
」
の
利
用

可
能
性
に
言
及
し
た
い
。

　

ま
ず
、「
公
用
簿
」
と
同
じ
く
明
治
五
年
（
壬
申
）
の
史
料
と
し
て
は
、「
開

港
場
蚕
種
の
正
路
売
込
法
則
制
定
懇
願
書
」、「
武
州
蚕
種
漉
立
原
紙
の
品
位

向
上
ニ
付
上
申
書
」
と
い
っ
た
、
差
出
人
・
鯨
井
勘
衛
等
、
受
取
・
租
税
寮

と
な
っ
て
い
る
史
料
が
見
出
さ
れ
る
。

　
「
公
用
記
」
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
は
、「
行
啓
供
奉
人
員
等
書
上
」、「
蚕

種
大
総
代
差
免
状
」
が
特
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
養
蚕
得
失
論
」、

「
養
蚕
大
得
書
」
な
ど
の
勘
衛
の
著
書
も
明
治
五
〜
六
年
に
執
筆
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
勘
衛
の
養
蚕
知
識
と
共
に
、
晩
年
の
勘
衛
自
身
の
思

想
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

経
済
史
・
経
営
史
研
究
に
お
い
て
、
幕
末
開
港
か
ら
明
治
維
新
に
い
た
る

解　説
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過
程
が
、
日
本
経
済
の
近
代
化
・
資
本
主
義
化
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
こ

と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
所
収
の
史
料
は
、
直
接
的
に
は
蚕
種
大

惣
代
の
公
務
記
録
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
蚕
種
の
粗
製
濫
造
問

題
に
対
処
す
る
た
め
、
極
め
て
多
く
の
人
物
と
の
交
渉
記
録
と
も
な
っ
て
い

る
。
近
年
、
経
済
史
・
経
営
史
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
期
の
産
業
化
・
工

業
化
に
お
け
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
書
所
収
の
史

料
か
ら
は
、
明
治
黎
明
期
の
勧
業
政
策
に
お
け
る
人
的
関
係
が
克
明
に
わ
か

り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
し
て
、
成
立
間
も
な
い
明
治
新
政
府
の

政
策
が
い
か
に
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
か
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
農
業
史
研
究
に
お
い
て
は
、
近
年
、
農
業
技
術
に
関
す
る
実
証
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
養
蚕
業
に
お
け
る
技
術
史
的
研
究

は
進
展
が
著
し
い
。
今
回
翻
刻
す
る
史
料
か
ら
は
、
粗
製
濫
造
と
い
う
問
題

を
め
ぐ
っ
て
蚕
種
生
産
、
蚕
種
技
術
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
輸
出
向
け
と
し

て
増
大
し
た
蚕
種
の
実
態
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
翻
刻
す
る
「
御
用
簿
」・「
公
用
記
」
と
元
素
楼
養
蚕
関
係
文
書
は
、

明
治
初
期
の
極
め
て
豊
か
な
、
貴
重
な
歴
史
記
録
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
入
念

に
検
討
す
る
こ
と
で
、
日
本
近
代
史
の
新
た
な
歴
史
像
が
照
ら
し
出
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

�
参
考
文
献
�
�
編
著
者
五
十
音
順
�

石 

井
寛
治
『
日
本
蚕
糸
業
史
分
析―

日
本
産
業
革
命
研
究
序
論―

』（
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）

井 

川
克
彦
「
明
治
初
期
の
蚕
種
輸
出
過
剰
問
題
と
外
国
人
」（『
日
本
女
子
大

学
紀
要 

文
学
部
』
第
五
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）

井 

川
克
彦
「
明
治
初
期
に
お
け
る
日
本
生
糸
の
粗
悪
化
と
産
地
銘
柄
」（『
日

本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部
』
第
五
五
号
、
二
〇
〇
六
年
）

猪 

谷
善
一
「
明
治
初
年
に
於
け
る
蚕
種
輸
出
」『
社
会
経
済
史
学
』（
第
六
巻

第
一
〇
号
、
一
九
三
七
年
）

荻 

野
勝
正
『
尾
髙
惇
忠―

富
岡
製
糸
場
の
初
代
場
長―

』（
さ
き
た
ま
出
版

会
、
二
〇
一
五
年
）

日
下
部
朝
一
郎
『
熊
谷
人
物
事
典
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）

小 

野
文
雄
・
福
島
正
義
・
柳
田
敏
司
・
吉
本
富
男
『
埼
玉
人
物
小
事
典
』（
毎

日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）

『
熊
谷
市
史
』
通
史
編
（
一
九
八
四
年
）

熊
谷
市
立
図
書
館
『
熊
谷
地
方
の
養
蚕
』（
二
〇
〇
三
年
）

埼 
玉
県
蚕
糸
業
協
会
『
埼
玉
県
蚕
糸
業
史
』（
埼
玉
県
蚕
糸
業
協
会
、

一
九
六
〇
年
）

埼 

玉
県
自
由
民
権
運
動
研
究
会
『
埼
玉
自
由
民
権
運
動
史
料
』（
埼
玉
新
聞

社
、
一
九
八
四
年
）
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島 
田
昌
和
『
渋
沢
栄
一―

社
会
企
業
家
の
先
駆
者―

』（
岩
波
新
書
、
二
〇

一
一
年
）

渋
沢
栄
一
『
雨
夜
譚―

渋
沢
栄
一
自
伝―

』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
四
年
）

鈴 

木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和
田
和
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と

展
開―

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
地
域
経
済―

』（
名
古
屋

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）

鈴 

木
芳
行
『
蚕
に
み
る
明
治
維
新―
渋
沢
栄
一
と
養
蚕
教
師―

』（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
一
年
）

田 

村
均
「
幕
末
・
明
治
前
期
の
蚕
種
輸
出
と
生
糸
改
良
問
題―

富
岡
製
糸
場

と
北
武
蔵―

」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
北
武
蔵
の
地
域
形
成―

水
と

地
形
が
織
り
な
す
歴
史
像―

』
雄
山
閣
、
二
〇
一
五
年
）

土 

金
師
子
「
明
治
前
期
に
お
け
る
小
県
郡
と
下
伊
那
郡
の
養
蚕
飼
育
法―

共
進
会
申
告
書
に
み
る
保
温
折
衷
育
へ
の
過
程―

」（『
農
業
史
研
究
』
第

四
六
号
、
二
〇
一
二
年
）

土
屋
喬
雄『
人
物
叢
書　

渋
沢
栄
一
』（
吉
川
弘
文
館
、新
装
版
、一
九
八
九
年
）

中 

林
真
幸
『
近
代
資
本
主
義
の
組
織―

製
糸
業
の
発
展
に
お
け
る
取
引
の
統

治
と
生
産
の
構
造―

』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）

中 

村
尚
史
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命―

日
本
に
お
け
る
企
業
勃
興
の
原
動
力

―

』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）

丹 

羽
邦
男
『
明
治
維
新
の
土
地
変
革―

領
主
的
土
地
所
有
の
解
体
を
め
ぐ
っ

て―

』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
二
年
）

「 

ふ
る
さ
と
玉
井
の
歴
史
」
編
集
委
員
会
『
ふ
る
さ
と 

玉
井
の
歴
史
』（
玉

井
地
区
自
治
会
連
合
会
、
二
〇
〇
八
年
）

渡 

辺
隆
喜
「
民
権
結
社
の
成
立
と
地
方
民
会
論
」（『
大
学
史
紀
要
』
第
九
号
、

明
治
大
学
大
学
史
料
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

渡 

辺
尚
志
編
『
近
代
移
行
期
の
名
望
家
と
地
域
・
国
家
』（
名
著
出
版
、
二

〇
〇
六
年
）

〔
史
料
〕

「 

明
治
六
年
改
正 

蠶
種
取
締
規
則
」（
東
京
大
学
経
済
学
資
料
室　

近
世
・

近
代
社
会
経
済
資
料
（
準
貴
重
図
書
・
特
別
図
書
）
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
。
東
京
大
学
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
よ
り
ア
ク
セ
ス
可
能
）

『 

生
糸
製
造
取
締
規
則
』（
国
立
国
会
図
書
館　

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
）。

〔
そ
の
他
〕

熊 
谷
市
立
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
熊
谷
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、「
二
一
．
元
素
楼
跡
」（http://w

w
w
.kum

agaya-

bunkazai.jp/m
useum

/jousetu/nakasendou/35_b21.htm

）

熊 

谷
市
立
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
熊
谷
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

解　説



― 8―

熊谷市史料集２

― 9―

ジ
ア
ム
」、「
鯨
井
勘
衛
」（http://w

w
w
.kum

agaya-bunkazai.jp/

m
useum

/ijin/kujiraikane.htm

）

埼 

玉
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
生
産
振
興
課
／
埼
玉
県
の
養
蚕
・
絹
文
化
の
継

承
に
つ
い
て
」

　
（https://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a0904/909-20091214-442.htm
l

）

（
齋
藤　

邦
明
）
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一�

明
治
五
年
�
一
八
七
二
��

御
用
簿

　
　
　
　

「（
表
紙
）

　
　
　

『（
貼
紙
）
養
蚕
御
用
簿
』

　
　

御　

用　

簿

　
　
　
「（
朱
書
）
壬
申
年
」　　
　
　

」

三 

月
十
九
「
八
」日　

出
立
五
月
十
六
日
帰
郷
、
同
日
蚕
種
世
話
役
一
般
江
切
廻
状

出
ス
「（
朱
書
）
五
十
八
日
」

同
（
五
月
）十
七
日　

深
谷
宿
杉
田
専
衛
宅
会
所
出
席
人

　

村
岡
村　
　
　
　
　

阿
賀
野
村　
　
　
　
　

持
田
村

　
　

長
井
市
太
郎　
　
　
　

冨
田
七
郎
次　
　
　
　

三
田
清
太
郎

　

川
原
明
戸
村　
　
　
　

児
玉
町　
　
　
　
　

出
来
島
村

　
　

中
島　

三
郎　
　
　
　

松
井　

龍
作　
　
　
　

吉
見
左
右
衛
門

　

大
宮
郷　
　
　
　
　

妻
沼
村　
　
　
　
　

間
々
田
村

　
　

松
本　

順
八　
　
　
　

小
池
五
十
郎　
　
　
　

青
木　

忠
吾

　

宮
戸
村　
　
　
　
　
　

斎
藤　

吉
弥　
　
　

久
下
村

　
　

金
井　

傳
次　
　
　

大
の　
　
　
　
　
　
　

管（
菅
）谷
源
五
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

佐
次
郎　
　
　
　
　

代
小
澤
龍
四
郎

　

入
間
郡
森
戸
村　
　
　

本
庄
宿　
　
　
　
　

仲
宿
村

　
　

岡
野
次
郎
右
衛
門　
　

田
村
佐
惣
次　
　
　
　

高
田
平
九
郎

　

沼
和
田
村　
　
　
　
　

上
仁
手
村　
　
　
　
　

中
瀬
村

　
　

長
沼
孝
太
郎　
　
　
　

茂
木　

安
吉　
　
　
　

斎
藤　

安
衛

　

高
麗
郡
中
藤
村　
　
　

秩
父
郡
名
倉
（
栗
）村

　
　

大
野
定
次
郎　
　
　
　

森　

伊
左
衛
門　
　
　

根
岸　

善
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
久
吉

　
　

村
岡　

嘉
平

　
　

加
藤　

傳
三

　

熊
谷
宿
而
已
不
参
ニ
付

　
　

 

今
十
七
日
深
谷
宿
ニ
お
ゐ
て
、
管
内
一
般
崎
玉
県
管
下
ニ
至
迄
掛
り
場

蚕
種
世
話
役
惣
会
相
触
、
其
段
前
以
厚
申
通
置
候
処
、
更
ニ
回
答
無
之
、

右
ハ
如
何
之
御
心
得
ニ
御
座
候
哉
否
聢
与
承
知
い
た
し
、
其
筋
江
申
立

候
間
、
至
急
申
越
有
之
度
候
也

　
　
　

五
月
十
七
日
夜
第
九
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
八
郎
右
衛
門
殿

十 

八
日　

同
宿
柳
沢
定
兵
衛･

伯
楽
佐
七
参
り
候
へ
共
、
心
得
方
相
分
不
申

候
ニ
付
、
立
戻
申
談
候
様
申
聞
相
返
ス

　
 

夕
方
八
郎
右
衛
門
・
定
兵
衛
来
り
、
繭
買
入
人
始
末
申
来
ル
、
猶
十
九
日

来
筈
、
夜
ニ
入
帰
ル
「（
朱
書
）
日
数
二
日
」

同
十
九
日　

世
話
役
須
藤
清
七
ゟ
臨
時
免
許
願
書
持
参

　

製
造
免
許
人　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
明
戸
村

一　明治５年（1872）　御用簿

（
朱
書
）

〻
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一
、
凡
積
百
枚　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
友
七

　
　
　

但
、
繭
拾
六
貫
目　

歩
方
六
分　
　
　
　
　

須
藤
清
七
組

　

一
、
凡
積
五
拾
枚　
　
　
　

同
村　

飯
塚
文
禮

　
　
　
　
　

生
繭
八
貫
目　

歩
方
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
滝
瀬
村

　

一
、
凡
積
百
四
拾
枚　
　
　
　
　
　

木
村
丈
吉　

金
井
総
平
組

　
　
　
　

生
繭
弐
拾
貫
目　

歩
方
七
分　
「（
朱
書
）

　
　
　
　
　

」

五 

月
廿
日　

元
仁
手
村
政
五
郎
・
由
衛
・
宗
吉
三
人
ニ
而
生
繭
買
集
候
由
、

右
売
人
同
村
七
之
介
・
清
吉
・
忠
次
郎
凡
七
軒
、
十
四
、
五
貫
目
宛
も
有

之
由
、
密
ニ
届
来
り
人
島
村
三
枝
屋
彦
九
郎
、
右
ニ
付
村
岡
方
ニ
而
取
調

候
様
書
付
中
瀬
斎
藤
安
衛
江
渡
、
小
和
瀬
村
江
便
宜
ニ
付
、
世
話
役
金
井

総
平
・
茂
木
安
吉
へ
右
取
調
候
様
書
付
出
ス

　

 

河
原
明
戸
村
与
平
・
三
郎
来
ル
、
申
談
組
合
取
結
候
様
申
渡
、
寄
居
町
酒

井
徳
次
郎
・
田
中
新
五
郎
世
話
役
組
分
申
来
、
猶
取
調
児
玉
町
組
合
内
分

ニ
い
た
し
、
一
組
ニ
い
た
し
置
候
様
申
渡

「（
朱
書
）
五
月
十
九
日
当
村
江
廻
り
候
御
沙
汰
左
ニ
」

　
　

 

蚕
種
之
義
以
来
生
繭
製
造
主
之
外
製
種
不
指
許
、
且
夏
蚕
・
再
出
・
掛

合
者
原
紙
ニ
取
、
製
造
之
義
ハ
不
相
成
、
夜
付
・
糊
付
其
外
粗
悪
之
品

一
切
製
造
不
相
成
筈
、
改
正
之
御
詮
議
も
有
之
、
不
日
御
発
令
可
有
之

候
へ
共
、
既
ニ
製
種
季
節
ニ
指
向
候
義
ニ
付
、
先
以
前
条
相
達
候
条
、

右
之
趣
相
心
得
、
兼
而
申
立
之
凡
積
員
数
ニ
見
合
、
生
繭
製
作
主
ニ
限

製
種
聞
届
候
様
可
致
事

　
　
　

壬
申
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

五 

月
廿
一
日　
　
　
　

組
合
取
極
、
右
世
話
役
板
倉
阿
佐
実
・
青
木
忠
吾
両

人
取
極
御
規
則
書
調
印

　

小
島
村
役
人
罷
越
候
様
書
付
出
ス

五 

月
廿
一
日　

深
谷
宿
江
出
張
、
機
械
蒸
ニ
而
各
国
繭
仕
上
、
妻
沼
村
斎
藤

吉
弥
・
大
埜
同
佐
次
郎
・
善
ケ
島
村
定
右
衛
門
三
人
来

同
廿
二
日

　

 「（
朱
書
）
○
」
参
事
様
熊
谷
御
旅
宿
江
伺
、
夫
ゟ
渋
澤
様
・
尾
高
様
岡
部
ニ
而
面
謁
、

献
繭
深
谷
杉
田
専
衛
方
差
出
置
候
様
被
仰
渡
候
、
中
瀬
河
田
文
次
参
り
、

会
社
中
書
同
拘
（
マ
マ
）

取
極

　

 

児
玉
町
川
部
彦
衛
・
松
村
栄
蔵
御
免
許
願
来
候
ニ
付
、
島
村
田
島
両
氏
江

書
状
相
渡
、
類
例
問
合

同 

廿
三
日　

黛
村
萩
原
杢
衛
外
弐
人
来
り
、
夜
ニ
入
候
ニ
付
、
右
三
人
止
宿

為
致
候
、
但
、

　
 

小
島
村
岡
田
徳
平
・
野
村
平
内
両
人
来
り
候
ニ
付
、
製
造
方
法
并
妻
沼
村

江
一
応
申
談
、
世
話
役
取
極
候
様
申
談
候
、
寄
居
町
田
中
新
五
郎
世
話
役

取
極
、
児
玉
町
右
彦
衛
・
栄
蔵
来
ル
、
猶
帰
村
之
上
取
調
申
出
候
様
申
渡

同 

廿
四
日　

右
杢
衛
組
毘
沙
吐
村
組
合
上
武
入
会
之
分
改
免
許
、
血
洗
島
村

夜
ニ
入
候
ニ
付
同

人
止
宿
為
致
候

間
々
田
村

出
来
島
村

黛
村
飯
塚
市
郎
平

本
庄
宿
田
所
房
五
郎
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組
合
江
廻
状
深
谷
継
ニ
而
出
、
村
岡
村
長
井
市
太
郎
来
ル
、
御
規
則
問
合

五 

月
廿
五
日　

台
村
吉
田
伴
七
来
り
、
小
島
村
製
造
人
一
条
内
意
申
越
候
ニ

付
、
当
二
月
中
御
県
庁
ゟ
御
附
札
御
印
附
書
類
壱
冊
、
同
村
休
業
願
書
写

壱
冊
同
人
へ
渡
、
妻
沼
村
小
池
五
十
郎
江
回
ス

同
廿
六
日　

秩
父
郡
大
宮
郷
世
話
役
久
保
庄
左
衛
門
取
極
、
代
潤
八
郎
来
ル

　

黛
村
組
合
之
内
金
久
保
村
岩
田
惣
十
郎
免
許
願
来
ル

　

 

深
谷
宿
須
藤
清
七
来
ル
、
松
村
七
平
外
弐
人
免
許
、
児
玉
町
組
合
川
部
彦

衛
来
り
、
再
応
歩
方
其
外
共
相
改
、
事
実
精（
清
）朗
ニ
付
同
人
外
廿
七
人
免
許

願
申
出
候
ニ
付
、
承
届
候

　

熊
谷
世
話
役
石
川
八
郎
右
衛
門
江
書
状
差
出
ス

　

「（
朱
書
）
○
」
北
条
県
山
下
吉
蔵
与
申
仁
養
蚕
之
義
ニ
付
来
ル
、
但
作
州
津
山
也

五 

月
廿
七
日　

黛
村
組
合
勅
使
河
原
村
高
橋
甚
平
外
壱
人
免
許
願
出

　

村
岡
村
長
井
市
太
郎
方
ゟ
田
所
治
兵
衛
外
弐
人
免
許
願
出

同 

廿
八
日　

小
池
五
十
郎
代
吉
弥
来
り
、
小
島
村
事
件
書
付
持
参

　

 

熊
谷
宿
中
島
佐
七
・
栢
屋
半
兵
衛
悴
来
、
世
話
役
石
川
八
郎
右
衛
門
不
行

届
ニ
付
、
人
撰
替
申
来

同
廿
九
日

　

宮
戸
村
組
合
下
仁
手
村
橋
本
又
七
夏
蚕
種
取
扱
伺
来
ル

　

 

黛
村
組
合
同
村
飯
塚
定
蔵
臨
時
免
許
書
付
持
参
、
上
埜
金
七
来
泊
、
同
人

知
己　
　
　

博
覧
会
事
務
局
薩
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
弥
八
郎　

外
赤
松

同 

廿「
晦
日
」九
日　

新
島
村
新
島
徳
十
郎
世
話
役
取
極
調
印
、
寄
居
町
田
中
新
五
郎

代
人
御
免
許
願
書
持
参
、
不
都
合
ニ
付
相
返
ス

　

須
賀
村
川
島
源
六
代
三
井
八
郎
来
ル

　

深
谷
宿
新
井
小
一
郎
・
近
崎
佐
吉
御
出
張
所
之
義
ニ
付
来
ル

　

 

深
谷
宿
須
藤
清
七
来
り
、
同
宿
ニ
お
ゐ
て
新
夏
蚕
種
商
い
た
し
居
候
者
取

押
、
種
壱
枚
所
持
之
分
持
参
、
右
名
判
上
野
国
勢
多
郡
川
端
村
萩
原
鶴
造
、

当
人
上
州
新
田
郡
八
木
沼
村
金
井
杢
右
衛
門　

右
村
方
栗
原
重
三
郎

　

 

右
種
壱
枚
当
人
倶
々
島
村
田
島
両
氏
江
書
送
、
深
谷
ゟ
人
足
ち
ん
先
払
熊

谷
宿
柳
沢
定
兵
衛
・
松
本
周
左
衛
門
・
長
島
庄
助
・
石
山
新
蔵
・
奥
堂
休

平
・
坂
田
清
兵
衛
六
人
来
、
世
話
役
石
川
八
郎
右
衛
門
代
一
同
請
持
勤
申

来
六 

月
朔
日　

寄
居
町
田
中
新
五
郎
息
御
免
許
人
書
上
帳
、
新
蔵
・
兵
蔵
両
人

持
参
、
竹
井
代
治
助
来

　
　
　
　
　
　

記

　
　
　

「（
朱
書
）
○
」
伊
太
利
国
人

　
　
　
　
　
　

フ
レ
シ
ア
ン

　
　
　
　
　
　

シ
コ
ギ
ア

　
　

 
右
者
蚕
卵
生
糸
取
調
之
た
め
明
朔
日
東
京
出
立
、
別
紙
道
筋
書
之
通
通

行
致
し
候
間
得
其
意
、
且
先
触
等
之
義
者
外
務
省
よ
り
可
差
出
間
、
都

一　明治５年（1872）　御用簿

（
朱
書
）
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而
不
都
合
無
之
様
取
計
、
尤
至
急
之
義
ニ
付
、
駅
々
管
轄
県
江
者
其
駅

よ
り
前
書
之
趣
相
届
、
不
取
締
無
之
様
可
致
も
の
也

　
　
　

五
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

駅
逓
御
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
道
板
橋
駅
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
々
各
駅
役
人

　
　

 

追
而
此
触
書
刻
付
ヲ
以
至
急
継
送
り
、
承
知
之
旨
別
紙
請
書
相
添
、
留

り
駅
ゟ
宿
継
ヲ
以
当　

御
役
所
江
可
相
返
事

　
　
　
　
　
　
　

道
筋

　
　
　
　
　

東　

京　
　
　

熊　

谷　
　
　

島　

村

　
　
　
　
　

前　

橋　
　
　

高　

崎　
　
　

安　

中

　
　
　
　
　

富　

岡　
　
　

小　

諸　
　
　

臼
井
峠

　
　
　
　
　

上　

田　
　
　

松　

代　
　
　

須　

坂

　
　
　
　
　

高
井
郡

　
　

右
之
通
往
返
と
も
通
行
、
最
（
尤
）帰
京
之
節
下
仁
田
村
を
相
廻
り
候
事

　

右
熊
谷
駅
ゟ
通
達
有
之

六
月
朔
日　

夜
第
十
二
字

　

一
、
銀
四
匁　
　
　

　
　
　
　
　

記

　
　
　
　

伊
太
利
国
人

　
　
　
　
　

フ
レ
シ
ア
ン

　
　
　
　
　

シ
コ
ギ
ア

「（
朱
書
）
○
」 

右
之
者
蚕
卵
生
糸
取
調
之
為
、
下
名
之
各
処
へ
罷
越
候
義
聞
届
条
、

道
筋
無
故
障
相
通
可
申
も
の
也

　
　
　
　
　

壬
申　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
筋

　
　
　
　

東　

京　
　

熊　

谷　
　

島　

村　
　

前　

橋

　
　
　
　

高　

崎　
　

安　

中　
　

富　

岡　
　

小　

諸

　
　
　
　

臼
井
峠　
　

上　

田　
　

松　

代　
　

須　

坂

　
　
　
　

高
井
郡

　

 

右
伊
太
利
国
人
明
二
日
玉
井
村
鯨
井
江
立
寄
候
段
被
申
聞
候
間
、
早
朝
出

張
相
成
候
様
い
た
し
度
段
、
猶
通
達
有
之

　

六
月
朔
日　

夜
第
二
字

　

右
ニ
付

六
月
二
日　

第
六
字
熊
谷
旅
宿
小
松
屋
新
三
郎
江
出
張

　
　
　

フ
レ
シ
ア
ン

　
　
　

シ
コ
ギ
ア

　
　
　
　
　

附
添
小
林
彦
助

　

荒
川
通
桑
畑
一
覧　
　
　
　
　

夫
ゟ
熊
谷
江
立
戻
り
第
十
字
半

　

案
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
国
両
人
、
小
林
・
鯨
井
四
人

　
　

中
島
佐
七
蚕
種
一
覧　
　
　

同
席
食
事

右
人
足
ち
ん
壱
里

夜
中
増
之
分
共
渡
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去
辛
未
蚕
卵
上
等
撰
之
品
発
生
悪
、
其
上
遅
蚕
下
価
之
品
発
生
宜
上
作
有

之
、
右
不
審
之
廉
其
外
養
蚕
事
件
品
々
応
接

　
　

 

右
上
品
ニ
心
得
買
入
候
向
者
、
奥
信
其
他
蚕
家
へ
火
ヲ
入
日
数
三
十
日

未
満
繭
作
之
品
、
自
然
蚕
卵
虚
弱
故
、
季
候
ニ
よ
り
痛
早
く
候
、
上
武

清
涼
之
養
更
ニ
不
用
、
温
暖
蚕
家
広
大
日
数
五
十
日
懸
之
繭
糸
強
く
種

強
壮
、
然
ニ
去
未
武
州
至
而
買
人
無
之
、
無
位
下
直
至
而
下
等
之
扱
ニ

相
成
候
、
右
桑
園
地
理
実
地
検
査
可
然
段
演
舌
お
よ
ひ
候

　

熊
谷
駅
ゟ
宅
江
案
内
、
蚕
室
繭
種
緩
々
一
覧

　

干
シ
原
種
并
掛
合
口
々
相
弁
し
、
右
殻
繭
一
袋
進
上

　

桑
葉　

市
平
・
こ
ほ
り
ん
・
十
文
字
、
三
品
三
袋
ニ
い
た
し
呈

　

 

村
境
ゟ
案
内
人
利
平
・
利
衛
、
立
会
人
藤
平
・
孫
四
郎
・
勘
一
郎
、
古
墳

江
立
寄

　

同
日
妻
沼
村
小
池
五
十
郎
江
案
内
、
同
所
泊　
　
　
　

同
席

　

夕
方
六
字
川
岸
端
桑
場
一
覧

六 

月
三
日　

第
八
字
妻
沼
出
立
、
新
戒
村
荒
木
重
衛
方
ニ
而
右
同
断
食
事
、

蚕
種
一
覧
、
同
恒
四
郎
・
村
岡
嘉
平
江
立
倚
、
八
郎
次
種
一
覧
、
中
瀬
村

斎
藤
安
衛
江
立
寄
、
河
田
十
郎
三
同
断
一
覧
、
夫
ゟ
島
村
田
島
弥
平
・
武

平
一
覧
、
荒
木
ゟ
金
弐
両
武
平
江
届

　

本
庄
宿
田
村
左
惣
次
泊
り
、
信
州
藤
本
善
右
衛
門
江
添
書

同 

四
日　

第
七
字
出
発
、
勅
使
河
原
村
荒
井
佐
平
次
小
休
一
覧
、
神（
流
）奈川
鮮

魚
三
尾
呈

「（
朱
書
）

 

日
数
三
日
」
神
奈
（
流
）川
桑
場
演
舌
、
武
蔵
・
上
野
境
界
傍
（
榜
）示
杭
迄
案
内
、
銭

三
貫
弐
百
五
十
文
本
庄
ゟ
新
町
迄
駄
ち
ん
、
下
ケ
落
ニ
成
、
田
村
左
惣
次

立
替
ニ
成

　

本
庄
駅
田
村
氏
山
幸
ニ
而
面
会
、
最
寄
○
印
会
社
之
義
談
有
之

　

深
谷
須
藤
・
飯
島
両
氏
江
立
寄
、
帰
宅

六 

月
五
日　

寄
居
町
田
中
新
五
郎
代
野
本
忠
平
御
免
許
願
書
持
参
、
右
江
小

鹿
野
村
柴
崎
佐
平
・
森
久
吉
両
名
印
形
持
参
、
即
日
罷
越
様
書
付
渡

　

 

入
間
郡
下
藤
沢
村
斎
藤
源
太
郎
・
橋
本
馬
次
郎
両
人
、
元
品
川
県
管
下
ニ

而
製
造
御
免
許
相
願
置
候
処
落
ニ
相
成
、
入
間
県
御
庁
ゟ
御
差
図
ニ
而
願

来
、
右
書
面
仮
ニ
預
り
置
、
越
中
屋
倉
蔵
止
宿

六 

月
六
日　

入
間
郡
大
久
保
村
岡
野
伴
次
・
同
森
戸
村
高
島
幸
三
郎
両
人
江
、

世
話
役
取
極
人
員
高
等
認
、
至
急
出
張
之
書
付
右

　

下
藤
沢
村
斎
藤
源
太
郎
外
壱
人
江
渡
ス

　

 

河
原
明
戸
村
飯
田
與
平
世
話
役
ニ
入
、
熊
次
郎
・
仙
之
丞
三
人
来
ル
、
現

在
製
造
高
当
十
五
日
迄
調
書
差
出
し
候
様
、
同
村
始
秩
父
迄
回
達
出
ス

　

新
島
村
徳
十
郎
始
回
達
出
ス　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
手
人　
　

梅
吉

　

熊
谷
駅
石
川
八
郎
右
衛
門
始
回
達
出
ス　
　
　

手
人　
　
　
　

」

　

村
岡
嘉
平
来
ル
、
泊
、
枡
太
郎
熊
谷
糊
付
探
索

「（
朱
書
）

　
　
　
　
　

世
話
役
区
別

一　明治５年（1872）　御用簿

外
国
人

小
林
・
鯨
井

食
事
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旙
羅
郡　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡

　
　

新
島
村　
　
　
　
　
　
　

新
戒
村　

　
　
　

新
島
徳
十
郎　
　
　
　
　
　

村
岡　

嘉
平

　

同
妻
沼
村　
　
　
　
　
　
　

中
瀬
村

　
　
　

小
池
五
十
郎　
　
　
　
　
　

斎
藤　

安
衛

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
宿
村

　
　

出
来
島
村　
　
　
　
　
　
　
　

高
田
平
九
郎

　
　
　

板
倉
伊
佐
美　
　
　
　
　

阿
賀
野
村

　
　

間
々
田
村　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田
七
郎
次

　
　
　

青
木　

忠
吾

　

榛
沢
郡　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

手
計
村　
　
　
　
　
　
　

深
谷
宿

　
　
　
　

山
口　

源
衛　
　
　
　
　

須
藤　

清
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井　

総
平

　

児
玉
郡　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉
郡

　
　

沼
和
田
村　
　
　
　
　
　
　

上
仁
手
村

　
　
　

長
沼
孝
太
郎　
　
　
　
　
　

茂
木　

安
吉

　

賀
美
郡　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

黛　
　

村　
　
　
　
　
　
　

児
玉
町

　
　
　

萩
原　

杢
衛　
　
　
　
　
　

松
井　

龍
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
居
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
新
五
郎

　

大
里
郡　
　
　
　
　
　
　
　

秩
父
郡

　
　

河
原
明
戸
村　
　
　
　
　
　

大
宮
郷

　
　
　

飯
田
与
兵
衛　
　
　
　
　
　

久
保
庄
左
衛
門

　

同
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
上
小
鹿
野
町

　
　

熊
谷
駅　
　
　
　
　
　
　
　

柴
崎　

佐
平

　
　
　

石
川
八
郎
右
衛
門　
　

同
下
小
鹿
野
村

　

同
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

久　

吉

　
　

村
岡
村　
　
　
　
　
　

入
間
郡
森
戸
村

　
　
　

長
井
市
太
郎　
　
　
　
　
　

中
島
孝
三
郎

　

同
郡　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
弐
人

　
　

久
下
村　
　
　
　

本
組
十
壱
組

　
　
　

管
（
菅
）谷
源
五
右
衛
門　

　
　
　

「（
墨
書
）
此
分
長
井
市
太
郎
組
へ
入
」

　
　

入
間
郡

　
　

大
久
保
村

　
（
墨
書
）

　
「
副
相
勤
候
ニ
付
右

　

組
ニ
而
兼
勤
被
成
」

〆

⎝⎛⎝⎛

⎝⎛

⎝⎛

⎝⎛⎝⎛

⎝⎛

⎝⎛⎝⎛

⎝⎛
⎝⎛
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岡
野　

伴
次　
　
　

埼
玉
県
管
下

　
　

森
戸
村　
　
　
　
　
　

埼
玉
郡
持
田
村

　
　
　

高
島
幸
三
郎　
　
　
　
　

三
田
清
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
立
郡
塚
越
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
新
五
郎

　
　
　
　
　
　

合
弐
拾
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　

総
組
十
弐
組　
　
　
　
　

」

六 

月
七
日　

入
間
郡
森
戸
村
中
島
孝
三
郎
世
話
役
役
入
、
熊
谷
清
水
藤
左
衛

門
方
ニ
而
取
極
、
同
所
ニ
お
ゐ
て

　

御
免
許
人
性
名
書
請
取

　

 ―

村
岡
并
勝
次
郎
三
人
熊
谷
出
張
、
本
町
壱
丁
目
松
本
周
左
衛
門
蚕
種
弐

拾
六
枚
糊
付
ニ
付
取
上
、
出
来
島
村
板
倉
伊
佐
美
外
壱
人
御
免
許
人
調
書

持
参
、
右
中
島
孝
三
郎
ゟ
夜
中
書
状
下
藤
沢
村
ゟ
仮
預
り
置
候
、
書
類
封

入
相
廻
ス

　

村
岡
二
泊
ニ
成

六 

月
八
日　

第
七
字
出
発
浦
和
駅
着
、
直
ニ
崎
玉
県
江
出
張
、
退
庁
ニ
而
用

弁
不
相
成
、
島
田
俊
介
面
会
談
話

　

大
松
屋
勝
助
泊　
　
　
　
　
　
　

生
産
方
秋
元
少
属
様

　

崎
玉
県
令
野
村
盛
秀
様
・
権
参
事
白
根
太
助
様

六
月
九
日　

島
田
俊
介
同
道
出
県
、
左
之
書
付
差
出

「（
朱
書
）
○ 

」
当
御
管
下
入
間
県
管
下
一
般
、
蚕
種
製
造
方
法
御
免
許
取
扱
共
、
都

而
御
委
任
被　

仰
付
掛
り
場
相
成
、
右
者
差
向
候
義　

御
管
内
蚕
卵
製

造
御
免
許
人
員
書
、
即
時
御
渡
方
有
之
度
、
此
段
申
上
候
也

　
　
　

壬
申
六
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
御
庁

　

応
接
所
ニ
お
ゐ
て
伊
藤
権
少
属
・
秋
元
典
幸
面
会
、
田
中
桂
之
助
同
席

　

御
規
則
細
々
相
通
、
右
写
壱
冊
呈

　

 

御
免
許
人
性
名
書
直
ニ
精
帳
、
自
宅
江
送
り
候
筈

　

 

来
酉
年
養
種
取
調
之
義
ハ
、
来
ル
廿
日
迄
ニ
県
庁
ゟ
戸
長
江
相
達
、
管
内

一
般
惣
高
〆
纏
取
送
り
相
成
候
筈

　

第
一
字
浦
和
出
立
、
本
町
三
丁
目
菊
屋
藤
之
助
方
着

　

並
木
勘
三
郎
居
合
同
居
、
坂
井
仁
平
次
江
書
状
出
、
右
状
被
戻
候

六 

月
十
日　

大
蔵
省
租
税
寮
出
頭
、
高
梨
様
面
謁
、
当
蚕
種
減
造
ニ
付
而
ハ
、

国
内
充
備
御
世
話
無
之
候
而
ハ
不
行
届
段
厚
申
立
候
処
、
右
者
大
惣
代
内

江
文
通
ニ
而
も
い
た
し
候
様
御
談
有
之
候
得
共
、
書
面
上
ニ
而
ハ
迚
も
用

弁
不
仕
段
品
々
申
立
候
処
、
右
事
件
至
当
之
義
ニ
候
間
、
心
得
ヲ
以
渋
澤

氏
邸
江
罷
越
申
演
候
様
、
御
内
命
有
之
候

　

「（
朱
書
）
○
」
献
繭
上
書
共
御
一
覧
之
上
、
勧
農
寮
江
差
出
候
様
被
仰
聞
候

　

 

御
免
許
紙
急
速
御
下
方
申
立
、
其
余
御
規
則
書
壱
部
ツ
ヽ
大
惣
代
江
御
回

一　明治５年（1872）　御用簿
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し
相
成
候
様
申
立
ル

　

 

右
献
繭
上
書
共
勧
農
寮
江
差
出
ス
、
国
内
充
備
事
件
細
蜜（
密
）申
立
、
伊
太
利

国
人
先
触
写
巡
邏
日
記
相
添
差
出
ス

　

入
間
県
出
張
所
江
立
倚
事
情
演
舌
、
足
柄
県
江
立
倚

　

坂
井
仁
平
次
江
書
状
認
相
頼

　

塚
越
村
東
屋
新
五
郎
悴
来
、
並
木
氏
同
宿

　

細
野
氏
小
川
町
ニ
而
途
中
面
会

六 

月
十
一
日　

小
川
町
大
蔵
少
輔
渋
澤
邸
江
出
、
不
幸
取
込
ニ
而
、
面
「（
朱
書
）
○
」

謁
不
相
成
候
ニ
付
、
建
白
写
差
出
ス　

並
木
同
宿

　

東
屋
新
五
郎
十
五
日
出
張
之
筈　

袋
屋
亀
次
郎
行

「（
朱
書
下
札
）

六
月
八
日

　
　

糊
付
其
他
巡
邏
始　
　
　
　
　

勝
太
郎

　
　

村
岡
泊

　
　

 

熊
谷
松
本
周
左
衛
門
糊
付
種
取
上
候
ニ
付
、
其
段
一
般

　
　

回
達
、
新
島
村
始
出　
　
　
　

手
人

　
　

同
断
妻
沼
村
始
出　
　
　
　
　

勝
太
郎

　

同
九
日　

勅
使
河
原
村
荒
井
泊　

同
人

　
　

大
宮
郷
松
本
庄
左
衛
門
代
来
、
印
形
持
参

　

同
十
日　
　
　
　
　

村
岡
在
長
井
市
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
田
島
来
ル

　

同
十
一
日　

夕
帰
ル

　
　

台
村
伴
七
来
ル

　
　

小
島
村
弐
人
来
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

同 

十
二
日　

租
税
寮
江
建
白
書
差
出
ス
、大
惣
代
内
ニ
而
可
然
様
取
計
、国
々

呼
出
し
候
共
い
つ
れ
ニ
も
可
致
旨
御
談
有
之
、
御
世
話
無
之
上
者
私
共
限

ニ
而
者
行
届
不
申
候
、
呼
出
し
候
様
被
仰
渡
候
義
ニ
可
有
之
哉
否
相
伺
候

処
、
明
日
な
ら
て
ハ
相
分
不
申
趣
ニ
付
、
並
木
勘
三
郎
江
被
仰
渡
度
、
其

上
方
法
手
配
可
仕
段
申
立
帰
郷
い
た
し
候

　

 

坂
井
仁
平
次
来
ル
、
十
五
日
宅
江
罷
越
候
筈
、
並
木
ゟ
大
根
種
貰
、
板
橋

迄
同
道

　

第
四
字
東
京
出
立
板
橋
い
セ
孫
泊
り

六 

月
十
三
日　

未
明
出
立
第
十
字
半
川
越
井
上
勘
兵
衛
着
、
直
ニ
書
類
写
取

置
、
十
二
字
出
庁
磯
野
少
属
様
江
始
末
申
立
書
類
差
出
、
右
明
朝
迄
拝
借

小
笠
原
参
事
様
邸
江
罷
越
直
面
謁
細
密
申
立
、
税
金
取
立
之
分
深
谷
分
局

江
直
様
申
上
御
承
引
相
成
候
、
尤
明
朝
出
庁
申
立
候
筈

　
 

森
戸
村
中
島
孝
三
郎
来
、
横
見
郡
荒
子
村
役
人
江
、
蚕
種
製
造
人
即
日
井

上
勘
兵
衛
方
迄
出
張
御
用
状
出
ス
、
夕
第
六
字
発

「（
朱
書
）
○
」
献
繭
上
書
写
・
外
国
人
先
触
、
大
蔵
省
江
今
般
建
白
書
共
庁
江
上
ル

同 

十
四
日　

朝
出
庁
、
鯨
井
外
壱
人
江
先
達
而
出
京
中
入
費
御
手
当
金
三
拾

八
円
、
大
蔵
省
ゟ
県
庁
江
御
下
相
成
居
候
分
請
取
、
来
歳
原
種
掃
立
戸
毎
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入
用
書
上
御
沙
汰
、
急
回
達
左
之
通

　

「（
朱
書
）
五
月
廿
八
日
御
布
告
」

　
　

 

蚕
種
製
造
之
義
ニ
付
而
者
、
今
般
国
々
養
蚕
場
よ
り
蚕
業
熟
達
之
者
共

ヲ
撰
挙
い
た
し
大
総
代
申
付
、
実
際
之
所
見
を
参
酌
し
、
夫
々
規
則
改

定
之
上
一
般
頒
布
相
成
候
得
共
、
兎
角
従
来
之
弊
習
も
有
之
、
蚕
種
製

造
人
及
ひ
商
人
共
、
唯
眼
前
之
利
ニ
迷
ひ
、
元
方
之
景
状
と
国
内
用
原

蚕
種
之
分
量
と
を
按
算
セ
す
、
猥
り
ニ
外
国
輸
出
ニ
而
已
相
趨
り
、
終

ニ
上
好
之
蚕
種
者
国
内
謁（
渇
）乏
ニ
可
立
至
哉
之
勢
ニ
而
、
実
ニ
不
都
合
之

次
第
ニ
候
条
、
向
後
各
地
方
官
ニ
お
ゐ
て
大
総
代
并
組
々
世
話
役
江
厚

申
諭
し
、
毎
年
蚕
種
出
来
之
時
節
組
々
ヲ
以
本
年
之
出
来
高
を
統
計
し
、

其
地
方
毎
ニ
来
歳
国
内
用
原
蚕
種
之
惣
数
ヲ
概
算
シ
、
組
々
之
申
合
ニ

よ
り
て
相
当
之
割
合
を
設
け
、
国
内
用
之
手
当
い
た
し
候
上
ニ
而
、
外

国
輸
出
之
分
を
取
究
候
様
可
致
候
事

　
　
　
　

但 

、
年
々
右
計
算
取
調
出
来
候
ハ
ヽ
、
其
時
々
大
総
代
よ
り
地
方

官
江
差
出
、
地
方
官
ゟ
当
省
江
相
届
可
申
事

　
　
　
　
　

附 

、
大
総
代
世
話
役
等
無
之
養
蚕
場
ニ
而
、
原
蚕
種
入
用
之
取

調
方
者
毎
村
戸
長
ニ
而
取
扱
可
申
事

　
　
　
　

壬
申
五
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨　

印

　
　

 

右
之
趣
村
々
無
遺
漏
相
達
、
御
国
用
充
備
原
種
貯
高
積
心
得
違
無
之
様

末
々
申
諭
、
来
酉
年
養
蚕
戸
毎
掃
立
種
分
量
凡
見
込
取
調
、
員
数
何
枚

与
壱
村
限
凡
積
相
認
差
出
、
戸
長
ニ
お
ゐ
て
小
区
毎
ニ
取
纏
、
惣
合
員

数
取
調
至
急
別
紙
雛
形
之
通
精
帳
、
来
ル
廿
五
日
迄
ニ
大
総
代
鯨
井
勘

衛
方
江
、
無
相
違
認
出
し
可
申
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　

但 

、
本
文
掃
立
種
之
義
ハ
寄（
マ
マ
）依
ニ
応
、
精
撰
之
品
ハ
何
方
ゟ

買
取
候
共
可
為
勝
手
事

「（
朱
書
）

　
　
　
　
　
　
　

来
酉
年
養
蚕
原
種
取
調
凡
積
高
書
上
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
村
組
合

　
　
　

来
酉
年
掃
立
高
凡
見
込　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
郡

　
　
　

一
、
蚕
種
何―

枚　
　
　

但
、
小
数
枚
数
ニ
認
可
申
候　
　

何
村

　
　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

惣
合
何　
　

枚

　
　
　

右
者
来
酉
年
養
蚕
戸
毎
掃
立
高
凡
見
込
取
調
書
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　

干
支
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

「（
朱
書
）
○ 
」
右
者
蚕
種
製
造
方
法
、
生
糸
并
養
蚕
教
示
共
都
而
取
締
候
間
、
自
今

同
人
差
図
ヲ
請
可
申
事

一　明治５年（1872）　御用簿
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壬
申
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

庁

　

右
管
内
一
般
御
回
達

　

 

税
金
取
立
之
分
、
都
度
ニ
て
深
谷
御
支
庁
江
相
納
候
段
申
立
候
処
、
右
者

本
庁
江
可
相
納
御
沙
汰
、
右
ハ
御
分
局
ニ
付
、
同
所
江
達
而
相
納
度
段
申

立
、
追
而
御
沙
汰　

勧
農
掛
磯
野
様

　

第
十
二
字
出
立
、
荒
子
村
呼
出
し
之
事
件
、
中
島
孝
三
郎
江
侘（
託
）ス

　

和
田
村
ニ
而
下
田
権
少
属
様
面
会　

「（
朱
書
）
日
数
七
日
」

　

中
島
佐
七
同
道
夜
ニ
入
帰
宅

「（
挿
入
紙
朱
書
）

六
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

勝
太
郎

　
　

黛
村
泊
り　
　
　
　
　
　

金
太
郎

　
　

賀
美
郡
金
久
保
村
天
田
庄
蔵

　
　

夏
蚕
種
原
紙
前
売
買
い
た
し
候
ニ
付
、
取
押
預
り
書
持
参

　

同
十
三
日

　
　

寄
居
町
清
水
森
太
郎
製
造
人
不
都
合
之
事
件
申
来

　

同
十
四
日

　

『（
墨
書
）

 

埼
玉
県
伊
藤
権
少
属
・
秋
元
典
幸
両
名
封
状
、
製
造
免
許
人
員
書
島
田

俊
助
ゟ
到
来
』

　
　

河
原
明
戸
村
世
話
役
與
平
・
三
郎
現
在
高
書
持
参

　

『（
墨
書
）
中
島
佐
七
同
道
帰
宅
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

六 

月
十
五
日　

小
鹿
野
町
柴
崎
佐
平
悴
来
ル
、
免
許
人
員
書
持
参
、
現
在
調

書
者
来
廿
三
日
迄
日
延
申
来
ル

　

出
来
島
村
金
谷
喜
兵
衛
・
押
切
村
羽
生
屋
来
リ
、
阿
左
美
ゟ
書
状
持
参

　

長
井
市
太
郎
書
類
持
参
朝
来
り
、
泊

　

村
岡
泊
、
松
井
龍
作
書
類
持
参
、
富
田
七
郎
次
来
ル

　

山
口
源
衛
世
話
役
ニ
入
、
竹
井
萬
平
書
状
黒
田
時
雨
次
郎
持
参

　

熊
谷
駅
製
造
調
書
廿
三
日
迄
日
延

　

塚
越
村
高
橋
新
五
郎
・
川
島
勘
次
郎
来
り
、
泊

　

 

坂
井
仁
平
次
高
改
、
横
浜
弁
天
通
三
丁
目
丸
岡
跡
出
店
幸
屋―

―

八
丁
堀

亀
島
町
幸
屋
成
造
来
り
、
逗
留

　
　
　
　
　
　
　

御
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
御
管
下
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
蚕
場
大
惣
代
鯨
井
勘
衛

　
　

 

右
之
者
今
般
御
管
内
養
蚕
場
大
惣
代
も
兼
勤
相
成
候
ニ
付
、
巡
回
有
之

候
ハ
ヽ
、
養
蚕
之
義
万
事
指
図
を
請
、
製
造
方
不
都
合
之
義
無
之
様
可

仕
旨
被　

仰
渡
奉
畏
候
、
依
之
御
請
印
形
差
上
申
処
、
如
件

　
　
　
　

壬
申
六
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

第
廿
三
区
足
立
郡
塚
越
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
新
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
崎
吉
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

平
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井
長
十
郎

⎝⎛
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川
嶋
藤
兵
衛

　
　
　
　

崎
玉
県　

御
役
所　
　
　
　
　

 

右
惣
代　

川
嶋
勘
次
郎

六 

月
十
六
日　

宮
戸
村
金
井
総
平
・
茂
木
安
吉
・
金
井
傳
次
来
、
現
在
高
精

帳
持
参
、
間
々
田
村
青
木
忠
吾
・
板
倉
伊
佐
美
同
断
、
右
精
帳
認
直
し
不

日
持
参
之
筈
、
外
金
谷
喜
兵
衛
来
り
、
長
井
市
太
郎
泊
り
居
、
右
四
人
相

談
有
之
候
由

　

須
藤
清
七
来
、
精
帳
日
延
申
来

　

 

埼
玉
県
管
下
上
中
条
村
濱
島
和
助
御
免
許
事
件
ニ
付
来
、
島
田
俊
助
調
印

書
持
参
之
筈

　

新
島
徳
十
郎
来
ル
、
根
岸
吉
蔵
来
り
、
泊

　

 

小
島
村
組
合
詰
い
ま
た
相
付
不
申
候
ニ
付
、
右
ハ
妻
沼
・
新
島
組
へ
組
入

候
書
付
、
同
村
役
人
へ
出
ス
、
夕
六
字
人
足
文
六
賃
セ
ん
小
池
へ
書
状
出

ス

　

巡
邏
人
組
々
申
談
候
処
、
差
出
し
呉
候
様
申
之

　

塚
越
村
高
橋
新
五
郎
世
話
役
ニ
入

　

三
田
清
太
郎
・
岡
田
金
兵
衛
両
人
十
七
日
出
張
書
付
出
ス

同 

十
七
日　

大
宮
郷
松
本
潤
八
郎
来
り
、
員
数
書
持
参
、
不
都
合
ニ
付
差
戻

ス
、
廿
日
迄
ニ
認
直
し
持
参
之
筈

　

 

久
下
村
菅
谷
源
五
右
衛
門
代
三
友
甚
五
右
衛
門
来
ル
、
御
免
許
人
員
書
・

臨
時
製
造
書
請
取
、
世
話
役
組
分
ニ
付　

品
ニ
寄
村
岡
村
組
へ
加
入
之
義

申
遣
、
明
十
八
日
来
筈

　

寄
居
町
田
中
新
五
郎
来
ル
、
深
谷
須
藤
江
談
之
上
来
筈

　

坂
井
同
道
大
竹
喜
太
郎
帰
京

同
十
八
日　

坂
井
ゟ
馬
車
郵
便
急
状
熊
谷
江
為
持
出
ス

　

萩
原
杢
衛
・
長
沼
孝
太
郎
来
、
現
在
調
書
持
参

　

 

松
井
龍
作
代
由
五
郎
印
形
持
参
来
り
、
右
江
先
般
差
出
候
高
調
書
半
紙
帳

ニ
付
、
渡
認
替
申
遣

　

新
島
徳
十
郎
・
須
永
定
平
来
ル
、
小
島
村
事
件
申
来

　

 

小
島
村
名
主
源
三
郎
代
小
林
太
一
・
野
村
権
次
郎
来
り
、
小
池
五
十
郎
組

入
之
義
迷
惑
願
出
、
細
々
利
解
詰
り
、
新
島
村
組
合
ニ
組
入
承
知
、
徳
十

郎
与
対
談
ニ
成

　

沖
宿
村
高
田
平
九
郎
来
り
、
右
ハ
中
瀬
村
組
合
同
帳
ニ
而
差
出
候
様
申
渡

　

 

三
田
清
太
郎
埼
玉
県
管
下
上
郷
世
話
役
ニ
入
、
右
懸
り
場
十
五
ヶ
村
江
持

廻
り
回
達
認
、
同
人
泊
、
明
十
九
日
早
朝
仕
立
飛
脚
文
六

　

上
中
条
村
濱
島
和
介
製
造
免
許
い
た
す

　

飯
田
與
平
・
中
島
三
郎
高
調
書
持
参

　

中
島
幸
三
郎
代
平
田
太
平
調
書
其
外
書
類
持
参

同 
十
九
日　

上
州
島
村
行
「（
朱
書
）
日
数
三
日
」
田
島
武
平
出
県
留
守
、
同
弥
平
面

会
、
出
京
事
情
并
国
内
充
備
厚
申
合
、
同
人
掛
り
場
現
在
高
精
帳
之
上
猶

申
合
候
筈
、
書
類
持
梅
吉

一　明治５年（1872）　御用簿
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御
規
則
書
十
六
部
群
馬
県
ゟ
御
下
相
成
候
、
右
県
庁
御
世
話
因
循
ニ
而
此

姿
ニ
而
ハ
行
届
候
（
マ
マ
）

兼
候
ニ
付
、
深
県
庁
ニ
而
御
所
置
相
成
候
様
武
平
申
出

候
由
、
右
者
不
都
合
見
込
違
、
兼
而
御
委
任
被　

仰
付
候
事
件
、
諸
事
持

限
り
指
揮
可
致
筈
議
論
有
之

　
　

群
馬
県
庁　

回
達
之
写

　
　

一
、
養
蚕
元
卵
紙
何
枚　
　
　
　
　
　

何
郡
何
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
之
誰

　
　
　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
内
何
人

　
　
　
　
　

何
枚　
　
　

年
々
手
製
種　
　
　

但
、
春
蚕
何
枚
何
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
蚕
何
枚
何
分

　
　
　
　
　

何
枚　
　
　

買
入
種　
　
　
　
　

但
、
春
蚕
何
枚
何
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
蚕
何
枚
何
分

　
　

一
、
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
之
誰

　
　
　
　
　

寄　
　
　
　

何
枚　
　
　
　
　
　

但
、
夏
蚕
何
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
蚕
何
枚

　
　
　
　
　
　

内　
　
　

何
枚
手
製　
　
　
　

但
、
春
蚕
何
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
蚕
何
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
枚
買
入

　
　
　

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
已
上　
　
　
　
　

何
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
副
戸
長

　
　

 

蚕
種
之
義
者
本
年
之
出
来
高
を
総
計
し
、
国
内
用
を
手
当
い
た
し
候
上

ニ
而
、
外
国
輸
出
之
分
取
究
候
様
可
致
旨
告
置
候
通
、
右
出
来
高
相
調

と
し
て
大
惣
代
田
島
武
平
・
同
弥
平
廻
村
為
致
候
間
、
別
紙
案
文
之
通

正
実
ニ
取
調
、
同
人
共
廻
在
之
節
可
差
出
候

　
　

 

右
之
趣
区
内
養
蚕
世
話
役
共
ハ
勿
論
、
製
造
人
共
之
内
へ
無
洩
可
相
達

候
、
此
回
状
早
々
順
達
留
り
ゟ
可
相
返
候
也

　
　
　

壬
申
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
庁

　

 　

 

管
外
並
旅
行
一
日
一
円
六
十
銭
、
管
内
巡
回
一
日
四
十
銭
、
滞
留
中
一

日
弐
十
三
銭
半
、
右
群
馬
県
庁
ゟ
御
沙
汰
之
由

　

 

長
野
県
管
下
信
州
佐
久
郡
岩
村
田
在
平
賀
村
世
話
役
岩
下
喜
平
与
申
者
、

夏
蚕
種
原
紙
ニ
取
、
税
金
銀
壱
匁
五
分
ツ
ヽ
取
立
、
種
差
出
し
候
由

　

御
免
許
紙
継
印
世
話
役
苗
字
判
拵
候
筈

　

海
外
御
国
用
振
替
大
総
代
性
認
調
印
之
積

　

右
談
判
済
、
夜
ニ
入
深
谷
須
藤
泊

　

竹
井
代
治
助
書
類
持
参
、
久
下
村
書
類
同
断

六
月
廿
日　

河
田
文
次
来
ル
、
巡
回
人
金
太
郎
秩
父
ゟ
帰
ル

「（
朱
書
）
○ 

」
蚕
種
製
造
人
之
儀
ニ
付
、
別
紙
之
通
御
達
有
之
、
当
管
下
之
義
者
入

間
県
管
下
旙
羅
郡
玉
井
村
大
惣
代
鯨
井
勘
衛
兼
勤
被
申
付
、
養
蚕
ニ
関

す
る
義
ハ
都
而
同
人
取
計
可
申
候
間
、
得
其
意
候
ハ
勿
論
、
蚕
種
製
造

人
共
御
達
し
之
趣
厚
奉
体
シ
、
一
己
之
利
慾
ニ
不
迷
様
戸
長
よ
り
懇
切
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ニ
可
申
諭
候
、
且
又
各
区
村
々
来
酉
年
入
用
之
原
蚕
種
員
数
取
調
之
義

も
、
右
大
惣
代
ニ
而
可
取
調
筈
ニ
候
得
共
、
当
年
之
義
者
手
配
行
届
兼

候
趣
ニ
付
、
各
区
戸
長
ニ
お
ゐ
て
実
地
取
調
、
来
十
八
日
迄
ニ
無
相
違

租
税
課
江
可
差
出
し
候
、
此
回
章
至
急
順
達
、
従
留
可
相
返
も
の
也

　
　
　

壬
申
六
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
十
六
区
戸
長

　
　

 

追
而
本
文
原
蚕
種
員
数
取
調
候
義
ハ
、
国
内
用
原
蚕
種
惣
数
概
算
之
目

途
ニ
相
成
候
迄
ニ
而
、
右
ニ
付
税
金
等
之
御
沙
汰
無
之
候
条
、
心
得
違

い
た
し
不
都
合
之
書
出
し
無
之
様
可
取
計
事

六
月
廿
一
日　

崎
玉
県
・
群
馬
県
両
庁
回
達
写
県
庁
江
差
出
ス

　

大
惣
代
印
鑑
書
差
出
ス
、
坂
井
帰
京
即
便
ニ
詫
（
託
）

　

肥
塚
村
・
佐
谷
田
村
製
造
人
調
方
書
付
出
ス
、
竹
井
内
治
助
江
書
状

　

三
田
江
書
状
、
右
巡
回
金
太
郎
持
参

　

熊
谷
柳
沢
定
兵
衛
来
、
調
書
廿
四
日
迄
日
延

　

 

久
下
村
名
主
島
村
藤
次
郎
外
壱
人
来
、
同
村
之
義
者
長
井
市
太
郎
組
江
加

候
筈
、
右
長
井
江
書
付
精
帳
共
封
渡
ス

　

中
瀬
村
斎
藤
喜
平
・
高
田
平
九
郎
右
組
高
調
書
持
参
、
泊

　

十
合
会
社
中
書
同
品
々
者
品
売
渡
候
由
ニ
付
、
右
書
付
渡

　

村
岡
泊
、
並
木
勝
太
郎
南
筋
見
廻
り
帰

　

 

県
庁
ゟ
仕
立
飛
脚
、
操（
繰
）糸
改
所
願
川
越
井
上
勘
兵
衛
願
人
、
右
願
書
勧
業

掛
り
ゟ
御
廻
し
相
成

　
「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん
金
弐
分
ト
壱
貫
文
相
渡
ス　

但
、
里
数
九
里
分
至
急
ニ
付

　
　
　

六
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倍
増
飛
脚
次
郎
吉　
　
　

」

六
月
廿
二
日　

斎
藤
喜
平
外
壱
人
帰
ル

　

長
井
市
太
郎
来
、
本
田
村
外
弐
ヶ
村
製
造
願
書
持
参

　

松
井
龍
作
代
同
断
調
精
帳
持
参

　

 

新
島
徳
十
郎
・
斎
藤
吉
弥
・
小
島
田
中
源
三
郎
製
造
調
方
ニ
付
来
、
村
岡

熊
谷
駅
江
小
印
之
義
ニ
付
行

六 

月
廿
三
日　
「（
朱
書
）
○
」
深
谷
支
庁
江
村
岡
同
道
出
張
、
御
規
則
御
下
無
之
不

都
合
、
并
大
蔵
省
ゟ
東
京
府
・
群
馬
県
等
支
給
御
沙
汰
も
有
之
候
へ
共
、

い
ま
た
何
之
御
沙
汰
も
無
之
段
申
立

　

糸
改
会
所
建
白
御
回
答
左
之
書
付
差
上

　
　

 

川
越
町
添
年
寄
井
上
勘
兵
衛
ゟ
、
製
糸
改
会
所
設
立
之
義
申
立
、
右
建

白
書
ニ
急
飛
脚
ヲ
以
御
回
相
成
見
込
可
申
立
御
沙
汰
拝
承
仕
候
、
右
ハ

上
武
信
三
州
之
物
産
改
所
之
義
ハ
軽
薄
ニ
難
心
得
、
規
則
方
法
等
承
糺

篤
く
取
調
候
上
申
上
度
候
間
、
右
願
人
拙
者
方
江
一
応
御
廻
し
有
之
度
、

此
段
御
答
申
上
候
也

　
　
　

壬
申
六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

入
間
県　

勧
農
掛
御
中

　

村
岡
ゟ
支
庁
江
差
出
候
書
付

一　明治５年（1872）　御用簿

十
五
ゟ
寄
局

今
日
出
立
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今
般
大
蔵
御
省
ゟ
養
蚕
并
蚕
卵
紙
製
造
方
法
、
厚
取
締
候
様
被　

仰
付
、

夫
々
支
給
も
被
下
置
候
、
然
処
是
迄
蚕
種
世
話
役
・
村
役
兼
勤
罷
在
、

世
話
役
之
義
者
休
役
、
右
御
用
精
勤
候
上
ハ
村
役
兼
勤
候
筋
ニ
無
之
義

ニ
存
候
間
、
自
今
名
主
役
御
免
奉
願
候
、
依
而
ハ
休
役
跡
撰
挙
之
義
共

村
方
江
至
急
被
仰
渡
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
、
已
上

　
　
　

壬
申
六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

副
村
岡
嘉
平

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

御
支
庁

　
　

一
、
御
規
則
壱
部

　
　
　

右
仕
立
飛
脚
ニ
而
御
渡

　
　
　

別
紙
之
通
御
達
有
之
条
可
得
其
意
も
の
也

　
　
　
　
　

 

但
、
管
内
区
中
江
別
紙
相
達
候
条
、
是
又
心
得
迄
ニ
及
通
達
候

事

　
　
　
　

壬
申
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛
江

　
　

「（
朱
書
）
一
、
金
壱
分
ト
五
百
文

　
　
　
　

右
飛
脚
ち
ん
相
渡

　
　
　

六
月
廿
三
日　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　

差
紙　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村
役
人
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

右
御
用
之
義
有
之
候
条
、
明
廿
四
日
第
十
字
可
罷
出
候
也

　
　

壬
申
六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　

深
谷
支
庁　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
役
人
江

　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん

　
　

一
、
銭
六
百
文

　
　
　

名
主
代
根
岸
藤
平
請
書
并
ち
ん
渡
候
ニ
付
、
同
人
江
相
渡

　
　
　
　

六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

間
々
田
・
出
来
島
村
世
話
役
代
岡
村
庄
右
衛
門
来
り
、
高
精
帳
持
参　
　

　

 

森
戸
村
中
島
孝
三
郎
代
厚
川
喜
代
次
臨
時
人
免
許
書
追
加
精
帳
持
参
、
製

造
人
取
押
可
申
出
書
状
渡

　

小
印
廿
六
行
田
今
津
江
注
文
行
、
豊
次
郎

六 

月
廿
四
日　
「（
朱
書
）
○
」
深
谷
支
庁
江
出
張
、
御
規
則
書
御
下
相
廻
り
候
ニ
付
、

及
沙
汰
候
由
、
右
者
昨
日
県
庁
ゟ
仕
立
御
回
し
相
成
候

　

税
納
方
申
立
、
金
井
総
平
ゟ
酉
原
種
帳
深
谷
ニ
而
受
取

　

飯
田
與
平
ゟ
同
断
、
間
々
田
村
組
合
同
断
受
取

　

田
中
新
五
郎
現
在
精
帳
持
参
、
村
岡
引
続
詰
合
、
柴
崎
佐
平
来
り
、
泊

　

 
鎌
形
村
戸
長
簾
藤
万
衛
ゟ
酉
原
種
帳
持
参

　

東
方
村
栗
原
定
次
郎
与
申
者
無
免
許
種
製
造
書
付
、
勝
次
郎
持
参

　

島
村
田
島
両
氏
江
夏
蚕
原
種
分
付
之
廉
談
書
出
ス
、
金
太
郎
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「（
朱
書
）

 
此
程
者
罷
出
匆
々
失
敬
、
其
刻
承
知
い
た
し
候
、
来
酉
年
養
蚕
原
種
戸

毎
凡
見
込
高
取
調
書
上
之
義
、
其　

御
県
庁
ゟ
回
達
、
右
雛
形
之
内
夏

蚕
何
枚
何
分
与
有
之 

」

　
　
　
　

 

予
掛
り
場
組
々
可
成
丈
夏
蚕
掃
立
ヲ
急
、
春
蚕
養
慣
習
い
た
し
候

様
精
々
申
諭
、
地
方
ニ
寄
不
得
止
場
所
ハ
薄
紙
ニ
限
り
取
扱
候
間
、

枚
数
唱
無
之
候

　

「（
朱
書
）

 

右
ハ
原
紙
製
造
御
禁
止
之
品
、
殊
ニ
無
税
旁
分
附
無
之
筋
与
存
候
、
然

ニ
細
密
之
調
書
上
如
何

　
　

 

年
々
手
製
種
与
書
上
之
義
、
無
免
許
人
枚
数
毎
戸
為
認
出
候
ハ
ヽ
、
是

又
定
式
手
製
之
分
自
侭
濫
製
不
憚
事
ニ
心
得
違
可
致
哉

　
　

 

右
件
々
御
最
寄
掛
り
場
組
よ
り
夏
蚕
書
上
等
不
審
之
廉
申
出
候
者
有
之

候
間
、
此
段
及
御
談
候
也

　
　
　
　

申
六
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　
　

田
島
御
両
家
様

　
　

 

猶
以
御
国
用
充
備
方
法
御
良
按
も
有
之
候
ハ
ヽ
被
仰
越
度
、
懸
り
場
御

国
用
之
分
現
在
高
弐
分
五
厘
方
与
相
見
候

　
　

御
免
許
紙
継
見
留
小
印
世
話
役
性
楷
書
彫
刻
い
た
し
候 

」

　
　

今
般
蚕
種
免
許
印
紙
相
廻
り
候
ニ
付
、
下
ケ
渡
条
、
至
急
可
罷
出
候
也

　
　
　

壬
申
六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
へ

　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん

　
　

金
壱
分
ト
五
百
文
渡

　
　

六
月
廿
四
日
夕

　
　

右
飛
脚
泊　
　
　
　
　

」

六 

月
廿
五
日　

熊
谷
柳
沢
定
兵
衛
・
松
本
周
左
衛
門
来
ル
、
糊
付
種
改
拾
六

枚
返
し
、
全
拾
枚
引
上
ニ
成

　

 

中
瀬
村
河
田
豊
次
郎
・
石
川
五
郎
平
・
同
武
十
郎
会
社
同
印
之
義
ニ
付
来
、

猶
申
談
来
筈
、
小
平
村
根
岸
文
平
来
ル
、
小
池
五
十
郎
印
形
持
参
、
飛
脚

出
文
六

同
廿
六
日　
「（
朱
書
）
○
」
御
免
許
紙
御
下
ニ
付
県
庁
行
、
供
使
善
蔵

　

高
沢
町
井
上
勘
兵
衛
江
着

　

同
夕
小
笠
原
様
邸
江
出

　

小
池
五
十
郎
代
人
精
帳
印
形
持
参
、
井
上
着
高
書
上
帳
同
夜
認

同 

廿
七
日　

朝
参
事
様
邸
江
伺
面
謁
、
生
糸
会
所
并
糸
繭
商
人
鑑
札
御
下
方

共
伺

　

出
庁
、
御
免
許
紙
海
外
輸
出
五
万
枚
御
下
、
御
規
則
書
壱
冊
御
下

　

 
惣
括
員
数
精
帳
指
上
、
即
日　

大
蔵
省
江
御
回
相
願
、
御
免
許
紙
拾
六
万

之
都
合
ニ
御
下
相
願
内
、
国
内
分
三
壱
、
海
外
分
三
弐
、
至
急
深
谷
御
支

庁
御
回
申
立

一　明治５年（1872）　御用簿
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生
糸
改
会
所
願
人
御
回
し
申
立　
　
　
　
　
　

種
売
買
願
人
井
上
江
参

　

大
小
区
村
名
書
抜
至
急
御
下
申
立　
　
　
　
　

り
候
様
庁
ニ
而
申
置

　

 

森
戸
村
中
島
孝
三
郎
来
、
右
売
買
願
人
同
人
掛
り
場
ニ
付
、
右
売
買
不
苦
、

戸
毎
場
引
之
義
者
不
相
成
段
孝
三
郎
江
申
置
、
第
二
字
出
立
途
中
雷
雨
、

夜
ニ
入
熊
谷
竹
井
江
着
、
泊

六 

月
廿
八
日　
「（
朱
書
）
日
数
三
日
」
石
原
ニ
而
島
田
俊
助
面
会
、
埼
玉
県
管
下
世

話
役
取
極
候
廉
、
并
品
々
同
人
願
其
庁
江
申
立
置
呉
候
様
申
置
帰
宅

　

新
島
徳
十
郎
来
、
村
岡
来

　

茂
木
安
吉
・
金
井
総
平
、
御
印
税
持
参
、
泊

　

御
免
許
紙
継
小
印

　
　
松
井　

龍　

作　
高
橋　

新
五
郎　
三
田　

清
太
郎　

森　

久　

吉

　
　
富
田　

七
郎
次　
青
木　

忠　

吾　
板
倉　

伊
佐
美　
柴
崎　

佐　

平

　
　
山
口　

源　

衛　
小
池　

五
十
郎　
高
田　

平
九
郎　
久
保　

庄
左
衛
門

　
　
長
井　

市
太
郎　
新
嶋　

徳
十
郎　
齋
藤　

安　

衛　
須
藤　

清　

七

　
　
茂
木　

安　

吉　
長
沼　

孝
太
郎　
田
中　

新
五
郎　
中
嶋　

孝
三
郎

　
　
金
井　

総　

平　
萩
原　

杢　

衛　
飯
田　

與
兵
衛　
石
川　

八
郎
右
衛
門

六
月
廿
九
日　

茂
木
安
吉
・
金
井
総
平
外
壱
人

　

 

税
金
千
五
百
七
拾
弐
両
永
三
百
文
皆
納
、
外
包
歩
銀
手
当
、
金
壱
両
弐
分

預
り

　

御
免
許
紙
海
外
壱
万
枚
渡
ス

　

三
田
清
太
郎
江
海
外
御
免
許
紙
九
百
五
拾
枚
渡
ス

　

海
外
添
証
書
彫
刻
香
嵐
江
頼
、
金
壱
分
為
持
、
豊
次
郎
遣
ス

　

 

東
方
村
恒
川
龍
蔵
・
橋
本
吉
五
郎
・
村
川
文
平
、
右
者
無
免
許
製
造
歎
願
、

新
島
村
徳
十
郎
・
栗
原
定
次
郎
、
右
一
同
来
ル
、
徳
十
郎
ゟ
預
ヶ
種
事
件

書
付
持
参

　

順
回
枡
太
郎
熊
谷
周
旋
手
当
遣
ス

七 

月
朔
日　

河
原
明
戸
村
飯
田
與
平
・
中
島
三
郎
・
来
間
儀
平
来
、
税
金

百
三
拾
九
両
納
、
御
免
許
紙
六
百
枚
渡

　

新
島
徳
十
郎
夜
ニ
入
来
り
、
税
金
之
内
金
百
両
預
り

同 

二
日　

賀
美
郡
七
本
木
村
角
田
啓
次
郎
与
申
者
、
場
引
代
勤
い
た
し
度
段

申
来

　

藤
本
善
右
衛
門
・
梅
津
利
助
・
若
尾
逸
平
、
右
三
国
江
書
状

　

菊
屋
友
之
助
江
向
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
ノ
井
村
鯨
井
勘
衛

　
　

右
御
用
之
義
有
之
候
条
、
早
々
唯
今
可
罷
出
も
の
也

　
　
　

申
七
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷
支
庁

　
　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん

　
　
　
　
　
　

銭
四
百
五
拾
文
渡
ス

　
　
　

七
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

 

斎
藤
佐
次
郎
・
須
永
定
平
来
り
、
古
海
村
糊
付
致
居
、
其
外
前（
舞
）木
村
・
赤

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）

（
朱
印
）
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岩
村
ニ
而
ハ
不
憚
い
た
し
居
候
段
申
之

　

税
納
明
三
日
小
池
持
参
之
筈
、
御
免
許
紙
八
百
枚
渡
ス

　

 

富
田
七
郎
次
来
ル
、
税
金
三
百
五
拾
両
納
済
、
御
免
許
紙
弐
千
六
百
枚
渡

ス

　

長
井
市
太
郎
税
金
弐
百
両
納
、
御
免
許
紙
千
枚
渡

　

新
島
徳
十
郎
御
免
許
紙
弐
千
枚
渡
ス

　

深
谷
支
庁
江
善
蔵
供
使
出
張

　

税
金
千
八
百
拾
壱
両
納

　

御
免
許
紙
四
万
枚
御
下

七 

月
三
日　

中
瀬
村
斎
藤
喜
平
・
河
田
角
弥
・
高
田
平
九
郎
来
、
御
免
許
紙
八

百
八
拾
八
枚
渡
ス
、
海
外

　

 

税
金
千
四
拾
八
両
弐
分
永
五
拾
文
納
、
外
金
壱
両
包
歩
銀
手
当
金
壱
両
預

り

　

田
中
新
五
郎
税
金
百
拾
六
両
納

　

御
免
許
紙
五
百
四
十
六
枚
渡
ス
、
海
外

　

新
島
徳
十
郎
三
ヶ
尻
村
臨
時
免
許
人
来

　
　

 

今
般
蚕
種
場
巡
回
為
御
用
、
税（
租
）税
寮
十
一
等
出
仕
細
野
時
敏
去
月
廿
七

日
当
所
着
、
翌
廿
八
日
出
庁
、
別
紙
之
廉
々
取
調
之
義
依
頼
有
之
、
甲

州
江
向
即
日
出
立
、
当
七
月
十
日
頃
ニ
者
猶
又
当
所
江
立
戻
候
積
り
ニ

付
、
右
日
限
前
ニ
別
紙
之
廉
々
取
調
、
本
庁
江
可
差
出
候
、
且
其
地
江

も
巡
廻
可
有
之
ニ
付
、
為
心
得
相
達
置
候
也

　
　
　

七
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

一 

、
今
般
蚕
種
製
造
改
正
規
則
大
惣
代
世
話
役
ハ
勿
論
、
製
造
人
共
一

同
旧
弊
一
洗
、
規
則
践
行
可
致
哉
有
無
実
地
検
査
致
度
事

　
　
　
　
　

附
、
蚕
種
製
造
場
而
已
ニ
限
ら
す
普
通
蚕
養
繁
殖
為
致
度
事

　
　

一 

、
蚕
種
製
造
人
共
旧
弊
ヲ
改
御
趣
意
不
悖
様
厚
相
心
得
、
夜
附
・
糊

付
等
粗
悪
之
品
濫
製
不
致
様
御
説
諭
有
之
度
事

　
　

一
、
管
内
蛹
出
来
高

　
　

一
、
同
原
種
入
用
高

　
　

一
、
同
蚕
種
出
来
高

　
　

一
、
同
蚕
種
輸
出
高

　
　

一
、
同
生
糸
出
来
高

　
　

一
、
同
生
糸
輸
出
見
込

　
　

一
、
同
生
糸
国
内
捌
見
込

　
　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん

　
　
　
　

金
壱
分
ト
五
百
文
渡
ス

　
　
　

七
月
三
日
第
二
字　
　
　
　

」

　

 

右
取
調
方
法
大
急
廻
達
、
第
一
大
区
ゟ
七
大
区
迄
壱
通
持
廻
り
飛
脚
、
歌

一　明治５年（1872）　御用簿
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吉
七 

月
四
日　

第
六
字
発
、
第
九
大
区
ゟ
十
一
大
区
迄
、
文
六
、
第
八
小
区
一

般
久
保
島
村
始
廻
達
、
同
村
迄
継
出
し
ち
ん
銀
壱
匁
受
取
、
使
清
次
郎

七
月
四
日　

須
藤
清
七
来
り
、
税
金
弐
拾
九
両
三
分
納

　

御
免
許
紙
六
百
枚
渡
ス
、
外
金
壱
分
包
歩
銀
預
り

　

板
倉
伊
佐
美
・
青
木
忠
吾
税
金
百
三
拾
弐
両
永
六
百
五
十
文
納

　

御
免
許
紙
四
千
枚
渡
ス
、
金
壱
分
弐
朱
包
歩
銀
預
り

　

小
池
五
十
郎
代
吉
弥
息
来
、
税
金
百
八
拾
両
三
分
納

　

御
免
許
紙
八
百
枚
渡
、
外
金
壱
分
包
歩
銀
預
り

　

 

松
井
龍
作
来
り
、
税
金
五
百
九
拾
両
永
九
百
五
十
文
納
、
外
金
弐
壱
分
ト

永
五
十
文
包
歩
銀
預
り　
　

泊

　

御
免
許
紙

　

金
井
傳
次
石
持
調
書
持
参
、
三
田
三
五
郎
同
断
泊

七 

月
五
日　

高
橋
新
五
郎
代
原
角
太
郎
、
税
金
弐
拾
弐
両
永
弐
百
五
十
文
納
、

御
免
許
紙
弐
百
八
拾
枚
渡
ス
、
外
金
弐
朱
包
歩
銀
預
り

　

 

久
保
庄
左
衛
門
代
松
本
潤
八
郎
来
、
税
金
弐
百
拾
弐
両
永
三
百
五
十
文
納
、

包
歩
銀
手
当
金
壱
分
永
弐
十
五
文
預
り
、
御
免
許
紙
七
百
弐
枚
渡
ス

　

金
三
千
弐
百
両　
　

村
岡
嘉
平　
　
　

世
話
役
小
印
鑑

　

深
谷
御
支
庁
江
納　

持
人
足
金
太
郎　

届

　

 

山
口
源
衛
来
、
税
金
弐
百
八
拾
五
両
永
三
百
五
十
文
納
、
歩
銀
手
当
金
壱

分
預
り

　

御
免
許
紙
三
千
枚
渡
ス

　

 

石
川
八
郎
右
衛
門
代
柳
沢
定
兵
衛
来
、
税
金
弐
百
三
拾
両
永
百
文
納
、
包

歩
銀
金
壱
分
預
り
、
御
免
許
紙
三
千
枚
渡

七
月
六
日　

長
沼
孝
太
郎
・
萩
原
杢
衛
来
ル

　

税
金
千
五
拾
両
納
、
御
免
許
紙
壱
万
五
千
枚
渡

　

 

八
丁
河
原
村
内
田
島
吉
・
組
頭
新
井
忠
蔵
来
ル
、
右
島
吉
製
造
桶
川
在
ニ

而
製
作
之
趣

　

森
戸
村
中
島
孝
三
郎
代
人
税
金
百
両
納
、
御
免
許
紙
四
百
七
拾
九
枚
渡
ス

　

 

三
ヶ
尻
村
林
忠
蔵
差
添
嶋
野
清
作
貸
家
ニ
而
製
造
歎
願
、
徳
十
郎
同
道
書

付
持
参

　

下
原
村
与
頭
鶴
次
郎
無
免
許
人
製
種
歎
願
申
来
、
須
藤
江
出
候
様
申
遣

　

埼
玉
県
庁
江
酉
原
種
因
循
ニ
而
精
帳
い
ま
た
出
不
申
候
ニ
付

　

「（
朱
書
）
○
」
村
岡
嘉
平
出
庁

　
　

 

先
般
来
酉
養
蚕
戸
毎
原
種
高
前
以
取
調
、
現
在
製
種
惣
括
貯
高
所
置
い

た
し
候
筈
之
処
、
い
ま
た
御
管
内
原
種
入
用
高
御
沙
汰
無
之
候
ニ
付
、

一
般
海
外
輸
出
差
留
置
、
御
国
用
充
備
相
整
度
、
依
而
大
惣
代
副
村
岡

嘉
平
出
庁
為
致
候
間
、
来
酉
原
種
凡
積
員
数
書
即
日
御
回
有
之
度
、
今

般
蚕
種
場
巡
廻
為
御
用
、
租
税
寮
十
一
等
出
仕
細
野
時
敏
様
出
張
ニ
付
、

別
紙
生
産
之
内
蛹
生
糸
出
来
高
見
込
共
取
調
之
義
至
急
被
仰
出
、
凡
高
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積
承
知
い
た
し
度
候
、
且
当
製
造
現
在
高
書
上
写
差
上
候
、
右
惣
括
ニ

付
、
埼
玉
郡
持
田
村
三
田
清
太
郎
・
足
立
郡
塚
越
村
高
橋
新
五
郎
、
右

両
人
御
管
内
蚕
種
世
話
役
撰
挙
、
自
今
勤
務
候
間
、
此
段
御
届
申
上
候

也

　
　
　
　
　

壬
申
七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

埼
玉
県

　
　
　
　
　

伊
藤
権
少
属
様

　
　
　
　
　

秋
元　

典
幸
様

　

現
在
高
書
上
帳
写

　

物
産
調
ヶ
条
書
写

　

右
村
岡
嘉
平
七
月
六
日
出
立
持
参

「（
朱
書
）
申
合
規
則
奥
書
」

　
　

 

前
書
世
話
役
区
別
拾
弐
組
ニ
取
結
、
人
員
弐
拾
四
人
調
印
差
上
申
候
、

已
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　

「（
朱
書
）
世
話
役
小
印
廿
四
郡
村
性
名
」

　
　

御
免
許
紙
継
世
話
役
小
印
鑑

　
　
　
　
　
　

大
惣
代
副　

小
印
鑑

　
　
　
　
　
　

大
惣
代　
　

小
印

　
　
　
　
　
　

大
総
代　
　

印
鑑

　

「（
朱
書
）

　
　
　

証

　
　

御
免
許

　
　

一
、
蚕
種―

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
判

　
　
　
　

海
外
輸
出　
　
　
　
　

世
話
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―

印

　
　
　

右
相
改
候
也　
　
　
　

大
総
代

　
　
　
　

壬
申―

―

　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛　
　

」

　
　

 

右
雛
形
之
通
掛
り
場
限
海
外
輸
出
御
免
許
改
証
書
、
銘
々
相
添
出
港
為

致
度
、
然
ル
上
者
自
然
精
撰
且
紛
失
之
向
等
、
相
分
り
候
様
い
た
し
度

段
、
組
々
申
出
候
間
、
此
段
奉
伺
候

　
　
　
　
　
　
　

「（
貼
紙
朱
書
）

　

換
国
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

 

御
国
用
原
種
充
備
之
義
ニ
付
、
現
在
製
造
高
来
酉
養
蚕
戸
毎
原
種
員
数

共
、
国
々
厚
文
通
お
よ
ひ
候
得
共
、
い
ま
た
惣
括
不
相
立
、
然
ル
処
立

秋
後
海
外
輸
出
之
季
節
ニ
至
、
右
充
備
難
見
定
ニ
付
、
輸
送
一
時
猶
予

為
致
置
候
、
乍
併
掛
り
場
限
見
積
分
割
仕
候
而
ハ
、
不
公
平
旁
所
置
難

致
、
依
而
御
国
用
原
種
闕
乏
之
分
、
組
々
世
話
役
ゟ
説
諭
お
よ
ひ
、
海

一　明治５年（1872）　御用簿

四 分

　

五
分

此
雛
形
支
庁
江
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外
輸
出
御
免
許
之
内
精
良
之
品
御
国
用
ニ
換
用
い
た
し
、
充
備
相
立
候

様
仕
度
、
右
印
鑑
雛
形
ヲ
以
奉
伺
候
、
已
上

　
　
　
　

壬
申
七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　

租
税　

御
寮

　

右
書
類
持
参
出
京
村
岡
嘉
平

　

七
月
六
日
出
立

七 

月
七
日　

長
沼
孝
太
郎
、
八
丁
河
原
村
組
頭
新
井
忠
蔵
・
内
田
島
吉
、
他

所
ニ
而
製
種
自
宅
製
ニ
い
た
し
候
段
、
始
末
書
付
持
参

　

 

折
之
口
村
役
人
惣
代
百
姓
代
根
岸
忠
次
郎
・
下
原
村
同
笠
原
歌
次
郎
、
無

免
許
製
造
人
歎
願
申
来

　

柴
崎
佐
平
税
金
百
八
拾
三
両
永
五
拾
文
納
済
、
泊

　

御
免
許
紙
三
百
弐
拾
壱
枚
渡
ス
、
外
金
壱
両
包
歩
銀
預
り

七
月
八
日　

税
金
六
拾
三
両
銀
三
匁
三
田
清
太
郎
ゟ
預
り
、
代
人
子
供
使

　

 

大
宮
郷
世
話
役
江
細
野
公
巡
回
沙
汰
書
付
、
柴
崎
佐
平
即
便
途
中
ゟ
仕
立

急
状
出
ス

　

河
原
明
戸
村
世
話
役
呼
状
出
ス

　

 

世
話
役
悴
利
兵
衛
・
中
島
三
郎
来
ル
、
酉
原
種
精
帳
改
行
田
屋
喜
平
・
久

次
郎
来
、
山
田
ゟ
書
状
持
参
、
飯
島
氏
来

　
　
　
　
　

 

下
原
村
笠
原
馬
次
郎
差
添
同
郡
次
郎
、
折
之
口
村
大
谷
清
蔵
・

同
清
太
郎
・
根
岸
忠
次
郎
無
免
許
製
造
臨
時
へ
加
免
許

　

 

小
前
田
村
役
人
田
中
鶴
吉
当
人
代
松
五
郎
来
ル
、
右
者
上
州
伊
与
久
村
ゟ

世
話
役
田
中
へ
添
状
も
有
之
候
義
ニ
付
、
早
々
田
中
新
五
郎
江
申
出
候
様

申
渡

　
　
　
　
　

達
書　

埼
玉
県
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
方
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

 

当
管
内
製
造
蚕
種
紙
国
内
売
買
海
外
輸
出
之
分
共
免
許
印
紙
、
租
税
寮

ゟ
請
取
候
ニ
付
相
渡
候
条
、
早
々
当
県
庁
へ
可
罷
出
候
也

　
　
　

壬
申
七
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
県
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
方
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　

右
熊
谷
駅
ゟ
到
来

七 

月
九
日　

右
書
付
写
、
御
免
許
紙
入
間
県
庁
御
下
員
数
相
伺
、
崎
玉
県
御

「（
朱
書
）支庁
江
出
候
書
類
江
者

　

右
奥
書
相
渡
ス 

」

「（
朱
書
）

 

右
七
月
八
日
大
惣
代
副
村
岡
嘉
平
ヲ
以
租
税

寮
御
掛
江
伺
上
候
処
、
御
県
庁
江
申
立
、
換
御

国
用
御
県
印
彫
刻
済
相
届
、
大
惣
代
手
許
ニ

お
ゐ
て
押
印
可
致
旨
、
御
指
揮
有
之
候
、
方

今
海
外
輸
送
相
発
候
間
、
右
御
印
章
至
急
彫

刻
押
印
相
成
候
様
い
た
し
度
、
此
段
奉
伺
候

也 

」
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下
分
余
分
ニ
候
ハ
ヽ
、
其
段　
　

租
税
寮
御
掛
り
江
申
立
、
同
県
ゟ
直
御

返
上
之
都
合
否
崎
玉
県
江
帰
郷
懸
出
庁
申
立
候
様
、
本
三
菊
屋
友
之
介
ニ

而
村
岡
江
文
通
出
ス

　

三
ヶ
尻
村
内
田
清
太
郎
来
、
石
持
原
種
調
印

同
十
日　

税
金
百
両
須
藤
清
七
納

　

金
弐
千
四
拾
五
両
深
谷
支
庁
江
納　
　
供
使
金
太
郎

　
　
　
　

差
紙

　
　

国
内
売
買
蚕
種
印
紙
下
渡
候
条
、
早
々
唯
今
可
罷
出
候
也

　
　
　

申
七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷
支
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村
鯨
井
勘
衛

　
　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん
四
百
五
拾
文
渡

　
　
　
　

猶
百
五
十
文
、
弐
通
ノ
書
上
ニ
付
、
増
渡
」

　

御
免
許
紙
五
万
四
千
枚
御
下

　

現
在
高
書
上
帳
さ
し
上
候

七 

月
十
一
日　

村
岡
嘉
平
帰
ル
、
国
内
換
用
入
間
県
与
彫
刻
印
用
尋
ニ
可
然
、

海
外
改
状
等
与
国
々
申
合
候
上
、
可
然
御
沙
汰
、
埼
玉
県
ゟ　

御
国
用
御

免
許
紙
四
百
弐
拾
弐
枚
、
海
外
同
千
弐
百
八
拾
壱
枚
御
下
、
村
岡
持
参

　

同
日
深
谷
支
庁
、
須
原
・
寺
内
・
坂
下
三
方
江
伺
、
夜
ニ
入
帰
ル

　

御
国
用
免
許
紙
御
下
回
達

同
十
二
日　

中
瀬
村
河
田
角
弥
江
御
国
用
免
許
紙
渡
候

　

河
原
明
戸
村
へ
同
断
渡
候
、
遅
蚕
税
金
三
両
ト
永
五
拾
文
納

　

 

田
中
新
五
郎
代
橋
本
平
次
郎
来
、
国
内
御
免
許
紙
千
七
百
七
十
七
枚
渡
候
、

保
田
原
村
鳥
塚
申
兵
衛
与
申
者
来

　

 

善
ヶ
島
村
新
井
市
次
郎
来
り
、
台
村
十
右
衛
門
ノ
種
七
十
枚
買
請
行
田
屋

江
出
荷
届
出
、
同
定
平
種
是
又
買
請
度
由
申
之

　

松
井
龍
作
・
長
沼
孝
太
郎
夜
ニ
入
来
、
泊

同
十
三
日　

松
井
龍
作
遅
蚕
税
弐
両
永
百
文
納
、
御
免
許
紙
渡

　

長
沼
孝
太
郎
御
免
許
紙
渡
ス

七
月
十
四
日　

長
井
市
太
郎
来
、
御
免
許
紙
輸
出
改
状
渡
候

　

金
井
総
平
同
断

　

板
倉
伊
佐
美
同
断

同
十
五
日　

河
田
十
郎
三
来
、
会
社
印
其
外
共
談

　

坂
井
ゟ
書
状
着

　

同
夕
村
岡
来

同
十
六
日　

熊
谷
治
助
江
改
状
渡
、
遅
蚕
税
納

　
 

同
日
休
暇
、
新
島
徳
十
郎
・
山
口
源
衛
・
八
幡
山
坂
本
来

　

島
村
田
島
代
勘
三
息
来
、
泊

　

左
之
書
付
持
参
、
海
外
弐
割
引
申
来

　

「（
朱
書
）
群
馬
県
管
下　

　
　

現
在
製
造
高
合
数

一　明治５年（1872）　御用簿
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一
、
蚕
種
員
数
拾
六
万
三
千
三
百
九
拾
六
枚　

製
造
人
千
百
六
拾
八
人

　
　
　
　
　

内　

六
万
千
七
百
七
枚　
　
　

御
国
内
用

　
　
　
　
　
　
　

拾
万
千
六
百
八
拾
九
枚　

海
外
輸
出 

」

　
　
　
　
　
　
　

 
右
海
外
之
内
高
弐
割
御
免
許
紙
不
能
、
為
残
置
八
月
晦
日

迄
見
積
候
由

　

「（
朱
書
）
来
酉
年
元
印
紙
合
計

　
　

一
、
蚕
種
拾
壱
万
九
千
三
百
六
拾
五
枚
九
分
六
厘
六
毛

　
　
　
　
　
　
　

九
万
四
千
五
百
拾
九
枚
三
分
弐
厘
五
毛　
春
蚕
買
入
分

　
　
　
　
　

内　

七
千
四
百
三
拾
七
枚
壱
分
四
厘
三
毛

　
　
　
　
　
　
　

五
千
三
百
八
拾
五
枚
四
分
五
厘
六
毛　
　
夏
蚕
買
入
分
同
断

　
　
　
　
　
　
　

壱
万
弐
千
弐
拾
四
枚
四
厘
三
毛　
　
　
　
同
手
製
同
断

　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
佐
位
・
那
波
両
郡
之
内
五
拾
ヶ
村
、
追
而
取
調
加

　
　
　
　
　
　
　

帳
候
筈

　
　

栃
木
県
管
下

　
　

現
在
製
造
高
合
数

　
　

一
、
蚕
種
四
万
四
千
三
百
五
拾
壱
枚

　
　
　
　
　

内　

弐
万
千
弐
十
九
枚　
　
　
　

御
国
内
用

　
　
　
　
　
　
　

弐
万
三
千
三
百
廿
弐
枚　
　

海
外
輸
出　
　
　
　
　
　

」

　
　

上
野
巡
回
掛　

十
二
等　

　
　
　
　

岡
田
一
直
様

　

「（
朱
書
）
宇
都
宮
県
管
下　

　
　

一
、
同
六
百
四
拾
九
枚

　
　
　
　
　

内　

百
八
十
五
枚　
　

国

　
　
　
　
　
　
　

四
百
三
十
四
枚　

海
」

　
　
　
　

玉
井
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
省
租
税
寮

　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
時
敏

　
　
　
　
　

御
用

　
　

 

蚕
種
場
巡
廻
御
用
ニ
付
、
申
談
度
筋
有
之
条
、
明
十
八
日
午
後
第
二
字

迄
ニ
深
谷
宿
我
等
旅
宿
江
出
頭
有
之
度
候
也

　
　
　
　

壬
申
七
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
省
租
税
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
時
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

七
月
十
七
日　

右
御
用
書
深
谷
駅
ゟ
到
来

　

新
島
徳
十
郎
税
金
拾
五
両
内
納
、
国
用
御
免
許
紙
渡
ス

　

須
藤
清
七
代
江
国
用
御
免
許
紙
并
海
外
共
渡
候

同 
十
八
日　

深
谷
駅
御
旅
宿
杉
田
専
衛
江
出
張
、
村
岡
同
道
寄
居
・
小
鹿
野

一
同
外
、
中
瀬
・
沖
宿
・
阿
賀
野
・
大
宮
・
深
谷
、
阿
賀
野
出
張

　

長
沼
孝
太
郎
本
庄
宿
役
人
并
八
丁
河
原
村
嘆
願
聞
届

　

御
出
役
御
用
写
差
上
ル

同
手
製
分　

但
、
ハ

リ
紙
取
之
内
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同
十
九
日　

深
谷
御
旅
宿
詰
合
、
朝
支
庁
江
御
案
内

　

世
話
役
一
般
小
印
鑑
本
庁
江
上
候
分
、
同
所
江
差
上

　

御
国
用
換
入
間
県
印
伺
雛
形
同
断

　

石
持
原
種
組
々
書
上
帳
・
纏
精
帳
同
断
、
此
分
須
藤
江
詫
（
託
）ス

　

現
在
精
帳
同
断

　

右
御
出
役
自
宅
江
泊
、
田
島
弥
平
立
寄
出
京

　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　

 

大
蔵
省
租
税
寮
ゟ
別
紙
之
通
申
来
候
ニ
付
、
至
急
出
京
有
之
候
様
致
度

候
也

　
　
　

申
七
月
一
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
人
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

右
御
用
有
之
候
条
、
至
急
出
京
候
様
御
取
計
可
有
之
候
也

　
　
　

壬
申
七
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮　

　
　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん
金
壱
分
ト
五
百
文
渡
ス
、
飛
脚
泊

　
　
　

七
月
十
九
日　
　

外
六
百
文
、
宅
ゟ
深
谷
迄
飛
脚
賃
渡　

」

　

 

先
般
税
納
之
金
中
瀬
村
斎
藤
安
衛
封
百
両
、
三
ッ
井
組
五
円
廿
枚
与
認
、

十
九
枚
壱
円
壱
枚
有
之
金
四
両
不
足
、
支
庁
ゟ
御
沙
汰
有
之
、
右
安
衛
代

喜
平
ゟ
右
金
四
両
受
取
直
ニ
相
納
、
村
岡
持
参

「（
朱
書
）

　

山
梨
県
管
下

　

一
、
蚕
種
紙
四
万
千
八
百
枚

　
　
　
　

内　

六
千
四
百
五
拾
枚　
　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　

三
万
五
千
三
百
五
拾
枚　

海
外
輸
出　

」

「（
朱
書
）
○
」
七
月
廿
日　

河
原
明
戸
村
・
間
々
田
・
出
来
島
・
新
島
村
世
話
役
呼

出
し
、
御
趣
意
御
達
、
持
田
村
二
泊
ニ
而
帰
ル

　

腰
塚
利
衛
結
（
詰
）合
第
三
字
出
立
ニ
成

同 

廿
一
日　

暁
出
立
本
所
御
船
蔵
前
歯
神
際
十
七
番
地
小
笠
原
旧
邸
江
着
、

泊
同
廿
二
日　

小
柳
丁
三
河
屋
与
右
衛
門
江
尋
、
田
島
氏
同
道

　

租
税
寮
出
頭
、
外
国
人
ゟ
夏
蚕
買
入
之
義
ニ
付

　

古
谷
様
ゟ
品
々
御
談
有
之
、
右
高
四
千
枚
官
江
買
上
相
渡
分

　
　
　
　

内
弐
千
枚
信
州
小
岩
井
茂
三
郎
引
受

　
　
　
　
　

千
枚
藤
本
善
右
衛
門
同
断

　
　
　
　
　

千
枚
相
尋
差
出
候
様
被
仰
聞
候

　

右
四
千
枚
ニ
限
り
、
余
者
一
切
不
相
渡
積
御
談
有
之
候

　
　

 

夏
蚕
種
為
御
試
検
壱
千
枚
御
入
用
被
為
在
、
精
品
買
求
可
差
上
旨
被
仰

一　明治５年（1872）　御用簿
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渡
候
処
、
右
夏
種
之
義
ハ
薄
紙
江
而
已
、
製
造
先
者
自
用
品
ニ
付
、
紙

大
小
等
も
可
有
之
候
、
右
ニ
而
御
用
弁
相
成
候
ハ
ヽ
、
精
々
相
尋
上
納

可
仕
、
此
段
奉
伺
候
也

　
　
　

壬
申
七
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

田
島
弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

租
税　

御
寮

　

「（
朱
書
）
長
野
県
管
下
届
書

　
　

右
書
部
総
括

　
　

当
申
原
種
一
万
四
千
弐
百
九
十
九
枚
六
分

　
　

此
取
繭
十
四
万
千
零
二
十
四
貫
三
百
四
拾
目

　
　

製
造
高
六
拾
九
万
弐
千
七
百
八
枚

　
　
　
　
　

内
訳

　
　
　

来
酉
原
種
一
万
七
千
三
百
三
十
七
枚

　
　
　

御
国
用
七
万
八
千
六
百
七
十
弐
枚
五
分

　
　
　

海
外
輸
出
五
十
九
万
六
千
六
百
九
十
八
枚
五
分

　
　

東
京
府
下

　
　
　

製
種
三
千
五
百
拾
九
枚

　
　
　
　

内　

弐
百
五
拾
五
枚　
　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　

三
千
弐
百
六
拾
四
枚　

海
外
輸
出

　
　

神
奈
川
県
下

　
　
　

製
種
弐
千
七
百
枚

　
　
　
　

内　

千
四
百
四
拾
五
枚　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　

千
弐
百
五
拾
五
枚　
　

海
外
輸
出　
　
　

」

同
日　

大
風
雨
ニ
而
瀧
澤
友
之
助
江
泊
、
並
木
居
合
同
居

　

「（
朱
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
王
子
字
小
門
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
萩
原
彦
六
店

　
　

一
、
夏
蚕
種
九
枚　
　
　
　
　
　

繭
商
人　
　
　
　

岸
野
清
兵
衛

　
　

一
、
同
四
枚　
　
　
　
　
　
　
　

同　

同
州
日
野
宿
井
上　

庄
七

　
　

一
、
同
五
枚　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　

落
合
文
太
郎

　
　

 

右
之
者
共
今
般
御
改
正
御
禁
止
相
成
候
、
夏
蚕
原
紙
へ
製
造
い
た
し
居

候
ニ
付
、
其
種
取
上
、
当
人
共
義
ハ
其
村
元
名
主
へ
預
ヶ
置
、
則
元
名

主
よ
り
当
人
預
り
一
札
取
置
有
之
趣　
　

大
蔵
省
江
伺
ひ
候
処
、
地
方

官
江
差
出
御
規
則
ニ
照
準
シ
、
罰
金
可
申
付
旨
被　

仰
渡
候
ニ
付
、
右

夏
蚕
種
拾
八
枚
半
差
上
候
、
此
段
以
書
付
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　

壬
申
七
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木
勘
三
郎

　
　
　
　

神
奈
川
県　

御
庁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

同
廿
三
日　

小
柳
丁
田
島
江
尋
留
守
、
御
船
蔵
前
へ
帰
、
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
氏
手
代　

平
四
郎　

伊
三
郎

　

團
野
様
面
謁　
　

小
笠
原
邸
守　

山
本
文
右
衛
門
旧
姫
路
藩
士
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通
称
真
之
助　

泉
涌
寺
手
代　

牧　

三
郎

七
月
廿
四
日　

租
税
寮
出
頭
、
い
ま
た
外
務
省
ゟ
否
無
之
由
被
仰
聞
候

　

小
柳
町
江
廻
ル
、
瀧
澤
友
之
助
江
並
木
同
居
、
泊

　

小
林
彦
助
来
、
面
会

同 

廿
五
日　

田
島
同
道
出
頭
、
浜
港
立
戻
り
相
願
候
処
、
外
務
省
ゟ
休
暇
ニ

候
共
沙
汰
難
計
段
被
仰
聞
候

　

 

三
ッ
井
横
浜
為
替
店
当
時
三
越
与
唱
店
ニ
、
御
規
則
背
戻
之
種
有
之
、
右

相
改
候
、
但
御
差
図
有
之
候
ニ
付

　
　
　
　
　
　

預
り
書
之
事

　
　

て
は
き
（
こ
ヵ
）

中
書
付

　
　

一
、
蚕
種
六
拾
四
枚

　
　

 

右
之
品
御
免
許
紙
無
之
、
御
規
則
背
戻
之
品
ニ
付
御
尋
請
候
、
右
者
武

州
多
摩
郡
小
山
田
村
小
川
喜
代
八
殿
ゟ
預
り
置
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、

依
之
蚕
種
預
り
一
札
差
出
申
処
、
如
件

　
　
　
　

壬
申
七
月
廿
五
日　
　
　
　

大
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
弥
平
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

七 

月
廿
六
日　

第
九
字
鉄
道
乗
込
、坂
井
同
道
横
浜
出
港
、小
林
面
会
、六
十

四
番
ト
セ
ナ
ン
、
フ
レ
シ
ア
ン
、
シ
コ
キ
ア
外
弐
人
応
接
、
第
六
字
被
招

食
事

　

山
田
面
会
、
竹
井
代
治
助
江
同
夜
中
品
々
憑
置
、
未
明
ニ
出

　

 

上
総
す
（
夷
隅
ヵ
）
ミ
郡
加
納
山
下
産
当
時
海
岸
通
上
総
屋
鈴
木
市
蔵
江
、
坂
井
一
同

談
置

同 

廿
七
日　

小
林
江
面
会
、
第
九
字
蒸
気
車
乗
込
帰
京
、
菊
屋
江
立
寄
出
頭
、

田
島
出
会
、
三
ッ
井
店
御
規
則
背
戻
之
品
届
書
出
ス

　
　

一
、
御
規
則
書
三
拾
五
冊

　
　

 

右
ハ
掛
り
場
蚕
種
世
話
役
共
ニ
お
ゐ
て
、
組
々
所
持
御
趣
意
相
弁
、
厚

取
締
候
様
仕
度
旨
申
出
候
間
、
書
面
之
通
御
下
渡
奉
願
候
、
已
上

　
　
　

壬
申
七
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

租
税　

御
寮

同
廿
八
日　

御
船
蔵
前
邸
江
田
島
来
ル
、
出
頭
兼
帯
之
筈

　

 

第
一
字
出
頭
、
上
埜
様
面
謁
、
御
規
則
書
三
拾
四
冊
御
下
、
内
拾
冊
田
島

江
渡
候
、
但
瀧
澤
友
之
助
江
預
ケ
置

　
 

外
務
省
江
帰
郷
申
遣
候
処
、
明
廿
九
日
挨
拶
有
之
筈
、
依
而
廿
九
日
第

十
二
字
後
出
頭
可
致
御
沙
汰
候

　

 
小
網
町
松
坂
屋
ニ
而
、
福
島
県
伊
達
郡
伏
黒
村
小
野
弥
右
衛
門
与
申
者
面

会

　

通
三
丁
目　
　

イ
ス
拾
弐
代
金
八
両
買
付
、
伊
藤
太
平
江
出
ス
、
河
中
行

一　明治５年（1872）　御用簿
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小
舟
丁
新
道
酒
店
大
和
屋
市
蔵
・
上
埜
金
七
尋

七
月
廿
八
日　

福
井
旧
御
用
達
石
井
太
郎
右
衛
門

　

当
時
横
浜
吉
田
町―

―

　

 

生
国
秩
父
郡
大
宮
郷
田
村
郷
宮
下
直
右
衛
門
、
本
所
一
ッ
目
千
歳
町
住
居

石
井
手
代
文
七

　

右
一
同
坂
井―

―

柏
楼
ニ
而
開
店
、
条
約
為
取
替

　
　
　
　
　
　

為
取
替
申
証
書
之
事

　
　

一 

、
我
等
義
横
浜
弁
天
通
五
丁
目
江
出
店
仕
候
折
柄
、
貴
殿
義
御
国
元

者
勿
論
、
入
間
御
県
管
内
産
物
売
捌
方
之
義
、
一
同
弁
利
相
成
候
、

御
良
法
其
所
農
商
之
向
々
江
御
相
談
相
成
候
趣
ニ
付
、
此
度
御
示
談

之
上
当
店
貴
殿
御
出
張
所
ニ
御
用
達
申
、
約
定
致
し
候
所
実
証
也
、

就
而
者
御
周
旋
之
諸
荷
物
定
式
公
税
ヲ
引
去
り
、
全
口
銭
之
内
三
分

方
貴
殿
江
差
出
、
跡
七
分
ハ
私
方
江
申
請
、
右
ヲ
以
貴
殿
并
御
客
来

方
食
料
賄
方
其
外
、
地
代
・
町
入
用
・
召
仕
給
料
共
仕
払
致
候
筈
、

且
又
為
荷
替
金
弁
利
之
義
精
々
尽
力
可
仕
候
、
前
書
之
通
り
御
約
定

取
極
候
所
、
聊
相
違
無
御
座
候
、
為
後
日
為
取
替
申
証
書
、
仍
如
件

　
　
　
　

壬
申
七
月
廿
八
日　
　
　
　

横
浜
吉
田
町　

石
井
太
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

阪
井
仁
平
次
殿　
　
　

東
京
本
所
千
歳
町
三
十
番
地
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
直
右
衛
門

　

奥
州
大
惣
代
伺
候
処
、
上
埜
様
ゟ
書
抜
御
渡

　

福
島
県
下
伊
達
郡
梁
川
村
中
村
善
右
衛
門

　
　

同
郡
岡
村
補
助
田
中
多
喜
兵
衛

　

磐
前
県
下
田
村
郡
南
小
泉
村
後
藤
隆
作

　

山
形
県
下
村
山
郡
山
野
辺
村
小
松
新
平

　

梅
津
利
助
ゟ
来
状

　
　

合
高
拾
弐
万
七
千
枚　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
県　

無
海
外

　
　
　
　

内　

一
万
三
千
枚　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　

拾
壱
万
四
千
枚　

海
外
輸
出　

福
島
県
凡
十
四
万
内
位
歟

　
　

犬
上
県
管
下

　
　
　
　

合
高
八
万
枚

　
　
　
　
　
　

内　

六
万
枚　
　
　
　

海
外
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　

弐
万
枚　
　
　
　

御
国
用

七 

月
廿
九
日　

出
頭
、
い
ま
た
外
務
省
ゟ
沙
汰
無
之
ニ
付
、
否
有
之
迄
相
待

候
様
被
仰
聞
候
、
長
野
県
管
下
小
岩
井
・
藤
本
ゟ
、
外
国
人
ゟ
注
文
夏
蚕

種
薄
紙
六
百
枚
両
様
届
相
成
候
、
右
不
足
之
分
同
県
江
被
仰
渡
候
積
、
外

務
省
江
御
挨
拶
相
成
候
由

同 
晦
日　

並
木
勘
三
郎
同
道
出
頭
、
先
般
海
外
輸
出
御
届
之
内
、
国
内
用
ニ

供
し
候
分
、
国
内
御
免
許
紙
相
用
不
苦
段
伺
済
、
越
後
屋
得
右
衛
門
預
り

種
事
件
、
神
奈
川
県
江
御
沙
汰
相
成
候
段
、
勘
三
郎
へ
被
仰
聞
候
、
い
ま
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た
外
務
省
ゟ
無
沙
汰

　

松
井
龍
作
・
金
井
傳
次
面
会

八 

月
朔
日　

小
舟
丁
上
州
屋
傳
兵
衛
江
行
、
金
井
傳
次
同
房
松
島
村
栗
原
虎

吉
・
橋
本
弁
蔵
代
善
助
面
会
、
種
四
千
弐
百
五
拾
五
枚
、
平
均
三
百
三
拾

弐
両
弐
分
か
へ
、
小
舟
丁
大
和
屋
市
蔵
・
堀
江
丁
中
田
屋
仁
兵
衛
江
周
旋
、

直
段
取
極
ニ
成
、
瀧
沢
友
之
助
宅
行
、
立
戻
り
上
伝
泊
、
但
大
風
雨
也

同 

二
日　

本
丁
行
、
田
島
面
会
、
上
伝
江
帰
り
書
状
認
、
宮
戸
村
帰
郷
江
頼
、

本
所
江
帰
ル

同 

三
日　

早
朝
三
与
江
行
、
堀
田
村
丈
助
帰
郷
江
書
付
頼
、
菊
屋
友
之
助
同

道
ニ
而
堀
江
丁
桑
島
屋
止
宿
、
福
島
県
管
下
御
印
紙
無
之
品
改
候
処
、
御

免
許
紙
持
参
い
た
し
居
候
ニ
付
勘
弁
、
御
規
則
伝
達
七
月
晦
日
御
沙
汰
、

入
間
県
ゟ
群
馬
県
江
順
達
之
由

　
　

 

夏
蚕
・
再
出
・
掛
合
之
類
者
可
成
丈
製
造
致
間
敷
、
若
製
造
候
も
の
者

原
紙
ニ
製
造
候
義
者
不
相
成
、
本
紙
ニ
不
紛
様
薄
紙
可
相
用
旨
、
蚕
種

改
正
規
則
中
ニ
掲
載
有
之
候
処
、
右
者
原
紙
ニ
取
製
造
不
致
品
ヲ
、
不

及
税
納
儀
与
心
得
違
い
た
し
、
無
印
紙
ニ
而
売
買
い
た
し
候
も
の
も
可

有
之
哉
ニ
相
聞
、
不
都
合
之
事
ニ
候
条
、
売
買
者
勿
論
自
用
た
り
共
、

薄
紙
ニ
製
造
候
国
内
用
之
免
許
印
紙
相
渡
収
税
可
致
候
、
若
違
犯
之
者

者
規
則
ニ
照
準
し
屹
度
可
致
所
置
事

　
　
　

但 

、
製
造
歩
合
ニ
不
拘
種
紙
一
枚
ニ
印
紙
壱
枚
ツ
ヽ
張
用
ヒ
、
並
之

通
収
税
可
致
事

　
　
　

壬
申
七
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨　

印

　

瀧
澤
氏
宅
ニ
お
ゐ
て
面
会
、
根
岸
大
塚
石
稲
荷
前

　

内
田
多
吉
元
衛
作

　

「（
朱
書
）
一
、
金
壱
分
ト
五
百
文
、
飛
脚
ち
ん
渡
候

　
　
　

八
月
三
日　

左
ニ
有
之　
　
　
　
　
　
　

」

八 

月
三
日　

第
二
字
頃
出
頭
可
致
旨
御
沙
汰
ニ
付
、
瀧
澤
ニ
而
田
島
面
会
、

直
ニ
出
頭
い
た
し
候
処
、
退
庁
相
成
立
帰
り
候
途
中
高
梨
様
面
謁
、
通
弁

外
務
省
ゟ
申
越
、
夏
蚕
種
之
義
小
岩
井
茂
三
郎
方
六
百
枚
、
藤
本
善
右
衛

門
方
千
枚
、
都
合
千
六
百
枚
ニ
而
用
弁
相
成
候
、
依
而
者
右
両
人
江
書
状

ヲ
以
申
越
、
海
外
御
免
許
紙
ヲ
張
持
参
指
上
候
様
郵
便
ニ
而
書
送
り
候
様
、

尤
長
野
県
江
も
相
達
候
旨
被
仰
渡
候
、
大
惣
代
之
義
已
来
勧
農
寮
掛
り
ニ

取
究
り
候
間
、
引
渡
方
等
も
有
之
候
へ
共
追
日
ニ
而
も
宜
候
間
、
此
度
之

処
者
帰
村
可
致
旨
被
仰
渡
候
、
右
御
沙
汰
ニ
付
、
夫
ゟ
出
張
所
江
出
相
届
、

藤
本
江
之
書
状
田
島
引
請
、
橘
丁
奥
州
屋
江
立
寄
、
瀧
澤
并
大
和
屋
市
蔵

江
談
話
之
上
、
本
所
江
帰
ル

同
四
日　

未
明
出
立
、
衣
類
入
こ（
行
李
）り
壱
ツ
滝
澤
江
預
ヶ
、
夕
五
字
帰
宅

　

同
日
出
荷
、
荒
川
出
帆

同
五
日　

歌
吉
仕
立
急
飛
脚
、
小
網
丁
松
坂
屋
へ
出
ス

　

中
瀬
村
河
田
江
書
状
出
ス
、
文
衛
来

一　明治５年（1872）　御用簿
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上
手
計
村
山
口
源
衛
江
仕
立
飛
脚
、
文
六

　
　

「（
朱
書
）
日
数
十
六七

日
」

八 

月
六
日　

朝
出
立
、
第
三
字
半
東
京
瀧
澤
友
之
助
江
着
、
直
様
小
網
町
行
、

河
重
・
田
島
面
会
、
大
橋
陣
平
店
江
河
重
同
道
、
夜
ニ
入
本
町
江
帰
ル

同 

七
日　

大
市
江
行
、
夫
ゟ
小
網
町
ニ
而
小
林
屋
代
理
兵
衛
面
会
、
直
ニ
帰

港
、
河
重
面
会

同 

八
日　

第
十
一
字
フ
レ
シ
ア
ン
・
小
林
同
道
松
弥
江
来
、
種
一
覧
、
見
本

弐
拾
枚
渡
、
内
拾
枚
村
岡
、
拾
枚
自
製
、
直
段
五
百
両
申
遣
、
否
伝
信
掛

七
字
申
越
、
瀧
澤
江
届
延
引
認
来
ル
、
小
林
両
人
・
瀧
澤
氏
泊
、
山
口
源

衛
来
ル

同 

九
日　

雨
、
小
林
帰
港
、
中
田
屋
仁
兵
衛
江
行
、
古
川
市
兵
衛
出
浜
之
由
、

松
弥
行
、
山
口
源
衛
同
道
御
船
蔵
前
邸
江
行
、
山
本
面
会
、
参
事
御
着
相

成
居
候
、
山
口
同
道
浅
草
阪
井
江
尋
面
会
為
替
金
千
両
融
通
申
談
、
明
八

字
迄
ニ
出
張
否
之
筈

　

夜
ニ
入
本
町
江
帰
ル

同 

十
日　

雨
、
八
字
阪
井
・
石
井
・
滝
澤
江
来
、
為
替
金
談
い
つ
れ
与
も
帰

港
之
上
否
之
筈
、
白
諏（
ヵ
）三
古
田
摂
斎
来

同 

十
一
日　

夕
小
林
屋
代
理
兵
衛
松
坂
屋
江
来
リ
、
明
十
二
日
彦
助
金
子
持

参
之
趣
申
越
、
右
者
阪
井
仁
平
次
ゟ
口
達
申
込
候
由

八 

月
十
二
日　

小
林
屋
彦
助
出
京
、
為
替
金
千
両
持
参
候
処
、
山
口
買
付

之
内
減
し
相
立
候
ニ
付
、
金
五
百
両
ニ
而
用
弁
ニ
付
証
書
認
引
換
、
右
金

五
百
両
山
口
源
衛
受
取
、
小
林
屋
代
理
兵
衛
同
道
同
夕
出
立
、
帰
郷
候

同 

十
三
日　

堀
江
丁
新
道
中
田
屋
仁
兵
衛
・
小
舟
丁
新
道
大
和
屋
市
蔵
江
、

蚕
種
売
込
談
、
小
舟
丁
に
て
上
埜
金
七
面
会

　

人
形
丁
和
田
平
ニ
而
古
川
市
兵
衛
面
会
、
馳
走
ニ
成

同 

十
四
日　

中
仁
・
大
市
来
、
蚕
種
口
々
直
段
取
極
、
売
渡
品
拝
見
済
ニ
成
、

新
戒
荒
恒
来

同 

十
五
日　

堀
江
丁
久
保
田
屋
ニ
而
、
古
川
市
兵
衛
・
浅
野
光
兵
衛
、
外
奥

州
買
入
方　
　

三
人
立
会
席
種
口
々
披
見
、
終
日
立
会

　

八
幡
斎
藤
買
付
、
山
口
正
太
郎
種
小
林
屋
買
付
、
手
金
弐
百
両
中
仁
江
渡

同
十
六
日　

中
仁
・
大
市
行
、
蚕
種
代
金
談
之
懸
合

同
十
七
日　

同
断
取
詰
懸
合
、
内
金
千
両
請
取
橋
本
へ
渡

　

同
夕
金
弐
千
両
請
取

　

小
林
屋
来
り
、
買
付
口
破
談
内
金
中
仁
ゟ
同
人
へ
返
ス

同
十
八
日　

金
五
千
両
請
取

同
十
九
日　

残
金
請
取
口
々
分
配
渡
ス

　

大
蔵
省
出
頭
、
海
外
輸
出
事
件
伺

同
廿
日　

同
所
出
頭
、
伺
書
左
ニ

　
　

 
本
年
蚕
種
製
造
現
在
高
之
内
御
国
用
御
免
許
請
、
来
酉
原
種
ニ
供
し
候

内
、
一
己
贏
余
之
趣
ヲ
以
海
外
輸
出
願
出
候○

類
、
御
国
用
惣
括
充
備
不

〻

（
朱
書
、
別
紙
付
札
へ
）
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行
届
闕
乏
相
成
居
候
得
共
、
開
港
場
ニ
お
ゐ
て
夫
々
騰
貴
お
よ
ひ
候
故
、

猶
輸
出
懇
願
候
義
者
存
候
、
右
取
扱
方
法
御
指
揮
奉
伺
候
也

　
　
　

壬
申
八
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

租
税　

御
寮

　
　

「（
付
札
朱
書
）

 

○
も
の
有
之
、
右
者
私
持
場
内
ハ
先
充
備
仕
候
へ
共
、
他
国
之
模
様

も
相
分
兼
候
ニ
付
、
輸
出
差
留
置
候
処
、
追
々
開
港
場
ニ
お
ゐ
て
騰

貴
お
よ
ひ
候
趣
ヲ
以
、
輸
出
之
義
懇
願
申
出
、
右
者
兼
而
御
達
之
趣

も
有
之
候
ニ
付
、
如
何
取
扱
可
申
哉
、
此
段
奉
伺
候 

」

「（
付
札
）

 

右
上
埜
様
加
筆
候
処
、
全
充
備
之
趣
難
調
段
申
張
書
付
相
下
、
帰
郷
之
上

組
々
取
調
、
其
上
可
伺
立
旨
申
上
、
此
書
付
用
不
申
候 

」

　

 

右
書
付
相
下
候
、
男
沼
村
浅
見
九
平
ゟ
右
事
件
申
立
候
義
、
一
ト
先
帰
郷

迄
取
扱
不
相
成
段
申
断

同
廿
一
日　

長
井
・
須
永
出
立

「（
朱
書
）

 

○
」
同
廿
二
日　

村
岡
嘉
平
秩
父
生
産
糸
方
法
、
輸
出
并
取
締
筋
細
々
申

越

　

「（
朱
書
）
同
人
取
扱
件
々
左
ニ
」

　
　

一
、
御
免
許
紙
壱
万
六
千
枚　
　
　

但
、
海
外
輸
出
之
分

　
　
　

右
深
谷
御
支
庁
ゟ
御
下
渡　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　
　

七
月
廿
七
日

　

「（
朱
書
）
右
飛
脚
之
義
者
村
岡
江
出
、
同
氏
出
ニ
成
」

　
　

 

夏
蚕
・
再
出
・
掛
合
之
類
ハ
可
成
丈
製
造
致
間
敷
、
若
製
造
候
も
の
者

原
紙
製
造
候
義
不
相
成
、
本
紙
ニ
不
紛
様
薄
紙
可
相
用
旨
、
蚕
種
改
正

規
則
中
ニ
掲
載
有
之
候
処
、
右
者
原
紙
江
取
製
造
不
致
品
者
不
及
税
納

儀
与
心
得
違
い
た
し
、
無
印
紙
ニ
而
売
買
い
た
し
候
も
の
も
可
有
之
哉

ニ
相
聞
、
不
都
合
之
事
ニ
候
条
、
売
買
主
者
勿
論
自
用
た
り
共
、
薄
紙

江
製
造
分
国
内
用
之
免
許
印
紙
相
渡
税
納
可
致
候
、
若
違
犯
之
者
者
規

則
ニ
照
準
し
、
屹
度
可
致
所
置
事

　
　
　

但
、 

製
造
歩
合
ニ
不
拘
、
種
紙
一
枚
ニ
印
紙
一
枚
ツ
ヽ
張
用
、
並
之

通
収
税
可
致
事

　
　
　

壬
申
七
月
晦
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

　
　

別
紙
之
通
大
蔵
省
ゟ
達
有
之
候
ニ
付
、
此
段
相
達
候
也

　
　
　

七
月

　

「（
朱
書
）
飛
脚
賃
金
壱
分
ト
五
百
文
渡
ス
、
八
月
七
日
」

　
　

申
達
義
有
之
条
、
明
四
日
第
九
字
可
罷
出
者
也

　
　
　

壬
申
八
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村
鯨
井
勘
衛
江

　

「（
朱
書
）
飛
脚
賃
金
壱
分
ト
五
百
文
渡
ス
、
右
飛
脚
泊
」

　

右
御
用
状
飛
脚
到
来

　

八
月
四
日
昼
村
岡
嘉
平
出
庁
、
出
京
之
趣
相
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
蚕
大
惣
代

一　明治５年（1872）　御用簿
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鯨
井
勘
衛

　
　

右
養
蚕
取
締
向
之
義
ニ
付
、
御
用
有
之
候
条
、
来
十
一
日
可
罷
出
者
也

　
　
　
　

但 
、
不
得
止
御
用
相
嵩
居
候
ハ
ヽ
、
一
日
ハ
延
引
ニ
相
成
候
共
、

代
人
差
出
し
申
間
敷
候
事

　
　
　

壬
申
八
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宮　

支
庁

　

右
飛
脚
賃
「（
朱
書
）
銀
廿
六
匁
」　
　
　
　

飛
脚
泊

八 

月
十
二
日　

出
京
中
ニ
付
、
村
岡
嘉
平
出
立
、
製
糸
方
法
事
件
一
応
御
請

し
、
伺
共
相
済
し
十
六
日
帰
村

　
　

 

先
般
勧
農
寮
ヨ
リ
巡
廻
官
員
繭
取
調
之
義
依
頼
有
之
、
其
節
直
談
判
も

可
有
之
候
、
取
調
出
来
候
ハ
ヽ
、
至
急
書
面
可
差
出
事

　
　
　

八
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
農
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
鯨
井
勘
衛
江

　

「（
朱
書
）
飛
脚
ち
ん
銀
拾
八
匁
、
外
四
百
文
急
キ
ニ
付
、
増
之
分
共
渡
」

八
月
廿
三
日　

村
岡
同
道
天
神
下
渋
澤
邸
江
伺
、
御
留
守

同 

廿
四
日　

山
田
小
十
郎
来
ル
、
村
岡
同
道
天
神
下
出
張
、
夜
ニ
入
面
謁
、

猶
不
日
出
張
之
筈
、　

御
船
蔵
前
へ
行
、
小
買
物

同 

廿
五
日　

村
岡
・
豊
次
郎
三
人
鉄
道
ニ
而
出
浜
、
六
十
四
番
見
本
蚕
種
代

受
取
、
小
林
屋
泊
、
川
田
屋
江
立
倚

同
廿
六
日　

帰
京
、　

梁
川
大
惣
代
中
村
善
右
衛
門
面
会

同 

廿
七
日　

天
神
下
江
村
岡
同
道
出
張
、
来
酉
製
造
方
法
一
体
事
件
ニ
付
、

国
々
大
惣
代
呼
出
相
成
候
由

同
廿
八
日　

一
同
小
網
町
出
立
、
板
橋
い
セ
孫
泊

同
廿
九
日　

雨
、
鴻
巣
い
せ
半
泊
「（
朱
書
）
崎
玉
県
江
出
庁
、
日
数
三
日
」

同
晦
日　

十
一
字
帰
宅　

利
衛
・
勘
一
郎
江
行
、
藤
平
来
、
善
蔵
泊

九
月
朔
日　

与
八
・
善
蔵
種
代
勘
定
渡

　

酉
原
種
半
枚
代
金
弐
両
弐
分
受
取　

与
八　

桑
代
残
金
五
円
受
取

　

同　
　

半
枚
代
金
弐
両
弐
分
受
取　

善
蔵

　

右
預
り

同
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
蚕
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

右
養
蚕
取
締
之
義
ニ
付
、
御
用
有
之
条
、
急
足
可
罷
出
者
也

　
　
　

但
、
他
出
罷
在
候
ハ
ヽ
、
至
急
呼
戻
し
差
出
可
申
候
事

　
　
　

壬
申
九
月
一
日　
　
　
　
　
　
　

大
宮
支
庁

　
　

飛
脚
賃

　
　

一
、
銀
「（
朱
書
）
三
拾
七
匁
」
渡　
　
　

但
夜
中
ニ
付
増
之
分
共
飛
脚
傳
八

九
月
二
日　

蚕
種
税
金
四
百
七
拾
両
三
分
弐
朱
銭
弐
百
五
十
文

　

右
六
月
廿
五
日
惣
括
残
納
、
外
包
分
銀
共
相
済
ス

　
　
　

外
金
六
両
壱
分
銭
弐
百
廿
四
文
、
包
分
銀　

納
人
村
岡
嘉
平

　

「（
朱
書
）
是
迄
合
金
七
千
五
百
弐
十
六
両
永
九
百
文
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金
六
両
壱
分
弐
百
廿
四
文
包
分
銀　

」

同
三
日　

出
立
、
竹
井
萬
平
江
立
倚
、
高
澤
町
井
上
勘
兵
衛
着

　

藤
平
・
与
吉
同
居

同
四
日　

出
庁

　
　

 

右
者
蚕
種
海
外
輸
出
御
免
許
請
候
内
、
御
国
用
ニ
換
候
御
証
印
先
般
奉

伺
、
御
指
揮
之
通
彫
刻
押
印
仕
候
間
、
右
印
鑑
御
届
申
上
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

入
間
県
御
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

今
般
協
議
所
取
設
ニ
付
、
議
者
申
附
候
事

　
　
　

壬
申
九
月
四
日

　
　
　
　
　
　

議
者

　
　

一
、
出
庁
之
節
ハ
十
三
等
之
取
扱
申
附
候
事

　
　

一
、
毎
月
五
日
・
廿
日
出
庁
之
事

　
　

一
、
一
ヶ
月
金
三
円
宛
被
下
候
事

　
　
　

壬
申
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

蚕
種
製
造
大
惣
代
申
附
候
事

　
　
　

壬
申
三
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　

蚕
種
製
造
副
惣
代
申
附
候
事

　
　
　

壬
申
三
月
廿
二
日

　

右
御
書
付
渡
邊
大
属
ゟ
御
渡

　

勧
農
掛
り
ゟ
勤
受
候
可
書
上
旨
、
御
沙
汰
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平　
病
気
ニ
付
代
中
藤
傳
三

　
　

 

右
三
月
十
九
日
出
立
、
大
惣
代
撰
挙
書
差
上
廿
二
日
当
所
立
出
京
、
勤

続
罷
在
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
御
庁

　

右
大
惣
代
月
給
御
下

　
　
　
　
　
　

証

　
　

一
、
金
五
拾
五
円
也　
　
　

但

　
　
　

右
者
大
惣
代
支
給
御
下
渡
、
正
ニ
受
取
候
也

　
　
　
　

壬
申
九
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
御
庁

　
　
　
　
　
　

証

　
　

一
、
金
弐
拾
七
両
弐
分
也　

但

一　明治５年（1872）　御用簿

換
国
用

入
間
県

（
朱
印
）

三
月
ゟ
八
月
迄
之
分

壱
ヶ
月
金
拾
円
ツ
ヽ

三
月
ゟ
八
月
迄
之
分

壱
ヶ
月
金
五
円
ツ
ヽ
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右
者
大
総
代
副
村
岡
嘉
平
月
給
御
下
渡
、
正
ニ
受
取
候
也

　
　
　
　

壬
申
九
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

御
庁

　

外
出
役
失
費
御
下
方
之
義
者
追
而
取
調
書
上
候
積
申
立
置
様

　
　

 

養
蚕
事
務
御
用
ニ
付
、　

御
県
庁
并　

御
支
庁
ゟ
、
御
封
状
持
飛
脚
賃

払
并
用
紙
筆
墨
等
、
自
費
ニ
相
心
得
可
然
義
ニ
御
座
候
哉
、
奉
伺
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

御
庁

　

右
者
其
筋
伺
之
上
、
追
而
御
沙
汰

「（
朱
書
）
○
」 

秩
父
郡
製
糸
産
出
方
法
為
設
立
、
明
六
日
当
所
出
立
直
ニ
出
張
仕
候
、

此
段
御
届
申
上
候
也

　
　
　
　

壬
申
九
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

御
庁

九
月
五
日　

協
議
所
出
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
岸　

武
香
「（
朱
書
）
伴
七
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

順
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
半
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

智
行
「（
朱
書
）
小
六
郎
」

　
　
　

「（
朱
書
）
十
月
廿
日
当
番
」
諸
井　

五
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井　

萬
平

　
　
　

「（
朱
書
）
十
月
廿
日
当
番
」
鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）渡
邊　

敏
行　
善
左
衛
門
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
枝　

美
福　
　
　
　
　
　

」

同　

旅
籠
人
足
帳
弐
帳
、
但
村
岡
分
共

　

右
御
下

同
六
日　

第
十
字
井
上
出
立
、
供
使
金
太
郎
、
但
五
日
夕
着

　

小
川
柏
屋
善
次
郎
泊

九 

月
七
日　

秩
父
郡
大
宮
郷
鍋
屋
東
右
衛
門
着
、
山
田
源
内
途
中
ゟ
同
道
、

同
日
雨
降
続

同
八
日　

雨
降
続
支
庁
江
出
、
生
糸
方
法
御
談
、
五
ヶ
市
場
へ
御
用
状
出
ル

同 

九
日　

晴
支
庁
江
出
、
同
夕
森
岩
吉
外
廿
弐
人
江
面
会
、
市
場
規
則
銘
々

認
致
し
候
様
及
談

　
　
　

但
、
出
水
川
支
ニ
而
ケ
所
々
々
差
支

同
十
日　

小
鹿
野
町
立
戻
り
、
明
日
認
持
参
之
筈

　
　
　
　
　

票
告

「（
朱
書
）
○ 

」
土
地
ア
レ
ハ
人
民
ア
リ
、
人
民
集
ツ
テ
国
ヲ
成
ス
、
国
ヲ
治
ム
ル
即

チ
土
地
人
民
ヲ
保
護
ス
ル
所
以
ナ
リ
、
而
シ
テ
保
護
ノ
道
タ
ル　

政
府

ヲ
上
ニ
為
シ
、
以
テ
之
ヲ
纑
合
ス
ル
無
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
是
自
然
ノ
条
理
、

天
地
ノ
公
道
ナ
リ
、
故
ニ
県
官
ハ
地
方
保
護
ノ
利
ア
リ
テ
、
人
民
ノ
福

益
ヲ
増
加
シ
、
庶
物
ノ
蕃
殖
ヲ
扶
興
ス
ル
ヲ
以
職
務
ト
ス
、
其
職
務
ヲ
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尽
サ
ン
ト
ス
ル
、
遍
ク
県
民
ト
協
議
ス
ル
ニ
非
サ
ル
ヲ
得
ス
、
曩
ニ
滋

賀
県
ニ
於
テ
モ
此
挙
ア
ル
ヲ
聞
ク
、
美
事
ト
謂
フ
ヘ
キ
ナ
リ
、
今
我
県

ニ
ア
リ
テ
モ
亦
之
ニ
倣
ヒ
新
ニ
議
場
ヲ
開
、
広
ク
衆
言
ヲ
採
リ
、
以
テ

大
ヒ
ニ
地
方
人
物
ノ
福
殖
ヲ
興
サ
ン
ト
ス
、
請
フ
県
内
ノ
衆
庶
斯
ニ
志

有
ラ
ン
者
ハ
、
其
貴
賤
大
小
ヲ
限
ラ
ス
議
ヲ
把
テ
上
場
シ
、
勉
メ
テ
公

道
ニ
基
キ
利
害
ヲ
詳
カ
ニ
シ
、
地
方
保
護
ノ
権
利
ヲ
助
ケ
、
速
ニ
文
明

開
化
ノ
境
ニ
進
入
セ
ン
コ
ト
ヲ
、
其
場
則
ノ
如
キ
ハ
、
是
ヲ
別
紙
ニ
掲

ク

　
　
　

但
、
期
日
ノ
義
ハ
、
来
八
月
五
日
ヨ
リ
開
場
之
事

「（
朱
書
）
右
及
布
令
候
也

　

壬
申
七
月　
　

」

　
　
　
　

別
紙

　
　
　
　
　

協
議
場
開
置
例
則

　
　
　

毎
月　
　

五
日　
　

廿
日

　
　
　
　

例
第
八
字
ニ
開
キ
、
十
二
字
ニ
鎖
ス

　
　

置
場
ノ
地
ハ
庁
内
ニ
於
テ
一
室
ヲ
設

　
　

 

主
掌
官
員
一
名
庶
務
課
ヨ
リ
之
ニ
当

　
　

議
者
場
ニ
上
ル
主
掌
官
員
対
接
参
事

　
　

 

出
場
各
自
ノ
議
者
ヲ
詳
カ
ニ
シ
、
主
課
典
事
以
下
ヲ
シ
テ
共
議
セ
シ
ム
、

議
者
ノ
軽
重
大
小
ニ
ヨ
リ
四
課
ヲ
シ
テ
会
議
セ
シ
ム

　
　

時
宜
之
ニ
随
フ

　
　
　
　
　

議
目
概
略

「（
朱
書
）
○
」
墾
開　
　

治
水　
　

修
道
路　
　

橋
梁

　
　
　

水
陸
運
利　
　

物
産
勧
業　
　

賑
窮
方
法

　
　
　

授
産　
　

社
倉　
　

会
社　
　

郷
学　
　

病
院

　
　
　

貧
院　
　

融
通
会
社　
　

以
下
注
意
之
件
、
此
限
ニ
非
ス

　
　
　
　
　
　

以
上

　
　

 

東
京
府
下
駿
河
町
深
井
文
四
郎
方
ニ
、
免
許
印
紙
無
之
蚕
種
有
之
候
ヲ

見
請
候
ニ
付
、
子
細
相
尋
候
処
、
右
者
神
奈
川
県
下
武
州
多
摩
郡
小
山

田
村
小
川
喜
代
八
ゟ
、
預
り
品
之
趣
申
聞
候
段
申
立
候
ニ
付
、
始
末
取

糺
之
儀
同
県
江
相
達
候
処
、
右
品
者
羽
後
国
秋
田
郡
川
尻
村
川
村
永
之

助
与
申
者
、
出
京
中
所
持
罷
在
候
蚕
種
ヲ
可
買
受
与
存
候
処
、
海
外
輸

出
印
無
之
ニ
付
其
段
相
尋
候
処
、
右
者
国
許
ゟ
官
許
ヲ
受
出
京
致
し
、

印
紙
之
儀
者
当
地
ニ
而
願
請
候
上
、
取
引
可
致
旨
相
答
候
間
、
買
受
候

約
定
致
し
、
同
人
ゟ
預
り
中
免
許
印
紙
無
之
段
出
訴
ニ
被
及
候
趣
ニ
有

之
、
依
而
前
件
之
次
第
秋
田
県
江
相
達
候
処
、
川
村
永
之
助
義
蚕
種
製

造
い
た
し
候
処
、
折
節
規
則
改
正
ニ
付
、
免
許
印
紙
可
申
受
之
処
追
々

売
買
込
申
季
節
ニ
差
向
、
在
所
よ
り
旧
規
則
ニ
依
、
於
県
庁
相
改
税
金

取
立
之
上
、
免
許
印
紙
者
東
京
出
張
所
ニ
お
ゐ
て
下
渡
し
之
積
、
添
鑑（
簡
）

ヲ
以
出
京
為
致
、
出
張
所
ニ
お
ゐ
て
印
紙
下
渡
候
趣
ニ
有
之
、
然
ル
上

一　明治５年（1872）　御用簿
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者
双
方
共
不
都
合
者
無
之
候
間
、
深
井
文
四
郎
ゟ
差
出
候
預
り
証
書
至

急
返
戻
、
売
買
差
支
無
之
様
可
取
計
候
、
此
段
相
達
候
事

　
　
　

壬
申
八
月　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
管
下
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
大
惣
代
鯨
井
勘
衛

　
　

大
蔵
省
ゟ
達
有
之
候
間
、
右
相
達
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　

右
九
月
四
日
協
議
所
御
用
席
御
渡
ニ
成

「（
朱
書
）
御
達
書
写
本
町
三
丁
目
瀧
澤
友
之
助
江
出
ス
」

九
月
十
一
日　

雨
、
大
宮
支
庁
江
出
、
会
社
公
選
伺

　

蚕
種
税
金
六
両
弐
分
、
柴
崎
佐
平
ゟ
請
取

　

外
金
壱
両
入
用
内
受
取

　
　
　

金
弐
朱
ト
弐
百
文　

小
印
代

　
　
　

六
百
文　
　
　
　
　

輸
出
状
三
十
枚
代

　
　
　

〆
金
七
両
弐
分
弐
朱
ト
八
百
文
受
取

同 

十
二
日　

十
一
大
区
ゟ
市
場
規
則
差
綺
苦
情
申
之
書
付
出
ル
、
本
庄
宿
内

野
忠
平
来
、
小
前
田
ニ
お
ゐ
て
製
造
事
件
歎
願
、
会
社
衆
議
草
稿
取
懸
ル

同
十
三
日　

会
社
議
目
規
則
草
稿
支
庁
江
持
参

　

二
大
区
二
社
設
立
決
談
ニ
成
、
夜
ニ
入
帰
ル

　
　
　

金
壱
両　

森
久
吉
代
岩
吉
ゟ
受
取

　
　
　
　

外　
　

入
用
、
但
出
金
之
分

　
　
　
　
　

金
弐
朱
ト
弐
百
文　

小
印
代

同
十
四
日　

二
大
区
江
二
社
取
立
議
目
規
則
調
印
済

　

製
糸
台
紙
并
改
方
法
勧
農
掛
り
へ
篤
く
申
立
置
候
様
、
椿
様
ゟ
御
談
有
之

　

来
十
九
日
会
社
惣
代
井
上
勘
兵
衛
ニ
而
出
会
候
筈

　

第
一
字
同
所
出
立
、
野
上
い
つ
み
屋
周
蔵
泊
り

同
十
五
日　

野
上
出
立
、
田
中
新
五
郎
江
立
倚
、
帰
宅

　

 

中
瀬
斎
藤
喜
平
来
、
泊
り
、
税
金
七
両
弐
分
取
、
御
印
紙
百
五
十
枚
海
外

分
渡
ス
、
村
岡
来
り
、
泊
、
十
六
日
御
印
紙
三
十
四
枚
御
国
用
分
渡
、
三

田
清
太
郎

「（
朱
書
）
日
数
十
日
」

　
　
　
　
　

証

　
　

一
、
金
弐
拾
七
両
弐
分
也

　
　

右
者
御
県
庁
ゟ
月
給
御
下
ケ
渡
、
正
ニ
受
取
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平
㊞

　
　

 

本
年
産
出
之
蚕
卵
紙
優
等
撰
挙
相
成
候
条
、
去
々
午
年
民
部
省
ゟ
相
達

候
蚕
種
褒
賞
規
則
ニ
照
準
シ
、
一
国
限
三
位
之
撰
挙
執
行
ひ
、
右
品
来

十
月
晦
日
迄
ニ
当
省
勧
農
寮
江
可
差
出
事

　
　
　

但 
、
本
文
日
限
迄
ニ
不
差
出
分
者
、
後
日
ニ
至
り
撰
挙
願
出
候
共
取

揚
不
相
成
候
条
、
其
段
可
相
心
得
候
事
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壬
申
八
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

　
　

 

蚕
卵
紙
優
等
三
位
撰
挙
之
義
ニ
付
、
別
紙
之
通
達
有
之
候
間
、
此
段
相

達
候
也

　
　
　

壬
申
八
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勧
衛

「（
朱
書
）
右
熊
谷
ゟ
到
着

　

急
郵
便
賃
銭
四
百
五
拾
文
渡
ス
」

九
月
十
六
日　

安
次
郎
来
泊
、
村
岡
来
泊

　

勘
一
郎
若
狭
屋
事
件
談
判

同
十
七
日　

間
々
田
村
弥
七
郎
江
書
状
出
ス
、
文
六

　

藤
次
郎
本
庄
行
、
村
岡
帰

同
十
八
日　

斉
藤
喜
平
来

　

村
岡
来
、
三
田
清
太
郎
来

　

横
倉
弥
七
郎
来
り
、
山
田
済
金
百
五
拾
両
外
金
拾
両
請
取
預
り
置

　

三
田
・
菅
谷
両
人
ゟ
金
六
百
円
、
右
同
断
済
金
預
り

　
　

 

本
月
四
日
於　

御
本
庁
協
議
所
議
者
被
仰
付
、
出
頭
仕
候
間
、
此
段
御

届
申
上
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勧
衛

　
　
　
　
　
　

深
谷　

御
支
庁

「（
朱
書
）
○ 

」
当
月
三
日
出
立　

御
本
庁
江
出
張
、
同
六
日
同
所
出
立
、
秩
父
郡
中

生
産
引
立
与
し
て
大
宮
郷
江
罷
越
、
両
大
区
中
会
社
規
則
方
法
取
結
、

二
社
設
立
、
同
十
五
日
帰
郷
仕
候
、
右
会
社
条
約
御
免
許
願
出
候
ニ
付
、

今
十
九
日
出
立　
　

御
本
庁
江
出
張
仕
候
、
此
段
御
届
申
上
候
也

　
　
　
　

壬
申
九
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
鯨
井
勧
衛

　
　
　
　
　
　

深
谷　

御
支
庁

　

右
弐
通
書
付
村
岡
嘉
平
江
渡
、
深
谷
江
差
出
ス

　
　
　

一
、
蚕
種
百
七
拾
弐
枚　
　
　
　
　

製
造
人
武
州
榛
沢
郡
中
瀬
村

　
　
　
　

右
御
国
用
御
免
許
之
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
田
角
弥　

外

　

斉
藤
喜
平
買
請
、
海
外
輸
出
懇
願

　

世
話
役
斉
藤
安
衛
ゟ
願
出
候
ニ
付
、
奥
書
左
ニ

　
　

 

書
載
之
蚕
種
御
国
用
贏
余
ニ
付
、
輸
出
願
出
候
間
、
開
港
場
江
御
添
簡

御
差
出
し
被
下
度
、
奥
書
ヲ
以
申
上
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

深
谷　

御
支
庁

　

右
斎
藤
喜
平
・
村
岡
両
人
ヲ
以
、
深
谷
御
支
庁
江
差
出
ス

九
月
十
九
日　

出
立
、
豊
次
郎
両
人
、
井
上
勘
兵
衛
着

同
廿
日　

協
議
所
出
頭

　
　
　

公
出
席
品
々
開
化
之
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　

協
議
有
之

　
　

秩
父
十
大
区
会
社
御
免
許
ニ
成

一　明治５年（1872）　御用簿

根
岸　

伴
七

渡
辺
善
左
衛
門

北
野
小
六
郎

栗
原
平
二
郎

諸
井　

五
衛

参
事

権
令
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十
一
大
区
遅
参
ニ
付
、
差
出
し
不
相
成

　
　

大
黒
屋
ニ
而
小
野
恒
三
郎
面
会

　
　
　

租
税
寮　
　
　
　

入
間
県
管
下
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
新
戒
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
副　
　
　
　

村
岡　

嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　

 

別
紙
之
通
り
各
開
港
場
江
御
達
相
成
候
ニ
付
而
者
、
其
管
轄
庁
ヨ
リ

夫
々
布
達
モ
可
有
之
候
得
共
、
猶
別
紙
之
御
主
意
篤
ト
相
心
得
、
世
話

役
其
外
蚕
種
製
造
人
共
へ
無
洩
説
諭
可
致
、
此
段
相
達
候
事

　
　
　

壬
申　

九
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光

　
　

 

蚕
種
紙
国
内
用
之
分
全
く
贏
余
有
之
、
輸
出
致
し
度
向
者
開
港
場
改

所
江
申
立
改
印
ヲ
可
請
旨
、
規
則
ニ
掲
載
有
之
候
処
、
既
ニ
此
程
国
内

全
ク
之
贏
余
与
号
し
、
輸
出
改
印
請
度
旨
申
立
候
向
不
少
趣
、
右
者
未

タ
国
内
用
之
原
種
充
否
確
定
不
致
内
、
全
国
之
贏
余
見
極
相
立
候
筈
者

万
々
無
之
、
畢
竟
一
己
之
利
潤
ニ
趨
リ
、
全
国
原
種
之
謁
（
渇
）乏
ヲ
不
顧
妄

ニ
申
立
候
儀
ニ
有
之
候
間
、
自
今
国
内
用
ヲ
海
外
輸
出
ニ
換
用
候
儀
願

出
候
共
、
聞
届
申
間
敷
事

　
　
　

壬
申
九
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

　

右
御
封
状
之
儘
、
勧
農
課
ゟ
御
渡
相
成
候

　

写
村
岡
嘉
平
江
出
ス
、
熊
谷
石
上
方
着
便
、
夫
ゟ
郵
便

九
月
廿
一
日　

南
久
保
町
権
参
事
邸
江
伺
、
面
謁

　

 

開
墾
事
件
書
類
差
出
候
様
御
談
有
之
、
竹
井
同
道
権
令
公
邸
江
伺
、
御
面

謁

　

第
十
二
字
井
上
出
立
、
白
子
亀
屋
清
七
泊

同 

廿
二
日　

第
五
字
白
子
出
立
、
第
七
字
半
小
網
町
松
坂
屋
着
、
鉄
砲
洲
江

尋

　

茅
場
丁
ゟ
京
橋
向
行
、
松
坂
屋
ニ
面
会
候
筈
申
置

同
廿
三
日　

雨
、
横
浜
行
、
上
埜
江
尋
、
山
田
病
気
、
福
井
忠
兵
衛
泊

同
廿
四
日　

雨
、
豊
治
郎
帰
京
、
住
吉
町
弐
丁
目
松
葉
屋
江
立
倚
、
留
守

　

山
田
面
会
金
千
両
渡
ス
、
金
五
百
五
拾
両
三
田
分
渡
、
内

　

 

金
百
五
拾
五
両
横
倉
分
渡
ス
、
金
拾
五
両
山
田
栄
次
郎
立
替
入
用
と
し
て

受
取
書
付
渡
ス

　

開
墾
事
件
依
願
有
之

　

同
所
泊
り

九
月
廿
五
日　

帰
京
、
松
坂
屋
泊

　

小
林
彦
助
面
会
、
各
国
種
之
内
三
枚
、
洋
三
枚
売
、
右
江
金
拾
円
請
取

同
廿
六
日　

天
神
下
邸
江
尋
、
細
野
・
宮
崎
面
謁

同 

廿
七
日　

八
間
丁
小
林
・
京
橋
竹
内
、
南
伝
馬
丁
三
丁
目
山
城
屋
洋
服
注

文

（
割
印
枠
）

去
未
種
三
分
一
積
之
分
拾
五
両

程
、
九
十
壱
枚
分
と
し
て
受
取
引

竹
井　

萬
平

鯨
井　

勘
衛

馬
場　

順
吾
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本
石
丁
弐
丁
目
大
埜
徳
三
郎
時
辰
計
買
付

同 

廿
八
日　

雨
、
御
船
蔵
前
小
笠
原
邸
江
行
、
面
謁
懇
話
、
足
柄
県
両
人
面

会
、
廿
九
日
夕
来
筈
、
河
内
屋
江
尋
、
酉
養
蚕
教
師
雇
頼
ニ
成
、
同
所
泊

同
廿
九
日　

瀧
澤
友
之
助
江
尋
、
同
夜
福
井
両
人
来

十 

月
朔
日　

大
市
江
立
倚
、
天
神
下
邸
江
行
面
謁
、
来
十
五
日
国
々
大
総
代

御
召
御
用
状
御
差
出
し
候
由
、
秩
父
会
社
書
類
預
り
置
、
吉
岡
面
会
、
大

丸
横
山
丁
、
一
讚
舎
久
右
衛
門
丁
江
廻
ル

同 

二
日　

雨
、
京
橋
尾
張
屋
行
、
第
三
字
東
京
出
立
、
さ
ら
さ
風
呂
敷
包
松

弥
江
預
ケ
、
羽
織
袴
・
訪
問
着
、
金
袋
寝
服
共
、
板
橋
い
セ
孫
泊

同
三
日　

雨
、
崎
玉
県
江
出
頭
、
杉
山
親
義
面
謁

　
　

一
、
蚕
種
製
造
高
合
千
六
百
拾
三
枚

　
　
　
　
　

御
免
許
紙
千
六
百
八
拾
三
枚

　
　
　
　
　
　

此
税
金
八
拾
四
円
拾
五
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
銀
四
匁
弐
分
七
毛　

包
分
銀

　
　

 

右
者
当
申
製
造
税
取
立
上
納
仕
候
、
猶
遅
蚕
遺
漏
并
夏
蚕
税
共
取
調
、

明
細
精
帳
追
而
差
上
候
也

　
　
　

壬
申
十
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

崎
玉
県　

御
庁

　
　

 

来
酉
原
蚕
種
充
備
之
義
ニ
付
、
海
外
輸
出
御
免
許
請
候
内
、
御
国
内
換

用
之
義
先
般
雛
形
ヲ
以　
　

大
蔵
省
江
伺
上
候
処
、
其
地
方
官
江
申
立

彫
刻
済
、
大
惣
代
手
許
ニ
お
ゐ
て
押
印
い
た
し
、
追
而
印
章
可
相
届
旨

被　

仰
渡
候
、
御
管
内
世
話
役
ゟ
右
換
用
願
出
候
間
、
至
急
押
印
相
成

候
様
い
た
し
度
、
此
段
奉
伺
候
也

　
　
　

壬
申
十
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

崎
玉
県　

御
庁　

　

右
検
見
ニ
付
、
長
官
并
生
産
掛
留
守
中
ニ
付
、
追
而
御
沙
汰

　

一
、
税
金
八
拾
四
円
新
貨
弐
拾
銭
ト
弐
百
壱
文
納

　

浦
和
大
松
屋
出
立
、
大
宮
く
り
原
定
右
衛
門
泊

十 

月
四
日　

大
宮
出
立
、
第
十
字
川
越
井
上
勘
兵
衛
着
、
出
庁
、
荒
蕪
御
見

分
之
事
件
も
難
計
ニ
付
、
検
見
野
先
江
相
伺
候
様
被
仰
渡
候
、
大
蔵
省
ゟ

御
沙
汰
別
紙
取
調
之
廉
戸
長
江
御
沙
汰
、
来
十
五
日
迄
拙
者
方
江
相
届
候

様
、
御
達
之
趣
被
仰
渡
候
、
第
一
字
出
立
、
松
山
町
中
島
屋
冨
造
泊

　
　

 

蚕
種
・
生
糸
・
屑
糸
・
繭
生
産
有
之
場
所
、
産
出
高
庚
午
よ
り
当
申
年

迄
三
ヶ
年
分
年
毎
総
計
取
調
、
来
ル
十
月
晦
日
限
可
申
出
候
、
尤
右
ハ

墺
地
（
太
）利
博
覧
会
御
用
御
交
際
上
ニ
お
ゐ
て
、
御
都
合
も
有
之
候
義
ニ
付
、

其
旨
趣
相
心
得
、
各
管
下
其
筋
事
馴
候
も
の
共
江
申
付
、
別
紙
雛
形
之

通
概
略
取
調
、
日
限
通
無
遅
滞
有
無
共
取
調
可
差
出
、
此
段
相
達
候
事

　
　
　

壬
申
九
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

一　明治５年（1872）　御用簿

換
国
用

崎
玉
県

四 分

五
分
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雛
形

　
　

庚
午
年
分　
　
　
　

何
府
管
轄
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
国
ニ
テ
出
来
高

　
　

一
、
蚕
種　
　
　
　
　
　
　
　

何
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
テ
出
来
高

　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
テ
出
来
高

　
　

一
、
生
糸　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
テ
出
来
高

　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
府
管
轄
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
国
ニ
而
出
来
高

　
　

一
、
屑
糸　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
而
出
来
高

　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
而
出
来
高

　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
而
出
来
高

　
　

一
、
繭　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　

但
、
繭
ニ
テ
売
買
之
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
何
国
ニ
而
出
来
高

　
　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
貫
目

　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

合　

蚕
種

　
　
　
　
　
　

生
糸

　
　
　
　
　
　

屑
糸

　
　
　
　
　
　

繭

　
　
　
　

右
之
通
有
之
候
也

　
　
　
　
　

干
支
月
日　
　
　
　
　
　

県
官
印

　
　
　
　
　
　

来
申
年
分
も
書
面
之
振
合
ニ
候
事

「（
朱
書
）
日
数
四
日
」

十 

月
五
日　

第
十
二
字
帰
宅
、
直
ニ
検
見
野
先
江
向
、
別
府
村
ゟ
西
城
村
ニ

お
ゐ
て
木
原
様
面
謁
、
夜
ニ
入
帰

同
六
日　

郭
諸
寺
地
之
義
ニ
付
、
惣
代
四
人
来
、
春
日
行

　

坂
本
傳
兵
衛
来
ル

同
七
日　

東
京
大
和
屋
市
蔵
代
来
、
原
紙
四
百
枚
遣
ス

同
八
日　

田
輝
孫
四
郎
来
、
長
井
江
造
酒
談
遣
、
三
田
三
五
郎
泊

同
九
日　

三
田
さ
し
引
調
勘
定
、
向
河
原
政
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県　
　

埼
玉
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
旛
県　
　

足
柄
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
治
県　
　

山
梨
県
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入
間
県　
　

木
更
津
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県

　
　

 

蚕
種
原
紙
漉
立
方
ニ
付
而
者
、
是
迄
一
定
之
規
則
布
告
も
有
之
処
、
明

年
之
儀
者
更
ニ
御
詮
議
之
次
第
も
有
之
ニ
付
、
追
而
及
沙
汰
候
迄
漉
立

方
一
切
指
留
候
条
、
至
急
漉
立
人
共
江
無
洩
相
達
可
申
事

　
　
　

壬
申
十
月
二
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

　
　

右
之
通
御
達
ニ
付
可
得
其
意
、
尤
漉
立
人
共
江
ハ
右
之
段
申
達
候
事

　
　
　

壬
申
十
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛
江

　

飛
脚
ち
ん
増
之
分
共

　

一
、
金
壱
分
壱
朱
ト
弐
百
文
渡

　

十
月
九
日
夜　
　
　
　
　

飛
脚
泊

　

小
川
町
（
村
）原
種
漉
立
人
明
十
一
日
出
張
之
旨
、
書
付
出
ス

十 

月
十
日　

深
谷
宿
杉
田
専
衛
方
江
世
話
役
一
同
惣
会
、
直
ニ
支
庁
江
伺
、

明
十
一
日
三
等
撰
挙
御
立
会
之
筈　

「（
朱
書
）
日
数
三
日
」

　
　

 

蚕
卵
之
儀
ニ
付
、
品
々
申
談
御
用
有
之
候
間
、
来
ル
十
月
十
五
日
当
寮

江
可
罷
出
、
尤
各
国
大
惣
代
共
一
統
同
日
呼
出
候
義
ニ
付
、
日
限
遅
速

無
之
様
可
相
心
得
候
也

　
　
　

壬
申
九
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
農
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
新
戒
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　

飛
脚
ち
ん

　

一
、
金
壱
分
弐
朱
ト
三
百
弐
拾
五
文
渡
候
「（
朱
書
）
飛
脚
泊
」

　
　
　

十
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
ニ
入
増
之
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
新
戒
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
喜
平

　
　

右
御
用
有
之
候
条
、
明
三
日
第
八
字
可
罷
出
者
也

　
　
　

壬
申
十
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷
支
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県

　
　

 

蚕
卵
之
儀
ニ
付
而
者
、
兼
而
布
達
之
趣
も
有
之
、
且
者
当
春
中
各
県
下

共
更
ニ
蚕
種
大
惣
代
ヲ
設
置
、
厚
布
告
も
致
候
処
、
爾
来
景
況
布
告
之

条
々
凝
滞
不
都
合
等
之
義
無
之
、
徹
底
組
々
世
話
役
始
製
造
人
ニ
至
迄

背
戻
候
、件
々
等
有
無
、猶
此
度
大
惣
代
共
呼
出
し
、尋
問
之
積
候
得
共
、

県
官
之
義
者
実
際
目
撃
取
扱
候
事
ニ
候
得
者
、
其
管
轄
内
目
撃
之本
ノ
マ儘ヽ
情

実
綿
密
取
調
、
来
十
月
廿
日
限
り
勧
農
寮
江
申
越
候
様
可
致
候
、
此
段

更
ニ
相
達
候
事

一　明治５年（1872）　御用簿
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壬
申
九
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

十 

月
十
一
日　

寺
内
少
属
御
立
会
、
杉
田
専
衛
宅
ニ
お
ゐ
て
世
話
役
廿
四
組

ニ
而
三
等
撰
挙
多
札
落
札

　
　
　

第
壱
等　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
宮
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
野　

辨
蔵

　
　
　

第
弐
等　
　
　
　
　
　

同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
野
定
八
郎

　
　
　

第
三
等　
　
　
　
　
　

大
里
郡
広
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
保
太
郎

　

右
四
枚
ツ
ヽ
出
殻
繭
三
拾
粒
ツ
ヽ
、
何
レ
も
箱
入
ニ
い
た
し
納
候
筈

　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
去
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
等　

大
里
郡
熊
谷
駅　
　

竹
井　

萬
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
等　

榛
沢
郡
新
戒
村　
　

荒
木
常
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
等　

児
玉
郡
上
仁
手
村　

阿
久
戸
重
平
」

　

御
規
則
背
戻
糊
付
補
製
蚕
種
拾
枚

　

御
払
下
入
札

　
　
　
　

金
九
両
三
分
弐
朱
ト
百
文　
　
　

石
原
村　

島
崎　

常
蔵

　
　
　
　

金
拾
両
弐
分
弐
朱
也　
　
　
　
　

手
計
村　

山
口　

源
衛

　
　
　
　

金
拾
壱
両
弐
分
ト
壱
貫
五
百
文　

熊
谷
駅　

原
田
彦
兵
衛

　
　
　
　

金
拾
弐
両
三
分
ト
弐
百
文　
　
　

森
戸
村　

中
島
孝
三
郎

　
　

落
札　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷
駅

　
　
　
　

金
拾
三
両
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

清
七

　

右
清
七
江
御
払
下
相
成

　
　

 

当
国
蚕
種
海
外
希
望
騰
貴
お
よ
ひ
、
国
名
相
立
品
位
進
歩
い
た
し
候
、

来
酉
製
造
一
国
挙
而
精
撰
ニ
至
、
益
品
位
相
貫
度
、
組
々
見
込
良
案
訊

問
左
ニ

　
　

一
、
良
種
蕃
殖
品
位
相
揃
候
方
法
之
事

　
　

一
、
製
種
適
宜
之
桑
園
培
養
方
検
査
之
事

　
　

一
、
肥
養
無
之
桑
樹
ヲ
以
、
製
造
否
之
事

　
　

一
、
製
種
之
養
蚕
規
則
設
立
勉
励
之
事

　
　

一 

、
原
種
高
・
桑
分
量
・
器
機
員
数
充
備
取
調
方
、
蚕
室
障
碍
説
諭
之

事

　
　

一
、
養
蚕
教
示
行
届
候
方
法
之
事

　
　

一
、
組
々
区
別
境
界
相
立
候
事

　
　

一
、
同
取
締
方
法
見
込
之
事

　
　

一 

、
製
造
人
之
内
繭
売
買
御
鑑
札
請
候
共
、
製
造
中
生
繭
取
扱
不
都
合

之
事

　
　

一
、
新
規
製
造
御
免
許
願
人
之
事

　
　
　
　
　
　

其
他
良
案
此
限
ニ
非

　
　

右
条
々
組
々
見
込
否
大
至
急
認
出
し
候
事
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壬
申
十
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
　々

世
話
役
中

　

御
規
則
書
組
々
江
渡
候

　

原
紙
漉
立
人
惣
代
關
口
進
次
郎
来
候
ニ
付
、
御
趣
意
相
達

　

副
戸
長
青
木
傳
次
郎
ゟ
書
状
持
参

　
　

 

蚕
卵
之
儀
ニ
付
、
御
用
談
被
為
在
、
来
ル
十
五
日
大
蔵
省
勧
農
寮
江
出

頭
被　

仰
付
候
処
、
此
程
中
ゟ
風
邪
ニ
而
取
臥
居
、
右
日
限
出
張
相
成

兼
候
、
尤
厚
薬
用
手
当
い
た
し
、
来
廿
日
迄
ニ
者
押
而
も
出
頭
可
仕
候

間
、
期
日
遅
延
之
段　
　

御
寮
江
御
猶
予
被　

仰
立
度
、
此
段
奉
願
候

也

　
　
　

壬
申
十
月
十
二
日　
　
　
　
　

大
総
代
鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

深
谷　

御
支
庁

　

右
書
付
并
取
上
品
先
般
さ
し
上
候
写
、
猶
又
書
上
入
札
類
弐
袋
さ
し
上

　

遅
蚕
・
夏
蚕
取
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
信
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
等　

高
井
郡
岩
氷
村
町
田
長
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
等　

高
井
郡
福
島
村
平
野
要
左
衞
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
等　

同
郡
同
村　
　

小
林
重
之
助　

」

十 

月
十
三
日　

足
柄
県
官
員
三
人
来
、
坂
井
・
堀
江
・
権
参
事
村
田
文
（
マ
マ
）

文
息
、

藤
本
善
右
衛
門
出
京
懸
立
寄

　

埼
玉
県
管
轄
下
区
別

　

一
、
第
八
区
ゟ
十
九
区
迄　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
清
太
郎

　

一
、
第
壱
区
ゟ
七
区
迄
・
廿
一
区
ゟ
廿
四
区
迄　

高
橋
新
五
郎

十 

月
十
四
日　

菅
谷
源
五
右
衛
門
来
、
山
田
事
件
細
密
伝
達
、
四
十
七
円
半

返
ス
、
十
弐
円
半
渡
（
ヵ
）、
香
嵐
来

同 

十
五
日　

宮
戸
村
金
井
総
平
・
境
埜
弁
蔵
来
、
三
等
品
箱
入
持
参
、
村
岡
来
、

三
田
三
五
郎
来
、
両
人
泊
、
馬
代
十
八
円
受
取

　
　
　
　
　

武
蔵
国
生
産
蚕
種

　
　

第
一
等　
　
　
　

榛
沢
郡
宮
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

製
造
人　

境
野　

辨
蔵

　
　

第
二
等　
　
　
　

同
郡
同
村　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
野
定
八
郎

　
　

第
三
等　
　
　
　

大
里
郡
広
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
保
太
郎

　
　

 

右
者
当
国
蚕
種
優
劣
品
位
御
立
会
之
上
、
惣
組
世
話
役
一
同
出
席
相
改

入
札
い
た
し
、
前
書
三
名
多
札
撰
挙
相
成
候
間
、
右
出
殻
繭
相
添
奉
差

上
候
也

　
　
　

壬
申
十
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

大
総
代　

鯨
井　

勘
衛

　
　

「（
朱
書
）
澤
入
間
県
権
令
殿　
　
　
　
　
　

同
副　
　

村
岡　

嘉
平

　
　
　

宮
城
同
権
参
事
殿
」

一　明治５年（1872）　御用簿
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深
谷　

御
支
庁

　

右
桐
箱
三
ツ
ニ
入
、
出
殻
三
十
粒
箱
入
三
ツ　

　
　
　
　

上
書　
　
　
　
　
　
　

何
郡　

村

　
　
　
　
　

第
一
等　
　
　
　
　
　

製
造
人　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
役　
　
　
　
　

　
　

 

大
蔵
省
勧
農
寮
江
来
廿
日
出
頭
仕
候
間
、
協
議
所
当
日
出
席
難
仕
候
間
、

此
段　

御
本
庁
江
御
届
被
下
候
様
奉
願
候
也

　
　
　

壬
申
十
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

深
谷　

御
支
庁

　

右
両
通
金
井
総
平
江
頼
、
支
庁
江
出
ス

　
　

 

御
管
内
当
製
種
海
外
輸
出
之
分
、
御
国
内
換
用
御
証
印
之
義
、
先
般
奉

伺
候
向
輸
出
差
控
置
候
処
、
売
買
差
支
右
懇
願
申
出
候
間
、
至
急
換
用

御
所
置
被
下
度
候
、
当
節
大
蔵
省
勧
農
寮
江
出
頭
被　

仰
付
候
間
、
御

用
済
之
上
奉
伺
候
也

　
　
　

壬
申
十
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

崎
玉
県　

御
庁

十
月
十
六
日

　

右
三
田
江
渡
ス
、
精
帳
取
調
御
印
紙
残
取
調
九
百
五
十
枚
封

　

均（
マ
マ
）陂
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　

御
用
候
条
、
明
十
七
日
第
八
字
出
張
可
有
之
候
也

　
　
　

十
月
十
六
日　
　
　
　
　

深
谷
支
庁

十 

月
十
七
日　

同
人
深
谷
江
出
張
、
三
等
撰
挙
書
御
宛
名
認
替
ニ
付
立
戻
り
、

同
夕
持
参
、
同
宿
泊
、
横
倉
弥
七
郎
来
、
預
残
五
円
渡
右
済
精
帳
認
、
小

池
・
新
島
江
税
取
立
書
状
出
ス

同
十
八
日　

飯
塚
弥
七
郎
行

　

 

小
池
税
金
百
拾
円
納
、
新
島
来
、
村
岡
泊
り
、
精
帳
調
印
、
残
税
村
岡
江

渡
十
月
十
九
日　

出
立
、
板
橋
い
セ
孫
泊
り

同 

廿
日　

大
蔵
省
租
税
寮
出
頭
着
届
、
高
梨
公
面
謁
、
出
張
所
江
着
届
、
菊

屋
江
立
倚
、
夫
ゟ
出
港
、
小
林
屋
江
行
、
洋
種
代
六
拾
六
円
請
取
、
山
田

小
十
郎
江
先
書
割
賦
送
り
証
書
不
都
合
之
段
厳
談
お
よ
ひ
、
四
ヶ
年
送
証

引
換
改
受
取
、
同
所
泊
り

同 

廿
一
日　

帰
京
菊
屋
江
立
倚
、
小
柳
町
弐
丁
目
伊
勢
屋
傳
次
郎
江
宿
所
相

定
、
明
廿
二
日
第
十
一
字
大
惣
代
一
同
出
頭
御
書
付
到
来

同
廿
二
日　

第
十
一
字
十
七
人
出
頭
、
細
野
氏
取
次

　

 
古
谷
租
税
助
殿
ゟ
御
談
話
、
当
申
国
々
大
惣
代
取
扱
振
銘
々
書
取
、
明
後

廿
四
日
迄
差
出
し
候
様
被
仰
渡
、
尿
紙
御
免
許
建
白
一
覧
、
右
者
是
迄
通

可
然
旨
申
立
、
製
造
人
之
内
生
繭
取
扱
一
切
不
相
成
様
い
た
し
度
旨
申
立
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十
月
廿
三
日　

大
雨
、
書
類
認

同 

廿
四
日　

第
十
字
一
同
出
頭
、
銘
々
取
扱
振
認
書
上
、
夫
ゟ
数
奇
屋
橋
外

行

　

 

出
京
前
十
七
日
国
々
大
惣
代
横
浜
江
御
呼
立
、
翌
十
八
日
商
社
ニ
お
ゐ
て

租
税
頭
古
谷
・
同
助
渋
澤
・
高
梨　

元
長
官
ゟ
製
造
方
原
種
雛
形
一
覧
、

税
調
等
御
沙
汰

　

頭
邸
清
す
ミ
町
三
ッ
井
裏
江
伺
出
不
苦
由

　
　

東
京
府
下　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
下

　
　
　
　

並
木
勘
三
郎　
　
　
　
　
　

刈
谷　

改
次

　
　

群
馬
県
下　
　
　
　
　
　
　

志
賀
県
下

　
　
　
　

田
島　

弥
平　
　
　
　
　
　

清
水　

九
平

　
　

長
野
県
下　
　
　
　
　
　
　

磐
前
県
下　

　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門　
　
　
　
　

後
藤　

隆
作

　
　

筑
摩
県
下　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
下

　
　
　
　

一
條
磋
五
郎　
　
　
　
　
　

中
村　

東
記

　
　

山
梨
県
下　
　
　
　
　
　
　

福
島
県
下

　
　
　
　

若
尾　

逸
平　
　
　
　
　
　

中
村
善
右
衛
門

　
　
　
　
　

代

　
　
　
　

村
田
八
郎
兵
衛　
　
　

山
形
県
下

　
　

岐
阜
県
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

新
平

　
　
　
　

宮
川
五
平
次　
　
　
　

坂
田
県
下

　
　

入
間
県
下　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
定
右
衛
門
代

　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛　
　
　
　
　
　

工
藤
良
右
衛
門

　
　

新
川
県
下　
　
　
　
　
　
　

横
浜
売
込
商
社

　
　
　
　

武
部　

尚
志　
　
　
　
　
　

野
沢
屋
惣
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郡
内
屋
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
屋
安
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
橋
屋
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
国
屋　

清
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
屋
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
屋　

善
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
屋　

清
五
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
八
人

同
廿
五
日　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　

至
急　
　
　
　
　

小
柳
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
屋
傳
次
郎
方
ニ
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
人
大
惣
代
一
統

　
　

 

申
談
御
用
有
之
間
、
一
同
之
内
申
合
、
両
三
人
此
書
付
披
見
次
第
可
罷

出
候
也

　
　
　

壬
申
十
月
廿
五
日　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
人
大
惣
代
一
同

　

右
御
沙
汰
ニ
付
出
頭　
　
　
　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門

一　明治５年（1872）　御用簿
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掛　

細
野　
　
　
　
　
　

一
條
磋
五
郎

　
　
　

福
島　
　
　

外
豊
岡　
　
　
　
　

刈
谷　

改
次

　
　
　

磐
前　
　
　
　

未
着
無
之　
　
　

清
水　

九
平

　
　
　

山
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　

新
川

　
　
　

宮
城

　

 

右
来
酉
原
種
惣
括
差
出
し
不
申
ニ
付
、
大
惣
代
取
調
書
有
無
申
立
候
様
、

其
余　

司
法
省
ゟ
取
上
品
目
利
人
取
極
置
候
様
御
談

　

同
夕
細
野
邸
江
行
、
深
更
帰
、
村
岡
着

同
廿
六
日　

清
住
町
邸
江
伺
、
小
笠
原
面
謁

　

長
野
県
布
達

　
　

蚕
種
紙
三
百
枚
以
下
ハ　

金
三
両
給
金
与
立

　
　
　

但 

、
四
百
枚
ヨ
リ
千
枚
迄
百
枚
ニ
付
壱
両
増
、
仮
令
ハ
千
枚
ナ
ラ

ハ
金
十
両
ノ
給
金
、
千
枚
以
上
壱
万
枚
迄
五
百
枚
毎
ニ
金
壱
両

ノ
増
、
壱
万
ナ
ラ
ハ
千
枚
ニ
拾
両
与
、
九
千
枚
ノ
十
八
両
与
ヲ
合

二
十
八
両
ノ
給
金
、
一
万
枚
以
上
ハ
千
枚
毎
ニ
金
壱
両
ヲ
加
へ
、

二
万
枚
ナ
ラ
ハ
一
万
枚
ノ
二
十
八
両
与
壱
万
枚
ノ
十
両
ト
ヲ
合

テ
、
三
十
八
両
ノ
給
金
也

　
　
　
　
　

但 

、
壱
組
壱
人
候
共
三
人
ニ
候
共
、
一
組
限
本
文
ノ
員
々
給
金

可
割
合
事

　
　

一
、
永
四
百
文　
　
　

世
話
役　

旅
費
司
当

　
　

前
書
之
通
御
取
極
相
成
候
間
、
世
話
役
触
元
へ
早
々
相
達
可
申
事

　
　

一 

、
五
月
十
五
日
ゟ
以
後
ハ
、
世
話
役
旅
費
一
日
永
四
百
文
宛
下
渡
候

間
、
出
庁
ノ
日
数
取
調
、
触
元
ゟ
可
差
出
事

　
　

一
、
当
月
十
七
日
ゟ
以
後
出
庁
ノ
分
ハ
出
立
帰
着
帳

　
　
　

御
役
所
ニ
差
置
候
間
、
御
用
伺
ノ
上
相
印
可
申
事

　
　

一
、
外
御
用
兼
務
ニ
而
罷
出
候
分
ハ
旅
費
不
被
下
候
事

　
　

一 

、
蚕
種
一
枚
ニ
付
永
三
文
ツ
ヽ
世
話
役
ニ
テ
取
立
、
触
元
ニ
而
取
束

可
相
納
事

　
　
　

右
之
通
相
達
候　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　

壬
申
十
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門

十 

月
廿
七
日　

石
井
彦
右
衛
門
・
宮
下
直
右
衛
門
秩
父
会
社
ニ
付
来
、
河
善

行
、
北
条
県
山
下
吉
蔵
来

同
廿
八
日　

司
法
省
裁
判
所
ゟ
使
者
来

同
廿
九
日　

大
雨
、
細
野
邸
江
行

同
卅
日　

司
法
省
裁
判
所
出
頭
七
人

　

取
上
品
見
分
済

　

博
覧
会
事
務
局
江
出
張

　

同
夜
広
小
路
鳥
八
十
江
山
下
吉
蔵
ニ
被
招
夜
十
二
字
帰

　

司
法
省
官
員
面
謁
御
立
会　
　
　
　

北
条
県
山
下
吉
蔵

　
　
　

大
八
木
大
解
部　
　
　
　
　
　

種
原
繭
三
ヶ
年
調
之
義
ニ
付
出
京
中

一
條
磋
五
郎

田
島　

弥
平

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

並
木
勘
三
郎

刈
谷　

改
次

田
中
太
次
兵
衛
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荻
野
権
大
解
部　
　
　

 

御
沙
汰
、
村
岡
へ
申
遣

　
　

検
事
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
一
、
金
壱
分
ト
五
百
文

　
　
　

近
藤
民
之
助　

元
目
附
役
也　
　
　
　

十
月
晦
日
飛
脚
ち
ん
渡
ス
」

　
　
　

大
久
保
義
制

十
一
月
朔
日　

書
類
草
稿

同 

二
日　

出
頭
田
島
・
鯨
井
・
藤
本
・
中
村
伺
書
、
田
島
・
鯨
井
二
通
差
上
、

原
紙
漉
立
其
外
品
々
御
談
有
之

同
三
日　

養
蚕
検
査
仕
立
、
深
川
清
住
丁
江
田
島
両
人
出
張
、
同
夜
雨

同
四
日　

雨
、
横
山
丁
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
善
右
衛
門

　
　

申
談
度
義
有
之
候
条
、
明
五
日
第
十
字
出
頭
可
致
候
事

　
　
　

壬
申
十
一
月
四
日　
　
　
　
　
　

租
税
寮

十
一
月
五
日　

右
四
人
出
頭
、
原
紙
漉
立
方
御
談

　

原
紙
御
規
則
書
百
六
十
冊
御
下
、
大
惣
代
拾
冊
ツ
ヽ
分
配

　

上
田
掛　
　

深
谷　
　

福
島　

細
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
総
代
江

　
　

 

今
般
原
紙
製
造
一
定
之
規
則
相
立
、
於
当
寮
漉
立
相
渡
候
ニ
付
而
者
、

従
来
蚕
卵
製
造
人
用
来
候
原
紙
漉
元
之
功
拙
、
兼
而
心
得
可
然
在
様
ニ

付
、
武
蔵
国
深
谷
・
岩
代
国
福
島
・
信
濃
国
上
田
、
右
三
ヶ
所
最
寄
ニ

お
ゐ
て
漉
元
共
巧
者
、
国
所
・
名
前
等
面
々
入
札
を
以
早
々
当
寮
江
可

申
立
候
也

　
　
　

壬
申
十
一
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　

御
請

　
　

一 

、
原
紙
漉
元
巧
拙
国
々
撰
挙
可
申
立
御
達
書
奉
敬
承
一
同
申
合
、
明

後
七
日
可
奉
申
上
候
也

　
　
　

十
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門

　
　
　
　

租
税
御
寮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

弥
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
太
次
兵
衛

十
一
月
七
日　

一
同
出
頭
、
漉
元
巧
拙
書
付
差
上

　

 

右
村
岡
同
道
両
人
出
頭
、
申
合
規
則
明
九
日
迄
認
出
し
候
様
被
仰
付
候
、

出
張
江
出
、
令
公
宿
所
本
所
弐
ッ
目
、
津
軽
屋
敷
表
門
先
左
江
曲
ル
所
ノ

向

　

規
則
書
認
夜
十
二
字
後
迄

同
九
日　

申
合
規
則
書
・
検
査
表
差
出
ス

十
一
月
八
日　

小
柳
町
着
来
状

　
　

 
今
般
学
校
興
立
之
事
務
兼
勤
拝
命
名
代
請
い
た
し
候
ニ
付
、
別
紙
御
書

付
御
届
申
上
候
、
宜
敷
御
承
引
是
祈
候

一　明治５年（1872）　御用簿

宮
崎

金
子

増
田

臼
井
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尚
其
内
掛
り
官
員
出
役
御
談
論
可
有
之
、
僕
同
様
兼
勤
拝
命
ニ
付
左

様
御
承
知
、
成
功
ヲ
奏
し
候
様
可
仕
奉
存
候
、
頓
首

　
　
　
　

十
一
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
必
拝　

　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
入
間
県
議
者
名

　
　
　
　
　
　

跋　

 
小
子
も
租
税
課
当
分
出
仕
兼
地
券
事
務
取
扱
拝
命
仕
候
、

此
段
御
風
聴
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者　

鯨
井
勘
衛

　
　

学
校
興
立
向
事
務
兼
勤
申
附
候
事

　
　
　

壬
申
十
一
月

十
一
月
十
日　

検
査
表
江
添
伺
書
差
出
ス
、
藤
本
出
頭

同
十
一
日　

本
所
津
軽
屋
敷
脇
澤
令
公
江
伺
面
謁

同
十
二
日　

申
合
規
則
草
稿
為
見
合
御
下
之
分
返
上

　

太
陽
暦
御
発
行
ニ
付
、
蚕
種
之
称
左
ニ

　
　
　
　

春
蚕
ヲ　
　
　

本
種

　
　
　
　

夏
蚕
ヲ　
　
　

再
養
種

　
　
　
　

再
出
ヲ　
　
　

本
再
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
穴

　
　
　
　
　

右
四
品
者
薄
紙
ニ
限
製
造

　
　

 

右
ハ
太
陽
暦
御
発
行
ニ
付
、
前
書
之
通
蚕
種
之
称
号
改
正
製
造
被　

仰

渡
、
一
同
差
支
無
御
座
候
、
此
段
書
付
ヲ
以
奉
申
上
候
也

　
　
　

壬
申
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　

租
税
御
寮

十
一
月
十
三
日　

品
々
申
合

同
十
四
日　

藤
本
・
鯨
井
・
村
岡
出
頭
、
漉
元
原
紙
精
粗
一
覧

同 

十
五
日　

裁
判
所
出
頭
、
田
島
・
藤
本
・
鯨
井
・
並
木
・
村
岡
取
上
品
正

否
見
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
上
手
計
村

　

裁
判
所
大
解
部
江
席
上
伺
書　
　
　
　
　
　
　

夜
付
八
枚　
　

栗
田
宇
平

　
　

一
、
御
規
則
背
戻
御
取
上　
　
　
　
　
　
　

夏
蚕
原
紙
六
枚

　
　
　

売
買
共
罰
則
相
成
候
ニ
付
而
ハ
、　
　
　
　
　

同
郡
矢
島
村　

　
　
　

右
品
製
造
欺
売
渡
候
代
金　
　
　
　
　
　

夏
蚕
拾
枚　
　

板
倉
長
七

　
　
　

御
取
上
相
成
義
ニ
御
座
候
哉　
　
　
　

右
之
分
帰
郷
之
後
取
調
候
事

　
　
　

奉
伺
候

　

 

右
者
遠
隔
売
買
手
数
ヲ
経
、
元
方
不
分
明
且
不
容
易
引
合
旁
ニ
付
、
時
宜

所
置
い
た
し
候
外
無
之
趣

　

薄
紙
製
造
大
惣
代
ニ
而
下
渡
方
租
税
寮
江
伺
、
所
置
懇
話
有
之

同
十
六
日　

横
網
古
谷
邸
江
田
島
両
人
出
張
、
面
謁
無
之

同
十
七
日　

大
雪
、
薄
紙
製
種
事
件
書
類
認

同
十
八
日　

右
書
類
持
参
、
田
島
・
藤
本
・
鯨
井
出
頭

大
惣
代

　
　

藤
本
善
右
衛
門

　
　

田
島　

弥
平

　
　

鯨
井　

勘
衛

鯨
井

田
島

藤
本
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古
谷
森
澄
ゟ
改
所
巨
細
規
則
認
差
出
し
候
様
被
仰
渡

同
十
九
日　

改
会
社
規
則
認
、
細
埜
来
、
明
廿
日
原
紙
掛
一
同
出
立
之
由

同
廿
日　

改
所
規
則
調
印
、
一
條
・
工
藤
出
頭
差
出
ス

　

神
奈
川
県
下
都
筑
郡
宿
河
原
村
關
山
五
郎
右
衛
門
新
大
惣
代
拝
命
来

十
一
月
廿
一
日　

小
網
町
行　

「（
朱
書
）
十
一
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
壱
分
ト
五
百
文
渡
ス
、繭
糸
取
調
御
用
」

同
廿
二
日　

腰
塚
傳
九
郎
面
会
、
山
下
吉
蔵
来

同
廿
三
日　

刈
谷
・
一
條
・
清
水
・
渡
辺
・
中
村
出
頭
、
帰
郷
之
廉
伺

　

深
川
行

同
廿
四
日　

清
水
・
小
松
外
五
人
出
頭
、
左
之
書
付
持
参

　
　
　
　
　

乍
恐
以
書
付
奉
願
候

　
　

一 

、
今
般
改
暦
御
頒
布
被
仰
出
候
ニ
付
、
私
共
一
同
立
戻
帰
国
新
歳
賀

節
仕
度
、
然
ル
上
者
組
々
製
造
凡
積
御
免
許
願
高
取
調
、
御
支
配
県

庁
江
差
上
同
帳
持
参
、
来
新
二
月
十
日
無
相
違
一
同
着
御
届
申
上
候

間
、
一
ト
先
帰
郷
御
聞
届
被
成
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

　
　
　
　

壬
申
十
一
月
廿
四
日　
　
　
　

国
　々

大
惣
代
一
同
調
印

　
　
　
　
　
　

租
税　

御
寮

　

右
御
聞
済
、
明
後
廿
六
日
両
三
人
出
頭
可
致
旨
被　

仰
渡
候

同
廿
五
日　

幸
橋
御
門
内
博
物
館
江
出
張
一
覧

　

国
々
押
合
製
造
御
免
許
願
帳
雛
形
認

十 

一
月
廿
六
日　

鯨
井
・
清
水
出
頭
、
博
覧
会
事
務
局
ゟ
大
惣
代
出
頭
申
越

候
間
、
申
合
三
四
人
可
致
旨
被
仰
渡

　
　
　

租
税
寮　

勧
農
寮
（
課
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　

 

申
談
儀
有
之
候
条
、
即
刻
租
税
寮
勧
農
課
江
一
同
可
罷
出
、
此
段
申
達

候
也

　
　
　

壬
申
十
一
月
廿
六
日

　

 

右
御
書
付
ニ
付
一
同
出
頭
い
た
し
候
処
、
右
博
覧
会
江
出
張
之
義
ニ
付
申

達
候
間
、
同
所
江
即
時
出
頭
可
致
旨
被
仰
渡
、
近
郷
其
他
遠
国
之
分
帰
郷

伺
御
聞
届
、
小
網
丁
行

　

博
覧
会
江
田
島
・
中
村
・
石
川

　

国
々
養
蚕
方
法
可
書
上
旨
御
沙
汰

　

租
税
寮
ゟ
一
同
帰
村
御
聞
済

同 

廿
七
日　

鯨
井
・
藤
本
・
後
藤
、
幸
橋
博
覧
会
事
務
局
出
頭
、
養
蚕
方
法

書
日
数
七
日
之
内
ニ
郵
便
ニ
而
差
送
候
筈

　
　
　

掛
り
南
部　
　
　
　

豊
次
郎
来
、
松
弥
泊
り

　
　
　
　
　

石
川　
　
　
　

干
鰯
談
事

同
廿
八
日　

東
京
出
立
、
浦
和
大
松
泊

　
　

「（
朱
書
）
日
数
四
十
一
日
」

同
廿
九
日　

崎
玉
県
飯
島
権
大
属
宅
江
伺
、
夫
ゟ
出
庁

一　明治５年（1872）　御用簿
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残
税
金
弐
拾
壱
円
三
拾
五
銭
納
済
、
外
銀
壱
匁
六
厘
七
毛　

　
　
　
　
　

記

　
　

一
、
製
造
惣
合
弐
千
百
拾
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

五
百
五
拾
七
枚　
　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
弐
百
七
拾
一
枚　
　

海
外
輸
出

　
　
　
　
　

外
夏
蚕
・
再
出
薄
紙
製
造
弐
百
八
十
弐
枚　

御
国
用

　
　
　
　

御
下
御
印
紙
差
引
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
枚
海
外
輸
出
返
上
之
分

　
　
　
　

壬
申
十
一
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　

埼
玉
県　

御
庁

　
　

一
、
御
印
紙
四
百
拾
九
枚　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
迄
余
荷
合
之
分
、
御
下
受
取

　
　
　
　

海
外
九
枚
返
上
之
分
有
之

　
　
　
　

同
県
大
惣
代　

川
島
梅
坪

　

同
人
江
遅
蚕
夏
蚕
製
造
巨
細
書
御
印
紙
共
相
渡
筈

　

御
用
済
之
上
出
立
、
上
尾
細
井
弥
市
泊
り

十
二
月
朔
日　

帰
宅　
　

「（
朱
書
）
日
数
三
日
」

同
二
日　

三
五
郎
来

第（
明
治
六
年
）

一
月
一
日　

祝
賀
、
鎮
守
拝
礼

同
二
日　

蚕
養
草
稿

同 

三
日　

右
養
草
認
上
、
博
覧
会
事
務
局
江
熊
谷
郵
便
ヲ
以
出
ス
、
賃
三
百

文
、
竹
井
面
会

同
四
日　

根
岸
面
会
、
小
松
屋
泊

　

福
島
様
面
謁

同
五
日　

雨
帰
宅

同
六
日　

終
日
書
類
認

同 

七
日　

熊
谷
ニ
而
渡
辺
・
福
島
・
福
田
三
公
面
謁
、
夫
ゟ
出
県
、
井
上
泊
、

萩
原
大
属
江
書
状
栗
原
ゟ
頼
ニ
付
届

同
八
日　

出
頭
、
協
議
済
、
令
公
江
伺

　

糸
蛹
三
ヶ
年
調
至
急
認
上
之
事

　

地
券
事
件

　

世
話
役
更
代
伺
之
事

　

秩
父
会
社
市
場
之
事

同
九
日　

萩
原
大
属
江
伺

　

同
日
帰
宅

　
　

 

生
糸
仕
立
方
之
義
兎
角
粗
悪
濫
製
ニ
流
れ
、
本
邦
銘
産
之
声
価
ヲ
滅
却

い
た
し
、
御
国
損
不
少
儀
ニ
付
、
夫
々
取
締
之
方
法
等
取
設
申
度
、
就

而
者
別
紙
名
前
之
内
身
代
も
相
応
ニ
而
、
村
方
説
得
方
も
行
届
可
申
程

之
人
物
御
撰
、
来
ル
廿
日
限
当
寮
江
御
差
出
し
可
有
之
候
、
此
段
及
御

達
候
也
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壬
申　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
権
令
澤
簡
徳
殿

　
　
　
　
　

記

　
　

武
州
秩
父
郡
金
崎　
　
　

山
田
万
兵
衛

　
　

同　
　
　

小
鹿
野
村　
　

渡
邊　

周
蔵

　
　

同
州
児
玉
郡
本
庄
宿　
　

松
坂
屋
伊
兵
衛

　
　

同　

榛（
マ
マ
）沢
郡
小
川　
　
　

辰
巳
屋
治
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　

青
木
傳
次
郎

　
　

同
州
秩
父
郡
名
倉　
　
　

森　

伊　

平

　
　

同　
　
　

大
宮　
　
　
　

關
根　

彦
助

　
　

同
州
同
郡
井
戸
村　
　
　

岩
田
儀
右
衛
門

　
　

同
州
榛
沢
郡
血
洗
島　
　

渋
澤　

宗
助

一
月
十
日　

川
嶋
梅
坪
来
、
猶
十
五
日
来
筈

　

 

深
谷
杉
田
専
衛
方
組
々
集
会
出
張
、
製
造
願
雛
形
ヲ
以
一
同
伝
達
、
泊
、

同
夜
新
戒
村
江
飛
脚

同
十
一
日　

同
断

　

糸
蛹
高
調
精
帳
、
村
岡
ゟ
支
庁
江
上

同
十
二
日　

支
庁
江
出
、
原
紙
御
掛
り
江
伺
夕
方
帰
宅
、
村
岡
同
道
泊

　
　
　
　

生
糸
取
締
之
義
ニ
付

　
　
　
　

公
撰
人

　
　
　
　
　

秩
父
郡
小
鹿
野
町　
　
　
　

榛
沢
郡
血
洗
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

傳
八　
　
　
　
　
　

渋
澤　

宗
助

　
　
　
　
　

同　

大
宮
郷　
　
　
　
　
　

児
玉
郡
児
玉
町

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
久
之
助　
　
　
　
　
　

坂
本
金
十
郎

　
　
　
　
　

同　

同
松
本
重
五
郎　
　
　

榛
沢
郡
深
谷
宿

　
　
　
　
　

比
企
郡
小
川
村　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
小
十
郎　

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
傳
次
郎　
　
　
　

〆
八
人

　
　
　
　
　

児
玉
郡
本
庄
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

松
坂
屋
伊
兵
衛

　
　
　

右
之
者
可
然
与
存
、
此
段
奉
書
上
候
也

　
　
　

一
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

澤
入
間
県
権
令
殿

　
　
　
　

宮
城
入
間
県
参
事
殿

　
　

 

新
年
松
か
さ
り
取
払
後
、
物
造
り
与
唱
繭
玉
飾
ニ
他
人
之
桑
株
ヲ
盗
候

を
縁
起
与
唱
密
ニ
伐
取
、
右
ヲ
村
々
戸
毎
ニ
お
ゐ
て
繭
玉
を
さ
し
来
候

悪
弊
有
之
、
畢
竟
有
用
之
桑
樹
ヲ
空
敷
伐
捨
候
而
已
な
ら
す
、
盗
去
り

候
義
自
今
断
然
御
禁
止
、
桑
樹
ヲ
以
無
用
之
虚
飾
不
致
様
被
仰
出
度
、

且
近
来
路
傍
之
境
桑
無
謂
刃
物
ヲ
以
伐
捨
候
族
有
之
、
妄
之
至
ニ
候
間
、

見
掛
次
第
取
押
可
訴
出
段
、
村
々
江
至
急
御
布
告
被
成
下
度
、
此
段
奉

願
候
也

一　明治５年（1872）　御用簿
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一
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

深
谷　

御
支
庁

　
　

「（
裏
表
紙
）

　

　
　
　
　

鯨　

井　

熈　

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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二�

明
治
六
年
�
一
八
七
三
��

公
用
記

「（
表
紙
）

　
　
　

公　

用　

記

　
　
　
明
治
六
年　
　
　
　

」

第
一
月
一
日　

吉
辰
祝
賀

同
二
日　

蚕
養
草
稿
認

同
三
日　

右
養
草
博
覧
会
事
務
局
江
熊
谷
郵
便
ニ
而
出
、
賃
三
百
文
払

　

竹
井
・
根
岸
面
会
、
小
松
屋
泊

同
四
日　

学
校
掛
福
島
忠
（
ヵ
）殿
面
会

同
五
日　

雨
、
帰
宅

同
六
日　

書
類
調

同 

七
日　

熊
谷
ニ
而
渡
邊
・
福
島
・
福
田
・
竹
井
・
栗
原
、
小
松
屋
ニ
而
面

会
、
松
山
昼
飯
、
井
上
勘
兵
衛
泊

一
月
八
日　

協
議
所
出
頭
、
根
岸
・
北
野
・
馬
場
・
鯨
井
県
令
邸
江
伺

　

糸
蛹
三
ヶ
年
調
至
急
認
上
、
村
岡
江
申
通
候
事

　

世
話
役
更
代
書
面
ヲ
以
伺
、
下
札

　
　

右
役
入
更
代
共
取
扱
、
追
而
相
届
候
旨
御
沙
汰

　

地
券
論
之
事

　

秩
父
会
社
市
場
規
則
奥
印
追
而
致
し
候
事

　
　

 

生
糸
仕
立
方
之
義
兎
角
粗
悪
濫
製
ニ
流
れ
、
本
邦
銘
産
之
声
価
ヲ
滅
却

致
し
御
国
損
不
少
儀
ニ
付
、
夫
々
取
締
之
方
法
等
取
設
申
度
、
就
而
ハ

別
紙
名
前
之
内
、
身
代
も
相
応
ニ
而
村
方
説
得
方
も
行
届
可
申
程
之
人

物
御
撰
、
来
ル
廿
日
限
当
寮
江
御
差
出
し
可
有
之
候
、
此
段
及
御
達
候

也

　
　
　

壬
申　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光

　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
権
令
澤
簡
徳
殿

　
　
　
　

武
州
秩
父
郡
金
崎　
　
　
　
　

秩
父
郡
名
倉

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
万
兵
衛　
　
　
　
　
　
　

森　

伊　

平

　
　
　
　

同　
　

小
鹿
野
村　
　
　
　
　

同　

大
宮

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

周
蔵　
　
　
　
　
　
　

關
根　

彦
助

　
　
　
　

同　

児
玉
郡
本
庄
宿　
　
　
　

同　

井
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　

松
坂
屋
伊
兵
衛　
　
　
　
　
　

岩
田
儀
右
衛
門

　
　
　
　

同　

榛（
マ
マ
）沢
郡
小
川　
　
　
　
　

榛
沢
郡
血
洗
島

　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
屋
治
兵
衛　
　
　
　
　
　

渋
澤　

宗
助

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
傳
次
郎

　
　

右
之
外
ニ
而
も
至
当
之
者
、
人
撰
書
上
候
事

　
　

但
、
六
七
名
ヲ
限
り
候
事

一
月
九
日　

地
券
掛
萩
原
大
属
江
伺
、
夫
ゟ
帰
宅

二　明治６年（1873）　公用記
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同
十
日　

川
嶋
梅
坪
来

　

深
谷
杉
田
専
衛
方
世
話
役
惣
会
ニ
付
、
同
所
出
張
、
泊

　

同
夜
村
岡
方
江
飛
脚
出
ス

同
十
一
日　

三
ヶ
年
糸
蛹
調
精
帳
村
岡
ゟ
支
庁
江
出
ス

　

御
免
許
願
組
々
伝
達
ニ
付
泊

同
十
二
日　

支
庁
江
出
、
原
紙
掛
江
伺

　
　
　
　

生
糸
取
締
之
義
ニ
付
公
撰
人

　
　
　
　
　

秩
父
郡
小
鹿
野
町　
　
　
　

榛
沢
郡
血
洗
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊　

傳
八　
　
　
　
　
　

渋
澤　

宗
助

　
　
　
　
　

同　

大
宮
郷　
　
　
　
　
　

同　
　

深
谷
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
久
之
助　
　
　
　
　
　

島
田
小
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
重
五
郎　
　
　

児
玉
郡
児
玉
町

　
　
　
　
　

比
企
郡
小
川
村　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
金
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
傳
次
郎　
　
　

児
玉
郡
本
庄
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
坂
屋
伊
兵
衛

　
　

右
之
者
可
然
与
存
、
此
段
奉
申
上
候
也

　
　
　

一
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

澤　

入
間
県
権
令
殿

　
　
　
　

宮
城
入
間
県
参
事
殿

　

右
深
谷
支
庁
江
出
ス
、
同
夕
村
岡
来
泊

　
　

 

新
年
松
飾
取
払
後
、
物
造
り
与
唱
繭
玉
飾
ニ
他
人
之
桑
株
を
盗
候
を
、

縁
起
与
唱
密
ニ
伐
取
、
右
ヲ
村
々
戸
毎
ニ
お
ゐ
て
繭
玉
を
さ
し
来
り
候

悪
弊
有
之
、
畢
竟
有
用
之
桑
樹
ヲ
空
敷
伐
捨
候
而
已
な
ら
す
、
盗
去
り

候
義
自
今
断
然
御
禁
止
、
桑
樹
ヲ
以
無
用
之
虚
飾
不
致
様
被
仰
出
度
、

且
近
来
路
傍
之
境
桑
無
謂
刃
物
ヲ
以
伐
暴
し
候
族
有
之
、
妄
之
至
ニ
候

間
、
見
掛
次
第
取
押
可
訴
出
段
、
村
々
江
至
急
御
布
告
被
成
下
度
、
此

段
奉
願
候
也

　
　
　

一
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

深
谷
御
支
庁

一
月
十
三
日　

明
細
精
帳
調
、
善
蔵
泊

同
十
四
日　

同
断

同
十
五
日　

同
断
、
新
戒
村
ゟ
精
帳
筆
者
来
、
村
岡
泊

同
十
六
日　

同
断
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

同
十
七
日　

同
断
、
同
夕
帰　
　
　
　
　
　
　
同

同
十
八
日　

島
村
田
島
氏
江
書
状
出
ス
、
松
井
免
許
帳
持
参
、
雪
降

同
十
九
日　

本
庄
宿
田
村
来
、
其
外
組
々
来

同
廿
日　

第
二
時
深
谷
飯
島
方
江
田
島
出
会
、
新
規
製
造
扱
振
談

同
廿
一
日　

精
帳
筆
者
在
家
師
匠
頼

　
　
　

村
岡
同
道
富
岡
出
張
、
荒
井
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）

 

金
壱
円　

右
者
去
壬
申
裁
判
所
ゟ
御
下
之
分
田

同同同
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島
ゟ
届
受
取
、
村
岡
江
も
同
断 

」

同
廿
二
日　

富
岡
着
、
製
糸
場
拝
見
、
佐
の
や
泊

○
同
夕
租
税
頭
陸
奥
殿
旅
宿
江
伺

　

原
紙
代
価
ハ
新
貨
弐
拾
銭
、
御
免
許
料
同
十
銭

　
　
　

内
国
用
十
五
銭
御
下
之
由
被
仰
聞
候

○
同
廿
三
日　

渋
澤
栄
一
殿
着
、
同
夜
伺

　

新
規
製
造
ハ
一
ヶ
年
試
験
之
趣

　

原
紙
中
書
名
判
付
共
惣
而
御
買
上
、
戸
毎
遺
漏
無
之
様
伺

　

今
般
御
買
上
御
確
定
相
成
候

　

収
税
局
御
鑑
札
之
義
申
立

同
廿
四
日　

暁
出
立
、
深
谷
原
紙
御
懸
り
江
伺
、
帰
宅

同
廿
五
日　

村
岡
来
、
精
帳
仕
立
、
在
家
筆
者
雇

同
廿
六
日　

同
断
、
免
許
願
并
品
々
調

同
廿
七
日　

同
断
、
豊
治
郎
金
子
取
落
、
須
藤
来
、
商
社
願
奥
印
い
た
す

同 

廿
九
日　

明
細
精
帳
并
御
印
紙
差
引
帳
・
当
御
免
許
願
帳
惣
括
、
残
印
紙

返
上
共
村
岡
江
渡
、
取
落
金
高
認
届

　

右
支
庁
江
出
ス

　
　
　

「（
朱
書
）
金
拾
六
円
竹
井
ゟ
洋
ツ
ホ
ン
チ
ヨ
ツ
キ
代
其
外
注
文
ニ
付
預
り
」

一
月
三
十
日　

出
立
、
い
セ
孫
泊

　
　

「（
朱
書
）
金
九
円　

協
議
所
給
竹
井
澹
如
ゟ
請
取
」

同 

三
十
一
日　

午
前
八
時
後
小
柳
町
着
直
ニ　
　

租
税
寮
江
着
相
届
、
夫
ゟ

中
村
同
道
東
京
裁
判
所
江
出
頭
、
大
解
部
大
八
木
殿
・
権
大
解
部
荻
原
殿
面

謁
、
夏
蚕
薄
紙
之
分
大
惣
代
江
下
渡
相
成
候
ニ
付
而
ハ
、
右
御
印
紙
御
下

方
租
税
寮
江
伺
候
上
な
ら
て
ハ
差
支
候
段
申
立
、
来
二
日
否
之
筈
、
御
掛

青
山
殿

二
月
一
日　

租
税
頭
邸
江
伺
、
留
守

同 

二
日　

中
村
同
道
租
税
寮
出
頭
、
御
印
紙
御
下
方
伺
候
処
、
裁
判
所
江
下

候
様
被
仰
聞
、
夫
ゟ
直
ニ
裁
判
所
江
出
頭
、
右
之
分
相
届
候
処
、
御
印
紙

丈
裁
判
所
江
下
、
税
金
者
大
惣
代
ニ
而
取
立
納
之
段
、
猶
租
税
寮
江
出
頭
、

右
申
立
伺
済
、
其
段
裁
判
所
江
又
出
張
申
立
、
御
談
筋
行
届
候

同
三
日　

朝
清
住
町
邸
江
伺

　

 

租
税
寮
出
頭
、
古
谷
殿
面
謁
、
旧
原
紙
極
印
有
無
ニ
不
拘
御
買
上
之
旨
厚

申
立
、
書
付
差
出
し
候
様
被
仰
聞
候

同 

四
日　

並
木
・
田
島
・
鯨
井
三
人
出
頭
、
無
極
印
原
紙
一
般
御
買
上
懇
願

建
白
書
古
谷
殿
江
差
出
ス

　

至
当
之
義
ニ
付
、
漉
元
原
紙
ニ
準
、
取
扱
方
所
置
可
致
段
被
仰
聞
候

　

辛
未
三
等
優
劣
褒
賞
、
去
十
一
月
書
付
差
上
候
廉
伺

　
　

 
壬
申
年
用
蚕
種
原
紙
贏
余
名
判
、
又
ハ
内
書
等
無
之
極
印
打
据
有
之

分
ニ
限
、
原
紙
売
捌
所
ニ
於
一
定
之
代
価
ヲ
以
買
上
候
筈
、
壬
申
十
月

中
及
布
告
置
候
所
、
此
度
名
判
内
書
等
有
之
分
共
ニ
買
上
候
条
悉
皆
取

二　明治６年（1873）　公用記
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調
、
三
月
初
旬
よ
り
信
州
上
田
・
武
州
深
谷
・
岩
代
国
福
島
原
紙
売
捌

所
江
差
出
し
可
申
、
此
段
更
ニ
相
達
候
事

　
　
　

但 

、
商
人
并
製
造
人
所
持
之
原
紙
無
極
印
分
ハ
、
規
則
照
準
処
置
可

致
事

　
　
　

明
治
六
年
一
月

　
　

前
書
之
通
布
達
相
成
候
、
為
心
得
申
達
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
大
総
代
江

二
月
五
日

同
六
日　

青
木
同
道
小
石
川
伝
通
院
内

同 

七
日　

生
糸
惣
代
深
谷
島
田
小
十
郎
外
三
人
連
立
出
張
所
江
出
、
夫
ゟ
右

同
道
租
税
寮
出
頭

　

生
糸
取
締
方
法
関
係
否
伺
掛
り
、
四
谷
殿

　

蚕
種
会
社
規
則
御
下
之
義
申
立
、
古
谷
殿

二
月
七
日　

澤
権
令
殿
免
職
、
福
岡
県
令
被
任

　

 

宮
城
参
事
殿
、
宮
城
参
事
小
池
権
参
事
殿
奈
良
県
同
（
マ
マ
）

、
右
式
部
寮
江
御
召

御
沙
汰

同 

八
日　

本
所
津
軽
屋
敷
前
令
邸
江
伺
面
謁
、
竹
井
江
詫
（
託
）し
置
候
文
宣
王
像

売
却
代
同
邸
江
相
届
候
様
御
憑
有
之
、
同
夕
竹
井
江
書
状
、
へ
ン
ケ
チ
出

ス

　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　

勧
業
課　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
武
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
江

　
　

申
談
義
有
之
候
間
、
明
九
日
午
前
第
十
時
当
課
江
出
頭
可
致
事

　
　
　

二
月
五
日

同
九
日　

右
両
人
出
頭
、
原
紙
精
粗
鑑
定

　
　
　
　
　
　
　

記

　
　
　

壱　

等

　
　
　

一
、
原
紙
見
本
四
枚　
　

内　

　
　
　

弐　

等

　
　
　

一
、
同
見
本
三
枚　
　
　

内　

　
　
　

三　

等

　
　
　

一
、
同
見
本
壱
枚　
　
　
　
　

腰
越
村

　
　
　

四　

等

　
　
　

一
、
同
見
本
弐
枚　
　
　

内　

　
　
　
　
　
　

 

是
者
簀
ノ
子
扱
方
異
り
候
故
歟
、
裏
面
ニ
筋
目
有
之
、
此

儘
ニ
而
ハ
御
採
用
難
相
成
、
右
漉
立
方
相
改
候
様
被
仰
渡
候

ハ
ヽ
、
御
用
弁
可
相
成
存
候

　
　
　

一
、
同
見
本
壱
枚　
　
　
　
　
　
　
　

御
堂
村

弐
枚　

小
川
村

壱
枚　

増
尾
村

壱
枚　

五
明
村

壱
枚　

角
山
村

壱
枚　

青
山
村

壱
枚　

安
戸
村

壱
枚　

腰
越
村

壱
枚　

日
影
村
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是
ハ
至
而
粗
製
ニ
而
御
採
用
不
相
成
品
ニ
候

　
　
　

右
之
通
鑑
定
仕
候
、
以
上

　
　
　

二
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
武
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

租
税　

御
寮

二
月
十
日　

材
杢
町
河
善
江
立
倚
、
夫
ゟ
帰　

同
十
一
日　

休
暇
、
村
岡
男
来

「（
朱
書
）

原
紙
百
五
十
号

　
　

 

是
迄
用
来
候
蚕
卵
原
紙
、
当
壬
申
年
用
残
紙
贏
余
之
分
、
原
紙
売
捌
所

ニ
於
而
一
定
之
代
価
ヲ
以
買
上
候
条
、
蚕
卵
製
造
人
所
持
之
分
ハ
大
総

代
ニ
而
取
調
、
漉
人
并
商
人
所
持
之
分
ハ
其
管
轄
庁
ニ
而
取
調
、
極
印

有
無
共
仕
弁
書
ヲ
以
、
来
ル
十
二
月
十
五
日
限
租
税
寮
可
申
立
事

　
　
　

但 

、
蚕
卵
製
造
人
名
判
、
又
ハ
内
書
等
有
之
候
原
紙
ハ
、
仮
令
極
印

有
之
候
共
買
上
ニ
不
相
成
候
事

　
　
　

壬
申
十
一
月
四
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨 
」

　
　
　
　

租
税
寮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柳
町
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
屋
傳
次
郎
方
ニ
而

　
　
　
　

至
急　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　

申
談
御
用
有
之
間
、
即
刻
可
罷
出
候
也

　
　
　

第
二
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　

追
而
申
合
両
人
罷
出
候
而
宜
敷
候
事

二
月
十
二
日　

右
御
沙
汰
ニ
付
直
ニ
出
頭

　

 

新
夏
蚕
原
紙
之
義
両
度
製
種
同
紙
ニ
而
宜
候
哉
、
仕
分
候
方
ニ
候
哉
御
尋

ニ
付
、
御
印
章
判
然
御
仕
分
之
義
申
立
、
原
紙
買
請
出
張
大
惣
代
ニ
ハ
旅

費
御
下

　

運
輸
入
費
里
数
ニ
応
御
下
渡
之
義
相
願

　
　

御
掛
宮
崎
殿

　

生
糸
鑑
定
秋
蚕
御
尋

　
　
　

四
谷
殿

同
十
三
日　

裁
判
所
出
頭

　

 

御
取
上
蚕
種
御
払
下
之
分
ハ
、
東
京
府
ハ
御
廻
し
ニ
付
、
右
品
惣
再
検
査
、

第
九
時
出
頭
夕
迄
終
日

同
十
四
日　

租
税
寮
出
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
両
人

　

裁
判
所
検
査
事
件
相
届

　

旧
原
紙
極
印
有
無
共
買
上
之
義
伺

　
　
　

古
谷
殿

二
月
十
五
日　

出
張
所
江
出

　

同
夜
山
田
小
十
郎
来
泊

　
　

「（
朱
書
）

 

伊
太
利
国
在
留
中
山
総
領
事
へ
可
差
立
製
糸
之
義
、
各
県
と
も
上
中

二　明治６年（1873）　公用記

中
村
善
右
衛
門

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

鯨
井　

勘
衛

並
木
勘
三
郎
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下
各
掛
目
弐
十
目
ツ
ヽ
、
成
丈
速
ニ
外
務
省
へ
可
差
出
旨
、
同
省
并

租
税
寮
ゟ
達
有
之
候
間
、
精
良
之
糸
早
々
差
出
候
様
可
取
計
、
尤
外

務
省
ニ
而
御
買
上
相
成
候
間
、
此
段
申
送
候
也

　
　
　
　
　
　

二
月
十
五
日　
　

入
間
県
勧
農
掛　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

同
十
六
日　

右
同
人
一
同
海
陽
亭
行

　

 

「（
朱
書
）
金
壱
分
ト
五
百
文
、
飛
脚
ち
ん
十
六
日
渡
候
、
但
生
糸
取
調
ニ
付
、
御

沙
汰
」

同
十
七
日　

雪
雨
降

　

 

租
税
寮
出
頭
、
御
規
則
背
戻
品
御
払
下
之
内
、
糊
付
補
製
品
之
義
申
立
、

山
繭
種
上
ル

　

古
谷
殿

　

 

裁
判
所
出
頭
、
御
印
紙
未
相
廻
候
ニ
付
、
其
段
伺
呉
候
様
御
談
有
之
ニ
付
、

猶
又
租
税
寮
出
頭
伺
候
処
、
今
朝
回
答
書
御
差
出
し
候
由

　

大
八
木
殿

　

裁
判
所
江
立
戻
、
右
之
段
申
立

　
　
　
　
　
　
　
　

信
濃
国
小
県
郡　
　
　
　
　

右
名
前
之
も
の
同
村
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
尻
村　
　
　
　
　
　
　

有
之
哉
藤
本
江
尋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田
茂
兵
衛
組　
　
　

書
付
差
出
し
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
村
鈴
木
徳
兵
衛

　

勧
業
課
ゟ
生
糸
御
規
則
弐
冊
御
下

　

お
玉
ヶ
池
ニ
而
千
足
会
社
与
唱
候
者
取
締
之
義
御
談
有
之

　

四
谷
殿

　

夕
刻
右
相
尋
候
処
、
不
相
分

同
十
八
日　

司
法
省
東
京
裁
判
所
出
頭

　

御
下
蚕
種
之
内　
　

　
　
　

御
印
紙
千
弐
百
九
拾
八
枚　

御
国
用

　

 

右
之
分
御
下
取
揚
品
御
下
分
口
々
性
名
書
江
請
印
、
税
金
取
立
租
税
寮
江

直
納
御
沙
汰 

外
ニ
宮
川
五
平
次
江
も
御
沙
汰
有
之

　

御
下
人
江
者
切
手
御
渡
し
相
成
、
見
合
与
し
て
御
印
鑑
御
下

　
　
　

大
八
木
大
解
部
殿

二
月
十
八
日　

勧
業
課
出
頭
、
裁
判
所
御
沙
汰
申
立

　

壬
申
蚕
種
製
造
人
銘
々
取
調
、
及
十
九
日
中
可
差
出
旨
御
沙
汰

　

四
谷
殿

　

福
島
徳
三
郎
来
、
五
ヶ
村
金
談
問
合
有
之
、
同
夜
山
田
小
十
郎
来

　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　

勧
業
課　
　
　
　

神
田
小
柳
町
伊
勢
屋
傳
次
郎
方

　
　
　

御
用
向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代
中

　
　

 
申
談
候
義
有
之
候
間
、
明
十
九
日
第
十
時
蚕
種
大
惣
代
一
同
出
頭
可
有

之
候
也

　
　
　

明
治
六
年
二
月
十
八
日　
　
　
　
　

勧
業
課

鯨
井　

勘
衛

並
木
勘
三
郎

並
木
勘
三
郎

鯨
井　

勘
衛
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同 
十
九
日　

第
十
時
一
同
出
頭
、
油
製
印
肉
害
有
無
御
談
、
明
廿
日
書
付
ニ

而
申
立
候
筈

　

新
規
製
造
国
用
海
外
共
御
免
許
御
取
扱
御
採
用
之
由

　
　
　

宮
崎
殿

　
　
　

臼
井
殿

　

高
澤
磯
右
衛
門
男
来
泊

　

清
水
キ
太
郎
来

　

夏
蚕
御
下
之
分
、
品
川
江
下
ル

二 

月
廿
日　

御
下
渡
春
蚕
種
之
分
ハ
、
神
奈
川
県
庁
江
国
用
換
印
証
書
相
添

下
渡
候
、
其
他
夏
蚕
薄
紙
御
印
紙
ヲ
張
税
金
取
立
下
渡
候

　

 

壬
申
并
当
製
造
高
書
并
油
製
印
肉
相
用
不
差
支
段
相
認
、
一
同
連
印
租
税

寮
江
差
出
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
張　

尾
見
幸
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
秀
實

　
　

 

蚕
卵
原
紙
江
相
用
候
印
肉
之
義
蜂
蜜
製
酒
製
之
品
相
用
、
可
成
丈
油
製

之
印
肉
相
用
間
敷
旨
御
規
則
ニ
御
座
候
処
、
蜜
製
酒
製
之
両
品
ハ
押
印

之
上
文
字
判
然
不
仕
候
ニ
付
、
一
同
衆
議
及
候
処
、
油
製
之
肉
相
用
候

迚
別
段
蚕
種
ニ
弊
害
ハ
無
之
候
間
、
此
段
衆
議
之
上
御
届
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
同

同
廿
一
日　

竹
井
・
川
島
来

　

崎
玉
県
山
田
典
事
其
外
一
同
海
陽
亭
江
行

　

 

竹
井
同
道
本
所
緑
町
澤
邸
江
出
、
同
日
横
浜
迄
発
足
ニ
成
留
守
、
神
保
小

路
渋
澤
邸
江
同
断
伺
留
守

同 

廿
二
日　

川
嶋
梅
坪
・
松
本
源
十
郎
同
道
租
税
寮
出
頭
、
同
夜
林
田
同
道

神
田
屋
江
出
張
、
山
田
首
馬
・
同
与
喜
馬
・
渥
美
面
会

同
廿
三
日　

朝
竹
井
同
道
大
埜
江
行

　

御
下
蚕
種
渡
済
ニ
成

同 

廿
四
日　

三
ッ
井
国
立
銀
行
ニ
而
為
替
取
組
蚕
種
税
持
参
出
頭
、
同
日
取

込
ニ
而
納
済
不
相
成

　

国
々
養
蚕
方
法
可
認
上
旨
御
沙
汰

　

古
谷
殿

二
月
廿
五
日　

前
夜
雪
降
、
河
村
来
、
面
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
武
平

　
　
　

勧
業
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
五
人

　
　

 

申
談
義
有
之
候
条
、
明
後
廿
七
日
朝
十
時
出
頭
可
致
候
、
此
段
申
達
候

也

　
　
　

二
月
廿
五
日

二　明治６年（1873）　公用記

鯨
井
並
木

田
島　

武
平

鯨
井　

勘
衛

並
木
勘
三
郎

中
村
善
右
衛
門

藤
本
善
右
衛
門

若
尾　

逸
平
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同
廿
六
日　

伊
勢
屋
ゟ
年
頭
ニ
而
一
同
会
ス
、
雨
降
続

　

瀬
戸
物
町
古
川
江
尋

同
廿
七
日　

出
頭
、
国
々
番
号
之
義
左
ニ

　

御
掛

　

古
谷
殿

　
　

 

全
国
養
蚕
製
種
区
別
番
号
御
組
立
ニ
付
、
考
按
可
申
立
御
沙
汰
奉
拝
承
、

右
ハ
郡
名
を
以
区
分
番
号
被　

仰
付
、
一
同
差
支
無
御
座
候
間
、
此
段

奉
申
上
候
也

　
　
　

二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島　

武
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木
勘
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
尾　

逸
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松　

新
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷　

改
次

　
　
　

租
税　

御
寮

二
月
廿
七
日　

裁
判
所
出
頭

　

御
下
蚕
種
切
手
返
上

　

大
解
部
大
八
木
殿
面
謁

同
廿
八
日

　
　
　
　

勧
業
課

　
　

申
談
義
有
之
候
条
、
明
後
二
日
第
十
時
出
頭
可
致
候
、
此
段
申
達
候
也

　
　
　

二
月
廿
八
日

三
月
一
日　

前
橋
黒
崎
長
平
来

同
二
日　

右
四
人
出
頭
、
中
村
不
参
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
銀
弐
拾
弐
匁
、
明
細
帳
調
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
二
日
飛
脚
ち
ん
渡
、
県
庁
ゟ
」

　

 

申
合
規
則
書
御
下
、
三
人
調
印
可
致
旨
ニ
候
へ
共
猶
予
申
立
、
右
書
類
持

参
、
夫
ゟ
衆
議

　

追
而
調
印
可
差
出
御
沙
汰

同
三
日　

出
頭

　

右
規
則
調
印
之
義
、
五
日
迄
御
猶
予
申
立

　

御
掛　

四
谷
殿　
　

一
同
大
衆
議

同
四
日　

雨
降
続
、
一
同
衆
議
、
同
夜
規
則
中
改
正
増
補
廉
々
認
決
議

三
月
五
日

　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　

勧
業
課　

　
　
　

小
柳
町
二
町
目
伊
勢
屋
傳
次
郎
方

　
　
　

御
用
向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代
中

　
　

 

申
談
候
義
有
之
候
間
、
明
五
日
十
時
大
惣
代
之
内
壱
両
人
出
頭
可
有
之

鯨
井　

勘
衛

並
木
勘
三
郎

鯨
井　

勘
衛

　

外
三
人

鯨
井　

勘
衛

田
島　

武
平

並
木
勘
三
郎

中
村
善
右
衞
門

鯨
井　

勘
衛

田
島　

武
平

並
木
勘
三
郎
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候
也

　
　
　

三
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
業
課

　

規
則
改
正
増
補
書
上
、
出
頭

　
　
　

四
谷
殿

　
　
　

古
谷
殿

　

 

原
紙
御
掛
り
ゟ
製
造
願
高
一
同
認
、
明
七
日
無
相
違
差
出
し
候
様
御
談
有

之
同
六
日　

小
川
町
裏
神
保
小
路
清
水
畸
太
郎
江
尋

同
七
日　

製
造
高
書
上
持
参
、
出
頭

　

 

明
後
九
日
迄
ニ
御
免
許
願
出
無
之
向
ハ
、
当
製
造
採
用
不
致
段
、
県
名
書

抜
御
下

　

細
野
殿

同
八
日　

御
免
許
高
取
調
書
上
方
猶
予
歎
願

　

一
同
ゟ
憑
ニ
付
出
頭

　
　
　

「（
朱
書
）

 

銀
弐
拾
弐
匁
、
明
細
帳
調
ニ
付
、
飛
脚
ち
ん
、
是
者
鯨
井
・
村
岡

両
人
分
」
「（
青
書
）
但
村
岡
ゟ
出
し
飛
脚
也
」

　

 

御
免
許
願
遅
延
ニ
付
、
原
紙
高
積
差
支
候
間
、
若
原
紙
間
ニ
合
候
節
者
、

去
壬
申
現
在
高
ニ
引
合
下
渡
候
積
之
旨
被
仰
聞
、
孰
れ
明
九
日
一
同
書
付

ヲ
以
、
猶
予
相
願
候
筈

　
　
　

細
野
殿

　
　
　

外
原
紙
御
懸
一
同

　

原
紙
裏
面
自
己
押
印
等
い
た
し
候
向
者
品
取
上

　

右
之
廉
申
合
規
則
中
江
加
候
積

三
月
九
日　

一
同
御
免
許
高
書
上
方
猶
予
歎
願

　

熊
谷
竹
井
ゟ
書
状
藤
屋
源
太
持
参
、

同 

十
日　

川
島
楳
坪
掛
り
場
御
免
許
願
猶
予
書
付
代
兼
認
持
参
出
頭
、
細
野

殿

　

辛
未
三
等
種
賞
典
之
義
、
伺
書
出
ス

　

四
谷
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

竹
井
ゟ
依
頼
日
報
社
新
聞
局
出
張
、
三

月
分
真
中
氏
ゟ
送
り
候
二
枚
ヲ
合
五
枚

ツ
ヽ
、
馬
車
便
送
り
候
筈

　

 

中
瀬
村
文
右
衛
門
来
、
同
人
江
託
し
竹
井
江
書
状
并
新
聞
三
枚
遣
ス
、
中

瀬
村
文
右
衛
門

　
　

一 

、
崎
玉
県
大
惣
代
川
島
楳
坪
義
老
母
発
病
ニ
付
、
帰
省
御
聞
届
相
成
、

同
人
ゟ
私
江
依
頼
有
之
候
処
、
当
製
造
種
凡
積
御
免
許
惣
括
御
趣
意

奉
拝
承
、
郵
便
ヲ
以
急
報
い
た
し
、
至
急
取
調
不
日
御
届
可
申
上
旨

及
通
達
候
間
、
寛
典
仰
御
沙
汰
御
猶
予
奉
願
候
也

二　明治６年（1873）　公用記

鯨
井　

勘
衛

田
島　

武
平

藤
本
善
右
衛
門

藤
本
善
右
衛
門

中
村
善
右
衛
門

鯨
井　

勘
衛

工
藤
良
右
衛
門

宮
崎
殿

細
野
殿　

其
外
三
人
立
会
席

臼
井
殿

古
金
掛
目
十
五
目
三
分
届
、

但
鍔
注
文
之
分
也
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大
総
代

　
　
　
　
　

明
治
六
年
三
月
十
日　
　
　

川
島
楳
坪
代
兼

　
　
　
　
　
　
　

租
税　

御
寮　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

辛
未
年
蚕
種
御
賞
典
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
忍
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
等　
　
　

武
州
大
里
郡
熊
谷
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井　

萬
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
岩
鼻
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
等　
　
　

同
州
榛
沢
郡
新
戒
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
常
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
等　
　
　

児
玉
郡
上
仁
手
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
戸
重
平

　
　
　

 

右
者
辛
未
年
武
蔵
国
製
種
優
劣
撰
挙
三
位
之
分
、
旧
忍
県
ゟ
御
差
出

し
相
成
、
右
品
者
御
下
相
成
候
得
共
更
ニ
御
沙
汰
無
之
、
隣
国
褒
賞

之
例
も
有
之
候
ニ
付
、
右
組
々
事
情
伺
呉
候
様
申
出
候
間
、
去
壬
申

十
一
月
書
付
ヲ
以
奉
伺
候
間
、
御
沙
汰
奉
拝
聴
度
、
此
段
奉
伺
候
也

　
　
　
　

明
治
六
年
三
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　

租
税　

御
寮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　

服
部
殿

三
月
十
一
日　

大
雪

　

明
十
二
日
第
八
字
東
京
裁
判
所
江
出
頭
御
沙
汰

同
十
二
日　

東
京
裁
判
所
出
頭

　

御
枡
品
之
内
鑑
定

同 

十
三
日　

天
神
下
細
野
氏
江
見
舞
、
瀬
戸
物
町
古
川
尋
、
河
善
江
行
、
同

夜
三
田
三
五
郎
来
、
金
十
円
時
貸

三
月
十
四
日

　
　
　

十
三
日
御
沙
汰

　
　
　
　
　

勧
業
課　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
四
人

　
　

 

申
談
義
有
之
候
条
、
此
程
下
渡
置
申
合
書
類
持
参
、
明
十
四
日
朝
第
十

時
当
課
江
出
頭
可
致
候
、
此
段
申
達
候
也

　
　
　

三
月
十
三
日

　

右
五
人
出
頭
申
合
規
則
改
正
増
補
書
上
之
廉
書
入
、
本
書
認
調
印
被
命
候

　
　
　

古
谷
殿

　

同
夕
清
水
畸
太
郎
江
尋
、
泊

同
十
五
日　

申
合
規
則
并
検
査
表
共
一
同
調
印
持
参
、
出
頭　

古
谷
殿

　

御
下
蚕
種
税
納
帳
再
精
帳
差
出
ス　

上
埜
殿

鯨
井　

勘
衛

並
木
勘
三
郎

　

外
壱
人

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

並
木
勘
三
郎

鯨
井　

勘
衛

田
島　

武
平

中
村
善
右
衛
門

藤
本
善
右
衛
門

並
木
勘
三
郎

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

刈
谷　

改
次
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同 
十
六
日　

芦
葉
同
道
河
善
行
、
夜
ニ
入
帰
、
同
日
本
石
丁
大
埜
江
古
金

十
五
目
五
分
五
厘
渡
、
鍔
注
文

同
十
七
日　

出
頭
、
御
下
蚕
種
税
納
書
上

　

製
造
凡
積
高
書
上

　
　
　
　
　

証

　
　

一
、
金
六
拾
四
円
九
拾
銭

　
　
　
　
　

但
壬
申
年
蚕
種
税

　
　
　

 

右
者
東
京
裁
判
所
ニ
而
御
下
渡
相
成
候
処
、
御
印
紙
税
之
義
者
御
寮

江
直
ニ
可
相
納
旨
被
仰
渡
候
ニ
付
、
右
之
通
上
納
仕
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　

明
治
六
年
三
月　
　
　

大
総
代　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

並
木
勘
三
郎

　
　
　
　
　

陸
奥
租
税
頭
殿

　

上
埜
殿
江
差
出
ス
、
明
後
十
九
日
納
切
手
持
参
候
様
御
沙
汰

　
　

凡
積
製
造

　
　

一
、
御
免
許
高
弐
拾
七
万
弐
千
九
百
三
拾
弐
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

武
蔵
国
十
三
郡
三
駅
四
ヶ
町
百
八
拾
ヶ

村
製
造
人
員
千
三
百
四
拾
九
人

　
　

同
新
規

　
　

一
、
同
五
万
五
百
七
拾
弐
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同　

三
駅
四
ヶ
町
百
四
拾
八
ヶ
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

製
造
人
七
百
九
拾
七
人

　
　
　
　

合
高
三
拾
弐
万
三
千
五
百
四
枚　

製
造
人
員
弐
千
百
四
拾
六
人

　
　
　
　
　
　

内
五
万
三
千
百
七
拾
三
枚
御
国
用　

右
世
話
役
弐
拾
弐
人

　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
七
万
三
百
三
拾
壱
枚
海
外
輸
出

　
　
　
　

外　

夏
種
薄
紙
弐
千
七
百
八
拾
七
枚

　
　
　
　

右
者
当
製
造
御
免
許
願
出
候
間
、
此
段
御
届
奉
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
大
総
代

　
　
　
　
　

明
治
六
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

租
税　

御
寮

　

四
谷
殿

　
　
　
　
　

蚕
種
一
国
限
三
等
優
劣
撰
挙

　
　
　

第
一
等　
　

置
賜
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
広
合
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
喜
聞
太

　
　
　
　
　
　
　
　

長
野
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
丈
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

置
賜
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
田
村

二　明治６年（1873）　公用記

証
券
弐
拾
五
円

新
貨
拾
円

新
札
弐
拾
五
円

金
札
四
円
九
拾
銭
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横
山
仁
右
衛
門

　
　

「（
朱
書
）
第
二
等
上　

長
野
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
要
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

中　

同
町
岩
永
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
長
三
郎

　
　
　
　
　
　

下　

群
馬
県
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原　

勘
三

　
　
　

第
三
等
上　

福
島
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
太
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

中　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
野　

辨
蔵

　
　
　
　
　
　

下　

福
島
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻
佐
次
兵
衛

　
　

明
治
五
壬
申
五
月
製
作

　
　
　

御
国
産
蚕
種
上
品
三
等

　
　
　

金
五
千
疋　
　
　

武
蔵
国
榛
沢
郡
宮
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
野
辨
蔵

　
　
　

右
御
国
内
蚕
種
上
品
製
造
致
し
御
国
産
品
等
ヲ
進
候
儀

　
　
　

ニ
付
、
為
御
褒
賞
下
賜
之

　
　
　

明
治
六
年
三
月　
　
　
　
　
　

大
蔵
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
九
大
区
二
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榛
沢
郡
宮
戸
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
野
辨
蔵

　
　

 

去
壬
申
年
武
蔵
国
一
等
之
蚕
種
致
製
造
御
国
産
品
等
ヲ
進

　
　

候
ニ
付
、
為
御
褒
賞
金
五
円
下
賜
候
事

　
　
　

明
治
六
年
三
月
二
十
五
日　

入
間
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
九
大
区
二
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―

同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
野　

定
八

　
　
　
　
　
　
　
　

金
三
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
大
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
里
郡
広
瀬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
保
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

金
弐
円

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
文
ニ
而
下
賜
候
事　
　
　
　
　
　

」

三
月
十
八
日　

写
真
行

同
十
九
日　

出
頭
御
下
蚕
種
税
納
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印
紙
課
上
埜
殿

　
　
　
　
　

記

　
　

一
、
金
六
拾
四
円
九
拾
銭
也

　
　
　
　
　

但
、
壬
申
蚕
種
税

　
　
　

右
受
取
候
也

　
　
　
　

明
治
六
年
三
月
十
九
日　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

並
木
勘
三
郎
方
江

　

 

申
合
規
則
中
遺
漏
之
廉
々
相
認
、
一
同
押
合
調
印
之
義
伺
候
処
、
認
持
参

い
た
し
候
様
御
沙
汰

　

四
谷
殿

三
月
廿
日　

出
頭　
　

同
日
一
同
茅
丁
写
真
行

　

右
書
付
差
出
し
候
処
、
調
印
ニ
而
上
候
様
御
沙
汰

　

四
谷
殿

　

仏
蘭
西
蚕
種
御
下

　

古
谷
殿

　

出
張
所
江
出

同
廿
一
日　

休
日
、
清
水
行

同
廿
二
日　

左
之
書
付
刈
谷
江
頼
差
出
ス

　
　

凡
積
御
免
許

　
　

一
、
原
紙
三
拾
弐
万
五
千
五
百
九
拾
四
枚

　
　
　
　
　

内
五
万
四
千
弐
百
九
拾
八
枚　
　
　

御
国
用

　
　
　
　
　
　

弐
拾
七
万
千
弐
百
九
拾
六
枚　
　

海
外
輸
出

　
　
　
　
　

外
夏
種
薄
紙
弐
千
七
百
八
拾
七
枚　

 

製
造
人
員
弐
千
百
七
拾
弐

人
、
右
世
話
役
弐
拾
弐
人

　
　

 

右
者
当
製
造
新
旧
凡
積
御
免
許
県
庁
御
聞
届
、
惣
括
高
報
知
有
之
候
間
、

此
段
再
御
届
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
六
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　

租
税　

御
寮

三
月
廿
二
日

　
　

租
税
寮

　
　
　

勧
業
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

大
急　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
秀
實

　
　

至
急
申
談
義
有
之
候
条
、
即
刻
出　
　
　

神
田
小
柳
丁

　
　

頭
可
致
候
、
此
段
申
達
候
也　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
屋
傳
次
郎
方

　
　
　

三
月
廿
二
日

　

 
両
人
即
時
出
頭
、
欧
羅
巴
原
種
ノ
繭
当
「
去
」壬
申
献
繭
云
々
御
尋
ニ
付
、
庚
午

ゟ
養
立
候
廉
々
認
上
候

　

青
木
帰
国
御
沙
汰

二　明治６年（1873）　公用記

（
朱
書
）

〻
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服
部
殿

同
廿
三
日

　

原
紙
流
用
不
相
成
御
沙
汰
ニ
付
、
差
支
之
廉
々
申
立

　

四
谷
殿

同
廿
四
日　

出
頭

　

原
紙
大
惣
代
掛
り
場
限
流
用

　

願
書
付
差
出
ス

　

青
山
殿　
　
　
　
　
　

製
造
人
印
鑑
并
世
話
役
証
印
書
付
雛
形
御
下

　

陸
奥
殿　

面
謁
有
之

　

古
谷
殿　
　
　
　
　
　

同
廿
五
日　

小
舟
丁
大
市
面
会

同 

廿
六
日　

柳
島
隠
所
江
尋
、
旧
県
貸
附
事
件
取
扱
向
依
頼
有
之
、
竹
井
江

書
状
出
ス

　
　
　
　
　

各
府
県
江
御
触

　
　

 

去
壬
申
年
用
蚕
種
原
紙
贏
余
之
分
、
内
書
有
無
不
拘
目
方
一
貫
目
ニ
付
、

代
金
一
円
廿
五
銭
ト
相
定
、
最
寄
売
捌
所
ニ
於
テ
買
上
、
且
各
府
県
ヨ

リ
持
越
候
入
用
為
手
当
、
当
年
限
原
紙
一
貫
目
十
里
ニ
付
、
新
貨
二
銭

五
厘
ノ
割
合
ヲ
以
被
下
候
ニ
付
、
管
轄
限
取
纏
差
立
候
、
貫
目
里
数
等

詳
細
取
調
書
相
添
差
出
可
申
、
此
段
相
達
候
事

　
　
　

明
治
六
年
三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
印

　
　

第
百
四
号

　
　
　

 

蚕
種
原
紙
売
捌
規
則
、
昨
壬
申
年
第
三
百
卅
一
号
布
告
ニ
及
候
処
、

別
冊
之
通
改
正
シ
更
ニ
頒
布
候
条
、
自
今
右
規
則
ニ
従
区
々
之
処
置

無
之
様
可
取
扱
事

　
　
　
　

明
治
六
年
三
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　

大
政
官

　
　

第
三
十
二
号

　
　
　

 

蚕
種
原
紙
之
儀
、
規
則
之
通
売
捌
所
ニ
於
テ
一
定
之
代
価
ヲ
以
売
下

候
ニ
付
而
ハ
、
養
蚕
家
ノ
内
ニ
ハ
代
価
即
納
難
渋
ニ
相
心
得
候
者
も

可
有
之
哉
ニ
候
得
共
、
一
家
之
産
業
ニ
候
上
ハ
、
兼
而
夫
等
之
覚
悟

可
有
之
ハ
勿
論
之
義
ニ
付
、
代
価
引
換
之
積
、
兼
テ
管
下
江
不
洩
様

触
示
置
可
申
、
此
段
相
達
候
事

　
　
　
　

明
治
六
月
三
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
大
輔
井
上
馨

三
月
廿
七
日　

出
頭

　

蚕
種
弁
書
上

　

新
規
製
造
海
外
輸
出
願
不
都
合
ニ
付
、
削
去
り
候
様
御
談
有
之

　
 

右
ハ
三
月
十
九
日
宮
崎
殿
ゟ
御
規
則
ニ
無
之
ニ
付
、
内
外
共
御
免
許
御
採

用
之
段
聢
与
承
知
仕
、
其
段
報
知
い
た
し
、
取
調
願
出
候
云
云
申
立

　

四
谷
殿

　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
出
張
所

　
　

 

過
日
申
出
有
之
候
、
蚕
種
新
規
云
云
願
書
本
県
ゟ
着
到
相
成
、
則
勧
業

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

田
島　

武
平

刈
谷　

改
作

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門
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課
江
進
達
い
た
し
置
候
処
、
少
々
尋
之
廉
申
談
度
候
間
、
出
庁
有
之
度
、

此
段
申
入
候
也

　
　
　

三
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　
　
　
　

勧
業
課　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
善
右
衛
門

　
　

 

申
談
義
有
之
候
条
、
明
廿
八
日
朝
第
十
時
当
課
江
出
頭
可
致
候
、
此
段

申
達
候
也

　
　
　

三
月
廿
七
日

三
月
廿
八
日　

出
頭

　

新
規
製
造
願
、
海
外
輸
出
不
相
成
御
規
則
云
云
御
談
、
古
谷
殿
懇
話
有
之

　

 

凡
積
高
県
庁
ゟ
差
出
し
候
事
与
相
達
有
之
段
御
談
ニ
付
、
県
庁
ゟ
差
出
し

候
方
御
用
可
然
旨
申
立

　

熊
谷
殿

　

出
張
所
江
出
、
右
云
云
申
立

同 

廿
九
日　

新
規
製
造
海
外
輸
出
御
禁
止
御
布
告
相
成
候
趣
ニ
付
、
辞
役
願

書
差
出
ス

　

右
ハ
不
容
易
義
ニ
付
、
長
官
ニ
伺
、
追
而
御
沙
汰

　

四
谷
殿

　
　
　
　
　

租
税
寮　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代
江

　
　
　
　
　
　

勧
業
課

　
　

 

申
談
義
有
之
候
条
、
四
五
名
申
合
、
明
三
十
日
朝
第
十
時
当
課
江
出
頭

可
致
候
、
此
段
申
達
候
也

　
　
　

三
月
廿
九
日

同
三
十
日　

出
頭

　

御
規
則
書
御
下

　

四
谷
殿

　

青
山
殿

同
三
十
一
日　

右
御
規
則
返
上
出
頭　
　
　
　
　

田
島　

武
平

　

新
規
製
造
云
云
伺

　

藤
本
両
人
辞
表
願
下
候
様
同
人
江
御
談
し
有
之
趣

四
月
朔
日

同
月
二
日　

出
頭

　

大
総
代
辞
役
願
書
御
下

　

新
規
製
造
云
云
書
取
ヲ
以
伺

　

右
辞
表
御
下
之
義
、
出
張
所
江
届

　

御
国
用
充
備
方
法
等
一
己
申
立

同
三
日　

出
頭

　

新
規
製
造
伺
書
、
旧
地
之
文
字
改

　

上
武
信
甲
陸
羽
近
等
組
番
号
認
上
被
命

二　明治６年（1873）　公用記

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

鯨
井　

勘
衛

田
島　

武
平

藤
本
善
右
衛
門

芦
葉
伊
右
衛
門

清
水　

九
平

鯨
井　

勘
衛

田
島　

武
平

藤
本
善
右
衛
門

尾
見　

幸
三

山
口
八
兵
衛

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

田
島　

武
平

小
林
悌
三
郎
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古
谷
殿

　
　

「（
朱
書
）
千
七
百
四
十
六
号
」

　
　

 

大
惣
代
之
儀
、
従
来
蚕
種
製
種
或
ハ
蚕
事
養
蚕
等
、
種
々
相
唱
来
不
都

合
ニ
付
、
以
来
蚕
種
大
惣
代
与
称
呼
い
た
し
候
条
、
其
段
可
相
心
得
、

且
右
之
趣
ハ
管
轄
庁
江
も
可
申
立
置
事

　
　
　

明
治
六
年
四
月
三
日　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光

四
月
四
日　

出
頭

　

組
番
号
書
上

　

約
盟
書
御
下

四
月
五
日　

帰
郷
伺
出
頭
、
豊
治
郎
来

同
六
日　

吉
田
喜
四
郎
行
、
原
種
七
枚
并
個
定
為
代
価
金
三
拾
円
受
取
預
り

同 

七
日　

柳
島
邸
江
行
、
旧
地
村
々
取
扱
依
頼
有
之
ニ
付
、
竹
井
両
人
江
書

付
請
取
之
、
同
日
朝
豊
治
郎
帰

同
八
日　

出
頭

　

帰
国
伺
、
番
号
荒
川
組
江
旙
羅
・
榛
沢
江
加
願
改

　

黛
萩
原
杢
衛
来
ル
、
組
分
申
聞
候

　

四
ッ
谷
殿
、
原
紙
内
書
武
蔵
与
認
候
義
伺
、
御
聞
届
御
沙
汰

同
九
日　

出
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　

 

賀
美
郡
神
流
川
組
与
改
候
ニ
付
、
萩
原
ゟ
書
付
取
之
調
分
相
願
、
御
聞
届

ニ
成

　

組
分
国
々
相
除
外
一
統
帰
国
御
聞
届

　

養
蚕
検
査
表
四
千
三
百
五
拾
枚
御
下

　
　
　
　
「（
朱
書
）
千
七
百
四
十
六
号
」

「（
朱
書
）
ク
」
一
、
蚕
種
大
総
代
称
呼
御
印
書

　
　
　
　
「（
朱
書
）
千
七
百
八
十
八
」

「（
朱
書
）
ヤ
」
一
、
新
規
製
造
云
云
伺
御
聞
届
御
印
書

　
　
　
　
「（
朱
書
）
千
八
百
六
十
号
」

「（
朱
書
）
カ
」
一
、
養
蚕
検
査
表
御
施
行
ニ
付
、
世
話
役
江
御
手
当
御
印
書

「（
朱
書
）
ヨ
」　
　
　
　

外
印
鑑
帳
御
雛
形

　
　
　

右
御
本
紙
正
ニ
預
り
置
候
也

　
　
　
　
　

四
月
九
日
印（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　

入
間
県
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

四
月
十
日　

大
総
代
一
同
出
頭
、
帰
郷
御
沙
汰

　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
殿

　

同　

権
助
古
谷
殿

　

一 

同
御
面
謁
、
御
国
用
充
備
注
意
御
規
制
徹
底
尽
力
云
云
、
御
懇
話
有
之

今
般
各
県
大
総
代
御
用
済
帰
郷
被
仰
渡
、
帰
着
之
上
至
急
製
造
凡
積
御

免
許
高
改
取
調
奉
書
上
候
ニ
付
、
御
国
用
闕
乏
相
成
居
候
分
、
銘
々
増

高
注
意
致
し
候
様
御
告
諭
被
為
在
候
ハ
ヽ
、
全
国
充
備
行
届
、
海
外
輸

出
減
数
い
た
し
、
両
全
之
策
与
奉
存
候
間
、
此
段
不
憚
忌
諱
奉
建
言
候
、

（
朱
書
）

藤
本
善
右
衛
門

村
田
八
郎
兵
衛

刈
谷　

改
作

鯨
井　

勘
衛

藤
本
善
右
衛
門

山
口
八
兵
衛

（
朱
書
割
印
）
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已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

四
月
十
日

　
　
　
　
　

租
税　

御
寮

　

御
印
紙
願
帳
云
云
別
ニ
差
出
不
申
候
而
、
不
苦
旨
御
沙
汰

　

 

深
谷
原
紙
売
捌
所
江　
　

御
規
則
相
廻
し
、
事
情
申
通
候
様
御
沙
汰
、
原

紙
小
印
押
印
之
上
売
下
候
様
御
沙
汰

　

古
谷
殿

　

検
査
表
八
拾
枚
川
島
楳
坪
分
御
下

　

来
十
二
日
出
立
帰
郷

　

出
張
所
江
届

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
新
潟
片
町原
三
ノ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
室
町屋

忠
蔵
」

四 

月
十
一
日　

検
査
表
并
衣
類
共
箱
入
荷
造
陸
運
出
し
、
国
々
通
信
規
定
為

取
替

同
十
二
日　

未
明
出
立
五
時
熊
谷
着

　

県
庁
江
帰
郷
届

　

上
山
殿

同
十
三
日

同
十
四
日　

深
谷
原
紙
掛
り
江
出　
　

宮
崎
殿
信
州
ゟ
来
、
面
会

　

租
税
助
殿
ゟ
被
命
候
原
紙
小
印
之
義
申
立

　

同
夜
熊
谷
竹
井
泊

同
十
五
日　

県
庁
江
事
件
細
々
御
届

　

服
部
三
蔵
竹
井
ニ
而
面
会
、
善
蔵
来
泊

同
十
六
日　

吉
田
善
四
郎
江
原
蚕
紙
送
ル

　

川
島
楳
坪
来
り
、
御
趣
意
伝
達

　

検
査
表
八
拾
枚
渡
ス

同
十
七
日　

村
岡
来
泊

同
十
八
日　

入
間
県

　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
へ

　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
熊
谷
ヨ
リ
里
数
ヲ
計

　
　
　
　
　
　

規
定
ノ
賃
可
払
事　

」

　
　

 

蚕
種
製
造
免
許
願
惣
括
帳
、
先
頃
大
総
代
よ
り
差
出
候
書
面
、
租
税
寮

江
差
出
置
候
処
、
右
調
方
粗
漏
ニ
付
、
左
之
通
調
直
し
之
義
談
有
之
候

間
、
迅
急
夫
々
御
達
相
成
候
様
致
度
候

　
　
　
　
　

大
惣
代
差
出
之
帳
冊
体
裁

　
　
　
　
　
　
　

何
百
何
拾
枚　
　
　

何
郡
何
ヶ
村

二　明治６年（1873）　公用記

増
田
殿

細
野
殿

（
枠
朱
書
）

〻
〻
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―
―
―
―
―

　
　
　
　
　

製
造
人
何
人

　
　

 

斯
取
束
ね
調
相
成
候
得
共
、
右
ニ
而
者
不
都
合
ニ
付
、
何
郡
何
村
誰
与

一
人
別
ニ
可
取
調
筈
ニ
有
之
候
由
、
右
者
大
総
代
鯨
井
勘
衛
義
者
相
心

得
居
候
得
共
、
同
人
此
程
出
京
之
折
柄
不
在
中
余
人
取
調
ニ
付
、
右
様

不
取
調
有
之
候
趣
、
本
人
此
程
局
江
罷
出
、
申
聞
候
義
も
有
之
候
処
、

過
日
同
人
帰
村
い
た
し
候
ニ
付
、
其
段
御
含
迄
ニ
申
遣
置
候
也

　
　
　

四
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
庁

　
　

 

別
紙
之
通
東
京
支
庁
ゟ
申
越
候
ニ
付
、
申
談
候
義
有
之
候
条
、
至
急
罷

出
可
申
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

　
　
　
　

四
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛

「（
朱
書
）
右
飛
脚
ち
ん

　
　

銭
四
百
五
拾
文
渡
候

　

十
八
日　
　
　
　
　
　

」

四
月
十
八
日　

出
県
御
規
則
其
外
書
類
持
参
事
件
細
々
申
立　

　

 

凡
積
精
帳
美
濃
紙
用
紙
弐
拾
帖
罫
紙
壱
帖
御
下
、
同
日
清
水
藤
左
衞
門
方

惣
組
集
会
、
御
規
則
申
達
、
組
々
区
画
取
極

同
十
九
日　

同
断
会
談
、
管
内
区
画
絵
図
御
下
、
代
価
九
百
五
文

同
廿
日　

同
会

同
廿
一
日　

令
公
邸
江
伺

同
廿
二
日　

協
議
会
所
、
北
石
川

　
　

県
令
殿　
　

三
造
・
諸
株
肝
煎
廃
止

　
　

岡
本
殿

　
　

萩
原
殿　
　

兎
取
締
、
桑
茶
苗

　
　

間
野
殿　
　

世
話
方
云
云

　
　
　
　
　
　
　

学
校
事
件

○
道
路
開
拓
建
白

　

 

右
養
蚕
発
生
農
事
繁
忙
近
ニ
付
、
当
分
川
岸
迄
取
扱
橋
々
取
広
ヶ
御
沙
汰

被
仰
出
候
様

　

 

去
壬
申
畑
方
永
納
倍
増
ニ
付
、
右
金
高
之
内
二
分
方
資
本
金
与
し
て
御
下

ニ
付
、
桑
ヲ
先
与
し
、
茶
ヲ
次
与
し
、
右
興
立
方
法
厚
御
談
有
之
、
右
元

会
社
設
立
規
則
銘
々
書
取
、
来
廿
八
日
熊
谷
駅
ニ
お
ゐ
て
会
議
之
筈

　

同
夜
九
時
退
出

四
月
廿
三
日　

帰
宅
、
馬
場
来
、
中
瀬
斎
藤
外
一
人
来
、
手
計
山
口
来

同
廿
四
日　

世
話
役
ニ
入

同
廿
五
日　

前
田
寄
附
地
云
云
郭
内
申
談

同
廿
六
日　

資
本
勧
業
会
社
規
則
草
稿

　
　
　

武
州
旙
羅
郡　
　
　
　
　
　

武
州
深
谷
宿
蚕
紙
売
捌
所
出
張

出
席

　

竹
井

　

吉
田

　

鯨
井

　

根
岸

　

馬
場

　

北
野

　

渡
辺

上
山
殿

磯
野
殿
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玉
井
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
敬
喜

　
　
　
　
　

蚕
種
大
総
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
時
敏

　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　
　
　
　

至
急

　
　

 

納
原
紙
検
査
之
義
、
今
日
迄
者
田
島
武
平
出
張
之
処
、
明
廿
七
日
よ
り

両
日
程
持
場
世
話
役
会
合
ニ
付
、
出
張
差
支
差
（
 
衍
 
）
支
之
由
申
立
候
、
然
ル

ニ
原
紙
漉
村
々
聊
事
故
有
之
、
納
方
遅
延
ニ
付
厳
敷
及
沙
汰
、
漸
一
両

日
前
よ
り
日
々
収
入
之
手
続
相
成
候
折
柄
、
手
不
足
ニ
而
検
査
不
捗
取

様
ニ
而
者
甚
不
都
合
之
筋
ニ
付
、
多
端
ニ
者
可
有
之
候
得
共
何
様
ニ
も

操
合
、
是
非
明
日
よ
り
両
日
程
之
処
出
張
検
査
有
之
度
、
此
段
申
入
候

也

　
　
　

明
治
六
年
四
月
廿
六
日　
　

租
税
寮
十
一
等
出
仕
細
野
時
敏
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租　

税　

中　

属　

増
田
敬
喜
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

四
月
廿
七
日　

深
谷
原
紙
売
捌
所
出
張
、
同
夜
帰
ル

　

足
柄
県
大
総
代
山
口
八
兵
衛
来
、
深
谷
泊

同
廿
八
日　

勧
業
資
本
之
義
ニ
付
協
議
出
張
、
清
水
泊

同
廿
九
日　

同
断

　

会
社
原
稿
差
出　

速
水
賢
林
（
ヵ
）同
夜
来

　

県
令
殿　
　
　
　

同
日
出
席

　

荻
原
大
属
殿

同 

卅
九
日　

会
社
申
合
規
則
草
稿
協
議
、
同
夜
速
水
・
吉
田
・
竹
井
三
名
令

公
邸
江
伺
、
御
草
稿
御
下

五
月
一
日　

速
水
松
山
行
、
吉
田
帰

　

山
口
県
貫
族
（
属
）元
士
族
藤
山
金
近
来
、
寺
内
殿
ゟ
添
書
持
参
、
同
夕
帰

同
二
日　

組
々
凡
積
御
免
許
帳
持
参
、
村
岡
来
泊

　

山
下
吉
蔵
外
一
人
来
、
三
田
来

同
三
日　

組
々
来
、
長
井
来
、
会
社
談
、
田
島
弥
平
来
、
夜
ニ
入
大
雨

同
四
日　

西
大
風
、
久
保
庄
左
衛
門
来
、
黛
忍
保
来
、
村
岡
泊

　

北
条
県
貫
属　

山
下
吉
蔵
ゟ
依
頼
ニ
而
養
蚕
伝
習
入
熟
（
塾
ヵ
）

午
時
来

同 

五
日　

朝
村
岡
同
道
深
谷
原
紙
御
売
捌
所
江
出
張
、
田
島
武
平
面
会
、
寄

居
田
中
来
、
同
夕
村
岡
同
道
帰
、
同
人
泊

同
六
日　

書
類
取
調
、
京
屋
芳
兵
衛
来
、
村
岡
泊
り

　

忍
士
族
ノ
女
来
、
板
倉
来

　

山
下
吉
蔵
来
泊

五
月
七
日　

協
議
出
頭

　

旧
陣
屋
会
所
、
加
藤
殿
出
席

　

瞽
女
云
云
、
梓
字
案
文
、
茶
店
旅
宿
、
協
議

　

村
岡
同
道
出
庁
左
之
書
類
差
出
、
熊
谷
迄
山
下
同
道

　
　

 

今
般
御
改
正
蚕
種
製
造
御
規
則
御
発
行
相
成
候
段
奉
拝
承
候
、
右
御
規

二　明治６年（1873）　公用記

吉
田
市
十
郎

竹
井　

澹
如

北
野　

智
行

鯨
井　

勘
衛

〻

竹
井　

澹
如

馬
場　

順
吾

鯨
井　

勘
衛

（
朱
線
）
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則
毎
戸
徹
底
犯
則
無
之
様
仕
度
、
御
管
内
三
十
区
世
話
役
三
十
名
、
并

私
共
合
三
十
弐
部
御
下
方
、
至
急　

租
税
寮
江
被
仰
立
、
組
々
江
御
下

渡
被
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

　
　
　

明
治
六
年
五
月
七
日　
　
　
　
　

蚕
種
副
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

入
間
県
令
河
瀬
秀
治
殿

　

「（
朱
書
）
右
改
二
通
差
出

　
　

一
、
蚕
種
取
締
御
規
則
三
拾
部

　
　

 

右
ハ
御
管
内
蚕
種
製
造
区
画
番
号
相
立
、
荒
川
組
第
一
番
ゟ
三
十
番
ニ

区
分
致
し
、各
区
世
話
役
尽
力
取
締
候
ニ
付
、御
旨
趣
詳
細
相
弁
、組
々

製
造
毎
戸
徹
底
い
た
し
犯
則
無
之
様
仕
度
候
間
、
至
急
租
税
寮
へ
被
仰

立
、
前
書
之
部
数
御
下
渡
被
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

　
　
　

―
―
―

五
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　

入
間
県
令
河
瀬
秀
治
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

御
規
則
弐
部
御
下

　

区
画
書
上
、
組
々
明
細
区
分
帳
同
断

　

費
用
巨
細
帳
并
巡
回
帳
共　

差
上

　

世
話
役
受
・
休
役
・
更
代
共
巨
細
書
上

　

同
夜
高
島
村
野
村
江
仕
立
候
飛
脚
出
ス

　

森
・
柴
崎
・
高
田
・
萩
原
・
福
田
来

　

熊
谷
会
社
取
結
決
議

五
月
八
日　

清
水
滞
在
、
泊

　

組
々
御
免
許
惣
括
精
帳
取
揃

　

旧
原
紙
取
扱
之
義
、
川
上
ゟ
書
付
出
ル

　

松
井
川
原
明
戸
組
来
泊

同
九
日　

出
頭
、
当
製
造
凡
積
御
免
許
惣
括
精
帳

　

二
通
り
納

　

旅
宿
人
足
帳
御
下

　

費
用
日
当
書
上
出
納
課
ゟ
御
下
、
他
日
明
細
積
分
書
上
候
筈

　

飛
脚
賃
払
其
外
ハ
、
費
用
口
々
分
雑
部
江
出
候
筈

　

出
納
懸
内
山
殿

　
　
　
　
　

証

　
　

一
、
金
三
拾
円
也

　
　

 

右
者
壬
申
十
月
十
一
月
大
総
代
・
副
惣
代
月
給
両
人
分
被
成
御
渡
、
奉

受
取
候
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
惣
代
村
岡
嘉
平
代
兼

　
　
　

明
治
六
年
五
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　

入
間
県
令
河
瀬
秀
治
殿

鯨
井　

勘
衛

村
岡　

嘉
平
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右
小
野
家
切
手
ヲ
以
御
下

　

懸
り
内
山
殿

　

 

壬
申
八
月
迄
月
給
御
下
、
九
月
者
請
取
不
申
処
書
抜
有
之
、
右
者
調
之
上

不
日
九
月
分
御
渡
し
被
下
候
筈

　
　
　
　
　

記

　
　

一
、
金
拾
円
也　
　
　
　
　

月
給

　
　

右
者
去
壬
申
十
月
十
一
月
分
御
下
ケ
渡
、
正
ニ
受
取
候
也

　
　
　
　

明
治
六
年
五
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

五
月
十
日　

巡
回
先
触
、
利
根
川
組
・
荒
川
組
江
出
候

　

書
類
取
調
、
同
夕
村
岡
帰
ル
、
高
田
外
一
人
来

　

 

明
十
一
日
荒
川
組
ゟ
南
筋
秩
父
等
、
川
島
ゟ
養
蚕
入
熟
（
塾
）　

　

同
人
出
張

同 

十
一
日　

利
根
川
東
組
妻
沼
村
始
小
池
五
十
郎
同
人
方
迄
、
沼
和
田
外

三
ヶ
村
ゟ
来
、
出
来
島
村
板
倉
勇
夫
ゟ
小
島
村
田
中
源
三
郎
泊

同 

十
二
日　

小
島
村
出
立
、
堀
口
村
松
本
新
島
江
立
倚
、
横
倉
弥
七
郎
巡
回

他
出
ニ
付
、
野
村
玄
周
江
出
張
、
同
人
方
へ
横
倉
来
、
新
戒
荒
木
両
氏
江

出
張
、
夫
ゟ
中
瀬
斎
藤
泊
、
善
蔵
同
道

五 

月
十
三
日　

中
瀬
出
立
、
手
計
村
山
口
江
巡
回
、
留
守
ニ
付
組
内
重
立
江

申
置
、
阿
賀
野
村
冨
田
江
出
張
、
夫
ゟ
宮
戸
村
金
井
泊

同
十
四
日　

仁
手
村
外
区
々
江
回
状
出
し
、
本
庄
集
合
申
遣

　

宮
戸
村
出
立
、
本
庄
駅
田
村
泊

　

並
木
・
關
山
・
芦
葉
ゟ
書
状
着

同 

十
五
日　

児
玉
新
宿
江
飛
脚
出
ス
、
三
県
大
総
代
深
谷
止
宿
江
書
状
出
、

本
庄
駅
製
造
人
并
最
寄
区
々
世
話
役
、
同
所
出
張
之
向
江
表
体
裁
其
外
共

説
諭
、
同
所
出
立
児
玉
町
江
泊

同 

十
六
日　

児
玉
町
組
合
製
造
人
多
人
数
出
張
、
右
江
説
諭
、
黛
忍
保
前
夕

出
張
、
体
裁
厚
談
、
午
後
二
時
出
立
深
谷
止
宿
、
上
手
計
村
栗
田
宇
平

同 

十
七
日　

深
谷
組
合
并
沖
宿
上
手
計
世
話
役
出
張
方
法
説
諭
、
原
紙
御
掛

り
江
伺

　

 

大
総
代
並
木
勘
三
郎
・
關
山
五
郎
右
衛
門
・
芦
葉
伊
右
衛
門
・
小
林
正
造

右
四
人
同
道
帰
宅　

「（
朱
書
）
日
数
七
日
」

　

原
紙
売
捌
所
ニ
於
加
藤
殿
ゟ
名
取
彦
兵
衛
製
糸
器
械
図
面
請
取

同 

十
八
日　

金
井
房
松
来
、
会
社
規
則
筆
入
調
印
済
ニ
成
、
仁
手
村
会
社
規

則
筆
入
終
日
、
社
長
外
一
人
江
書
類
渡
候
、
本
田
・
畑
山
両
村
製
造
願
帳
、

田
中
新
五
郎
ゟ
巡
回
留
守
江
封
書
ニ
而
差
送
り
有
之

五
月
十
九
日　

凡
積
惣
括
高
深
谷
原
紙
売
捌
御
懸
り
江
書
上

　

本
田
・
畑
（
畠
）山
製
造
願
書
類
田
中
新
五
郎
江
返
却
、
飛
脚
文
六

　

小
川
村
原
紙
漉
人
歎
願
事
件
申
来
、
右
相
断

二　明治６年（1873）　公用記

多
摩
郡
引
田
村
茶
見
世
源
蔵
与
申
者
方
ニ

無
印
紙
蚕
種
一
枚
、
右
名
前
ノ
袋
ニ
入
有
之
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先
頃
中
一
段
之
及
熟
議
候
勧
業
結
社
之
義
、
其
方
法
十
分
な
ら
す
、
殊

ニ
大
蔵
省
布
令
御
模
様
変
候
廉
等
有
之
頗
機
会
不
得
其
宜
、
旁
見
込
之

趣
者
採
用
な
ら
さ
る
も
の
ト
決
定
致
し
候
間
、
不
取
敢
一
応
及
内
達
置

候
也　

　
　
　

明
治
六
年
五
月
十
四
日　
　
　
　

群
馬
県
兼
入
間
県
令
河
瀬
秀
治

　

右
十
五
日
第
六
時

　

吉
田
ゟ
継
来
り

　

根
岸
江
順
達
、
飛
脚
文
六

同 

廿
日　

本
田
村
・
畑
山
村
両
村
製
造
所
御
免
許
願
遺
漏
之
義
ニ
付
、
本
田

来
ル
、
寄
居
田
中
江
明
廿
一
日
出
張
之
趣
、
書
状
同
人
江
渡
ス

　
　

玉
井
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷
宿

　
　
　

大
総
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
紙

　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
捌
所

　
　
　
　
　

至
急

　
　

 

冨
岡
製
糸
場
用
聞
等
之
儀
ニ
付
、
小
（
尾
）高
大
属
よ
り
問
合
有
之
、
同
人
義

尚
明
後
廿
日
出
張
之
筈
ニ
候
間
、
田
島
武
平
義
も
同
日
出
頭
相
達
候
ニ

付
、
操
合
同
日
出
頭
有
之
度
、
此
段
申
入
候
也

　
　
　

明
治
六
年
五
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
中
属
増
田
敬
喜
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　

 

尚
以
本
文
問
合
ハ
蚕
種
ニ
関
シ
悉
差
懸
り
候
件
ニ
付
、
名
代
ニ
而
者
難

弁
候
間
、
為
念
此
段
申
添
候
也

五 

月
廿
一
日　

深
谷
出
頭
、
右
御
用
状
廿
二
日
之
認
違
、
乍
去
要
旨
ハ
生
繭

蒸
場
明
戸
村
直
次
郎
宅
器
械
所
取
建
ニ
付

　

 

尾
高
大
属
出
張
談
判
有
之
ニ
付
、
是
非
面
会
有
之
候
様
、
猶
明
廿
二
日
中

出
張
致
呉
候
様
談
有
之

　

午
後
三
時
ゟ
熊
谷
協
議
所
当
日
ニ
付
、
同
所
出
張

　

清
水
藤
左
衞
門
泊
、
駅
内
養
蚕
夜
ニ
入
検
査

同
廿
二
日　

出
庁
、
仁
手
・
宮
戸
会
社
書
類
差
出
ス

　

駅
内
製
造
人
集
合
御
趣
意
申
達

　

 

本
田
・
畑
山
両
村
遺
漏
製
造
追
願
談
、
田
中
新
五
郎
奥
書
札
奥
書
、
懇
願

書
調
印
、
明
廿
三
日
差
出
候
筈

同 

廿
三
日　

未
明
深
谷
出
張
、
尾
高
大
属
面
謁
、
韮
塚
直
次
郎
器
械
所
取
建
、

製
造
之
義
者
他
家
江
写
（
移
）し
、
其
段
県
庁
ゟ
も
御
沙
汰
有
之
候
様
談
有
之
、

栃
木
県
松
本
源
十
郎
、
同
事
立
会

　

同
駅
養
蚕
検
査
、
加
藤
殿
ゟ
被
命
候
口
達
尾
高
殿
江
申
届
ル
、
大
濱
面
会

　

同
夕
膏
雨

「（
朱
書
）
御
規
則
御
下
之
義
ニ
付
、
須
原
屋
ニ
而
買
求
候
様
御
沙
汰
御
用
状
到
来
」

竹
井　

澹
如

吉
田
市
十
郎

鯨
井　

勘
衛

根
岸　

武
香

馬
場　

宗
模

北
野　

知
行

渡
辺　

敏
行
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金
五
銭
飛
脚
賃
渡

　
　
　

「（
挿
入
紙
・
朱
書
）

 
過
日
申
出
候
蚕
種
改
正
規
則
第
百
四
十
号
ヲ
以
御
達
之
分
、
三
拾

部
相
渡
候
様
租
税
寮
江
申
上
候
処
、
御
指
令
済
左
ニ

　
　
　
　
　

 

書
面
摺
物
渡
方
不
相
成
、
都
而
書
肆
須
原
屋
茂
兵
衛
江
発
売
指

許
置
候
間
、
於
同
人
方
買
求
可
申
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
省
事
務
総
裁　

参
議
大
隈
重
信

　
　
　
　
　

明
治
六
年
五
月
廿
三
日　
　

　
　
　
　

右
之
通
御
指
令
済
ニ
付
、
於
大
惣
代
買
求
候
様
、
此
段
申
遣
候
也

　
　
　
　
　
　

五
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛　
　
　
　
　

」

同
廿
四
日　

雷
雨
、
川
原
明
戸
村
原
紙
代
価
ニ
付
来

五 

月
廿
五
日　

小
島
村
田
中
同
道
原
紙
買
請
与
し
て
深
谷
出
張
、
中
瀬
・
新

戒
・
宮
戸
・
小
島
四
組
原
紙
、
松
田
泊
、
村
岡
同
断

　
　
　

原
紙
四
万
千
五
百
弐
拾
弐
枚　
　
　

利
根
川
東
組　

同
西
組

　
　
　

此
代
価
八
千
三
百
四
円
四
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
内
千
弐
百
八
拾
枚　
　
　
　
　
　

利
根
川
東
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
代
価
弐
百
五
拾
六
円　
　
　

第
十
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
戒
村
未
納
引
」

　
　
　

原
紙
四
万
弐
百
四
拾
弐
枚

　
　
　
　

此
代
価
八
千
四
拾
八
円
四
拾
銭
納

五
月
廿
六
日　

右
原
紙
下
渡
候
、
印
鑑
改
組
々
申
談
、
同
夕
帰

「（
朱
書
）
右
四
組
一
同
原
紙
相
下
分
配
い
た
し
候
処
、

　
　
　

原
紙
拾
壱
枚
過
ニ
相
見
、
追
々
組
々
分
配
取
調
済
迄
預
り　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
戸
村
へ
渡

同
廿
七
日　

練
善
来
、
黛
忍
保
・
出
来
島
・
間
々
田
世
話
役
来

同
廿
八
日　

児
玉
町
来
、
四
分
一
行
、
熊
谷
出
張
、
江
川
巡
回

　

清
水
泊
、
妻
沼
・
俵
瀬
尋
来
、
同
所
泊

同 

廿
九
日　

上
石
原
倉
上
江
立
寄
、
金
拾
円
桑
買
付
内
金
渡
候
、
外
金
弐
拾

円
次
郎
吉
江
渡

　

深
谷
出
張
、
児
玉
・
大
宮

　
　
　

原
紙
壱
万
九
千
四
拾
四
枚　
　
　
　
　

利
根
川
西
組　

第
廿
弐
番

　
　
　
　

此
代
価
三
千
八
百
八
円
八
拾
銭　
　

秩
父
組　
　
　

第
廿
七
番

　
　
　
　
　

外
掛
合
原
紙
四
拾
枚

　
　
　
　
　
　

此
代
価
弐
円
四
拾
銭

　

右
原
紙
買
下
代
価
納
、
深
谷
泊

同
三
十
日　

原
紙
弐
万
六
千
七
百
七
拾
六
枚

　
　
　

此
代
価
五
千
三
百
五
拾
五
円
弐
拾
銭

　
　
　
　

「（
朱
書
）
外
原
紙
千
百
九
枚　
　
　
　
　
　
　
　

組
未
納
候
分　
　

」

　

 

右
買
下
済
、
村
岡
深
谷
出
張
ニ
付
、
跡
同
人
江
託
し
、
夜
ニ
入
帰
ル
、
午

二　明治６年（1873）　公用記

第
十
一
番　
　

第
十
九
番

同
十
二
番

同　

八
番

同
十
六
番

利
根
川
東
組　

第
十
番

利
根
川
西
組　

第
十
七
番

荒
川
組　
　
　

第
四
番

野
村

田
中
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前
八
時
出
産
ニ
付
、
星
野
江
飛
脚
深
谷
ゟ
出
ス

五
月
三
十
一
日　

出
県
、
明
戸
村
韮
塚
直
次
郎
製
造
差
留
届
厚
申
立

　
　
　
　

御
規
則
書　

弐
拾
冊

　

 

右
御
下
請
取
書
指
上
、
追
而
代
価
上
納
可
仕
筈

○
外
拾
冊
他
日
御
取
寄
相
願
置

　
　
　
　

蒸
繭
告
諭
書　

壱
冊

　

右
同
断
、
会
社
取
結
決
議
、
明
（
川
）原
明
戸
村
来
、
是
又
同
断

六
月
一
日　

品
々
書
類
取
調

同
二
日　

会
社
書
類
加
筆
、
同
夕
熊
谷
出
張
、
竹
井
泊

　

税
掛
野
口
来

同
三
日　

熊
谷
ニ
而
吉
田
出
会
、
令
公
邸
ゟ
御
沙
汰
ニ
付
伺

　

 

学
校
事
件
吉
田
云
云
之
情
実
、
明
戸
村
繭
蒸
場
御
設
立
ニ
付
、
直
次
郎
製

造
差
留
之
義
申
立
、
転
任
之
役
伺
、
夜
ニ
入
竹
井
江
帰
、
夫
ゟ
帰
宅

同 

四
日　

早
朝
倉
上
玄
平
江
行
、
六
十
部
腰（
マ
マ
）養
藤
次
郎
桑
見
切
代
価
三
十
弐

円
内
金
十
円
渡
、
外
四
駄
余
藤
平
三
十
金
弐
円
弐
十
五
銭
、
内
金
五
円
渡

　

竹
井
行
留
守
、
清
水
ニ
而
吉
田
面
会

　

会
社
書
類
手
直
し
香
巒
江
託

　

午
後
ゟ
深
谷
出
張
、
田
島
面
会
同
夕
帰
、
星
野
来
泊

同 

五
日　

四
分
一
并
新
民
三
人
六
十
部
出
会
、
上
石
壱
町
歩
培
養
、
是
ゟ
四

度
ニ
而
金
弐
拾
円
ニ
取
極
、
内
金
五
円
同
所
ニ
而
渡
、
但
別
精
々
之
上
者

猶
手
当
之
筈

　

 

上
山
殿
住
居
ニ
伺
、
直
次
郎
製
造
云
云
、
尾
高
大
属
ゟ
懸
合
書
到
来
之
趣

ニ
付
、
明
六
日
休
暇
ニ
候
へ
共
、
御
出
頭
談
判
有
之
筈

　

会
社
設
立
ニ
付
水
戸
屋
泊

　
　
　
　

大
総
代　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　
　

　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　

蚕
種
売
捌
所

　
　

 

蚕
種
原
紙
之
義
ニ
付
、
御
談
申
度
義
有
之
間
、
大
至
急
出
頭
有
之
度
、

此
段
申
達
候
也

　
　
　

明
治
六
年
六
月
五
日　
　

租
税
寮
十
一
等
出
仕
細
野
時
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租　

税　

中　

属　

増
田
敬
喜

　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代　

鯨
井
勘
衛
殿

　

右
御
沙
汰
ニ
付
六
日
十
時
、
熊
谷
江
宿
所
江
宅
ゟ
持
参
拝
見

六 

月
六
日　

事
務
局
出
頭
、
韮
塚
直
次
郎
方
生
繭
蒸
場
御
設
立
ニ
付
而
者
、

製
造
人
混
合
不
都
合
ニ
付
、
何
レ
歟
并
業
ニ
い
た
し
度
段
、
庁
ゟ
御
回
答

　

会
社
決
議
調
印
取
掛
ル

　

十
二
時
ゟ
右
御
沙
汰
ニ
付
、
深
谷
出
張

　
　

 

原
紙
二
分
減
跡
断
然
御
売
下
留
御
沙
汰
ニ
付
品
々
申
立
、
同
夕
田
島
武

平
同
所
出
頭
、
俱
々
大
協
議
、
同
夜
杉
田
泊

　
　
　
　

荒
川
組
壱
番
組
之
内　
　
　

東
千
五
百
枚
願
高
之
内

　
　
　
　
　
　

原
紙
千
三
百
枚　
　
　
　
　

但
自
家
江
持
参
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代
価
弐
百
六
拾
円
納

六 

月
七
日　

田
島
・
村
岡
・
鯨
井
三
人
県
庁
出
頭
、
原
紙
二
分
減
跡
売
留
御

沙
汰
件
々
厚
申
立　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
泊

　
　
　

公
直
御
談
判
、
右
ニ
付
書
上　
　
　

同
夜
三
時
頃
田
島
弥
平
来

　
　

 

御
管
内
上
武
蚕
種
製
造
之
義
御
規
則
貫
徹
、
原
種
壱
枚
掃
立
製
種
八
拾

枚
目
途
ヲ
以
、
凡
積
御
免
許
相
願
毎
戸
精
養
い
た
し
、
原
紙
之
義
者
御

売
捌
御
規
則
ニ
基
、
先
達
而
組
々
原
紙
代
価
取
立
御
売
下
相
願
候
処
、

御
免
許
高
弐
割
減
ヲ
以
御
下
相
成
候
ニ
付
、
区
々
製
造
人
共
嫌
疑
い
た

し
、
夫
々
苦
情
申
出
候
ニ
付
、
其
段
御
売
捌
所
江
伺
上
候
処
、
素
々
凡

積
高
ニ
而
養
法
巧
拙
も
有
之
候
ニ
付
、
保
護
之
御
趣
意
ヲ
以
下
先
減
数

御
売
下
、
他
日
養
蚕
検
査
表
ヲ
以
養
精
粗
蛾
歩
方
之
多
寡
取
調
、
事
実

精
養
ニ
至
、
原
紙
不
足
之
分
も
再
御
売
下
可
相
願
旨
被
仰
渡
候
、
其
段

組
々
申
聞
候
処
一
同
承
伏
、
益
精
心
ヲ
凝
し
厚
飼
養
罷
在
、
然
ル
処
昨

六
日
深
谷
宿
原
紙
御
売
捌
所
ゟ
御
召
ニ
付
罷
出
候
処
、
原
紙
之
義
者
各

戸
二
分
減
、
外
断
然
御
売
下
不
相
成
旨
被
仰
渡
奉
驚
入
、
全
体
凡
積
願

高
之
義
心
外
空
願
申
立
来
候
ニ
付
、
去
壬
申
ノ
春
御
規
則
御
改
正
ニ
付
、

私
共
租
税
寮
出
願
之
刻
、
各
県
下
大
総
代
共
申
合
、
国
々
製
種
平
等
高

積
ヲ
以
八
拾
枚
目
途
相
立
候
、
精
密
飼
養
之
分
者
現
在
百
枚
ゟ
百
五
拾

枚
迄
之
製
造
ニ
候
処
、
都
而
過
願
不
相
成
様
右
体
減
歩
、
凡
積
高
相
立

候
次
第
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
巧
拙
精
粗
ヲ
不
論
二
分
減
、
原
紙
御
売
下

留
相
成
候
而
者
、
内
外
多
分
之
減
数
、
純
粋
之
地
蛾
廃
物
ト
相
成
憫
然

之
至
、
蚕
種
営
業
之
衆
庶
必
至
困
却
歎
息
苦
情
可
申
出
、
其
際
私
共
ニ

お
ゐ
て
処
分
難
致
心
痛
仕
候
間
、
前
情
仰
御
憫
察
、
実
地
精
否
ハ
検
査

表
ヲ
以
取
調
、
真
之
精
品
ハ
御
免
許
願
髙
原
紙
員
数
御
売
下
相
成
候
様
、

其　

御
筋
江
被
仰
立
、
願
之
通
御
聞
届
相
成
候
様
奉
懇
願
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
管
下
榛
沢
郡
新
戒
村

　
　
　

明
治
六
年
六
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
副
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡　

嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
総
代　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
位
郡
島
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
弥
平
名
代
兼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
島　

武
平　

　
　
　
　
　

県
令
河
瀬
秀
治
殿

　

「（
朱
書
）

　
　

原
紙
御
売
下
之
義
ニ
付
奉
願
候
書
付

　
　

 

蚕
種
取
締
原
紙
御
売
捌
等
御
規
則
者
勿
論
、
大
惣
代
申
合
書
等
追
々
御

布
達
之
趣
も
御
座
候
処
、
今
般
別
紙
之
通
田
島
武
平
外
弐
人
歎
願
申
出
、

右
者
畢
竟
御
寮
ニ
於
テ
直
ニ
御
取
捌
之
義
、
深
重
之
御
趣
意
も
弁
知
不

仕
候
得
共
、
抑
本
県
北
方
之
義
者
今
更
申
上
候
迄
も
無
之
、
蚕
種
製
造

二　明治６年（1873）　公用記

令　参
事

入
間

群
馬

〻



― 86 ―

熊谷市史料集２

― 87 ―

一
般
盛
業
罷
在
、
殊
ニ
追
々
御
取
締
申
合
等
も
相
立
候
ニ
付
、
良
民
共

ハ
益
守
法
勉
励
可
仕
形
勢
、
即
今
ニ
而
者
真
ニ
最
第
一
季
旬
益
（
昼
ヵ
）

夜
粉
骨

相
互
ニ
精
製
ヲ
競
実
ニ
不
容
易
丹
誠
、
殊
ニ
本
年
之
義
者
天
幸
順
気
其

度
々
適
し
候
哉
、
尤
豊
成
（
穣
）之
模
様
不
日
全
成
（
盛
）之
期
ニ
臨
罷
在
候
処
、
豈

図
哉
昨
六
日
深
谷
御
売
捌
所
ニ
於
、
大
惣
代
共
江
減
歩
之
義
御
申
渡
相

成
候
趣
訴
出
、
右
者
何
等
之
御
都
合
も
可
有
之
候
得
共
、
兼
而
大
惣
代

申
合
書
第
七
条
之
趣
も
御
座
候
上
ハ
、
一
同
目
途
ヲ
定
必
至
勉
励
粗
精

業
之
今
日
ニ
逼
り
、
頓
ニ
右
様
減
歩
相
成
候
而
者
一
同
愕
然
難
渋
ハ
勿

論
、
大
ニ
人
心
ニ
も
関
係
、
加
之
大
惣
代
共
申
合
成
規
之
廉
も
今
更
徒

法
ニ
陥
り
、
自
然
信
偽
ニ
も
拘
り
候
而
者
、
右
一
件
重
大
之
御
成
規
ニ

も
一
般
差
響
候
様
相
成
、
深
ク
奉
驚
入
候
間
、
猶
明
年
之
義
者
追
而
御

詮
議
之
上
、
何
分
之
御
改
正
有
之
候
共
、
頗
差
向
候
、
本
年
当
期
之
義

者
幾
重
ニ
も
大
総
代
共
歎
願
之
通
御
採
用
被
下
度
、
実
地
目
撃
困
難
之

場
合
不
得
止
言
上
仕
候
、
尚
実
際
之
事
情
ハ
大
惣
代
共
ゟ
直
ニ
懇
願
可

仕
条
、
宜
御
聞
取
速
ニ
一
同
安
心
候
様
御
指
揮
奉
願
上
候
也

　
　
　

明
治
六
年
六
月
七
日　

群
馬
県
兼
入
間
県
七
等
出
仕
加
藤
視
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
兼
入
間
県
権
参
事
堀
小
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県
兼
入
間
県
令　

河
瀬　

秀
治

　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
殿

　

六
月
八
日

　

右
両
通
御
封
書
租
税
寮
宛
御
下
預
り
書
差
上

　

九
日　

暁
熊
谷
駅
出
立 

」

　
　

 

書
面
申
立
之
趣
者
一
般
之
差
響
相
成
難
聞
届
筋
ニ
者
候
得
共
、
其
県
下

之
儀
者
兼
而
省
略
凡
積
申
立
之
義
ニ
も
有
之
候
条
、
養
蚕
之
精
粗
発
蛾

之
分
高
等
篤
与
検
査
表
調
査
之
上
、
全
良
好
精
整
之
分
者
原
紙
再
売
下

方
、
深
谷
宿
売
捌
所
江
可
申
立
事

　
　
　

但
、
再
売
下
高
申
立
候
分
者
国
内
用
原
種
ニ
可
相
用
事

　
　
　
　

明
治
六
年　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　

六
月
十
日　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

「（
朱
書
）
右
県
庁
江
御
指
令
御
封
書
御
回
答
也
」

六
月
八
日　

暁
第
三
時
田
島
弥
平
清
水
着

　

 

会
社
書
類
取
揃
四
社
県
庁
江
差
出
、
東
京
支
庁
江
封
書
ニ
而
御
渡
ニ
成
、

同
夕
武
平
・
嘉
平
出
立

　

午
後
五
時
自
宅
江
立
戻
り
、
清
水
泊
、
弥
平
両
人
也

　

次
郎
吉
江
金
拾
円
宅
ニ
而
渡

同
九
日　

暁
熊
谷
出
立
、
夕
五
時
小
柳
丁
三
河
屋
与
右
衛
門
着

同
十
日　

金
井
・
中
島
・
佐
野
・
河
村
面
謁

　

出
張
所
江
封
書
指
上
事
件
申
立

　

河
崎
殿
面
謁

六
月
十
日　

租
税
寮
出
頭

（
朱
書
枠
）

（
朱
書
）

田
島
弥
平

鯨
井
勘
衛
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御
封
書
四
谷
殿
江
差
出
云
云
申
立

　

租
税
権
助
殿
面
謁

　

午
後
四
時
右
御
指
令
封
書
御
渡

　

 

両
人
持
場
之
義
者
是
迄
取
締
向
等
も
別
段
相
立
居
ニ
付
、
表
ニ
照
し
別
格

ヲ
以
御
採
用
相
成
候
、
三
与
泊

同
十
一
日　

勧
工
寮
一
覧

　

裏
霞
ヶ
関

　

伊
太
里
公
使
代
理

　
　
　

コ
ン
ト
リ
ッ
タ　

面
謁

　
　
　
　

通
弁
浅
井
保
徳

同 

十
二
日　

朝
五
時
馬
車
ニ
而
出
立
、
午
後
一
時
熊
谷
着
、
直
ニ
出
庁
御
届
、

六
時
ゟ
深
谷
原
紙
売
捌
所
江
出
張
御
届
、
田
島
武
平
同
所
面
謁
、
九
時
深

谷
ゟ
帰
ル　
　

「（
朱
書
）
日
数
四
日
」

　
　

入
間
県
管
下　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　

蚕
種
大
惣
代
江

　
　

三
千
百
五
十
五　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　

 

於
横
浜
海
外
輸
出
蚕
種
紙
改
方
之
儀
、
是
迄
新
波
戸
場
其
外
ニ
而
相
改
来

候
処
、
以
来
同
所
生
糸
改
会
社
お
ゐ
て
改
方
い
た
し
候
条
、
持
場
内
営
業

之
者
共
へ
為
心
得
可
相
達
候
、
此
段
申
達
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　

明
治
六
年
六
月
五
日　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

右
県
庁
ゟ
御
渡
金
拾
円
、
去
壬
申
九
月
分
月
給
御
下
金
五
円
、
村
岡
分
同
人

直
ニ
庁
ゟ
受
取
、
六
月
八
日
也

　

 

蚕
種
海
外
輸
出
裏
面
貼
用
小
札
、
大
蔵
省
ゟ
下
渡
有
之
候
ニ
付
、
相
渡
申

度
候
間
、
至
急
可
罷
出
者
也

　
　

六
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　

海
外
輸
出
蚕
種
裏
面
貼
用
小
札
、
左
之
通
御
渡
相
成
候　

　
　

一
、
壱
万
七
千
拾
壱
枚　
　
　
　
　
　

神
流
川
組

　
　

一
、
弐
千
三
百
五
拾
八
枚　
　
　
　
　

入
間
川
組

　
　

一
、
三
千
八
拾
四
枚　
　
　
　
　
　
　

秩
父
組

　
　

一
、
三
万
三
千
四
拾
九
枚　
　
　
　
　

利
根
川
西
組

　
　

一
、
五
万
九
千
八
百
弐
拾
九
枚　
　
　

利
根
川
東
組

　
　

一
、
壱
万
四
千
八
百
九
拾
壱
枚　
　
　

荒
川
組

　
　
　
　
　

外
予
備

　
　
　
　
　
　

六
拾
九
枚　
　
　
　
　
　
　

神
流
川
組

　
　
　
　
　
　

四
拾
弐
枚　
　
　
　
　
　
　

入
間
川
組

二　明治６年（1873）　公用記

「（
朱
書
）

　

熊
谷
よ
り
壱
里
十
八
丁

　
　

規
定
ノ
賃
可
払

　

金
五
銭　

飛
脚
へ
渡　

」
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三
拾
六
枚　
　
　
　
　
　
　

秩
父
組

　
　
　
　
　
　

百
拾
六
枚　
　
　
　
　
　
　

利
根
川
西
組

　
　
　
　
　
　

九
拾
九
枚　
　
　
　
　
　
　

同　
　

東
組

　
　
　
　
　
　

六
拾
壱
枚　
　
　
　
　
　
　

荒
川
組

　

右
県
庁
江
御
下
相
成
居
候

六
月
十
三
日　

令
公
深
津
殿
蚕
事
点
検
御
道
筋
見
込
十
一
時
御
帰
、
組
々
来

同
十
四
日　

深
谷
出
張
田
島
弥
平
・
村
岡
倶
々
事
務
談
判
、
夜
ニ
入
帰

同
十
五
日　

出
県
、
村
方
江
御
沙
汰

　
　

熊
谷
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

 

皇
太
后
宮　

皇
后
宮
上
州
冨
岡
製
糸
場
江
行
啓
、
来
ル
十
九
日
東
京
御

発
輦
、
同
廿
一
日
右
勘
衛
居
宅
江
御
小
休
、
養
蚕
御
覧
被
遊
候
ニ
付
、

中
山
道
往
還
ゟ
同
人
居
宅
迄
之
御
道
筋
取
開
方
、
諸
事
不
都
合
無
之
様

可
致
候
、
尤
委
細
同
人
江
申
談
置
候
間
、
打
合
取
計
可
申
候
、
尚
出
張

官
員
ゟ
も
可
申
談
候
、
此
段
相
達
候
也

　
　
　

明
治
六
年
六
月
十
五
日　
　
　
　

入
間
県
令
河
瀬
秀
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　

右
御
沙
汰
ニ
付
、
同
夕
村
内
重
立
ニ
至
迄
申
渡

六
月
十
六
日　

深
津
殿
御
出

　

間
野
大
属
・
佐
溝
殿
御
出
、
川
島
楳
坪
来
并
組
々
来

　

御
道
筋
普
請
軒
別
役
ニ
而
人
夫
ヲ
出
し
取
懸

同 

十
七
日　

朝
間
野
大
属
来
、
鎌
原
少
属
来
、
佐
溝
殿
道
作
普
請
場
所
附
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
造
人
夫
江
酒
壱
本
出

　

 

明
戸
村
韮
塚
直
次
郎
製
造
之
義
ニ
付
、
田
島
両
氏
江
書
状
、
荒
木
八
郎
次

江
渡

　

組
々
来
、
斎
藤
安
雄
来

　

竹
井
外
五
人
夜
来

「（
青
書
）

　
　
　
　
　

熊
谷
県
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
八
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　

 

御
県
下
当
夏
養
蚕
之
景
況
及
上
中
品
、
当
今
売
買
相
場
致
承
知
度
候
間
、

乍
御
手
数
御
取
調
至
急
御
申
越
有
之
度
、
此
段
及
御
願
談
（
ヵ
）候
也

　
　
　

明
治
六
年
六
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

勧
工
寮
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
間
県
御
中 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

第
八
大
区
三
小
区

　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　

中

副
区
長　

正
副
戸
長

副
区
長　

正
副
戸
長

『（
朱
書
）
当
県
ゟ
一
里
半
規
定

　

賃
可
相
払
事　
　
　
　

』
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別
紙
之
通
勧
工
寮
ゟ
申
来
候
ニ
付
、
当
夏
養
蚕
之
景
況
并
上
中
品
、
当

今
売
買
相
場
書
面
ヲ
以
申
出
候
様
い
た
し
度
、
此
段
申
遣
候
也

　
　
　

六
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　

右
六
月
十
七
日
到
来

同
十
八
日　

百
事
用
意

六
月
十
九
日　

内
匠
大
令
史
城
多
薫
殿
御
先
見
分
出
張
有
之
、
附
添

　

御
側
（
厠
ヵ
）

新
規
造
営
取
掛

　

韮
塚
直
次
郎
事
件
、
同
人
聟
書
類
持
参

同
廿
日　

騎
兵
隊
長
森
下
辰
済
来
ル

「（青
書
）
内
匠
司
附
属
大
工
二
人
泊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者

　
　

 

来
廿
二
日
定
日
会
議
殊
更
ニ
可
議
条
件
有
之
候
間
、
精
々
不
参
無
之
様

来
会
可
有
之
、
此
段
更
ニ
相
達
候
也

　
　
　

明
治
六
年
六
月
廿
日　
　

河
瀬
熊
谷
県
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者
中

　
　
　

追
而
此
廻
状
以
刻
付
、
至
急
廻
達
可
有
之
事

　
　

別
紙
之
通
御
達
有
之
候
間
御
廻
し
、
不
参
無
之
様
御
出
頭
被
下
度
候
也

　
　
　

六
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井　

澹
如　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
市
十
郎
殿
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛
殿　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
井　

五
衛
殿　

同　

四
時
拝
見

　
　

右
下
奈
良
村
ゟ
継
来
り
、
本
庄
宿
江
継
、
飛
脚
文
六
、
賃　
　
　

相
払

　

 

韮
塚
直
次
郎
製
造
云
云
、
田
島
両
氏
回
答
写
共
相
添
、
荒
木
八
郎
次
ヲ
以

県
庁
江
伺
、
許
可
御
沙
汰
ニ
成

　

「（
青
書
）

 

書
面
韮
塚
直
次
郎
蚕
種
製
造
之
義
、
組
合
世
話
役
ニ
テ
得
ト
実
地
検
査

之
上
、
養
蚕
表
ヲ
以
繭
貫
目
歩
方
怔
合
等
改
済
、
他
家
江
移
シ
製
造
為

致
、
猶
種
数
等
検
査
不
取
締
無
之
様
、
即
今
之
場
合
ニ
付
、
此
度
限
可

取
計
事

　
　
　
　

但
、
右
様
取
扱
方
之
種
類
、
追
而
委
細
ニ
可
相
達
候
事 　
　
　
　
」

　
　
　
　
　

記

　
　

一
、
金
三
拾
円
也

　
　

右
者
村
岡
嘉
平
殿
月
給
分
、
正
ニ
受
取
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
戒
村

　

六
月
廿
日
受
取
書
取
置
候　
　
　
　
　
　
　

荒
木
八
郎
次

六
月
廿
一
日　

大
雨
、
間
埜
大
属
来

　

御
当
日
御
道
筋
点
検
与
し
て
大
小
馭
者
出
張
、
筵
敷
込
談
判
有
之

　

外
御
先
役
々
出
張

二　明治６年（1873）　公用記

六
月
廿
日
午

後
三
時
拝
見

来
廿
二
日
病
間
有
之

廿
八
日
出
頭
可
仕
候

入
間

県
印

（
朱
書
）

間印

「（
朱
書
）
金
五
銭

　

六
月
十
四
日
飛
脚
ち
ん
渡
」

（
朱
書
）
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午
前
九
時
当
日
御
小
休
延
引
被
仰
越
、
夫
ゟ
間
埜
大
属
倶
々
深
谷
昼
御
小

休
所
出
張
、
深
津
少
属
ゟ　
　

和
田
中
録
殿
取
次
ヲ
以　

カ
ラ
ス
筥
入
生

繭
二
筥
先
般
書
類
相
添
献
繭　

堀
参
事
殿
外
役
員
同
所
出
張

　

 

間
野
大
属
同
道
帰
途
中　
　

河
瀬
県
令
殿
東
方
ニ
於
て
面
謁
、
田
島
弥
平

倶
々
二
分
方
原
紙
取
扱
振
伺
、
夫
ゟ
帰
宅
、
間
野
大
属
夕
方
帰
県

六 

月
廿
二
日　

田
島
弥
平
ゟ
書
状
、
原
紙
二
分
方
扱
振
申
越
、
直
ニ
出
県
云

云
申
立

　

協
議
場
出
頭
、
夫
銭
公
費
共
割
合
振
御
布
告
、
協
議
加
藤
殿
出
席

　

 

午
後
四
時
竹
井
同
道
深
谷
出
張
、
杉
田
泊
、
田
島
江
二
分
方
并
流
用
事
件

厚
談
判
、
組
々
出
張
、
倶
々
会
議

同
廿
三
日　

朝
売
捌
所
出
頭
、
事
件
議
論

　

熊
谷
組
并
組
々
原
紙
買
下

　

 

午
後
竹
井
同
道
熊
谷
江
帰
、
加
藤
殿
宅
江
出
両
人
ゟ
始
末
申
立
伺
、
且
金

作
条
々
申
立
、
同
夜
吉
田
江
両
人
行
、
清
水
泊
、
組
々
惣
代
同
所
出
張
、

流
用
願
之
書
類
出
ル

同
廿
四
日　

出
県
、
流
用
書
類
持
参
伺
、
午
後
帰
宅

　

行
啓
御
小
休
用
意

同
廿
五
日　

当
日
相
川
橋
流
失
ニ
付
、
新
町
宿
御
滞
在
ニ
而
一
日
後
ニ
相
成

　

「（
青
書
）
武
州

　
　
　

幡
羅
郡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
啓
御
供

　
　
　
　

玉
井
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
駅

　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駅
逓
掛

　
　
　

至
急　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

「（
朱
書
）
新
町
宿
ゟ
之
里
数
ヲ
計
、
一
里
三
銭
三
厘
之
割
ヲ
以
、
賃
銭
可
払
事
」

　

「（
青
書
）

 

皇
大
（
太
）后
宮　

皇
后
宮
今
廿
五
日
新
町
駅
ニ
御
着
車
、
明
廿
六
日
午
前
第

八
時
御
発
車
、
深
谷
駅
御
重
而
其
許
宅
江
御
立
寄
御
小
休
相
成
候
間
、

諸
事
先
達
而
御
談
申
候
通
、
不
都
合
無
之
様
御
取
計
可
有
之
候
、
尤
本

県
ゟ
も
壱
人
出
張
之
手
筈
ニ
候
間
、
御
心
分
（
別
）御
打
合
可
有
之
候
也

　
　
　
　

明
治
六
年
六
月
廿
五
日　
　
　

行
啓
御
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
駅
逓
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

「（
朱
書
）
右
状
持
飛
脚

　
　
　

三
貫
六
百
三
拾
文　

夜
中
増
分
共
飛
脚
平
次
郎
へ
渡
ス
」

　

御
厠
新
造
、
御
道
筋
其
外
用
意

六
月
廿
六
日　

快
晴　

加
藤
典
事
殿
出
張

　

御
先
番
役
員
追
々
出
張

　

午
後
一
時
三
十
分

　

御
着
輦　

遠
坐
敷
御
着
座
、
夫
ゟ
元
素
楼
江
御
運
、
門
上
ノ
楼
江
御
着
坐

　

生
繭
・
簇
・
蚕
蛾

　

天
覧
、
御
尋
問
之
条
々
御
答
奉
申
上
候

深
津
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楼
上
田
植
御
眺
望　

　

還
御
ノ
節
場
所
江
御
車
被
為
留
田
植

　

天
覧

　

「（
朱
書
）
一
、
金
三
円
也

　
　
　

右
下
賜
候

　
　

一
、
金
千
疋

　
　
　

右
早
乙
女
江
下
賜
候
」

　

右
熊
谷
詰
所
江
出
張
相
届
候

　

 

御
厠
新
造
費
用
御
下
ニ
付
、
可
認
上
旨
御
沙
汰
ニ
付
、
右
者
為
冥
加
自
費

ニ
仕
度
段
、
書
付
ヲ
以
相
願
候

六 

月
廿
七
日　

深
谷
出
張
、
組
々
原
紙
買
下
流
用
議
論
杉
田
泊
、
村
岡
出
張

不
致
、
同
夕
ゟ
売
捌
所
ニ
於
組
々
立
会
議
論
、
上
州
者
一
円
流
用
不
致
旨

決
定

同 

廿
八
日　

同
断
、
原
紙
買
下
売
捌
所
ニ
於
て
約
ス
、
上
武
同
県
下
一
事
両

様
之
事
務
ニ
立
至
候
上
者
、
双
方
書
取
ヲ
以
出
県
伺
之
上
決
候
筈
、
明
廿

九
日
午
前
九
時
熊
谷
清
水
出
会
之
筈
ニ
而
帰
宅
、
夜
ニ
入

同 

廿
九
日　

朝
田
島
着
、
同
道
出
県
、
大
議
論
詰
り
上
州
流
用
決
而
不
致
旨

申
限

　

 

持
場
組
々
今
日
ゟ
流
用
い
た
し
候
旨
、
書
付
ヲ
以
相
届
候
、
双
方
共
御
指

令
不
相
成
段
御
断
り
、
田
島
者
明
日
出
京

　

 

大
蔵
省
江
訴
上
候
旨
申
立
ル
、
流
用
施
行
御
沙
汰
相
待
候
旨
申
立
、
両
人

共
退
庁
、
田
島
帰
ル

　

加
藤
典
事
殿

廿 

九
日　

午
後
四
時
出
庁
い
た
し
候
処
、
事
情
租
税
寮
江
書
送
り
候
間
、
出

京
可
致
旨
御
談
ニ
付
、
御
封
書
受
取
、
午
後
八
時
熊
谷
出
立
、
大
雨
ニ
而

無
余
儀
鴻
巣
い
セ
半
江
泊

　

田
島
江
出
立
之
書
状
仕
立
ヲ
以
差
出
ス

　

右
者
庁
ゟ
も
御
沙
汰
有
之
ニ
付
賃
先

六 

月
三
十
日　

大
雨
終
日
降
続
、
午
後
三
時
租
税
寮
着
、
直
ニ
御
封
書
差
上
、

事
件
申
立
、
小
柳
丁
い
セ
屋
傳
次
郎
泊

　

古
谷
租
税
権
助
殿

　

松
方
租
税
権
頭
殿

七
月
一
日　

休
日
、
岡
田
江
奇
（
倚
）、
瀧
澤
行

　
 

霞
ヶ
関
公
使
面
謁
、
清
水
江
奇
（
倚
）、
同
夕
田
島
・
松
本
、
三
与
着
、
報
知
有

之
同 
二
日　

右
両
人
同
道
租
税
寮
出
頭
、
相
互
ニ
書
類
指
出
ス
、
午
後
二
時
御

沙
汰
流
用
御
聞
済
県
庁
江
御
指
令
、
二
分
原
紙
残
之
分
御
売
下
御
封
状
、

売
捌
所
江
持
参
分
田
島
・
清
水
県
庁
江
御
封
状
自
分
受
取
、
夫
ゟ
同
道
支

二　明治６年（1873）　公用記

市
平
願
桑
ノ
摺
物
献
上

生
葉　

上
覧
ニ
相
成　

田
主　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　

前
田　
　

求

　
　
　

並
木
惣
三
郎

　
　
　

鯨
井　

信
吉
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庁
江
届
、
同
夕
直
ニ
出
立
、
同
夜
一
時
半
頃
鴻
巣
い
セ
半
着

同
三 

日　

朝
七
時
半
熊
谷
着
出
庁
之
処
、
長
官
い
ま
た
出
席
無
之
ニ
付
、
住

居
江
出
張
、
普
通
流
用
御
沙
汰
済
惣
組
々
江
急
通
達

　

「（
朱
書
）
日
数
五
日
」

七 

月
四
日　

組
々
原
紙
買
下
深
谷
出
張
、
夫
ゟ
熊
谷
清
水
江
組
々
会
ス
、
出

庁
会
社
書
類
認
香
巒
江
託
候
、
同
家
へ
泊
ス

同
五
日　

組
々
原
紙
過
不
足
取
調
御
旨
趣
通
達
、
同
夕
帰
ル

同
六
日　

深
谷
出
張
、
原
紙
買
下

同
七
日　

同
所
出
張
、
原
紙
買
下

同
八
日　

同
所
出
張
、
原
紙
買
下

同
九
日　

組
々
来
、
安
造
ゟ
眼
鏡
代
価
受
取

同
十
日　

書
類
取
調
、
祭
典
太
鼓
代
価
四
円
十
弐
銭
五
厘
寄
附

同
十
一
日　

深
谷
出
張
、
原
紙
買
下

同
十
二
日　

現
在
高
調
雛
（
形
脱
ヵ
）
回
状
組
々
江
出
ス

同
十
三
日　

来
廿
一
日
熊
谷
清
水
愛
介
へ
惣
組
会
議
之
義
、
回
達
出
ス

同 

十
四
日　

区
々
村
々
毎
戸
来
歳
掃
立
原
種
高
積
書
上
候
義
ニ
付
、
出
県
伺

上
候
処
、
各
区
長
江
郵
便
回
達
可
差
出
御
沙
汰

　

「（
朱
書
）
旧
原
紙
持
参
村
岡
ゟ
申
越
、
飛
脚
ち
ん
四
匁
払
」

同
十
五
日　

各
大
区
江
原
種
凡
高
積
取
調
之
義
回
達
、
石
川
江
出
ス

　

下
石
原
ニ
而
川
上
面
会
、
売
捌
所
封
状
持
参
之
処
、
右
者
受
不
申
候

　

「（
朱
書
）
右
郵
便
賃
弐
拾
銭
相
渡
候
」

　
　

「（
朱
書
）
第
弐
拾
弐
号
」

　
　

 

一
国
限
蚕
種
優
等
撰
挙
之
義
者
、
毎
国
之
上
好
品
ヲ
相
革
、
右
之
内
ヨ

リ
全
国
之
優
等
三
位
ヲ
撰
出
致
し
候
義
ニ
有
之
候
処
、
更
ニ
詮
議
之
次

第
も
有
之
、
向
後
一
国
分
管
及
数
国
合
管
ニ
不
拘
、
渾
テ
各
府
県
内
限

上
好
品
ヲ
撰
挙
集
合
シ
、
全
国
之
優
等
ヲ
鑑
定
致
し
候
筈
ニ
候
条
、
撰

挙
方
法
ハ
是
迄
之
通
相
心
得
、
入
札
法
ヲ
以
其
府
県
限
之
優
等
三
位
ヲ

可
致
撰
挙
、
尤
三
位
之
義
者
各
等
壱
人
ツ
ヽ
ニ
限
り
候
筈
ニ
付
、
万
一

入
札
同
数
ニ
而
数
人
同
等
ニ
挙
り
候
節
者
、
尚
衆
議
為
相
尽
最
優
之
者

壱
名
ヲ
可
致
抜
擢
、
且
又
期
日
之
義
者
本
年
ヨ
リ
毎
歳
十
月
三
十
一
日

限
与
確
定
候
条
、
期
限
迄
ニ
有
無
共
取
調
可
申
出
、
就
而
者
期
ニ
後
レ

差
出
候
分
ハ
如
何
様
申
立
候
共
、
其
年
之
撰
挙
相
省
候
条
為
心
得
、
此

段
相
達
候
事

　
　
　

但 

、
大
惣
代
世
話
役
無
之
府
県
下
於
テ
者
、
本
文
之
趣
戸
長
副
ニ
而

為
相
心
得
可
申
事

　
　
　

明
治
六
年
七
月
九
日　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

　
　

 
海
外
輸
出
国
内
用
蚕
種
印
紙
并
書
面
貼
用
小
札
共
、
今
般
租
税
寮
ゟ
相

渡
り
候
ニ
付
、
請
取
与
し
て
可
罷
出
候
、
且
蚕
種
撰
挙
等
之
義
ニ
付
、

別
紙
御
達
書
写
壱
通
相
達
候
也
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七
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
「（
朱
書
）
肥
塚
村
ゟ
一
里
半
規
定
賃
可
相
払
事
、
ち
ん
五
百
文
十
二
日
渡
候
」

　

 

「（
青
書
）

 

蚕
種
世
話
役
・
取
扱
製
造
人
之
外
毎
戸
、
来
明
治
七
年
製
造
原
種
入
用

高
凡
積
取
調
之
義
、
兎
角
等
閑
ニ
相
成
候
趣
ニ
相
聞
、
一
体
右
者
其
筋

江
差
出
候
期
限
も
有
之
、
遅
延
相
成
候
而
者
於
其
筋
、
御
国
用
充
備
之

御
目
途
難
相
立
差
支
候
条
、
副
区
長
・
戸
長
ニ
於
て
厚
注
意
、
兼
而
大

総
代
ゟ
相
達
置
候
通
無
遺
漏
取
調
、
其
区
内
蚕
種
世
話
役
江
可
差
出
事

　
　
　

明
治
六
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
権
参
事
堀
小
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
大
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　
　

 

別
紙
之
通
幸
便
次
第
各
大
区
江
相
達
候
積
ニ
付
、
為
心
得
写
相
達
置
候

也

　
　
　

七
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿 
」

　

「（
朱
書
）
奈
良
新
田
ヨ
リ
ノ
里
数
ヲ
計
、
規
定
ノ
賃
可
払
事

　
　

飛
脚
賃
三
百
文
十
五
日
渡
候　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　

比
例

　
　

壱
人
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
内
用　
　

弐
拾
枚

　
　
　

凡
積
百
枚　
　
　
　

但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
外
輸
出　

八
拾
枚

　
　
　
　
　

内
弐
拾
枚　
　
　

原
紙
渡
之
節
割
減

　
　
　

残
八
拾
枚　
　
　
　
　

出
来
高
現
数

　
　
　
　
　

拾
六
枚　
　

国
内
用

　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

六
拾
四
枚　

海
外
輸
出

　
　

 

右
之
通
現
場
出
来
候
節
、
海
外
輸
出
高
之
三
割
ヲ
減
シ
、
国
内
用
ニ
増

加
致
シ
、
即
左
之
割
合
ト
成
ル

　
　

一
、
六
拾
四
枚　
　
　
　
　

海
外
輸
出
出
来
高

　
　
　
　
　

内
拾
九
枚　
　
　
　
　

三
割
減

　
　
　
　

残
四
拾
五
枚　
　
　
　

全
海
外
輸
出

　
　

一
、
拾
六
枚　
　
　
　
　
　

国
内
用
出
来
高

　
　
　
　
　

外
拾
九
枚　
　
　
　
　

三
割
増

　
　
　
　

合
三
拾
五
枚　
　
　
　

全
ク
国
内
用

　
　

右
之
割
合
ヲ
以
壱
人
別
取
調
、
大
総
代
江
印
紙
相
渡
可
申
事

　
　

旧
「（
青
書
）
入
間
県
」

　

「（
青
書
）
一
、
蚕
種
印
紙
国
内
用　
　
　
　
　
　
　

入
間
県

　
　
　
　
　

拾
壱
万
三
千
三
拾
三
枚

　
　

一
、
同　
　
　

海
外
輸
出

　
　
　
　
　

拾
三
万
九
千
三
百
拾
七
枚
」

二　明治６年（1873）　公用記

（
朱
書
）

副
区
長

戸　

長

（
朱
書
）
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「（
朱
書
）
旧
群
馬
県

　
　

一　

同　

国
内
用

　
　
　
　
　

拾
弐
万
千
百
六
拾
三
枚

　
　

一　

同　

海
外
輸
出

　
　
　
　
　

拾
壱
万
弐
百
弐
拾
三
枚
」

　

「（
青
書
）

　
　
　

但
印
紙
課
ゟ
両
県
へ
摺
物
一
枚
ツ
ヽ
御
渡
之
分
添

　
　

旧
入
間
県

　
　
　

蚕
種
裏
面
貼
用
小
札

　
　
　
　

海
外
輸
出

　
　
　

一　

百
三
枚　
　
　
　
　
　

荒
川
組

　
　
　

一　

弐
百
弐
拾
七
枚　
　
　

利
根
川
東
組

　
　
　

一　

百
弐
拾
壱
枚　
　
　
　

同　
　

西
組

　
　
　

一　

九
枚　
　
　
　
　
　
　

秩
父
組

　
　
　

一　

拾
九
枚　
　
　
　
　
　

入
間
川
組

　
　
　

一　

百
壱
枚　
　
　
　
　
　

神
流
川
組　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

「（
朱
書
）
旧
群
馬
県

　
　
　

一　

拾
五
枚　
　
　
　
　
　

碓
氷
組

　
　
　

一　

拾
四
枚　
　
　
　
　
　

甘
楽
組

　
　
　

一　

九
枚　
　
　
　
　
　
　

多
胡
組

　
　
　

一　

四
拾
八
枚　
　
　
　
　

緑
埜
組

　
　
　

一　

八
拾
枚　
　
　
　
　
　

群
馬
組

　
　
　

一　

拾
枚　
　
　
　
　
　
　

勢
多
組

　
　
　

一　

百
七
拾
九
枚　
　
　
　

那
波
組

　
　
　

一　

四
拾
九
枚　
　
　
　
　

佐
位
組

　
　
　
　

〆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

七
月
十
六
日　

書
類
取
調

　

同
夕
村
岡
来
泊

同
十
七
日　

快
晴
、
萩
原
来
、
印
鑑
帳
之
義
ニ
付
、
回
達
同
人
へ
渡
候

「（
青
書
）

 

小
川
村
・
腰
越
村
・
角
山
村
・
日
影
村
・
増
尾
村
・
安
戸
村
・
青
山
村
・

御
堂
村
・
奥
沢
村
右
村
五

　

 

腰
越
村
山
崎
次
郎
兵
衛
・
馬
場
七
郎
左
衛
門
・
岡
本
長
兵
衛
・
関
根
重
次

郎
・
澤
田
市
郎
次
五
人
十

七
月
十
八
日　

田
村
代
四
郎
次
来

　

元
素
楼
集
会

　

小
川
村
・
腰
越
村
へ
飛
脚
出
ス

　

「（
朱
書
）
七
月
十
三
日
当
村
御
賞
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
第
八
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　

金
弐
拾
五
両

　

」
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先
般　
　

皇
太
后
宮　
　

皇
后
宮
上
州
富
岡
江
行
啓
之
節
、
其
邨
方
御
立

寄
被
為
在
候
節
、
村
方
格
別
之
尽
力
ヲ
以
道
路
取
広
方
行
届
候
段
、
奇
特

之
事
ニ
候
、
依
而
為
御
賞
目
録
之
通
下
賜
候
事

　
　
　

明
治
六
年
七
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　

武
蔵
国
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　

御
小
休
所
仮
建
物
其
外
御
入
用
帳

　
　

武
蔵
国
旙
羅
郡
玉
井
村
鯨
井
勘
衛
宅

　
　
　

御
小
休
仮
建
物
并
新
道
敷
莚
其
外
御
入
用

　
　

一
、
金
七
拾
壱
円
拾
弐
銭
六
厘

　
　
　
　
　
　

此
訳

　
　
　
　
　

金
六
円
弐
拾
弐
銭
六
厘　

御
厠
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　

内
訳

　
　
　
　
　
　

金
七
拾
銭　
　
　
　
　
　

杉
五
本

　
　
　
　
　
　

金
弐
拾
五
銭
六
厘
八
毛　

杉
四
本

　
　
　
　
　
　

金
九
拾
九
銭
壱
厘
弐
毛　

巾
半
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
六
分
板
三
坪
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
枚
ニ
付
四
銭
七
厘
弐
毛

　
　
　
　
　
　

金
三
拾
三
銭
三
厘　
　
　

松
弐
寸
角
拾
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
本
ニ
付
三
銭
三
厘
三
毛

　
　
　
　
　
　

金
拾
銭
三
厘
弐
毛　
　
　

杉
三
五
貫
四
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
丁
ニ
付
四
銭
五
厘
八
毛

　
　
　
　
　
　

金
壱
円
三
銭
七
厘
五
毛　

杉
板
四
枚

　
　
　
　
　
　

金
七
銭　
　
　
　
　
　
　

大
五
寸
釘
百
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
本
ニ
付
七
毛

　
　
　
　
　
　

金
拾
四
銭
四
厘　
　
　
　

並
五
寸
釘
弐
百
八
拾
八
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
本
ニ
付
五
毛

　
　
　
　
　
　

金
弐
円
五
拾
銭　
　
　
　

大
工
拾
人
手
間
扶
持
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
人
ニ
付
弐
拾
五
銭

　
　
　
　
　

金
六
拾
四
円
九
拾
銭　
　

新
道
御
入
用

　
　
　
　
　
　
　

内
訳

　
　
　
　
　
　

金
弐
拾
五
円
五
拾
銭　
　

八
斗
入
明
俵
八
百
五
拾
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
俵
ニ
付
三
銭

　
　
　
　
　
　

金
三
拾
四
円　
　
　
　
　

四
斗
入
明
俵
千
七
百
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
俵
ニ
付
弐
銭

二　明治６年（1873）　公用記

厚
弐
寸

巾
壱
尺

（
朱
書
枠
）

長
弐
間

四
寸
角

但
、
壱
本
ニ
付
拾
四
銭

長
弐
間

三
寸
角

但
、
壱
本
ニ
付
六
銭
六
厘
七
毛

但
、
壱
枚
ニ
付

　

弐
十
五
銭
九
厘
四
毛
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金
五
円
四
拾
銭　
　
　
　

莚
百
八
拾
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
、
壱
枚
ニ
付
三
銭

　
　

右
代
金
御
払
被
下
奉
受
取
候
、
以
上

　
　
　

明
治
六
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
国
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

鯨
井
勘
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工　

富
三
郎

　
　

前
書
之
通
相
違
無
之
候
也

　

「（
挿
入
紙
・
青
書
）

 

先
般
外
出
留
守
中
、
小
川
村
外
八
ヶ
村
原
紙
漉
十
五
人
ゟ
被
差
置
候
、

包
物
之
義
不
都
合
之
至
無
謂
次
第
ニ
候
、
養
蚕
中
別
而
事
務
多
端
不
得

寸
暇
無
余
義
延
し
置
、
即
今
仕
立
ヲ
以
差
戻
し
候
、
但
封
中
金
五
円
札

在
中
改
請
取
書
被
差
出
、
本
人
性
名
判
然
不
致
候
間
、
乍
手
数
其
御
許

江
依
頼
い
た
し
、
右
村
々
江
御
戻
し
有
之
度
奉
存
、
右
体
之
義
無
之
様

所
置
有
之
度
、
此
段
申
進
候
也

　
　
　
　

七
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長
御
中 

」

　
　
　

「（
朱
書
）
脚
夫
文
六
定
賃
半
分
受
取
候
事
」

　

「（
青
書
）

 

先
達
而
留
守
宅
へ
包
物
被
差
置
不
都
合
之
至
、
無
謂
次
第
ニ
候
条
、
即

今
仕
立
ヲ
以
右
品
差
戻
し
候
、
連
名
江
通
達
有
之
度
、
已
来
右
体
之
義

決
而
無
之
様
可
被
致
、
但
封
中
金
拾
円
札
在
中
改
、
受
取
書
可
被
差
出

候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

腰
越
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
次
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場
七
郎
左
衛
門
殿

　
　
　

「（
朱
書
）
同
断
」　
　
　
　

外
二
人
中 

」

七
月
十
九
日　

売
捌
所
出
頭
、
刎
紙
検
査

　

夜
ニ
入
帰
ル

同
廿
日　

崎
玉
県
典
事
岸
良
俊
介
・
秋
元
典
幸
外
五
六
名
出
張

　

但
、
吉
澤
八
郎
・
尾
崎
半
蔵
両
名
ゟ
書
状

　

川
島
楳
坪
清
水
江
滞
在
書
状

同
廿
一
日　

議
場
出
頭

　

 

公
費
村
費
割
合
帳
各
大
区
ニ
而
取
調
、
来
会
迄
区
々
見
平
均
し
、
都
而
見

留
印
付
ヲ
以
割
合
方
取
扱
、
廉
々
其
外
学
校
件
々
令
公
年
期
云
云
願
、
来

会
調
印
之
積

　

堀　

参
事
殿

　

間
野
大
属
殿

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

田
島

鯨
井

村
岡

吉
田

竹
井

北
野

根
岸

鯨
井

〻
「（
朱
書
）

月
五
日
」
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春
蚕
紙
九
万
四
千
七
百
五
十
枚

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
七
百
十
七
枚

　
　
　
　
　
　

懸
合
紙
弐
千
百
弐
十
枚　
　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
七
万
五
千
八
百
枚　
　
　
　
　
　
　

栃
木
県

　
　
　

夏
蚕
紙
七
百
十
七
枚

　
　
　

懸
合
紙
弐
千
百
弐
十
枚

　

追
願

　

一
、
春
蚕
紙
弐
千
三
百
弐
十
七
枚

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
七
千
七
百
六
十
枚　

」

　

一
、
春
蚕
紙
五
千
三
百
弐
十
八
枚　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
県

　

追
願

　

一
、
同
七
百
四
枚

　
　
　
　
　
　

凡
積

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
春
蚕
紙
壱
万
九
千
八
百
三
十
二
枚

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
五
枚　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
壱
万
五
千
八
百
六
拾
九
枚　
　
　
　

崎
玉
県

　
　
　

夏
蚕
紙
五
枚

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
七
千
七
百
八
十
九
枚

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
百
弐
十
五
枚

　
　
　
　
　
　

懸
合
紙
五
百
五
十
枚　
　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
六
千
弐
十
九
枚　
　
　
　
　
　
　
　

足
柄
県

　
　
　

夏
蚕
紙
百
弐
十
五
枚

　
　
　

懸
合
紙
五
百
五
十
枚

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
六
千
百
十
弐
枚　

」

　

一
、
春
蚕
紙
六
千
百
十
二
枚　
　
　
　
　
　
　
　

茨
城
県

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
千
八
百
八
十
五
枚
」

　

一
、
春
蚕
紙
千
五
百
八
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
更
津
県

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
壱
万
六
千
百
五
十
枚
」

　

一
、
春
蚕
紙
壱
万
弐
千
九
百
弐
十
枚　
　
　
　
　

東
京
府

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
五
千
九
百
四
十
五
枚

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
百
六
十
枚　
　
　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
四
千
七
百
五
十
六
枚　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県

　
　
　

夏
蚕
紙
百
八
十
八
枚

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

二　明治６年（1873）　公用記

〻
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春
蚕
紙
壱
万
弐
千
七
百
十
九
枚
」

　

一
、
春
蚕
紙
八
千
四
百
弐
十
四
枚　
　
　
　
　
　

新
潟
県

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
壱
万
三
百
七
枚　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
七
千
四
百
七
十
七
枚　
　
　
　
　
　

印
幡
県

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
弐
十
四
万
七
千
百
十
七
枚

　
　
　
　
　
　

懸
合
六
千
八
百
七
十
八
枚

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
千
三
百
六
十
枚　
　
　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
拾
九
万
七
千
三
百
十
六
枚　
　
　
　

元
群
馬
県

　
　
　
　

懸
合
紙
四
千
五
百
三
十
七
枚

　
　
　
　

夏
蚕
紙
六
百
三
十
五
枚

　
　
　

毎
戸
自
用

　
　
　
　

春
蚕
紙
六
千
四
百
弐
枚

　
　
　
　

懸
合
紙
六
百
七
十
六
枚

　
　
　
　

夏
蚕
紙
弐
千
七
百
九
十
三
枚

　
　
　

春
蚕
紙
六
千
弐
百
八
十
枚

　
　
　
　

懸
合
紙
七
十
九
枚

　
　
　
　

夏
蚕
紙
二
千
六
百
四
十
九
枚

　

追
願

　

一
、
春
蚕
紙
三
万
九
千
七
百
弐
十
弐
枚

　
　
　
　
　

春
蚕
紙
弐
拾
四
万
三
千
三
百
十
八
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
青
書
）
此
代
金
四
万
八
千
六
百
六
十
三
円
五
十
銭
」

　
　

小
以　

懸
合
紙
四
千
六
百
十
六
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
青
書
）
同
弐
百
七
十
六
円
九
十
六
銭
」

　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
三
千
弐
百
八
十
四
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
青
書
）
同
百
九
十
七
円
四
銭
」

　
　
　
　

「（
青
書
）
凡
積

　
　
　
　
　

春
蚕
紙
三
拾
万
千
五
百
四
拾
壱
枚

　
　
　
　
　

掛
合
紙
五
百
八
十
枚

　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
千
百
九
十
枚　
　
　
　
　

」

　

一
、
春
蚕
紙
弐
拾
三
万
六
千
五
百
弐
拾
六
枚　
　

元
入
間
県

　
　
　

懸
合
紙
四
百
五
十
枚

　
　
　

夏
蚕
紙
八
十
枚

　

追
願

　

一
、
春
蚕
紙
五
万
四
千
九
百
拾
壱
枚

「（
朱
書
）
八
月
廿
九
日
写

　

凡
積
弐
拾
四
万
七
千
○
四
枚

　

原
紙
願
高
弐
拾
三
万
六
千
八
百
弐
拾
七
枚

　
　
　

内

　
　

現
製
弐
拾（
ヵ
）弐
万
九
千
四
百
五
拾
七
枚

　
　
　

余
紙
七
千
三
百
七
拾
枚　
　
　
　
　
　
　

」
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春
蚕
紙
弐
拾
九
万
千
四
百
四
拾
枚
「（
青
書
）
此
代
金
五
万
八
千
弐
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
円 

」

　
　
　

小
以　

掛
合
紙
四
百
五
拾
枚　
　
　
　
　

「（
青
書
）
此
代
金
弐
拾
七
円
」

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
八
拾
枚　
　
　
　
　
　
　

「（
青
書
）
此
代
金
四
円
八
十
銭
」

　
　
　

「（
青
書
）
外　

春
蚕
紙　
　
　
　
　
　

東
京
回
」

　
　
　
　

「（
挿
入
紙
・
青
書
）

　
　
　
　

右
寄　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

凡
積

　
　
　
　
　
　

春
蚕
紙
七
拾
三
万
八
千
三
百
九
枚

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
六
千
三
百
五
十
枚

　
　
　
　
　
　

懸
合
紙
壱
万
八
百
枚 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　

「（
挿
入
紙
）

一
、
春
蚕
紙
六
拾
八
万
弐
千
枚　

 

此
代
金
十
三
万
六
千
四
百
一
円

六
十
銭

　
　
　
　
　
　

夏
蚕
紙
四
千
三
百
三
十
九
枚

　
　
　
　
　
　

懸
合
蚕
紙
七
千
七
百
三
十
六
枚

　
　
　
　
　
　

外
春
蚕
紙　
　

東
京
廻
し
分
共

　
　
　
　
　
　

合
七
拾
万
八
枚
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

「（
青
書
）
藤
本
ゟ
報
知
」

　
　

上
田
原
紙
売
捌
高

　
　

一
、
春
蚕
紙
八
万
千
九
十
六
枚　
　
　
　

山
梨
県

　
　

一
、
同
千
五
百
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
県

　
　

一
、
同
二
千
百
三
十
六
枚　
　
　
　
　
　

相
川
県

　
　

一
、
同
三
万
三
千
六
百
二
十
八
枚　
　
　

筑
摩
県

　
　

一
、
同
弐
万
八
千
百
弐
拾
六
枚　
　
　
　

柏
崎
県

　
　

一
、
同
弐
万
五
千
七
百
七
十
六
枚　
　
　

新
川
県

　
　

一
、
同
七
千
七
百
七
十
三
枚　
　
　
　
　

新
潟
県

　
　

一
、
同
七
万
弐
千
七
百
四
拾
枚　
　
　
　

滋
賀
県

　
　

一
、
同
六
百
八
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　

敦
賀
県

　
　

一
、
同
九
十
三
万
計
り　
　
　
　
　
　
　

長
野
県

　
　
　

右
寄　

百
拾
八
万
千
八
百
七
拾
八
枚

　

「（
青
書
）
福
島
原
紙
売
捌
記　
　

中
村
ゟ
報
知
」

　
　

一
、
原
紙
廿
一
万
枚　
　
　
　
　

福
島
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
代
・
伊
達
・
信
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達
・
安
積
共
惣
拾

　
　

一
、
同
拾
九
万
枚　
　
　
　
　
　

置
賜
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
（
ヵ
）澤

　
　

一
、
同
四
万
枚　
　
　
　
　
　
　

最
上

　
　

一
、
同
弐
万
枚　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県

　
　

一
、
同
四
万
枚　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
沢
共

　
　
　
　

合
五
十
万
枚

二　明治６年（1873）　公用記
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七
月
廿
一
日　

熊
谷
清
水
江
惣
組
会
議
、
一
同
泊

同
廿
二
日　

現
在
高
調
品
々
協
議
、
同
所
泊

　

出
庁

同
廿
三
日　

出
庁
、
印
鑑
帳
納
、
右
帳
摺
代
銀
五
匁
払
即
送
、
同
所
泊

同 

廿
四
日　

出
庁
、
現
在
高
書
上
帳
・
名
判
押
違
伺
書
・
御
印
税
小
野
組
切

手
引
換
之
義
伺
書
、
右
三
通
差
出
ス
、
惣
組
一
同
退
去

　
　
　
　

「（
朱
書
）
日
数
四
日
」

　
　
　
　
　

蚕
種
大
総
代

　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛

　
　
　
　
　
　

至
急
御
用
向

　
　

 

蚕
種
製
造
御
規
則
第
一
則
第
九
節
、
并
大
惣
代
申
合
書
第
十
条
ニ
記
載

候
他
人
之
生
繭
を
買
入
、
蚕
種
製
造
不
相
成
、
蚕
種
製
造
人
者
生
繭
売

買
不
相
成
云
云
之
義
ニ
付
、
大
惣
代
共
ゟ
申
出
候
次
第
有
之
、
其
筋
御

伺
候
処
、
右
者
畢
竟
蚕
種
製
造
季
節
中
之
義
ニ
而
、
最
早
一
般
生
繭
無

之
死
繭
而
已
ニ
相
成
候
上
者
、
当
季
ゟ
蚕
種
製
造
人
ニ
而
も
製
糸
死
繭

売
買
取
扱
候
而
も
、
不
苦
旨
指
令
済
ニ
付
、
為
念
此
段
申
達
候
、
就
而

者
蚕
種
製
造
人
ニ
而
繭
売
買
い
た
し
度
者
者
、
其
最
寄
生
糸
改
会
社
江

申
出
免
許
鑑
札
ヲ
請
取
、
都
而
御
規
則
ニ
随
ひ
不
都
合
無
之
様
営
業
可

致
事

　
　
　

但 

、
自
後
年
々
本
文
売
買
不
苦
之
季
節
、
更
ニ
県
庁
よ
り
可
相
達
候

条
、
其
已
前
者
御
規
則
之
通
売
買
不
相
成
候
間
、
心
得
違
無
之
様

可
致
事

　
　

右
之
趣
蚕
種
製
造
人
共
江
無
洩
可
相
達
事

　
　
　

明
治
六
年
七
月
廿
四
日　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
世
話
役

　
　

 

蚕
種
製
造
人
共
死
繭
売
買
之
義
ニ
付
、
先
般
伺
出
候
趣
其
筋
江
相
伺
、

別
紙
之
通
世
話
役
江
相
達
候
条
可
得
其
意
候
、
就
而
者
自
後
年
々
一
般

蚕
種
製
造
相
済
、
製
糸
生
繭
無
之
季
節
ニ
至
候
得
者
、
其
都
度
速
ニ
可

申
立
候
事

　
　
　

明
治
六
年
七
月
廿
四
日　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　

 

別
紙
御
布
達
書
弐
通
相
廻
申
し
、
過
刻
演
説
之
通
可
相
達
候
事
、
森
戸

村
中
島
孝
太
郎
江
者
別
途
ニ
相
達
候
積
ニ
候
事

　
　
　

七
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　

鯨
井
勘
衛
殿

　

右
御
布
達
熊
谷
会
議
之
刻
、
森
戸
組
ヲ
除
之
外
一
同
達

「（
朱
書
）
七
月
廿
四
日

　
　

現
在
惣
括

　
　

一
、
製
種
弐
拾
八
万
五
千
九
百
拾
六
枚　

」

　
　

 

蚕
種
税
納
方
之
義
、
組
々
世
話
役
ゟ
小
野
組
江
相
渡
、
銀
行
切
手
引
換

「（
青
書
）
租
税
権
大
属
鈴
木
利
亨

　

同　

権
中
属
山
田
金
行
来
」
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御
印
紙
下
渡
度
候
間
、
熊
谷
・
深
谷
両
所
小
野
組
江
御
達
被
置
度
、
此

段
奉
願
候
也

　
　

　
　

　

七
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治
殿

七
月
廿
四
日

　

一
、
御
印
紙
国
内
用
拾
壱
万
三
千
三
拾
三
枚

　

一
、
同　

海
外
輸
出
拾
三
万
九
千
三
百
拾
七
枚

　
　
　
　

合
弐
拾
五
万
弐
千
三
百
五
拾
枚

　

「（
青
書
）
海
外
輸
出
裏
面
貼
用
小
札

　
　

一
、
壱
万
七
千
百
八
拾
壱
枚　
　
　

但
余
繭
共　

神
流
川
組
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
朱
書
）
現
在
壱
万
六
千
三
百
三
十
九
枚
」

　
　

「（
青
書
）
一
、
弐
千
四
百
拾
九
枚　
　
　
　

同
断　
　
　

入
間
川
組
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
朱
書
）
同
弐
千
六
百
拾
枚
」

　
　

「（
青
書
）
一
、
三
千
百
弐
拾
九
枚　
　
　
　

同
断　
　
　

秩
父
組
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
朱
書
）
同
三
千
百
八
十
枚
」

　
　

「（
青
書
）
一
、
三
万
三
千
弐
百
五
拾
六
枚　

同
断　
　
　

利
根
西
組
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
朱
書
）
同
三
万
四
千
七
百
五
十
四
枚
」

　
　

「（
青
書
）
一
、
六
万
百
五
拾
五
枚　
　
　
　

同
断　
　
　

同　

東
組
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
朱
書
）
同
六
万
弐
千
三
百
五
十
六
枚
」

　
　

「（
青
書
）
一
、
壱
万
五
千
五
拾
五
枚　
　
　

同
断　
　
　

荒
川
組
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「（
朱
書
）
同
壱
万
六
千
七
百
七
十
九
枚
」

　

「（
青
書
）

　

惣
合
拾
三
万
千
弐
百
弐
十
壱
枚

　
　

右
御
下
正
ニ
奉
受
取
候
也

　
　
　
　

七
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡　
　
　
　

」

　

「（
朱
書
）
右
御
印
紙
并
現
在
高
帳
三
十
冊
其
外
書
類
共

　
　

熊
谷
駅
ゟ
玉
井
村
迄
持
越
人
足
賃

　
　
　

金
拾
五
銭
渡
候　
　
　

清
水
愛
介
手
人　

」

七 

月
廿
四
日　

旧
原
紙
拾
八
貫
七
百
目
代
弐
拾
壱
円
八
十
七
銭
五
厘
、
村
岡

ゟ
受
取

同 

廿
五
日　

秩
父
組
来
、
書
類
調
并
摺
物
、
同
夕
下
小
鹿
野
村
書
類
持
参
、

不
都
合
有
之

同
廿
六
日　

摺
物
ニ
付
隠
居
待

　
　

 

拙
者
義
明
朝
出
立
出
京
之
積
ニ
付
、
本
年
之
蚕
種
出
来
高
惣
括
承
知
い

た
し
度
、
毎
戸
製
造
高
調
も
取
揃
相
成
候
処
、
此
使
江
相
渡
被
差
越
候

様
い
た
し
度
、
此
段
申
入
候
也

　
　
　

明
治
六
年
七
月
廿
四
日　
　
　

租
税
中
属
増
田
敬
喜
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　

右
廿
四
日
到
来
、
熊
谷
出
張
帰
途
中
披
見
直
ニ
村
岡
出
張
、
右
回
答
申
立

二　明治６年（1873）　公用記
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同
廿
七
日　

長
井
市
太
郎
来
、
村
岡
来
泊

同
廿
八
日　

長
沼
孝
太
郎
来
、
同
組
外
三
人
来　
「（
青
書
）
本
庄
宿　

萩
原
伊
一
郎
」

　

一
、
製
種
九
枚　
　

柳
井
村　

吉
野
喜
太
郎

　

 

右
者
同
人
留
守
中
女
子
不
都
合
い
た
し
、
他
人
之
生
繭
ヲ
以
製
造
い
た
し
、

違
則
之
段
自
訴
書
付
出
ル
、
尚
左
へ
出
ス

　

村
岡
滞
留

同
廿
九
日　

費
用
調
長
井
市
太
郎
来

　

中
島
孝
三
郎
使
江
検
査
表
九
十
三
冊
渡
候

同
三
十
日　

現
在
高
割
付
調
帳
持
参
、
残
原
紙
引
上

　

深
谷
杉
田
ニ
而
惣
会
、
泊

　

仲
蔵
親
類
来

　

 

深
谷
区
長
ニ
而
令
公
面
謁
、
勧
業
方
法
御
談
、
追
々
否
申
上
候
筈
、
凡
積

願
高
八
十
枚
目
途
、
并
御
規
則
中
御
案
文
体
裁
伺
書
面
ヲ
以
伺
、
本
省
江

御
差
出
被
成
候
趣
ニ
付
、
早
々
差
上
候
筈

七 

月
三
十
一
日　

深
谷
会
議
滞
在
、
残
原
紙
取
集
、
小
鹿
野
組
・
妻
沼
組
遅

滞
、
同
夜
ニ
至
漸
惣
組
人
員
揃
、
一
同
泊

　
　
　
　
　
　
　

七
月
六
日
原
紙
流
用
御
指
令
写

　
　

 

昨
日
於
深
谷
駅
当
県
令
江
面
謁
之
節
、
被
申
出
候
二
分
通
増
製
造
原
紙

之
義
ニ
付
、
一
人
別
帳
差
出
方
云
云
、
県
令
帰
庁
後
被
申
聞
候
趣
も
有

之
処
、
最
前
二
分
通
減
略
御
達
ニ
付
伺
出
之
節
、
御
指
令
之
趣
ニ
而
ハ

別
段
一
人
別
帳
之
廉
者
不
相
見
候
間
、
県
令
ニ
も
更
ニ
不
差
出
候
而
も

可
然
哉
之
旨
挨
拶
被
致
候
処
、
猶
組
内
流
用
云
云
之
義
御
指
令
之
砌
判

然
、
一
人
別
帳
可
差
出
旨
之
廉
も
有
之
候
上
者
、
乍
御
手
数
御
指
令
之

通
御
取
調
有
之
度
、
此
段
県
令
被
申
聞
候
趣
ニ
寄
申
達
候
也

　
　
　

七
月
三
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
庁　

雑
税
掛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　

二
伸
、
御
指
令
写
過
日
写
済
与
存
候
へ
共
、
為
念
尚
相
廻
候
也

　

「（
朱
書
）
金
五
銭
飛
脚
ち
ん
払

　
　

金
六
銭
六
厘
六
毛
、
残
原
紙
引
上
ニ
付
深
谷
駅
出
張
ニ
付
、
同
所
迄

　
　

飛
脚
ち
ん
払 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

八
月
一
日　

同
断

　

春
蚕
原
紙
残
五
千
五
百
四
十
七
枚　
　

千
九
百
一
枚　
　
　

白
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

二
千
九
百
弐
十
枚　

内
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
百
廿
六
枚　
　
　

名
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
枚　
　
　
　
　
　

紛
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　

来
三
日
納
分

　
　
　
　

御
規
則
背
戻
品
届

　

一
、
製
種
九
枚

　
　

右
者
他
人
ノ
生
繭
ヲ
以
製
造
自
訴

六
十
六
枚　

小
鹿
ノ

弐
枚　
　
　

仁
手

利
根
川
西
組

　

第
廿
一
番
組
合

　
　

児
玉
郡
新
井
村

　
　
　

吉
野
喜
太
郎
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長
沼
孝
太
郎
組

　

一
、
同
五
枚

　
　

右
者
他
人
ノ
生
繭
ヲ
以
製
造
自
訴

　
　

田
村
佐
惣
次
組

　

一
、
同
三
枚

　
　

右
者
白
巣（
マ
マ
）萱
ア
ラ
掘
取
補
製
可
致
積
自
訴

　
　

同
人
組
同

　

一
、
同
拾
弐
枚

　
　

 

右
者
無
免
許
原
紙
ニ
紛
レ
製
造
致
し
候
ニ
付
、
世
話
役
柴
崎
佐
平
見
咎
、

右
品
引
上
届
出
候

　

右
深
谷
会
席
江
届
出
候
ニ
付
、
蚕
種
書
類
共
受
取

　

御
印
税
納
雛
形
其
外
方
法
決
議
、
同
夜
帰
宅

　

 

原
紙
買
請
出
張
、
副
惣
代
共
両
人
費
用
一
組
金
五
拾
銭
ツ
ヽ
、
出
金
合

十
五
円
差
出
候
ニ
付
分
配　
　
　
　

内

八
月
二
日

　
　

熊
谷
県
庁　
　
　
　
　

第
八
大
区
三
小
区
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
奈
良
村
ゟ
里
数
ヲ
計
規
定
賃
可
払
事

　
　
　
　
　

蚕
種
製
造
人
押
印
之
義
ニ
付
奉
願
候
書
付

　
　

 

旧
入
間
県
管
下
武
蔵
国
荒
川
組
外
五
組
蚕
種
製
造
人
押
印
之
義
、
名
面

認
方
并
位
置
取
違
調
判
致
候
者
拾
弐
名
有
之
、
別
紙
之
通
歎
願
申
出
、

如
何
ニ
も
不
都
合
ヲ
極
候
次
第
ニ
御
座
候
へ
共
、
全
製
造
中
混
雑
ニ
紛

レ
、
一
時
心
得
違
ニ
而
調
印
い
た
し
候
義
ニ
相
聞
候
間
、
此
度
限
大
総

代
共
願
之
通
御
採
用
被
下
度
、
製
造
人
共
哀
願
書
壱
冊
相
添
、
此
段
奉

願
上
候
也

　
　
　

明
治
六
年
七
月
廿
七
日　
　
　

熊
谷
県
権
参
事　

堀　

小
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
頭　

陸
奥
宗
光
殿

　

「（
青
書
）

 

書
面
之
趣
ハ
無
余
義
情
実
相
聞
候
ニ
付
、
本
年
ニ
限
聞
届
候
条
、
各
開

港
場
其
外
蚕
種
売
先
等
ニ
お
ゐ
て
不
都
合
無
之
様
、
於
其
県
夫
々
達
方

取
計
可
申
事

　
　
　

明
治
六
年
七
月
三
十
日　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義　
　
　
　

」

　
　

 

別
紙
之
通
御
達
済
相
成
候
ニ
付
而
ハ
、
各
開
港
場
江
達
方
取
計
申
度
候

間
、
名
面
認
方
位
置
等
取
違
、
并
印
形
御
規
則
ニ
振
レ
候
分
、
新
規
彫

刻
之
分
共
夫
々
詳
細
相
認
、
五
通
早
々
可
指
出
者
也

　
　
　
　

八
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雑
税
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代　

鯨
井
勘
衛
殿

　

「（
朱
書
）
右
脚
夫
中
奈
良
村
ゟ
之
分

二　明治６年（1873）　公用記

利
根
西
組

　

第
廿
番
組
合

　
　

児
玉
郡
本
庄
駅

　
　
　

萩
野
伊
市
郎

同
　

同

　
　

同

　
　
　

廣
瀬　

庄
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秩
父
組

但
内
書
荒（

ヵ
）
馬
五
枚　
　
　
　
　
　
　
　

第
廿
八
番

　
　
　

荒（
ヵ
）
虎
壱
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　

秩
父
郡
小
鹿
野
町

　
　
　

無
印
四
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

卯
平

金
七
円
五
十
銭　

鯨
井

金
七
円
五
十
銭　

村
岡
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金
三
銭
相
渡
候　
　
　

」

八
月
三
日　

村
岡
嘉
平
来
、
費
用
取
調
、
泊

　

 

仲
蔵
親
族
両
人
来
り
、
同
人
暇
願
ニ
付
任
其
意
、
金
七
円
五
十
銭
恵
遣
当

人
引
渡

同
四
日　

同
断
調
、
村
岡
泊

　

押
判
位
置
違
之
組
々
江
飛
脚
出
ス

同
五
日　

朝
熊
谷
出
張

　

御
規
則
背
戻
品
届

　

猶
押
判
違
哀
願
、
是
ハ
組
々
一
般
調
済
候
迄
下
置
、
費
用
日
当
取
調
書
、

出
納
課
并
雑
税
懸
へ
出
ス

同
六
日　

押
判
位
置
違
書
類
調　
　
　
　
　
　
　

村
岡
両
人

　

不
快
ニ
付
、
同
夜
帰
宅　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
泊

同
七
日　

村
岡
出
庁
、
押
判
書
類
六
冊
差
上

　

山
田
小
十
郎
来

同
八
日　

税
納
小
野
組
取
扱
之
義
ニ
付
、
回
達
出
ス
、
直
次
郎
帰
宅

同
九
日　

野
村
来
り
泊
、
同
夕
竹
井
・
山
田
依
頼
ニ
付
来

同
十
日　

朝
村
岡
来
、
現
在
割
付
調
、
泊

　

横
倉
来
泊

同
十
一
日　

在
家
総
次
郎
懸
合
、
書
類
取
調
、
村
岡
泊

　

組
々
来
、
同
夜
三
田
老
母
大
病
使
者
来

同
十
二
日　

高
田
赤
池
氏
来

　

 

御
印
紙
三
万
九
千
枚
御
下
願
、
金
井
総
平
ニ
託
し
候
、
山
田
ゟ
使
者
書
状

到
来
、
書
付
庁
江
出
ス

　

夕
八
時
四
十
分
頃
ゟ
大
雨
、
村
岡
泊

同 

十
三
日　

午
後
四
時
雨
、
飯
能
村
大
久
保
平
蔵
与
申
者
来
、
国
用
品
談
有

之
泊
、
村
岡
帰
ル
、
太
吉
一
条
談

同
十
四
日　

太
吉
一
条
示
談
行
届
、
対
談
書
ニ
成

　

山
田
来

　

金
井
・
長
井
来

　

「（
青
書
）
第
百
弐
拾
弐
号
」

　
　

 

本
年
太
政
官
第
百
四
号
公
布
、
蚕
種
原
紙
売
捌
改
正
規
則
第
四
条
但
書

之
通
、
余
紙
出
来
候
節
者
最
寄
原
紙
売
捌
所
江
差
出
、
代
価
下
ケ
戻
可

相
願
筈
之
処
、
各
製
種
人
共
ニ
於
て
内
書
名
判
等
い
た
し
、
余
紙
相
成

候
分
も
有
之
由
、
右
者
買
上
不
相
成
義
与
心
得
違
候
者
も
有
之
哉
ニ
相

聞
、
素
よ
り
其
儘
翌
年
供
用
難
相
成
義
ニ
者
候
得
共
、
引
続
営
業
之
者

共
江
者
検
査
之
上
、
更
ニ
明
年
ニ
至
可
下
渡
間
、
預
ヶ
置
度
者
者
願
ニ

依
り
可
差
許
候
条
、
各
地
大
総
代
持
場
限
取
纏
、
員
数
一
人
別
調
帳
相

添
、
本
月
丗
一
日
限
最
寄
売
捌
所
江
差
出
預
り
高
可
申
出
、
尤
右
預
り

高
之
義
者
明
年
原
紙
凡
積
調
書
江
内
訳
ニ
記
載
シ
可
差
出
、
且
租
税
寮

於
直
ニ
原
紙
払
下
ケ
候
県
ニ
も
同
様
可
相
心
得
、
且
又
大
総
代
無
之
地
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方
者
世
話
役
又
者
戸
長
等
ニ
而
、
為
取
扱
候
義
与
可
相
心
得
、
此
段
更

ニ
相
達
候
事

　
　
　

但 

、
休
業
之
者
共
者
既
ニ
廃
紙
之
義
ニ
付
、
相
当
之
割
引
ヲ
以
買
上

候
条
、
別
段
取
調
書
相
添
原
紙
一
同
本
文
日
限
迄
ニ
、
最
寄
売
捌

所
江
可
申
立
事

　
　
　
　

明
治
六
年
八
月
十
日　
　
　
　

大
蔵
事
務
総
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議　

大
隈
重
信

「（
青
書
）
右
御
沙
汰
ニ
付
、
本
月
三
十
日
深
谷
集
会
一
般
回
達
出
ス
」

八
月
十
五
日　

組
々
来

　

「（
青
書
）

 

皇
太
后
宮　
　

皇
后
宮
上
州
冨
岡
行
啓
被
為
在
候
節
、
御
休
息
所
江
御

取
設
相
成
候
仮
建
物
等　

御
旅
館
之
分
ハ
、
其
家
主
江
被
下
置
、
其
代

者
一
切
入
札
御
払
下
相
成
候
旨
、
宮
内
省
ゟ
御
達
ニ
付
、
此
段
相
達
候

也

　
　
　

明
治
六
年
八
月
十
五
日　
　
　

堀
熊
谷
県
権
参
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
第
八
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　
　
　

 

別
紙
之
通
御
達
相
成
候
条
、
其
村
鯨
井
勘
衛
方
御
建
物
等
被
下
候
、

請
書
可
差
出
事

　
　
　
　

八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駅
逓
掛
印

　
　
　
　
　

追
而
其
村
方
ニ
者
御
払
下
之
分
ハ
無
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
正
副
戸
長
中　
　
　

」

　
　

一
、
金
七
拾
壱
円
拾
弐
銭
六
厘

　
　

右
者
行
啓
之
節
、
前
書
認
上
候
御
入
費
県
庁
ゟ
御
下

　
　
　
　

内

　
　
　
　

金
六
円
弐
拾
弐
銭
六
厘

　
　
　
　

金
六
拾
四
円
九
拾
銭

同
十
六
日　

田
中
源
太
郎

　

税
金
四
百
八
拾
七
円
九
拾
銭
納

　

組
々
検
査
表
持
参

八
月
十
七
日　

御
印
紙
下
、
小
池
五
十
郎
代
吉
澤
綾
三
郎

　

税
金
八
百
円
三
拾
銭
納
、
深
谷
売
捌
所
出
張
伺

　
　
　
　

八
大
区
限

　
　
　
　
　

回
章　
　
　
　
　

第
八
大
区
一
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
里
郡
熊
谷
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
正
一

　
　

 

来
廿
一
日
会
議
定
日
之
処
炎
暑
之
時
節
ニ
も
有
之
、
且
差
向
候
議
事
無

二　明治６年（1873）　公用記

副
区
長　

正
副
戸
長

但
十
円
札
一
枚
受
取

　

弐
朱
札
一
枚
受
取　

鐚
一
受
取

金
三
円
返
ス　
　
　

佐
藤
喜
兵

　

尚
九
拾
銭
八
月
十
六
日
返
ス
分

御
小
休
所
建
物
代
御
下

御
道
造
莚
一
枚
ニ
付
三
銭
積
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之
ニ
付
、
休
会
致
し
候
間
、
定
例
持
参
可
致
書
類
、
来
九
月
廿
一
日
取

束
ね
持
参
可
致
、
此
段
相
達
候
也

　
　
　

明
治
六
年
八
月
十
二
日　
　
　
　

熊
谷
県
権
参
事
堀
小
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

　
　

右
御
布
達
相
成
候
ニ
付
、
至
急
申
上
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
区
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋　

録
蔵

　
　
　
　

八
月
十
四
日　
　
　
　
　
　

下
奈
良
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者　

吉
田
市
十
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

鯨
井　

勘
衛
殿

同
十
八
日　

御
印
紙
下
、
高
山
仙
作

　

税
金
四
百
八
円
八
十
銭
納

同
十
九
日　

熊
谷
出
庁
、
御
印
紙
下
願

　
　

但
、
三
万
九
千
枚　

国
用

　

 

来
歳
原
蚕
種
調
不
差
出
向
々
書
上
、
御
免
許
願
書
面
体
裁
伺
、
駅
逓
掛
鎌

原
殿
江

　
　
　
　
　

 

行
啓
之
刻
仮
建
物
代
御
下
ニ
付
、
右
御
費
用
之
中
献
納
書
付
差

出
候
処
、
是
者
先
般
自
費
願
等
厚
被
思
召
候
へ
共
、
外
之
類
例

も
有
之
ニ
付
御
採
用
難
相
成
、
今
般
之
義
も
可
申
立
候
へ
共
、

書
類
者
相
戻
し
候
旨
ニ
付
持
返
ル

　

人
力
車
焼
印
願

　
　
　

一
ヶ
年
税
金
一
円　

但
、
乗
車
税
来
一
月
取
立
之
由　
　

雑
税
掛

　

 

竹
井
江
立
倚
、
夫
ゟ
山
田
面
謁
、
出
来
島
・
沼
和
田
組
現
在
輸
出
高
、
右

依
頼
有
之

八
月
廿
日　

御
印
紙
下
、
長
井
市
太
郎

　

税
金
千
弐
拾
三
円
納

　

同
断
中
村
要
次
郎

　

税
金
六
百
九
拾
三
円
六
十
銭
納

同
廿
一
日　

御
印
紙
下
、
金
井
総
平

　

税
金
千
四
百
三
拾
三
円
弐
拾
銭
納

　

税
金
千
四
百
三
拾
円
納　
　

鳥
羽
豊
吉
（
ヵ
）　

　
　

外
金
三
十
四
円　
　

夏
蚕
税

　

税
金
六
百
七
十
五
円
五
十
銭
納　

久
保
庄
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井
屋
ゟ
米
代
受
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
弐
拾

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
七
十
五
円　

栗
原
廣
平
ゟ
受
取

同
廿
二
日　

飯
田
廣
饒

　

税
金
八
百
八
拾
九
円
八
拾
銭
納

　

高
田
平
九
郎

議
者　

副
区
長
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税
金
三
百
弐
拾
六
円
弐
十
銭
納

同
廿
三
日　

山
田
来
、
中
島
孝
太
郎
・
田
村
佐
惣
次
其
外
組
々
来

同
廿
四
日　

朝
令
公
邸
江
伺
、
開
墾
并
辞
表
云
々
等
伺

　

竹
井
・
山
田
面
会

　
　

金
拾
弐
円　

議
者
給
四
月
ゟ
七
月
迄
之
分
竹
井
ゟ
受
取

　

午
後
出
庁
、
来
歳
凡
積
書
上
体
裁
原
種
ニ
認
候
事
、
令
公
ゟ
直
ニ
御
沙
汰

　
　
　

熊
谷
県
管
下　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
管
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　

 

蚕
種
原
紙
払
下
願
受
製
種
人
共
、
於
テ
内
書
名
判
等
い
た
し
候
余
紙
、
明

年
休
業
之
も
の
之
分
者
既
ニ
廃
紙
之
義
ニ
付
、
元
価
之
五
割
減
ヲ
以
買
上

候
筈
ニ
候
条
、
為
心
得
此
段
申
達
置
候
事

　
　
　

明
治
六
年
八
月
廿
二
日　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

　
　

一 

、
自
分
義
兼
テ
養
蚕
規
則
御
布
告
モ
承
知
致
シ
ナ
カ
ラ
、
無
印
鑑
紙

ニ
蚕
種
卵
産
ミ
付
サ
セ
、
売
払
申
ヘ
キ
含
ミ
ニ
有
之
処
、
蚕
種
世
話

役
柴
崎
佐
平
ヨ
リ
不
審
相
立
、
同
村
副
戸
長
田
嶋
泰
吉
立
合
被
相
改

候
処
、
不
法
ノ
品
ニ
付
、
蚕
種
十
二
枚
御
引
揚
相
成
候
事

　
　

右
之
通
相
違
不
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　

明
治
六
年
八
月
二
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
夘
平

　

 

蚕
種
取
締
規
則
第
十
五
節
ニ
不
正
ノ
品
取
上
、
免
許
印
紙
料
十
倍
ノ
科
料

取
立
ル
ト
ア
ル
ニ
依
リ

　
　
　

科
料
金
十
二
円

　

「（
朱
書
）
明
治
六
年
八
月
二
十
日
処
刑
」

八
月
廿
五
日　

御
印
紙
下
、
村
岡
来
泊

　

税
金
五
百
円
七
十
銭
納　
　
　
　

田
中
新
五
郎

　

税
金
八
百
拾
弐
円
四
十
銭
納　
　

横
倉
弥
七
郎

　

税
金
九
百
弐
拾
三
円
七
十
銭
納　

新
井
濱
四
郎

　

宮
戸
村
金
井
総
平
蚕
種
改
証
印
代
人
豊
次
郎
外
弐
人

　

小
島
村
田
中
源
三
郎
分
同
断
、
是
ハ
持
参
ニ
付
宅
改
、
但
国
用
分
計
リ

同 
廿
六
日　

午
前
七
時
揃
荒
川
通
巡
回
、
川
原
明
戸
弁
当
、
夜
ニ
入
熊
谷
江

帰
、
夫
ゟ
帰
ル　
　
　
　
　
　

金
一
円
飯
田
江
茶
代
自
分
出

　

令
公　

吉
田
・
竹
井
共
三
人

　

 

税
金
八
百
四
拾
円
九
十
銭
納　

小
池
蚕
種
改
豊
次
郎

二　明治６年（1873）　公用記

大
宮
区
裁
判
所
調
「（
朱
書
）
写
」

連
班　

司
法
十
三
等
松
本
次
矩

　

掛　

司
法
権
大
解
部
吉
本
祐
雄

　
　
　

司
法
十
四
等
出
仕
岸　

渉

蚕
種
違
式

明
治
六
年
八
月
七
日
訴

武
蔵
国
秩
父
郡

　
　

小
鹿
野
町
農

　
　
　
　
　

木
村
夘
平

　
　
　
　
　
　
　

三
十
八
年
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税
金
千
三
百
弐
拾
四
円
六
十
銭
納

　

税
金
五
百
六
円
納　

森　

久
吉

同 

廿
七
日　

前
夜
常
陸
国
新
治
郡
染
谷
村
比
企
新
八
郎
与
申
者
、
羽
生
平
次

郎
添
書
ニ
而
来
、
泊
り

　

税
金
千
六
百
六
拾
九
円
拾
銭
納　
　

赤
池
九
八
郎

　

税
金
千
三
百
弐
円
四
十
銭
納　
　
　

斎
藤　

安
雄

　

税
金
千
弐
拾
三
円
六
十
銭
納　
　
　

柳
沢　

定
平

同
廿
八
日　

税
金
百
九
拾
四
円
弐
十
銭
納　

卜
部　

染
吉

同
廿
九
日　

出
庁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
壱
番
組

　

税
金
壱
万
七
千
三
百
七
円
九
拾
銭　
　
　
　
　

外
十
八
組

　

雑
税
掛
江
納　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

切
手
弐
十
枚

　

来
明
治
七
年
南
各
大
区
毎
戸
原
種
高

　
　

五
万
弐
百
三
拾
弐
枚
弐
分

　

右
租
税
寮
江
書
上

　

三
分
増
苦
情
御
規
則
ニ
照
し
、
贏
余
之
分
輸
出
願
弐
通
差
出
ス

　

令
公
面
謁

　

税
金
三
百
八
拾
九
円
四
十
銭
納　
　

國
松
利
平
次

八 

月
三
十
日　

惣
組
残
原
紙
取
調
之
義
ニ
付
、
深
谷
駅
杉
田
専
衛
方
出
会
、

午
後
出
張
売
捌
所
江
伺
、
杉
田
泊
、
田
嶋
武
平
同
断

　

税
金
九
百
九
拾
四
円
十
銭
納　
　

柏　

倉　

勇

　

同
金
五
百
九
拾
弐
円
六
十
銭
納　

田
村
左
惣
次

同
三
十
一
日　

同
所
滞
在
、
辞
役
談
并
原
紙
取
成

九
月
一
日　

同
滞
在

　

元
買
下

　

原
紙
弐
拾
九
万
千
四
百
四
拾
枚

　
　

内
現
製
弐
拾
八
万
五
千
八
百
六
拾
九
枚

　

残
紙
五
千
五
百
七
拾
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

染
付
汚
有
之
所
置
伺
書

　
　

内
千
八
百
五
十
六
枚　

白
紙　

内
弐
十
六
枚　

売
捌
所
江
出
ス

　
　
　

三
千
七
百
拾
四
枚　

内
書
付

　
　

外
壱
枚
焼
失

　

右
白
残
紙
千
八
百
三
十
枚

　
　
　

代
価
金
三
百
六
拾
六
円
御
下
、
組
々
分
配

同
二
日　

近
崎
ゟ
同
夕
帰　

柴
崎
左
平
泊
、
二
日
夕
也

　

御
印
紙
五
百
枚
、
萩
原
杢
衛
渡

同
三
日　

同
千
枚
渡
、
同
人

　

柳
沢
定
平
改
証
印
遣
、
代
喜
平

　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　

南
八
大
区
三
小
区
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　

大
急　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

熊
谷
ゟ
一
里
半
規
定
ノ
賃
可
払

山
口　

源
衛

長
沼
孝
太
郎
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蚕
種
印
紙
此
程
申
立
之
分
御
渡
相
成
候
間
、
為
受
取
可
罷
出
候
也

　
　

九
月
二
日　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　

「（
青
書
）
七
百
文

　
　
　

至
急
御
用
ニ
付
、
別
大
急
故
増
相
願
ニ
付
、
留
守
居
渡
」

九
月
三
日　

出
庁

　

御
印
紙
三
万
弐
千
五
百
拾
枚
御
下　

国
用

　

柴
崎
左
平
御
印
紙
下
ニ
付
、
二
日
ゟ
四
日
朝
迄
滞
留

同
四
日　

税
金
三
百
八
拾
九
円
拾
銭　

柴
崎　

佐
平
納

　

税
金
八
百
九
拾
円　
　
　
　
　
　

中
島
孝
太
郎
納

　

長
井
来　

中
瀬
村
始
ニ
而
御
印
紙
継
印　

　
　
　
　
　

喜
平
殿

　

三
日
夕
来
泊
、
勘
次
郎
江
金
拾
円
渡
、
か
し
、
熊
吉
ニ
改
、
蚕（
マ
マ
）種
江
廻
ル

同
五
日　

小
林
彦
助
・
豊
原
屋
来

　

山
下
吉
蔵
来
泊

同
六
日　

殖
産
会
社
三
等
撰
挙
竹
井
宅
出
張
、
久
保
庄
左
衛
門
来
泊

同
七
日　

新
戒
村
へ
飛
脚　

山
下
吉
蔵
同
道
清
水
へ
泊

　

組
々
休
役
願
人
多
人
数
来
、
同
道
熊
谷
駅
清
水
泊

同
八
日　

出
庁

　
　
　

検
査
表
弐
拾
八
冊　

現
在
調
帳
弐
拾
六
冊

　
　
　

税
納
帳
弐
拾
六
冊　

押
判
位
置
違
帳

　
　
　

製
種
高
書
上　

精
算
違
書
上　

御
規
則
背
戻
品　

品
相
添
御
届

　
　
　

大
惣
代
休
役
惣
組
連
印
願
書
弐
冊　
　

組
分
届

　
　
　

辞
表　
　

組
々
世
話
役
休
役
ニ
入
願　

新
戒
組
苦
情
願
差
出

　

右
差
出　

上
山
殿　

辞
表
再
願
猶
差
出

　

同
夜　

令
公
ゟ　

牛
骨
其
他
三
包
肥
物
試
験
与
し
て
御
遣

　
　
　
　
　
　
　
　

上
山
殿
持
参
受
取

　

田
嶋
弥
平
・
山
下
吉
蔵
同
宿

同 

九
日　

組
々
世
話
役
休
役
々
入
御
聞
届　

田
島
東
京
出
立
、
山
下
帰
、
一

円
恵

　
　
　

熊
谷
県
管
下

　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
寮

　
　

 

夏
蚕
掛
合
用
薄
紙
原
紙
贏
余
之
分
、
翌
年
自
家
供
用
之
為
メ
其
儘
貯
蔵

願
出
候
向
者
差
許
候
条
、
前
年
八
月
凡
積
帳
差
出
候
節
、
内
訳
ニ
余
紙

何
枚
貯
蔵
之
趣
記
載
可
致
置
候
、
尤
買
戻
方
願
出
候
分
ハ
、
春
蚕
原
紙

同
様
可
相
心
得
、
此
段
申
達
候
事

　
　
　
　

明
治
六
年
九
月
七
日　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

　

「（
朱
書
）
第
百
三
拾
号
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
県

二　明治６年（1873）　公用記

弐
枚

六
枚
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蚕
種
紙
之
義
内
外
用
者
勿
論
、
自
用
種
タ
リ
ト
モ
規
則
ニ
背
候
紙
江
仕

付
候
義
者
不
相
成
義
ニ
付
、
蚕
尿
紙
へ
産
卵
有
之
候
共
、
素
ヨ
リ
用
種

ニ
可
供
者
無
之
候
処
、
自
然
心
得
違
ヲ
以
売
買
等
致
し
候
義
有
之
候
而

者
、
以
之
外
之
義
ニ
付
心
得
違
之
儀
無
之
様
、
各
製
種
人
共
へ
篤
与
懇

説
致
し
可
置
候
、
此
旨
布
達
候
事

　
　
　
　

明
治
六
年
九
月
五
日　
　
　

大
蔵
事
務
総
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議　

大
隈
重
信

　

税
金
千
六
百
六
拾
壱
円
五
拾
銭「（
朱
書
）

　
　

萩
原
杢
衛

　

同
金
千
五
百
五
拾
四
円
七
拾
銭　
　

」福
田
禮
規

　

組
々
休
役
々
入
人
一
同
来　
　

久
保
庄
左
衛
門
泊

　

深
谷
原
紙
売
捌
所
ゟ
至
急
出
張
被
申
越
、
九
日
夕
村
岡
嘉
平
出
頭

　

「（
青
書
）

　
　
　
　

玉
井
村　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷

　
　
　
　
　
　
　

大
惣
代　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
紙
売
捌
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　

出
張
掛

　
　
　
　
　
　

至
急

　
　

 

兼
而
申
談
候
通
製
造
壱
人
別
調
帳
、
各
世
話
役
ヨ
リ
追
々
持
参
候
処
、

区
々
之
調
指
出
甚
不
都
合
之
廉
有
之
、
至
急
面
会
之
上
申
談
度
候
間
、

急
速
出
頭
有
之
度
、
此
段
申
入
候
也

　
　
　
　

第
九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

武
州
深
谷
出
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
紙
売
捌
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
野
時
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
中
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

九
月
十
日　

諸
調
、
御
印
紙
残
調

同
十
一
日　

竹
井
行
同
道
令
公
邸
江
伺
、
夜
ニ
入
竹
井
江
泊

　

留
守
中
村
岡
ゟ
書
状
脚
夫
賃
六
百
六
拾
文
払

　

長
井
市
太
郎
竹
井
泊

同 

十
二
日　

屈
戸
田
口
龍
蔵
・
手
島
村
金
井
武
左
衛
門
来
、
開
墾
培
根
社
談

判
決
議
小
印
い
た
す
、
夜
中
帰
ル

同
十
三
日　

組
々
輸
出
改
状
渡
、
五
十
枚
、
中
村
要
次
郎
外
妻
沼
・
石
原

　

善
蔵
来
泊　

香
嵐
来
、
検
査
表
仕
立

　

寄
居
始
秩
父
・
入
間
川
総
改
証
印
、
代
人
喜
平
出
ス

同 

十
四
日　

香
嵐
滞
留　

中
島
孝
太
郎
代
人
并
飯
能
ノ
者
泊
、
高
島
村
改
証

印
、
英
（
ヵ
）太
郎
・
豊
次
郎
出
泊

　

組
々
改
状
出
ス

同
十
五
日　

各
組
改
状
出
ス　

板
倉
勇
県
庁
書
類
手
直
し

　

税
金
千
三
百
八
拾
八
円
六
拾
銭
荒
木
八
郎
次
納

同 

十
六
日　

金
井
総
平
来
、
改
状
組
々
江
渡
、
香
嵐
帰
ル
、
金
弐
円
他
日
可

渡
分
引
合
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飯
能
村
へ
蚕
種
三
枚
渡
候　
　
　
　

小
印
六
（
ヵ
）名
受
取

　

大
久
保
平
蔵　

代
金
四
両
弐
分　
　
　
　

代
金
四
両
弐
分

九
月
十
七
日　

熊
谷
県　
　
　
　
　

南
八
大
区
三
小
区
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
者　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
県
庁
ゟ
里
数
ヲ
計
り
規
定
賃
可
払
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
午
十
二
時
発
」

　
　

別
紙
之
通
南
各
大
区
一
般
布
達
候
条
、
得
其
意
入
局
可
被
致
候
也

　
　
　
　

明
治
六
年
九
月
十
七
日　
　
　

河
瀬
熊
谷
県
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
殿

　
　

 

来
ル
廿
一
日
例
月
集
会
席
ニ
於
テ
、
別
段
県
令
御
達
可
致
儀
も
有
之
候

条
、
殊
更
不
参
遅
刻
等
無
之
様
、
午
前
第
十
時
規
則
之
通
入
局
可
致
候

事

　
　
　

 

但
、
当
日
ニ
限
正
副
戸
長
等
も
有
志
之
輩
ハ
、
副
戸
長
同
道
出
席
不

苦
候
事

　
　

右
相
達
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治

　

「（
青
書
）
脚
夫
賃
六
百
文
渡
」

同
十
八
日　

鈴
木
行
、
樵
雲
面
謁
、
金
井
ゟ
依
頼
有
之
候
金
弐
円
相
渡

　

福
田
禮
規
江
区
号
小
札
八
十
八
枚
渡
、
組
々
改
状
証
印

同
十
九
日　

出
庁
検
査
表
取
揃
納
、
令
公
邸
江
伺
書
類
拝
借

　

田
島
ゟ
書
状
到
来

同 

廿
日　

清
水
ニ
而
田
島
弥
平
帰
郷
面
会
、
同
夜
令
公
邸
江
伺
深
更
帰
、
同

所
泊
、
山
下
吉
蔵
来
、
竹
井
泊

同
廿
一
日　

協
議
所
出
頭
、
南
各
区
戸
長
出
席

　

租
税
納
期
限
之
事
、
戸
長
給
額
見
込
相
立
申
出
候
事

　

国
簱
ヲ
以
祭
典
ニ
供
候
事　

同
夜
清
水
泊

九
月
廿
二
日　

竹
井
同
道
令
公
邸
江
伺
、
荒
蕪
開
墾
決
議
、
同
夕
帰

同
廿
三
日　

大
風
雨
出
水
、
第
廿
八
番
組
精
帳
之
義
申
来
、
外
組
々
来

同
廿
四
日　

森
戸
組
役
入
休
役
奥
書
致
ス
、
組
々
改
状
致
遣

　
　

廿
三
日　

税
金　
　
　
　
　

第
十
五
番
組　

阿
賀
野
組

同
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
八
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　
　

熊
谷
県　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
へ

　
　
　
　
　

「（
青
書
）
熊
谷
ゟ
壱
里
半
規
定
ノ
賃
可
払
事
」

　
　
　
　
　
　

五
百
文
脚
夫
賃
渡

　

「（
青
書
）
第
五
千
五
百
四
十
三
号
」　　
　
　

熊
谷
県

　
　

 

蚕
種
免
許
印
紙
之
義
者
現
在
蚕
種
出
来
高
詳
細
取
調
、
贏
余
之
分
十
月

限
返
納
可
致
筈
之
処
、
御
都
合
も
有
之
候
ニ
付
、
先
ツ
以
原
紙
払
受
高

ニ
照
し
、
過
渡
之
分
此
節
返
納
可
取
計
候
、
此
旨
相
達
候
事

　
　
　
　

明
治
六
年
九
月
廿
日　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

二　明治６年（1873）　公用記
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租
税
権
頭
松
方
正
義

　
　

 

蚕
種
免
許
印
紙
之
義
ニ
付
、
別
紙
写
之
通
御
達
有
之
候
処
、
過
日
申
立

之
分
其
外
共
八
千
百
枚
相
下
り
候
間
、
右
之
内
原
紙
払
受
高
差
引
過
渡

り
之
分
返
納
取
計
候
積
り
ニ
付
、
全
原
紙
払
受
高
ニ
照
し
渡
シ
、
残
之

分
請
取
与
し
て
可
罷
出
候
也

　
　
　
　

九
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　

「（
青
書
）

 

当
八
月
中
租
税
寮
へ
進
達
相
成
居
候
、
来
明
治
七
年
毎
戸
養
蚕
原
種
取

調
書
控
壱
冊
急
速
入
用
ニ
付
、
可
差
出
候
事

　
　

一 

、
蚕
種
現
在
高
取
調
書
上
帳
、
上
野
国
分
者
差
出
候
ニ
付
、
武
蔵
国

分
も
差
出
候
様
、
租
税
寮
掛
り
之
も
の
ヨ
リ
談
し
有
之
候
趣
、
東
京

支
庁
ゟ
申
越
候
間
、
是
又
為
心
得
相
達
置
候
事 

」

九
月
廿
五
日　

出
庁
、
国
内
用
原
蚕
種
来
歳
調
書
上
帳
写
差
出
候

　

会
社
書
類
御
下

　

御
印
紙
国
内
用
八
千
百
枚
御
下

　

宮
戸
村
盗
難
届
、
是
者
深
谷
区
長
并
検
事
局
へ
可
届
事

同
廿
六
日　

村
岡
嘉
平
来
泊
、
現
在
高
其
外
詳
細
調

　

荒
木
八
郎
次
其
外
組
々
来

同
廿
七
日　

精
算
取
調
、
第
三
番
組
不
都
合
ニ
付
、
飛
脚
出
ス

　

村
岡
滞
留

同
廿
八
日　

午
後
村
岡
并
飯
田
同
道
熊
谷
出
張

　

竹
井
・
金
井
・
田
口
同
道
荒
蕪
実
地
見
分
、
夜
中
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
百
本　

渋
谷
倉
蔵
ニ
而
桑
苗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
万
本
買
付
、
金
弐
十
円
渡

　

現
在
惣
括
税
納
書
上
、
第
九
番
組
御
印
紙
返
上
届

　

名
判
位
置
違
届　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「（
朱
書
）
第
三
番
」

　

「（
青
書
）

　
　
　
　

精
算
惣
計

　
　

税
金
弐
万
八
千
七
百
四
拾
七
円
九
拾
銭

　
　
　

内
金
弐
万
八
千
五
百
八
拾
七
円
九
拾
銭　
　

春
蚕

　
　
　
　

内
金
五
拾
銭　
　
　

第
弐
拾
番
組
合
五
枚
自
腹
上
納
分

　
　
　
　
　

金
弐
拾
銭　
　
　

第
九
番
組
合
蚕
種
弐
枚
盗
難
ニ
付
返
上
ノ
分

　
　
　
　

金
百
六
拾
壱
円
也　
　

夏
蚕
弐
百
三
拾
五
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
合
千
三
百
七
拾
五
枚

　
　

引
金
弐
万
八
千
七
百
四
拾
七
円
弐
拾
銭

　

凡
積
高
三
拾
万
千
五
百
五
拾
五
枚

　
　

内
五
万
弐
千
百
四
拾
六
枚　
　
　

御
国
内
用

　
　
　

弐
拾
四
万
九
千
四
百
九
枚　
　

海
外
輸
出

拾
三
郡
三
駅
五
ヶ
町
弐
百
四
十
九
ヶ
村

製
造
戸
数
弐
千
百
弐
十
九
人

　
　
　
　
　
　
　
　

外
三
拾
四
人
休
業
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外
千
七
百
七
拾
枚　
　
　
　

夏
蚕
・
掛
合

　

製
種
弐
拾
八
万
五
千
八
百
六
拾
九
枚

　

御
印
紙
弐
拾
八
万
五
千
八
百
六
拾
九
枚

　
　
　

内
拾
四
万
九
千
八
百
四五
十
三
拾
八
枚　

御
国
内
用

　
　
　
　
　

三
万
九
千
五
百
八
拾
八
枚　

二
分
減
追
願　

御
国
用

　
　
　
　
　

四
万
四
百
拾
八九

枚　
　
　
　

元
願　
　
　
　

御
国
用

　
　
　
　
　

五
万
八
千
六
百
廿三
十六
枚　
　

三
分
増　
　
　

御
国
用

　
　
　
　
　

壱
万
千
弐
百
拾
六
枚　
　
　

流
用　
　
　
　

御
国
用

　
　
　
　

小
以
拾
四
万
九
千
八
百
四五
十
三
拾
八
枚

　
　
　
　
　

内
七
枚　
　
　
　
　
　

自
訴
并
盗
難
ニ
付
返
上
ノ
分

　
　
　
　

拾
三
万
六
千
弐
百
弐
拾
壱
枚　

海
外
輸
出

　
　
　
　
　

外
千
六
百
拾
枚　
　
　
　

但
夏
蚕
弐
百
三
拾
五
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
合
千
三
百
七
十
五
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
国
用 

　
　
　
　
　

」

九 

月
廿
九
日　

熊
谷
出
張
、
出
京
ニ
付
日
数
五
日
休
暇
願
、
荒
蕪
麁
絵
図
金

井
・
田
口
ゟ
届
、
同
日
村
岡
外
組
々
清
水
ニ
而
面
会
、
精
算
改
正
之
廉
有
之
、

　

 

同
夜
竹
井
泊　

田
島
武
平
ゟ
三
分
減
苦
情
願
、
同
人
六
十
日
間
休
暇
願
書

類
依
頼
ニ
付
預
り

同
三
十
日　

朝
竹
井
同
道
出
京
、
板
橋
泊

十
月
一
日　

朝
飯
田
町
二
合
半
坂
上
、
牛
窪
邸
県
令
公
面
謁

　

開
墾
事
情
其
外
伺
、
小
柳
丁
い
セ
屋
傳
次
郎
泊
、
竹
井
ハ
真
中
江
行
泊

同 

二
日　

柳
島
江
行
、
五
ヶ
村
其
外
事
件
談
判
、
諸
事
依
頼
有
之

　

同
夕
飯
田
町
行
令
公
面
謁　
地
方
中
心
ニ
無
之
段
裁
判
官
ゟ
議
論

　

山
下
面
会　
　
　
　
　
　
　
有
之
趣
伺
、
年
三
分
減
情
談
有
之

同
三
日　

大
雨
、
松
井
・
野
村
面
会
、
海
陽
亭
行
夜
ニ
入
帰

同
四
日　

午
前
六
時
馬
車
ニ
而
令
公
同
車
帰
郷
、
熊
谷
竹
井
泊

同 

五
日　

朝
令
公
邸
へ
伺
、
夫
ゟ
出
庁
、
金
井
・
田
口
・
長
井
来
談
判
、
夜

ニ
入
帰
宅

　

「（
朱
書
）
風
難
ニ
付
再
御
下
御
印
紙
五
枚　

内
壱
枚
国
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
枚
海
外
」

　

「（
青
書
）

　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代
交
替
之
義
ニ
付
副
而
申
上
候
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
県
管
下
武
蔵
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
総
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

 

右
之
者
義
蚕
種
之
義
年
来
経
験
ヲ
尽
し
、
熟
練
之
者
ニ
付
既
ニ
大
総
代

被
仰
付
、
右
製
造
之
儀
ニ
付
而
者
於
御
寮
も
格
別
厚
御
配
慮
被
為
仕
、

種
々
之
御
規
則
等
御
世
話
御
座
候
処
、
初
年
之
義
ニ
付
従
前
乱
慢
之
慣

習
何
分
ニ
も
御
趣
意
貫
徹
仕
兼
、
百
般
之
苦
情
突
出
候
へ
共
、
同
人
義

東
奔
西
走
懇
ニ
説
諭
御
趣
意
速
ニ
遵
奉
、
本
業
之
家
事
蚕
種
ヲ
も
更
ニ

抛
真
ニ
勉
励
仕
候
ニ
付
、
組
々
蚕
種
之
製
も
品
位
数
等
ヲ
進
メ
御
規
則

二　明治６年（1873）　公用記

〻
〻
〻

〻
〻
〻

〻
〻
〻

〻
〻
〻
〻
〻
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之
趣
も
亦
粗
往
（
行
）届
候
場
合
、
豈
図
ラ
ン
先
頃
来
病
痾
ニ
罹
り
何
分
奉
職

ニ
堪
兼
候
趣
、
内
意
も
有
之
候
へ
共
厚
療
養
、
若
差
向
候
事
件
者
副
惣

代
其
外
ヲ
以
て
便
宜
取
扱
可
致
旨
、
再
三
説
諭
お
よ
ひ
置
候
へ
共
、
何

分
不
容
易
職
掌
奉
職
罷
在
候
而
者
、
加
養
も
難
往
（
行
）届
段
申
立
、
於
本
県

も
同
人
免
職
仕
候
而
者
、
将
来
之
御
都
合
如
何
可
有
之
深
心
痛
仕
候
間
、

精
々
説
示
仕
候
へ
共
何
分
不
得
已
情
実
、
終
ニ
今
般
別
紙
之
通
申
出
、

且
同
人
ニ
お
ゐ
て
も
病
身
相
応
之
義
者
素
ゟ
、
勉
励
聊
報
御
国
恩
申
度

志
願
誓
而
申
立
、
且
蚕
種
之
義
共
此
上
丹
誠
ヲ
尽
し
、
精
製
経
験
仕
度

旨
彼
是
勘
弁
仕
候
処
、
此
上
勤
続
之
取
扱
も
無
之
候
間
、
可
相
成
者
従

前
之
勤
労
一
応
御
賞
誉
之
上
、
一
時
願
之
通
職
務
御
免
被
成
下
置
、
病

体
之
模
様
追
而
再
勤
之
義
御
規
則
ニ
依
り
、
更
ニ
相
伺
候
様
仕
度
、
此

段
言
上
仕
候
、
以
上

　
　
　

明
治
六
年
九
月　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
殿 　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　

 

書
面
鯨
井
勘
衛
義
病
痾
奉
職
ニ
堪
兼
候
段
、
縷
々
陳
情
之
趣
一
応
尤
ニ

者
候
へ
共
、
病
痾
危
篤
之
趣
ニ
も
不
相
聞
ニ
付
、
辞
職
之
義
難
聞
届
候

条
、
精
々
療
養
相
加
可
申
、
既
ニ
本
年
之
義
者
製
種
季
節
も
相
過
候
義

ニ
付
、
差
向
候
事
件
者
田
島
武
平
・
田
嶋
弥
平
其
外
、
副
惣
代
共
申
談

取
扱
候
様
可
申
諭
事

　
　
　

明
治
六
年
九
月
廿
五
日　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

　

「（
青
書
）
蚕
種
印
紙
五
枚
風
ノ
た
め
ニ
紛
失
い
た
し
候
義
ニ
付
、
建
白
御
指
令
」

　
　

 

書
面
申
出
之
趣
ハ
聞
届
、
更
ニ
印
紙
相
渡
候
条
、
長
官
名
印
之
証
書
ヲ

以
請
取
之
者
可
差
出
候
事

　
　
　
　

但 

、
本
文
印
紙
代
価
之
義
者
更
ニ
相
納
可
申
、
尤
紛
失
印
紙
見
当

り
候
上
者
返
納
候
義
者
可
相
心
得
候
事

　
　
　

明
治
六
年
九
月
廿
八
日　
　
　
　

租
税
頭
陸
奥
宗
光
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

租
税
権
頭
松
方
正
義

　

「（
青
書
）
東
京
支
庁
ヨ
リ
之
舌
状
写

　
　

 

武
蔵
国
分
蚕
種
検
査
表
進
達
済
ニ
候
処
、
何
れ
も
世
話
役
検
印
無
之
ニ

付
下
ケ
戻
相
成
候
ニ
付
、
則
三
拾
冊
差
進
候
間
、
表
壱
人
別
毎
ニ
実
地

検
査
致
し
、
世
話
役
之
者
検
印
御
取
受
御
差
越
有
之
度
事

　
　

一
、
同
国
蚕
種
製
造
人
印
鑑
帳
い
ま
た
進
達
無
之
、
早
々
進
達
可
致
事
」

　
　
　
　
　

「（
欄
外
・
朱
書
）

七
月
廿
六
日
進
達
済
ニ
付
、
此
段
申
進遣

候
事
」

　

「（
青
書
）
一 

、
蚕
種
製
造
組
合
壱
組
限
世
話
役
幾
人
ツ
ヽ
有
之
哉
、
調
書
ヲ
以
可

申
立
事 

」

　
　
　
　
　

「（
欄
外
・
朱
書
）

是
者
直
ニ
不
差
出
候
者
ハ
相
成
間
敷
哉
」

　

「（
青
書
）
一
、
武
蔵
国
分
蚕
種
現
在
出
来
高
届
書
無
之
ニ
付
、
至
急
可
申
立
事
」

　
　
　
　
　

「（
欄
外
・
朱
書
）

七
月
廿
五
日
進
達
済
ニ
付
、
其
段
申
遣
候
事
」

「（
包
紙
）

　

写
真
図
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東
京
浅
草
大
地
代

　
　

横
浜
馬
車
道

　
　
　

内
田
氏
製　
　
　

」

　

右
者
留
守
宅
へ
御
沙
汰

十
月
六
日　

奈
良
学
校
江
出
頭
、
長
井
来
、
風
雅
御
印
紙
五
枚
渡
ス

同 

七
日　

郭
道
造
立
会
、
出
荷
発
立
組
々
改
状
渡
、
同
夜
金
井
総
平
来
、
輸

出
状
盗
難
ニ
付
再
相
渡

同
八
日　

村
岡
来
、
金
弐
拾
円
渋
谷
倉
蔵
へ
内
渡

　

書
類
調
村
岡
泊
、
新
井
斎
藤
仙
太
郎
・
善
蔵
来
、
熊
谷
清
水
泊

同
九
日　

熊
谷
出
張
、
竹
井
泊
、
同
夕
令
公
邸
江
伺

　

金
井
・
田
口
・
長
井
出
会
、
開
墾
地
万
吉
村
納
得
書
請
取

　

仙
太
郎
金
談
済
方
談
判

同
十
日　

朝
令
公
江
伺
、
開
墾
費
用
御
出
金
左
ニ

　
　
　
　
　

預
り
金
証
書
之
事

　
　

一
、
金
千
円

　
　

 

右
之
金
正
ニ
受
取
奉
預
候
、
然
ル
上
者
御
入
用
次
第
何
時
成
共
、
此
証

書
引
替
御
渡
可
申
上
候
、
其
節
違
乱
仕
間
敷
候
、
為
後
日
証
書
差
上
可

申
処
、
如
件

　
　
　
　

明
治
六
年
十
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

預
り
人　

熊
谷
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井　

澹
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

河
瀬　

秀
治
殿

　
　
　
　
　
　
　

染
谷　

尚
行
殿

　
　

 

前
書
金
千
円
之
義
者
、
今
般
荒
川
筋
桑
園
仕
付
方
資
本
金
皆
払
候
ニ
付
、

右
申
談
行
届
候
上
者
衆
議
之
上
、
更
ニ
方
法
相
立
可
申
候
、
為
念
此
段

書
添
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
井　

澹
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井　

勘
衛

　

 

右
証
書
差
入
金
千
円
請
取
、
内
金
五
百
円
竹
井
請
取
、
金
五
百
円
自
分
受

取
、
尤
桑
苗
代
立
替
候
分
引
去
り
可
申
事

　

新
井
村
斎
藤
仙
太
郎
金
談
済
方
左
ニ

　

元
金
五
百
七
十
両
、
内
新
戒
村
江
引
、
是
者
別
途
証
書
ニ
相
成
居
候

　

質
地
証
文
金
四
百
七
十
両
也　

但
、

九（
十
）月
十
九
日

　
　
　
　
　

以
書
付
奉
願
候

私
儀

　
　

 

病
痾
為
療
養
出
京
、
本
月
廿
日
迄
御
隙
奉
願
、
期
日
帰
郷
御
届
可
仕
之

二　明治６年（1873）　公用記

金
弐
百
三
十
四
両
壱
分
三
朱
也

金
百
七
十
両
也

金
百
六
十
五
両
弐
分
一
朱
也
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処
、
治
療
緩
急
不
得
止
事
故
有
之
、
猶
十
日
間
御
猶
予
被
成
下
度
、
此

段
奉
懇
願
候
也

　
　
　

明
治
六
年
十
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
瀬
熊
谷
県
令
殿

　

右
竹
井
氏
江
向
封
入
郵
便
江
差
出
ス

同
廿
日　

一
同
出
港
、
決
場
出
荷

同 

廿
一
日　

柳
島
邸
へ
行
、
岡
本
面
会
出
港
ニ
付
云
云
談
、
夫
ゟ
佐
々
木
へ

立
倚
、
同
日
山
田
志
馬
江
懇
情
云
云
申
置
、
同
日
午
後
出
港

同
廿
二
日　

商
道
配
慮
滞
在

同
廿
三
日　

同
断

同
廿
四
日　

同
断

同
廿
五
日　

同
断

同
廿
六
日　

同
断

同
廿
七
日　

同
断

同
廿
八
日　

同
断

同
廿
九
日

同
三
十
日

同 

三
十
一
日　

越
後
長
岡
野
本
甚
作
ゟ
原
蚕
種
三
拾
枚
外
一
枚
、
伊（
イ
タ
リ
）

太
り
国

原
種
共
注
文
内
金
拾
円
受
取　

但
、
野
本
太
吉
両
人
也

　

洋
服
切
替
六
拾
弐
匁
弐
分
五
厘
切

　

千
百
八
十
七
枚
五
分
、
内
金
千
弐
百
円
受
取
持
参

　

帰
京
佐
々
木
ニ
尋
い
セ
傳
泊

　

「（
貼
紙
）
一
ト
先
帰
郷
ニ
付
、
午
後
三
時
汽
車
ニ
而
帰
京
」

十
一
月
一
日　

馬
車
ニ
而
帰
郷
、
大
木
同
車
、
夜
ニ
入
帰
宅

同
二
日　

竹
井
江
出
、
夫
ゟ
帰
着
届
、
同
夜
同
氏
泊

同 

三
日　

午
前
暁
五
時
議
者
一
同
御
礼
、
同
夕
小
松
屋
ニ
而
御
酒
被
下
、
深

更
帰

同
四
日　

出
立
、
清
水
愛
助
泊
、
田
口
忠
総
ゟ
地
券
至
急
調
上
候
事

　

出
庁
休
暇
願
、
竹
井
ゟ
山
田
志
馬
へ
書
状
依
頼

同
五
日　

未
明
出
立
、
埼
玉
県
山
田
志
馬
尋
候
処
、
帰
県
無
之

　

夕
五
時
神
田
い
セ
傳
着
泊

十 

一
月
六
日　

安
楽
寺
横
丁
山
田
江
尋
、
柳
島
出
張
ニ
付
、
直
ニ
同
所
江
廻

り
面
謁
、
来
十
一
日
竹
井
両
人
面
会
之
筈

　

午
後
汽
車
ニ
而
出
港

同
七
日　

滞
在

同
八
日　

同

同
九
日

同 
十
日　

山
田
小
十
郎
招
ニ
而
川
嶋
楳
坪
一
同
海
陽
亭
行
、
午
後
汽
車
ニ
而

帰
郷
、
い
セ
傳
泊
、
竹
井
着
、
萩
原
杢
衛
着

同 

十
一
日　

第
十
一
時
安
楽
寺
横
丁
山
田
志
馬
江
行
、
村
々
滞
候
分
都
而
依
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頼
ニ
成
、
右
ニ
付
両
人
引
合
物
産
局
借
用
、
柳
島
江
取
立
分
取
消
相
成
候
、

　

 

但
千
五
百
両
内
六
百
六
十
七
両
小
十
郎
江
可
入
分
、
八
百
三
十
三
両
柳

島
へ
可
入
分
、
此
分
更
ニ
取
消
被
下
、
証
書
御
請
、
請
書
等
い
た
し
候
、

八
百
両
者
竹
井
分
同
断
之
事

　

午
後
す
み
屋
出
会
、
山
田
鐸
馬
・
志
馬
両
氏
四
人
也
、
深
更
い
セ
屋
へ
帰

同 

十
二
日　

竹
井
同
道
京
橋
向
へ
行
、
金
百
拾
円
竹
井
へ
渡
、
但
時
計
代
外

十
円
正
ニ
渡
、
同
日
竹
井
出
立

同
十
三
日　

諸
買
物

同
十
四
日　

同
品
々
買
物
取
揃
、
佐
々
木
へ
行

同
十
五
日　

朝
野
島
直
輔
一
同
出
立
、
夜
ニ
入
帰
宅

同
十
六
日　

早
朝
本
庄
駅
学
校
議
場
出
頭

　

暢
発
学
校
熊
谷
江
引
候
事
決
議

　

中
学
本
部
定　

諸
井
五
衛
泊

同
十
七
日　

書
類
編
執
其
外
、
協
議
同
断

同
十
八
日　

午
後
令
公
一
同
島
村
学
校
江
立
倚
、
深
更
帰
宅

同
十
九
日　

本
家
縁
女
取
極
候
賀
ニ
行

同
廿
日　

出
庁
帰
郷
届
、
同
夜
竹
井
両
人

　

令
公
江
伺
、
深
更
帰
、
清
水
泊

同
廿
一
日　

協
議
場
出
頭

　

田
ヲ
畑
ニ
変
ル
得
失　

暢
発
学
校
募
金
副
区
長
・
議
者
ニ
而
出
金
之
事

　

同
夜
清
水
泊

同
廿
二
日　

出
庁
、
各
大
区
ニ
而
惣
代
撰
挙
入
札　
　

清
水
泊

　

県
令
ゟ
金
百
円
暢
発
学
校
ニ
寄
附
有
之

　

田
口
・
金
井
来
、
荒
蕪
一
件
書
類
持
参
、
廿
六
日
取
極
之
筈

　

横
倉
弥
七
郎
桑
苗
之
義
ニ
付
来
、
取
極

十
一
月
廿
三
日　

荒
川
開
墾
地
所
ノ
取
極
、
書
類
下
案
作
ニ
て
帰
宅

　

村
方
地
券
証
勘
一
郎
ゟ
受
取
、
右
費
用
金
八
円
余
納

同 

廿
四
日　
　
　
　
　
　
　

豊
次
郎
・
善
蔵
上
州
行
、
市
平
桑
三
千
本

　

横
倉
弥
七
郎
へ　
　
　
　

買
付
金
弐
十
四
円
渡

　

金
百
円
桑
苗
代
、
内
豊
次
郎
ヲ
以
同
人
方
為
持
渡
候

　

北
条
県
貫
属
田
村
某
来
、
山
下
吉
蔵
・
辻
亀
ゟ
足
袋
被
送
候

同
廿
五
日　

当
七
月
已
後
費
用
調

同 

廿
六
日　

墾
地
事
件
ニ
付
竹
井
江
出
会
、
吉
田
三
氏
ニ
而
場
所
点
検
、
夕

方
帰
、
但
村
々
ゟ
廿
九
日
迄
日
延
ニ
付
、
用
談
無
之
候

同 

廿
七
日　

三
田
清
太
郎
来
り
、
金
弐
百
円
来
明
治
七
年
四
月
迄
用
立
、
但

預
り
手
形
帳
面
取
置

同 
廿
八
日　

竹
井
ゟ
急
替
ニ
付
同
氏
江
出
張
、万
吉
村
外
三
ヶ
村
戸
長
田
口
・

金
井
出
張
、
場
所
公
有
其
外
云
云
談
判

　

同
夜
令
公
江
伺
之
上
、
村
々
一
ト
先
立
戻
り
、
談
判
之
上
挨
拶
之
筈

　

 

清
水
愛
介
泊
、
与
八
種
代
仕
切
之
内
ニ
而
金
弐
拾
両
、
元
り
差
引
残
金
渡

二　明治６年（1873）　公用記

　

南
北
協
議

十
七
日
本
庄
駅
ゟ
奈
良
県
行

　

南
第
九
大
区
八
小
区　

取
極

　

那
賀
郡
猪
俣
村　

小
林
元
海

上
州
緑
埜
郡

　

岡
ノ
郷
村

　
　

飯
野
豊
作

　

右
同
断
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済

　

「（
挿
入
紙
）

 

今
般
管
内
之
有
志
輩
協
力
出
金
シ
テ
、
教
員
伝
習
ノ
暢
発
学
校
ヲ
熊
谷

駅
ニ
新
築
ス
ル
旨
ヲ
告
ク
、
依
テ
其
員
聊
ナ
リ
ト
雖
一
百
円
ヲ
其
有
志

等
之
寄
附
ス
ヘ
シ
、
希
ク
ハ
加
入
ヲ
許
セ

　
　
　

十
一
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暢
発
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
築
掛
中 

」

同
廿
九
日　

県
庁
江
是
迄
費
用
七
月
已
後
取
調
書
上

　

国
内
用
外
国
売
込
人
有
之
、
田
中
源
太
郎
連
立
申
立

　

服
部
三
蔵
竹
井
ニ
而
面
会
、
雨
降
出
し
同
家
泊
り

同
三
十
日　

帰
り
鯨
井
勘
次
郎
江
金
五
拾
九
円
三
十
銭
種
代
残
渡
候

十
二
月
一
日　

笹
井
万
太
郎
来
、
内
田
清
太
郎
并
善
蔵
来
泊

同
二
日　

熊
谷
行
、
同
夕
帰
、
山
田
一
条
懸
合
ニ
付
挨
拶

　
　
　
　
　

以
書
付
御
届
奉
申
上
候

　
　

一
、
ヒ
ス
ト
ル
壱
挺　

但　

弐
番
形
七
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
弐
拾
五
程
有
之

　
　

一
、
同　

壱
挺　
　
　

但　

三
番
形
五
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
弐
拾
程
有
之

　
　

一
、
ヤ
ー
ケ
ル
壱
挺　

但　

和
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
目
弐
目
五
分

　
　
　
　

合
三
挺

　
　

 

右
之
筒
年
来
所
持
罷
在
候
処
、
先
般
御
取
調
之
刻
大
蔵
省
御
用
出
京
滞

在
留
守
中
遺
漏
い
た
し
候
間
、
此
段
御
届
奉
申
上
候
也

　
　
　

明
治
六
年
十
壱
月
二
日　
　
　
　
　
　

南
第
八
大
区
三
小
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　

右
鯨
井
勘
一
郎
方
江
出
し
、
副
区
長
江
差
出
ス

十 

二
月
三
日　

八
木
原
三
郎
右
衛
門
江
金
百
円
返
済
、
利
金
拾
円
、
十
二
月

廿
五
日
熊
谷
ニ
而
渡

十
二
月
四
日　

下
奈
良
村
飯
塚
徽
江
金
六
拾
五
円
渡

同
五
日　

熊
谷
出
張
、
来
歳
免
許
願
其
外
談
判
ニ
付
、
川
上
行

　

金
井
・
田
口
面
会

同
六同

日　

竹
井
ゟ
書
状
ニ
而
出
張
、
吉
田
三
名
立
会
開
墾
地
取
極
、
同
所
泊

同
六
日　

未
明
帰
、
堀
江
・
吉
川
熊
谷
学
校
生
徒
来
ル

同
七
日

同 

八
日　

熊
谷
出
張
、
明
後
十
日
下
奈
良
村
江
出
張
之
筈
、
竹
井
江
約
ス
、

夜
ニ
入
帰
、
藤
原
利
衛
非
常
駆
付
人
足
廿
五
人
請
、
跡
五
人
云
云
ニ
付
来

ル
、
同
夜
勘
一
郎
方
会
所
出
張
、
深
更
迄
説
諭
候

同
九 
日　

早
朝
勘
一
郎
同
道
小
島
録
蔵
行
、
夫
ゟ
吉
田
市
十
郎
江
行
、
三
拾

人
差
出
し
候
旨
挨
拶

十 

二
月
十
日　

朝
吉
田
市
十
郎
方
江
出
張
、
竹
井
出
会
、
同
村
役
員
交
替
事

〻
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件
取
扱
、
同
家
泊

同 

十
一
日　

同
断
滞
在
、
成
塚
村
河
田
三
弥
・
高
畑
村
金
井
元
次
・
村
岡
嘉

平
・
根
岸
善
蔵
同
所
江
来
、
酒
店
九
右
衛
門
泊

同
十
二
日　

同
断
滞
在
、
右
村
々
金
談
滞
云
云
談
判

同
十
三
日　

同
断
滞
在

　

右
河
田
三
弥
済
金
弐
百
円
、
金
井
元
次
済
金
百
七
十
円

但
弐
百
円
書
付
入　

内
三
十
円
引
筈

　

合
三
百
七
十
円
来
廿
八
日
迄
ニ
持
参

　

悉
皆
相
済
筈
ニ
而
念
為
書
付
取
之

　

 

下
奈
良
村
役
交
代
壱
ヶ
年
ヲ
期
与
し
、
戸
長
栗
原
、
副
戸
長
五
名
之
内
、

権
田
宇
平
与
申
者
不
伏
（
服
）ニ
而
治
り
も
不
相
立
ニ
付
、
説
諭
倚
（
依
）頼
い
た
し
一

ト
先
両
人
帰
宅

　

「（
青
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

 

右
之
者
相
尋
候
義
有
之
候
条
、
明
十
三
日
午
前
第
十
時
召
連
可
罷
出
候

也

　
　
　

十
二
月
十
二
日

　
　
　
　

深
谷　

裁
判
所

　

右
御
用
状
吉
田
ニ
而
拝
見
村
岡
嘉
平
居
合
候
ニ
付
倚
頼

　
　

 

拙
者
義
深
谷
御
裁
判
所
ゟ
今
十
三
日
第
十
時
御
尋
之
義
有
之
、
御
呼
出

し
之
処
、
当
秋
已
来
病
気
ニ
而
既
ニ
九
月
中
租
税
寮
へ
其
段
申
立
、
大

惣
代
役
御
免
願
差
出
候
ニ
付
、
右
御
呼
出
云
云
之
義
御
依
頼
申
候
、
依

之
委
任
状
差
出
申
候
処
、
仍
如
件

　
　
　

明
治
六
年
十
二
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平
殿

　

右
ニ
付
越
塚
利
衛
差
添
出
頭
候
処
、原
紙
流
用
不
分
之
段
御
尋
而
已
ニ
付
」

　

 

右
呼
出
し
ニ
付
村
岡
嘉
平
江
委
任
状
相
渡
、
越
塚
利
衛
差
添
深
谷
裁
判
所

出
頭

　

原
紙
流
用
云
云
尋
、
同
人
ゟ
申
立
候
由

十
二
月
十
四
日

十
二
月
十
四五

日　

竹
井
行
、
吉
田
ゟ
書
状
、
同
村
折
合
行
届
候
由

同
十
六
日　

出
立
、
上
尾
泊

同
十
七
日　

板
橋
ニ
而
山
田
志
馬
面
会
、
い
セ
傳
着

　

京
都
府
世
話
役
松
村
江
売
却
、
蚕
種
六
枚
代
金
十
円
受
取

　

佐
々
木
行

同
十
八
日　

佐
々
木
行
、
吉
田
江
謝

同
十
九
日　

午
後
出
立
、
浦
和
大
松
屋
泊

同 
廿
日　

朝
山
田
志
馬
面
会
、
金
弐
千
円
者
来
廿
五
日
、
後
者
差
支
無
之
由
、

小
十
郎
方
江
云
云
申
談
候
由

　

村
々
金
員
一
月
勘
定
之
筈

二　明治６年（1873）　公用記

〻

（
青
書
）

「
同
日
深
谷
裁
判
所
ゟ

　

又
候
呼
出
し
、
右
利
衛

　

出
頭
、
出
京
留
守
申
立
、

　

外
御
沙
汰
な
し　
　
　

」
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同
夜
竹
井
江
立
倚
、
帰
宅

同
廿
一
日　

小
十
郎
事
件
ニ
付
、
竹
井
出
張

同 

廿
二
日　

右
治
定
挨
拶
、
尚
金
百
六
十
七
円
皆
済
、
来
歳
出
荷
百
五
十
円
、

跡
弐
百
円
出
荷
な
し

同
廿
三
日　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

熊
谷
県　
　
　
　
　

南
第
八
大
区
三
小
区
旛
羅
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
井
村

　
　

大
急
別
飛
脚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　

酉
十
二
月
廿
三
日

　
　
　
　

熊
谷
ゟ
之
里
数
ヲ
計
規
定
ノ
賃
可
払

　
　

 

熊
谷
裁
判
所
ニ
而
蚕
種
精
租
（
粗
）検
査
為
致
候
ニ
付
、
大
惣
代
壱
人
来
ル
廿

四
日
罷
出
候
様
、
可
申
達
旨
懸
合
有
之
候
間
、
若
大
惣
代
・
副
惣
代
御

用
多
等
ニ
而
差
支
候
ハ
ヽ
、
代
与
し
て
目
利
之
者
壱
人
、
右
日
限
迄
ニ

無
相
違
裁
判
所
江
可
差
出
候
也

　
　
　

酉
十
二
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚕
種
大
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
副
惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
岡
嘉
平
へ

　

右
脚
夫
ち
ん
五
銭
渡

　

右
新
戒
村
江
本
書
直
ニ
廻
ス　
　

脚
夫
文
六

「（
青
書
）

 

十
二
月
廿
四
日
煤
払
、
村
岡
嘉
平
立
倚
出
県
、
夫
ゟ
川
越
裁
判
所
江
出

　

取
上
品
検
査
、
但
枚
数
廿
八
枚
い
つ
れ
も
不
正
之
品
焼
捨
者
（
物
）之
由

　

会
所
集
会
出
席

同
廿
五
日　

熊
谷
行
、
清
水
泊

　

新
戒
村
并
村
々
竹
井
金
談
取
扱

同
廿
六
日　

出
庁

　
　

一
、
仏
国
原
蚕
種
弐
枚　
　
　
　
　

武
蔵
国
旙
羅
郡
玉
井
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

製
造
人　

鯨
井
勘
衛

　
　

 

右
者
本
年
四
月
中
租
税
寮
ヨ
リ
原
蚕
卵
御
下
渡
ニ
付
、
為
試
験
各
県
大

総
代
江
分
配
纔
ニ
掃
立
精
養
い
た
し
候
処
、
怔
合
粗
賤
品
価
無
之
候
、

右
蚕
卵
製
造
之
分
租
税
寮
へ
可
差
上
御
沙
汰
、
東
京
府
下
蚕
種
大
惣
代

並
木
勘
三
郎
ヨ
リ
報
知
有
之
候
間
、
出
殻
繭
相
添
奉
差
上
候
、
右
品
御

寮
江
御
差
出
被
成
下
度
、
此
段
奉
願
候
也

　
　
　

明
治
六
年
十
二
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　

右　

鯨
井
勘
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
瀬
熊
谷
県
令
殿

　

右
蚕
種
弐
枚
、
出
殻
繭
共
県
庁
江
差
出
ス

十 
二
月
廿
六
日　

夜
令
公
邸
江
伺
、
荒
蕪
云
云
懇
話
有
之
、
吉
田
鉱
山
行
之

義
ニ
付
、
竹
井
・
石
川
与
も
可
議
旨
被
命
、
清
水
泊

同 

廿
七
日　

新
戒
村
木
村
文
次
郎
済
方
金
四
拾
円
ニ
而
皆
済
、
内
金
三
拾
円
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村
岡
嘉
平
ゟ
渡
、
河
田
楳
軒
同
村
外
一
ヶ
村
金
談
日
延
申
来
、
吉
田
伴
七

金
談
口
々
取
極

　

一
、
金
六
拾
円
也

　
　

 

右
者
大
総
代
月
給
七
月
ゟ
十
二
月
迄
之
分
御
下
、
村
岡
・
川
上
ゟ
受
取
、

村
岡
分
も
御
下
也

　

一 

、
金
拾
円　

川
上
鯉
十
郎
江
代
理
依
頼
之
廉
有
之
候
ニ
付
、
同
人
へ
挨

拶
与
し
て
渡

　
　

外
金
五
円　

村
岡
ゟ
渡
、
但
交
替
も
の
五
円
有
之
由

　

同
夕
帰

同
廿
八
日

十
二
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

依
願
蚕
種
大
総
代
差
免
候
事

　
　
　

明
治
六
年
十
二
月
廿
九
日　
　
　

熊
谷
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鯨
井
勘
衛

　
　

蚕
種
大
総
代
奉
職
中
勉
励
奇
特
之
段
誉
置
候
事

　
　
　

明
治
六
年
十
二
月
廿
九
日　
　
　

熊
谷
県

　

右
御
沙
汰
候

　

 

辞
職
出
願
已
来
月
給
頂
戴
不
都
合
ニ
存
、
返
上
相
伺
候
処
、
爾
後
百
日
間

者
規
則
不
苦
御
沙
汰

　

 

懲
役
掛
近
藤
・
清
水
両
氏
案
内
村
岡
・
万
吉
村
へ
行
、
田
口
同
道
万
吉
村

寿
念
寺
借
請
度
旨
同
人
へ
頼
、
同
夜
竹
井
泊
、
竹
井
・
石
川
同
道
令
公
伺
、

吉
田
云
云
申
立

十
二
月
三
十
日　

倉
上
玄
兵
衛
江
立
倚
帰
、
春
日
行

同
三
十
一
日　

上
石
原
村
秋
山
方
江
地
代
納

　

西
田
同
断
、
豊
次
郎
熊
谷
行

　

松
飾
餅
搗
、
祝
賀
用
意

　
　
　
　
　

御
国
旗
相
掲
候
日
柄
之
義
ニ
付
伺

　
　

 

当
十
一
月
三
日
天
長
節
ニ
付
、
日
章
御
国
旗
相
掲
奉
祝
度
段
、
管
下
人

民
よ
り
伺
出
候
ニ
付
聞
届
、
其
段
御
届
申
上
、
既
ニ
御
当
日
一
般
施
行

仕
候
処
、
老
幼
婦
女
子
ニ
至
迄
、
始
テ
御
祝
日
之
意
徹
底
仕
候
間
、
可

相
成
者
天
長
節
同
様
御
国
旗
雛
形
、
毎
戸
相
掲
奉
祝
仕
候
而
御
相
幡
相

成
候
御
日
柄
、
指
令
有
之
度
旨
伺
出
候
向
茂
御
座
候
処
、
判
然
難
決
候

ニ
付
、
宜
御
差
図
御
座
候
様
仕
度
、
此
段
奉
伺
候
也

　
　
　

明
治
六
年
十
一
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

熊
谷
県
令
河
瀬
秀
治

　
　
　
　
　
　

右
大
臣
岩
倉
具
視
殿

　
　

 

伺
之
節
一
月
一
日
并
本
年
十
月
第
三
百
四
十
四
号
布
告
、
祭
日
祝
日
及

管
内
官
国
幣
社
祭
日
者
掲
揚
可
仕
候
候
事

　
　
　
　

明
治
六
年
十
一
月
二
十
日

　
　

第
三
百
四
十
四
号

二　明治６年（1873）　公用記



― 122 ―

熊谷市史料集２

― 123 ―

　
　

年
中
祭
日
祝
日
等
も之

休
暇
日
左
之
通
候
条
、
此
旨
布
告
候
事

　
　
　

明
治
六
年
十
月
十
四
日　
　
　

太
政
大
臣
三
條
実
美

　
　

元
始
祭　
　
　

一
月
三
日

　
　

新
年
宴
祭　
　

一
月
五
日

　
　

孝
明
天
皇
祭　

一
月
三
十
日

　
　

起
元
節　
　
　

二
月
十
一
日

　
　

神
武
天
皇
祭　

四
月
三
日

　
　

神
嘗
祭　
　
　

九
月
十
七
日

　
　

天
長
節　
　
　

十
一
月
三
日

　
　

新
嘗
祭　
　
　

十
一
月
廿
三
日

　
　

 

右
者
明
治
六
年
十
一
月
廿
一
日
会
議
之
上
、
一
月
一
日
ニ
右
御
布
告
之

分
御
国
旗
相
掲
候
事
ニ
決
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「（
裏
表
紙
）

　
　

　
　
　

鯨　

井　

熙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
〻
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熊
谷
市
史
編
さ
ん
関
係
者
一
覧
（
敬
称
略
）

熊
谷
市
史
編
�
�
委
員
会
委
員

　

委　

員　

長　

村
田　

安
穗
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

　

副
委
員
長　

飯
塚　
　

好
（
民
俗
研
究
者
）

　

委　
　
　

員　

閑
野　

高
広
（
熊
谷
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

富
男
（
熊
谷
市
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　

小
野
美
代
子
（
熊
谷
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　

柿
沼　

幹
夫
（
国
士
舘
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　

北
村　

行
遠
（
立
正
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
瀧　

交
二
（
大
東
文
化
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

平
井
加
余
子
（
熊
谷
市
郷
土
文
化
会
）

　
　
　
　
　
　
　

野
口　

幸
雄
（
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
）

　
　
　
　
　
　
　

鶴
田　

幸
子
（
公
募
委
員
）

熊
谷
市
史
編
�
�
近
代
専
門
部
会
（
平
成
二
七
年
度
）

　

専
門
委
員　

村
田　

安
穗

　

専
門
調
査
員　

老
川　

慶
喜

　
　
　
　
　
　
　

重
田　

正
夫

　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

和
弘

　
　
　
　
　
　
　

藤
島　

幸
彦

　
　
　
　
　
　
　

柳
澤　

健
一

　

特
別
調
査
員　

小
林　

壽
朗

　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

邦
明

　
　
　
　
　
　
　

竹
村　
　

到

事�

務�

局
（
平
成
二
七
年
度
）

　

熊
谷
市
教
育
委
員
会

　

教　

育　

長　
　
　

野
原　
　

晃

　

教
育
次
長　
　
　

米
澤
ひ
ろ
み

　

社
会
教
育
課
長　
　
　

山
崎　
　

実

　

市
史
編
さ
ん
室

　
　

担
当
副
参
事　
　
　

森
田　

安
彦

　
　

副
課
長
兼
室
長　
　

新
井　
　

端

　
　

主　
　
　

任　
　
　

蛭
間　

健
悟

　
　

嘱　
　
　

託　
　
　

栗
原　

健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
品　

洋
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
美
紗
登

　
　

臨
時
職
員　
　

井
出
英
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
井　

直
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
沢
き
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
田　

史
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉　

弘
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
田　

郁
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

潤
一



年月日 表題（内容） 頁

11月29日 県庁へ是迄の費用７月以後の取調べ書上を提出、国内用外国売込み人あり、服
部三蔵と竹井宅で面会し同家へ泊る

118

11月30日 鯨井勘次郎へ金円種代残金を渡す 118
12月１日 笹井万太郎来る、内田清太郎・善蔵が来て泊る 118
12月２日 熊谷へ行き夕方帰る、山田一条を懸合い挨拶する　【届書】銃所持取調につき

届を鯨井勘一郎方へ出し副区長へ差出す
118

12月３日 八木原三郎右衛門へ金円返済する、利金は10円、５日熊谷で渡す 118
12月４日 下奈良村飯塚徽へ金円渡す 118
12月５日 熊谷へ出張、来歳免許願など談判しに川上へ行く、金井・田口と面会、吉田三

名立会開墾地取極める、同所へ泊る
118

12月６日 未明に帰る、堀江・吉川熊谷学校生徒が来る 118
12月７日 （日付のみ記載） 118
12月８日 熊谷へ出張、10日下奈良村へ出張の筈、竹井へ約す、非常駆付け人足25人請け

る、夜帰り勘一郎方会所出張し深更まで説諭する
118

12月９日 勘一郎同道で小島録蔵へ行き吉田市十郎へ行く、人足30人差出の旨を挨拶する 118
12月10日 吉田市十郎へ出張、竹井と出会い、同村役員交替事件を取扱う、同家へ泊る 118
12月11日 同断滞在する、村岡嘉平ら同所へ来る、酒店九右衛門へ泊る 119
12月12日 同断滞在する、村々金談滞りなど談判する 119
12月13日 同断滞在する、河田三弥済み金悉皆念の為書付取る、下奈良村役交替説諭依頼

し両人帰宅する
119

12月14日 （日付のみ記載） 119
12月15日 竹井へ行く、吉田より書状来て同村折合い行届きの由 119
12月16日 出立する、上尾へ泊る 119
12月17日 板橋で山田志馬と面会する、いせ伝に着く、世話役松村へ売却、蚕種代金受取

る、佐々木へ行く
119

12月18日 佐々木へ行く、吉田へ感謝 119
12月19日 午後出立する、浦和大和屋へ泊る 119
12月20日 山田志馬と面会、金円25日後で差支えない由、小十郎方へ談じの由、夜竹井へ

立寄る、帰宅する
119

12月21日 小十郎事件で竹井へ出張する 120
12月22日 事件治定を挨拶、金167円皆済、来歳出荷金150円、跡200円出荷なし 120
12月23日 【達書】熊谷裁判所より蚕種精粗検査に大惣代ら出頭につき　新戒村へ本書廻す 120
12月24日 煤払い、村岡嘉平立寄り出県、川越裁判所へ検査 120
12月25日 熊谷へ行く、清水へ泊る、新戒村并村々竹井へ金談取扱い 120
12月26日 出庁　【願書】仏国原蚕種差出しにつき　蚕種２枚を出殻共県庁へ差出す、令

公邸へ伺う、清水へ泊る
120

12月27日 新戒村木村済方金円皆済す、内金を村岡嘉平より渡す、河田楳軒金談日延を申
来る、吉田伴七金談取極る

120

12月28日 （日付のみ記載） 121
12月29日 【沙汰】蚕種大惣代辞職差免し・奉職中勉励賞誉・惣代給につき　懲役掛らが

村岡・万吉村へ行く、竹井ら同道で令公邸へ伺う
121

12月30日 倉上玄兵衛へ立寄り帰る、春日行 121
12月31日 上石原村秋山方へ地代納める、西田同断　【伺書】国旗掲候日柄之義につき　 121
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年月日 表題（内容） 頁

10月９日 熊谷へ出張し竹井へ泊る、夕方令公邸へ伺う、金井らと出会い、開墾地万吉村
納得書を請取る

115

10月10日 令公へ伺う　【証書】開墾費用預り金につき　 115
10月19日 【願書】病気のため大惣代辞職につき 115
10月20日 出港して決場へ出る 116
10月21日 柳島邸へ行く、岡本と面会し出港を談じる、佐々木へ立寄る、午後出港する 116
10月22日 商道配慮し滞在する 116
10月23日 同断 116
10月24日 同断 116
10月25日 同断 116
10月26日 同断 116
10月27日 同断 116
10月28日 同断 116
10月29日 （日付のみ記載） 116
10月30日 （日付のみ記載） 116
10月31日 越後長岡野本より原蚕種注文金受取る、佐々木を尋ねいせ伝へ泊る、午後汽車

で帰京する
116

11月１日 馬車で帰郷する、大木が同車する、夜帰宅する 116
11月２日 竹井宅へ行く、それより帰着届ける、夜竹井宅へ泊る 116
11月３日 議者一同御礼す、小松屋で酒下さる、深更帰る 116
11月４日 出立する、清水愛助泊る、出庁休暇願い、竹井より山田志馬へ書状依頼する 116
11月５日 出立する、埼玉県の山田志馬を尋ねるも帰県なし、夕方いせ伝へ着き泊る 116
11月６日 安楽寺横町山田を尋ねる、柳島出張し面謁する、午後汽車にて出港する 116
11月７日 滞在する 116
11月８日 同 116
11月９日 （日付のみ記載） 116
11月10日 山田小十郎招きにて川島梅坪一同海陽亭へ行く、午後汽車で帰郷する、いせ伝

へ泊る、竹井・萩原が着く
116

11月11日 山田志馬へ行く、村々滞り分すべて依頼する、柳島へ取立分は取消し、深更い
せ屋へ帰る

116

11月12日 竹井同道で京橋向へ行く、竹井へ時計代金を渡す、同日竹井は出立する 117
11月13日 諸買物する 117
11月14日 品々買物し取揃える、佐々木へ行く 117
11月15日 野島直輔一同と出立し、夜に帰宅する 117
11月16日 本庄駅学校議場へ出頭、暢発学校熊谷へ引くことを決議する、諸井五衛へ泊る 117
11月17日 書類編執など、協議などする 117
11月18日 令公一同島村学校へ立寄る、深更帰宅する 117
11月19日 本家縁女取極めにて賀に行く 117
11月20日 出庁し帰郷届出す、夜竹井同道で令公へ伺う、深更帰る、清水へ泊る 117
11月21日 協議場へ出頭する、暢発学校募金出金のこと、夜清水へ泊る 117
11月22日 出庁する、各大区の惣代撰挙入札する、清水へ泊る、県令より暢発学校寄附金

あり、田口ら荒蕪一件書類持参する
117

11月23日 荒川開墾地所を取極める、書類下案作成し帰宅する、村方地券証勘一郎より受
取り費用金納める

117

11月24日 豊次郎ら上州へ行く、市平が桑3000本買付ける、山下吉蔵らより足袋送られる 117
11月25日 当７月以後の費用を調べる 117
11月26日 墾地事件で竹井と出会い、吉田三氏で場所を点検し夕方帰る 117
11月27日 三田清太郎来る、用立金手形帳面を取置く 117
11月28日 竹井の急替りで出張する、金井らも出張、場所公有など談判する、夜令公へ伺

う、清水愛介へ泊る
117
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年月日 表題（内容） 頁

８月29日 出庁、荒川組税金納める、余りの蚕種輸出願２通を租税寮へ差出す、令公と面
謁、国松利平次税金納める

108

８月30日 惣組残原紙取調べにて杉田専衛へ出会い、午後出張し売捌所へ伺う、杉田へ泊
る、田島武平同断、田村左惣次ら税金納める

108

８月31日 同所へ滞在、辞役を談じ并原紙を取成す 108
９月１日 同滞在、白残原紙1830枚は御下げ、組々へ分配する 108
９月２日 夕方帰る、柴崎左平が泊る、萩原杢衛へ印紙を渡す 108
９月３日 同人へ1000枚渡し、柳沢定平改証印を遣わす　【達書】蚕種印紙を渡しにつき 108
９月４日 柴崎佐平ら税金納める、長井が来る、勘次郎３日夕方来て泊る 109
９月５日 小林彦助・豊原屋来る、山下吉蔵が来て泊る 109
９月６日 殖産会社三等撰挙の件で竹井宅へ出張、久保庄左衛門来て泊る 109
９月７日 新戒村へ飛脚出す、山下吉蔵同道で清水へ泊る、組々休役願人多数来る、同道

熊谷駅清水へ泊る
109

９月８日 出庁、検査表・大惣代休役惣組連印願書など差出す、田島弥平ら同宿 109
９月９日 組々世話役休役など聞届け、田島東京へ出立、山下帰る　【達書】夏蚕・掛合

用薄紙原紙貯蔵差許しなど　深谷売捌所より出張申越し
109

９月10日 諸調べ、印紙残調べ 110
９月11日 竹井同道で令公邸へ伺う、夜竹井宅へ泊る、留守中村岡より書状脚夫賃支払う、

長井市太郎も竹井宅へ泊る
110

９月12日 手島村金井ら来る、開墾培根社談判し決議する、夜中帰る 110
９月13日 組々へ輸出改状を渡す、石原善蔵来て泊る、香嵐来る、検査表仕立てる 110
９月14日 香嵐滞留、中島孝三郎代人泊る、豊次郎ら泊る、組々へ改状を出す 110
９月15日 各組へ改状を出す、板倉勇県庁書類手直し、荒木八郎次税金納める 110
９月16日 金井総平来る、改状組々へ渡す、香嵐帰る、飯能村へ蚕種３枚渡す 110
９月17日 【達書】21日例月集会不参など無之様につき 111
９月18日 鈴木へ行く、金井より依頼あり金円渡す、組々へ改状証印す 111
９月19日 出庁検査表取揃えて納める、令公邸へ伺い書類拝借する、田島より書状到来する 111
９月20日 清水で田島弥平と面会する、夜令公邸へ伺い深更帰る、同所へ泊る、山下吉蔵

来る、竹井へ泊る
111

９月21日 協議所へ出頭、租税納め期限、国旗を祭典に供する事、夜清水へ泊る 111
９月22日 竹井同道で令公邸へ伺う、荒蕪開墾を決議、夕方帰る 111
９月23日 大風雨で出水する、第28番組精帳を申来る、他の組々が来る 111
９月24日 森戸組役入休役に奥書し、組々へ改状遣わす 111
９月25日 【達書】蚕種出来高詳細取調につき　【達書】過渡分返納取計につき　出庁、国

内用原蚕種来歳調書上帳写し差出す
111

９月26日 村岡嘉平来て泊る、現在高詳細調べる、荒木八郎次他組々が来る 112
９月27日 精算取調べる、第３番組不都合で飛脚を出す、村岡が滞留する 112
９月28日 村岡らと同道熊谷出張する、竹井ら同道で荒蕪実地を見分する、夜中に帰る　 112
９月29日 熊谷へ出張、出京で５日休暇願い、荒蕪麁絵図金井らより届く、村岡ら清水で

面会する、夜竹井へ泊る
113

９月30日 竹井同道で出京する、板橋へ泊る 113
10月１日 飯田町牛窪邸県令公へ面謁、開墾事情など伺う、小柳町伝次郎へ泊る、竹井は

真中へ行き泊る
113

10月２日 柳島へ行く、５ヶ村外事件談判し諸事依頼あり、令公へ面謁、山下と面会する 113
10月３日 大雨、松井・野村と面会する、海陽亭へ行き夜に帰る 113
10月４日 馬車で令公と同車して帰郷する、熊谷竹井へ泊る 113
10月５日 令公邸へ伺い後出庁する、金井ら来て談判する、夜帰宅する　【添願書】蚕種

大惣代交替願いなど
113

10月６日 奈良学校へ出頭、長井が来る、風雅印紙５枚渡す 115
10月７日 郭道造立会い、組々へ改状を渡す、夜金井総平来る、輸出状盗難のため再度渡す 115
10月８日 村岡が来て書類調べて泊る、斎藤仙太郎ら来る、熊谷清水へ泊る 115
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年月日 表題（内容） 頁

７月21日 議場へ出頭、公費割合帳など各大区にて取調べ　【書付】埼玉県他各蚕種紙免
許願高など　熊谷清水で惣組会議して一同泊る

96

７月22日 現在高調べ品々を協議、同所へ泊る、出庁 100
７月23日 出庁、印鑑帳納める、同所へ泊る 100
７月24日 本庁現在高書上帳など３通差出す、惣組一同退去する　【達書】蚕種製造人の

繭売買につき　旧原紙村岡より受取る
100

７月25日 秩父組来る、夕方小鹿野村書類持参するも不都合あり 101
７月26日 【達書】本年蚕種出来高・毎戸製造高調べにつき　熊谷出張途中披見し回答申

立てる
101

７月27日 長井市太郎来る、村岡来て泊る 102
７月28日 長沼孝太郎来る、同組ら来る、楊井村吉野が他人の生繭で製造違則自訴書を出す 102
７月29日 費用調べで長井市太郎が来る、中島孝三郎使いに検査表93冊を渡す 102
７月30日 現在高割付調帳を持参、残原紙引上げ、深谷杉田で惣会して泊る、深谷区長と

令公が面謁
102

７月31日 深谷会議で滞在、残原紙取集め、妻沼組ら遅れる、同夜惣組人員揃い一同泊る
【達書】原紙流用取調べにつき

102

８月１日 【届書】規則背戻品届　深谷会席で届書・蚕種書類を受取る、印税納ほか方法
を決議、同夜帰宅

102

８月２日 【書付】蚕種製造人押印位置違いにつき 103
８月３日 村岡が来て費用取調べて泊る、仲蔵の暇願いに金銭を付け暇を出す 104
８月４日 同断調べ、村岡が泊る、押判位置違いの組々へ飛脚を出す 104
８月５日 熊谷へ出張、規則背戻品届など組々一般調べ済み迄下置く、費用日当取調書を

出納課へ出す
104

８月６日 押判位置違書類調べ、不快にて同夜帰宅する、村岡ら清水へ泊る 104
８月７日 村岡が出庁、押判書類６冊を差上げる、山田小十郎が来る 104
８月８日 税納小野組切手取扱いの回達を出す、直次郎帰宅する 104
８月９日 野村が来て泊る、夕方竹井ら依頼で来る 104
８月10日 朝村岡が来る、現在割付を調べて泊る、横倉が来て泊る 104
８月11日 在家総次郎と懸合い、書類取調べる、村岡が泊る、組々が来る、夜三田老母大

病との使者が来る
104

８月12日 高田赤池が来る、印紙下げ願を金井総平に託し庁へ出す、夕方大雨、村岡が泊る 104
８月13日 飯能村大久保が来る、国用品談じて泊る、村岡が帰る、太吉一条を談ずる 104
８月14日 示談行届き、対談書になる、山田ら来る　【達書】余りの蚕種原紙は売捌所へ

申し出につき
104

８月15日 組々が来る　【達書】行啓仮建物などは勘衛へ御下につき 105
８月16日 田中源太郎税金納める、組々検査表を持参する 105
８月17日 小池五十郎ら税金納める、深谷売捌所へ出張伺い　【回章】会議休会につき 105
８月18日 高山仙作税金納める 106
８月19日 熊谷へ出庁、印紙下げ願い、免許願書体裁を伺う、駅逓掛へ行啓仮建物献納の

書類差戻し、持帰る、竹井へ寄る
106

８月20日 長井市太郎・中村要次郎税金納める 106
８月21日 金井総平・久保庄右衛門ら税金納める 106
８月22日 高田平九郎ら税金納める 106
８月23日 山田来る、中島孝太郎ら組々が来る 107
８月24日 令公邸へ伺う、開墾并辞表などを伺う、竹井らと面会する、議者給４～７月分

を竹井より受取る、午後出庁
107

８月25日 村岡来て泊る、田中新五郎ら税金納める 107
８月26日 荒川通を巡回、夜に熊谷へ行きそれから帰る、山口源衛ら税金納める 107
８月27日 常陸国新治郡染谷村比企新八郎が来て泊る、柳沢定平ら税金納める 108
８月28日 卜部染吉税金納める 108
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６月11日 勧工寮一覧す、伊太利公使代理と面謁、通訳は浅井保徳 87
６月12日 馬車で出立熊谷に着く、深谷へ出張、田島武平と面謁、深谷より帰る、【達書】

海外輸出蚕種紙改場所につき
87

６月13日 令公ら蚕事点検道筋見込み帰る、組々来る 88
６月14日 深谷へ出張、田島弥平らと談判し、夜帰る 88
６月15日 出県、【達書】行啓勘衛宅へ小休につき　沙汰を重立迄申渡す 88
６月16日 深津ら御出、川島梅坪ら来る、道筋普請軒別役にて人夫を出し取懸る 88
６月17日 間野大属来る、人夫へ酒１本出す、竹井ら夜来る、【願書】養蚕景況や相場な

ど取調につき
88

６月18日 百事用意する 89
６月19日 内匠大令史出張あり、韮塚直次郎事件で同人聟書類を持参する 89
６月20日 騎兵隊長来る、【達書】議者会議来会、【達書】韮塚直次郎製造許可、【記】村

岡嘉平月給分受取
89

６月21日 大雨、間野大属来る、小休延引、県令東方で面謁、その後帰宅、間野帰県 89
６月22日 田島弥平より書状来る、協議場へ出頭、竹井同道で深谷へ出張、杉田宅へ泊る 90
６月23日 売捌所へ出頭、事件議論する、竹井同道で熊谷へ帰る、同夜吉田へ行く、清水

宅へ泊る
90

６月24日 出県、原紙流用書類持参し伺う、午後帰宅、行啓小休用意 90
６月25日 行啓は相川橋流失で新町宿で滞在１日、【達書】其許宅へ小休打合せにつき 90
６月26日 加藤典事出張、天覧、質問に答える 90
６月27日 深谷へ出張、原紙買下げ流用を議論する、杉田へ泊る、夕方売捌所で組々立会

で議論する
91

６月28日 原紙買下げを売捌所で約する、上武一事両様の事務取扱いについて出県の筈 91
６月29日 出庁し上武事務取扱い事情の封書を受取り、租税寮へ、熊谷を出立して大雨で

鴻巣に泊る、田島へ出立の書状仕立て差出す
91

６月30日 終日大雨、租税寮へ着く、直ちに封書差上げ事件申立て、小柳町いせ屋に泊る 91
７月１日 休日、岡田へ寄り滝沢へ行く、霞ヶ関公使と面謁、清水に寄り、同夕田島らが

三与に着く知らせあり
91

７月２日 租税寮へ出頭し書類出す、２分原紙残売下げ封状受取、夕方出立、鴻巣いせ半
に着く

91

７月３日 熊谷へ着き出庁、長官不在で住居まで出張、普通流用沙汰済み組々へ通達 92
７月４日 組々原紙買下げで深谷へ出張、清水で組々と会う、出庁し会社書類認め香巒へ

託す、同家へ泊る
92

７月５日 組々原紙過不足取調べの旨通達する、夕方帰る 92
７月６日 深谷へ出張、原紙買下げ 92
７月７日 深谷へ出張、原紙買下げ 92
７月８日 深谷へ出張、原紙買下げ 92
７月９日 組々が来る、安造より眼鏡代価を受取る 92
７月10日 書類を取調べる、祭典太鼓代金を寄附する 92
７月11日 深谷へ出張、原紙買下げ 92
７月12日 現在高調べの雛形廻状を組々へ出す 92
７月13日 来21日熊谷清水での総組会議の廻達を出す 92
７月14日 区々村々来年掃立て原種高積書上につき出県伺い、各区長へ回達差出の沙汰 92
７月15日 各大区へ原種凡高積取調べ回達、石川へ出す、下石原で川上と面会　【達書】

各府県内蚕種最優等者選抜届出など
92

７月16日 書類取調べる、夕方村岡が来て泊る 94
７月17日 萩原来て印鑑帳回達同人へ渡す 94
７月18日 田村代が来る、元素楼で集会　【入用帳】行啓小休所仮建物并新道など 94
７月19日 売捌所へ出頭し刎紙検査、夜に帰る 96
７月20日 埼玉県典事ら出張、川島梅坪が清水へ滞在し書状出す 96
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年月日 表題（内容） 頁

５月７日 協議で出頭、村岡同道で出庁し書類差出す、【願書】改正蚕種製造規則御下げ
につき　規則２部御下げ、熊谷会社取結び決議

79

５月８日 清水泊る、組々免許総括精帳取揃える、旧原紙取扱いは川上より書付出る、松
井河原明戸組が来て泊る

80

５月９日 出頭、製造凡積免許総括精帳納める、旅宿人足費用御下げ、【証】月給受取 80
５月10日 巡回先触れ、利根川組らへ出す、書類取調べ夕方村岡が帰る、高田ら来る、川

島より養蚕入塾する、同人出張
81

５月11日 利根川東組妻沼村小池方迄沼和田村ら来る、小島村田中へ泊る 81
５月12日 小島村を出立、堀口村へ立寄る、新戒村荒木へ出張、中瀬斉藤へ泊る、善蔵同道 81
５月13日 中瀬を出立、手計村山口へ巡回、留守で組内重立ちへ申置き、阿賀野村富田へ

出張、宮戸村金井へ泊る
81

５月14日 仁手村外区々へ廻状出す、本庄集合を申遣わす、宮戸村を出立、本庄駅田村へ
泊る、並木らより書状着く

81

５月15日 児玉新宿へ飛脚出す、３県大惣代へ書状出す、本庄駅製造人らに表体裁ほか説
諭す、同所出立し児玉町へ泊る

81

５月16日 児玉町組合製造人多数へ説諭す、出立して深谷で止宿する 81
５月17日 深谷組合ら出張方法説諭す、原紙掛りへ伺う、大惣代並木ら同道して帰宅、名

取彦兵衛製糸器械図面を請取る
81

５月18日 金井房松会社規則調印済み、仁手村会社規則終日筆入れ、本田村ら製造願帳封
書で差送る

81

５月19日 本田村ら製造願書田中へ返却、小川村原紙漉人歎願事件申来る、【達書】勧業
結社不採用につき

81

５月20日 製造所免許願遺漏で本田村来る、【達書】富岡製糸場用聞にて出頭につき 82
５月21日 深谷へ出頭、生繭蒸場取建で談判、熊谷協議所へ出張、清水藤左衛門へ泊る 82
５月22日 出庁、仁手・宮戸会社書類提出、駅内製造人へ御趣意の申達し、本田村ら遺漏

製造追願を談ずる
82

５月23日 深谷へ出張、尾高と面謁、韮塚直次郎器械所取建を談じ、【布告】蚕種改正規
則須原屋より買求めにつき

82

５月24日 雷雨、河原明戸村原紙代価で来る 83
５月25日 田中同道で深谷へ出張、中瀬ら４組原紙買請け、村岡と松田は泊る 83
５月26日 利根川東組原紙下げ渡し、印鑑改めを組々と談じ夕方帰る 83
５月27日 練善が来る、間々田らの世話役が来る 83
５月28日 児玉町が来る、四分一へ行く、熊谷へ出張、江川を巡回、清水へ泊る 83
５月29日 上石原へ立寄る、深谷へ出張、原紙買下げ代価を納める、深谷へ泊る 83
５月30日 原紙買下げ済み、深谷出張で村岡に託して夜帰る、出産で星野へ飛脚を出す 83
５月31日 出県、韮塚直次郎製造差留届け申立て、規則書御下げ請取書指上げ、会社取結

び決議で河原明戸村が来る
84

６月１日 品々書類を取調べる 84
６月２日 会社書類を加筆、夕方熊谷へ出張、竹井へ泊る、税掛の野口が来る 84
６月３日 熊谷で吉田と出会う、令公邸の沙汰伺う、学校事件吉田の実情など伺い夜竹井

へ帰り、その後帰宅
84

６月４日 倉上玄平へ行く、桑見切代価渡す、清水にて吉田と面会、午後深谷へ出張、田
島と面会し夕方帰る、星野が来て泊る

84

６月５日 四分一らと出会う、上石１町歩培養で金円取極め、会社設立につき水戸屋へ泊
る、【達書】蚕種原紙御談申度出頭につき

84

６月６日 出頭、韮塚方生繭蒸場設立回答会社決議調印に取掛かる、深谷へ出張 84
６月７日 県庁へ出頭、【願書】蚕種原紙減分売留めは中止し御売下げにつき 85
６月８日 田島弥平ら着く、会社書類取揃え県庁へ差出す、東京支庁へ封書渡し、自宅に

戻り清水が泊る
86

６月９日 熊谷を出立、夕方小柳町三河屋へ着く 86
６月10日 金井らと面謁、出張所へ封書指上事件申立て、河崎らと面謁、三与へ泊る 86
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年月日 表題（内容） 頁

３月22日 書付差出す、【届書】製造新旧凡積免許総括高につき、【達書】至急出頭　出頭、
献繭云々御尋ねあり

73

３月23日 原紙流用の沙汰につき、色々申立てる 74
３月24日 出頭、原紙流用願書差出す、陸奥らと面謁あり 74
３月25日 小舟町大市と面会する 74
３月26日 柳島隠所へ尋ねる、旧県貸付事件取扱向依頼あり、【達書】蚕種余分買上げなど 74
３月27日 出頭、蚕種弁書上げ、新規製造海外輸出願不都合の相談あり、【申入】蚕種新

規願書尋申談度につき
74

３月28日 出頭、海外輸出禁止規則など談じ、古谷と懇話あり、出張所へ出て云々申立てる 75
３月29日 海外輸出禁止布告で辞役願書出す、追って沙汰　【達書】出頭につき 75
３月30日 出頭、規則書御下げになる 75
３月31日 規則返上のため出頭、新規製造など伺い、藤本ら辞表願下るよう談あり 75
４月朔日 （日付のみ記載） 75
４月２日 出頭、大惣代辞役願書御下げ、辞表出張所へ届く、国用充備方法申立てる 75
４月３日 出頭、新規製造伺書の文字改める、【達書】蚕種大惣代と呼称につき 75
４月４日 出頭、組番号書上げる、約盟書御下げになる 76
４月５日 帰郷伺いのため出頭、豊次郎来る 76
４月６日 吉田喜四郎へ行く、原種代価受取り預る 76
４月７日 柳島邸へ行く、旧地村々取扱依頼あり、竹井への書付を受取り、豊次郎帰る 76
４月８日 帰国伺い、番号荒川組へ旙羅・榛沢へ加願い改め、萩原杢衛来て組分けを聞く 76
４月９日 出頭、賀美郡神流川組改め願い聞届け、養蚕検査表御下げ、【印書】各種印書

預りにつき
76

４月10日 大惣代一同出頭、帰郷の沙汰あり、【建言】製造凡積免許高増高告諭につき　
原紙売下げ沙汰あり

76

４月11日 検査表など荷造り陸運に出す、国々通信規定取替わす 77
４月12日 熊谷に着く、県庁へ帰郷届出す 77
４月13日 （日付のみ記載） 77
４月14日 深谷へ行く、宮崎ら信州より来て面会、原紙小印を申立てる、夜竹井が泊る 77
４月15日 県庁へ事件詳細届ける、服部三蔵が竹井と面会、善蔵が来て泊る 77
４月16日 吉田善四郎へ原蚕紙を送る、川島梅坪来て趣意を伝達する、検査表80枚を渡す 77
４月17日 村岡が来て泊る 77
４月18日 【達書】蚕種製造免許願惣括帳体裁につき出県 77
４月19日 会談、管内区画絵図御下げになり代価905文 78
４月20日 同会談 78
４月21日 令公邸へ伺う 78
４月22日 協議所へ出席、道路開拓建白、畑方永の一部下げ金にて会社設立規則を書取る、

夜に退出する
78

４月23日 帰宅、馬場らが来る 78
４月24日 世話役に入る 78
４月25日 前田寄附地など郭内のことを談じる 78
４月26日 資本勧業会社規則草稿作成、【申入】原紙出張検査につき 78
４月27日 深谷原紙売捌所へ出張、夜帰る、足柄県大惣代山口八兵衛来て深谷へ泊る 79
４月28日 勧業資本協議のため出張、清水へ泊る 79
４月29日 同断、会社草稿差出す、速水が夜来る 79
４月30日 会社申合規則草稿を協議、夜速水らと令公邸へ伺う、草稿御下げ 79
５月１日 速水が松山に行く、藤山金近が来る、寺内より添書を持参、夕方帰る 79
５月２日 組々凡積免許帳を持参、村岡が来て泊る、山下吉蔵ら来る 79
５月３日 組々が来る、長井が来て会社談じる、田島弥平来る、夜に入り大雨 79
５月４日 大風、久保庄左衛門来る、村岡泊る、山下吉蔵の依頼で養蚕伝習入塾 79
５月５日 村岡同道で深谷原紙売捌所へ出張、田島武平と面会、夕方村岡と帰り泊る 79
５月６日 書類取調べ、京屋芳兵衛が来る、村岡泊る、忍士族の女らが来る、山下吉蔵泊る 79
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年月日 表題（内容） 頁

２月11日 休暇、村岡が来る、【達書】当年余りの蚕卵原紙取調につき出頭 65
２月12日 沙汰にて勘衛ら出頭、新夏蚕原紙仕分け、運輸入費御下渡願い 65
２月13日 裁判所へ出頭、取上蚕種払下げの分は東京府へ廻しにつき品惣再検査 65
２月14日 租税寮へ出頭、裁判所検査事件を届け、旧原紙極印有無買上げを古谷へ伺う 65
２月15日 出張所へ出る、同夜山田小十郎が来て泊る【達書】伊太利国中山総領事へ精良

の糸差出取計につき
65

２月16日 右同人（山田小十郎）一同（並木・勘衛）と海陽亭へ行く 66
２月17日 雪雨降、租税寮へ出頭、裁判所へ出頭、印紙未廻りは回答書差出し済み、裁判

所へ立戻り回答の事を申立てる
66

２月18日 東京裁判所へ出頭、御下蚕種税金租税寮へ直納につき、勧業課へ出頭、【達書】
大惣代出頭につき

66

２月19日 一同出頭、油製印肉害有無談じ、高沢磯右衛門男ら来て泊る 67
２月20日 下渡し春蚕種は国用換印証書相添え下渡す 67
２月21日 竹井ら来る、山田典事一同海陽亭へ行く、竹井同道沢邸へ出るが同日横浜まで

発足で留守
67

２月22日 川島梅坪ら同道で租税寮へ出頭、同夜林田同道で神田屋へ出張、山田らと面会 67
２月23日 竹井同道で大野へ行く、下げ蚕種渡し済みに成る 67
２月24日 三井国立銀行に蚕種税持参して出頭、取込中で納済ならず、国々養蚕方法認め

方沙汰
67

２月25日 前夜雪降る、河村来て面会、勧業課と談じで27日田島武平ら出頭の達し 67
２月26日 伊勢屋より年頭にて一同会う、雨降り続き瀬戸物町古川へ尋ねる 68
２月27日 出頭、国々番号のこと、【請書】全国養蚕製種区別番号郡名で区分につき　御

下蚕種切手を返上する、大解部大八木と面謁する
68

２月28日 勧業課と談じで２日勘衛ら出頭につき達し 68
３月１日 前橋黒崎長平が来る 68
３月２日 勘衛ら出頭、申合規則御下げ調印猶予申立て書類持参、衆議、追って調印の沙汰 68
３月３日 出頭、規則調印５日迄猶予申立て、一同大衆議 68
３月４日 一同衆議、夜に規則中改正増補を認め決議する 68
３月５日 【達書】大惣代出頭　規則改正増補書上げ出頭、原紙掛より製造願高を認め差

出につき談あり
68

３月６日 小川町裏神保小路の清水畸太郎へ尋ねる 69
３月７日 製造高書上を持参して出頭、９日迄に免許願出ない場合は製造採用せず 69
３月８日 免許高取調書上猶予歎願で出頭する 69
３月９日 一同免許高書上方猶予歎願、竹井より書状来る 69
３月10日 川島梅坪が免許高願猶予書付持参して出頭、【願書】猶予願い　３等蚕種賞典

伺書を出す、【伺書】３等蚕種賞典につき
69

３月11日 大雪、明日東京裁判所へ出頭の沙汰あり 70
３月12日 東京裁判所へ出頭、御枡品の鑑定をする 70
３月13日 細野の見舞い、瀬戸物町古川を尋ねる、夜に三田三五郎が来る 70
３月14日 【達書】勧業課へ出頭につき　勘衛ら出頭し規則改正増補書上げ調印命じられ

る、清水畸太郎を尋ね泊る
70

３月15日 申合規則等調印持参して出頭、御下げ蚕種税納帳再精帳差出す 70
３月16日 芦葉同道で河善へ行き夜に帰る、本石町大野へ古金渡し鍔を注文する 71
３月17日 出頭、【証】御下げ蚕種税納めにつき、【届書】蚕種製造凡積高につき、【褒賞】

国内蚕種上品製造につき
71

３月18日 写真を撮りに行く 72
３月19日 出頭、御下げ蚕種税納める、【記】蚕種税受取　申合規則遺漏のため認め持参

の沙汰あり
72

３月20日 出頭、茅場町で写真を撮る、申合規則調印後持参の沙汰あり、出張所へ行く 73
３月21日 休日、清水ヘ行く 73
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一　明治６年（1873）　公用記

年月日 表題（内容） 頁

１月１日 祝賀 61
１月２日 蚕養草稿認める 61
１月３日 養草を博覧会事務局へ郵送、竹井・根岸と面会、小松屋へ泊る 61
１月４日 学校掛福島と面会する 61
１月５日 帰宅する 61
１月６日 書類を調べる 61
１月７日 渡辺らと熊谷小松屋にて面会、松山で昼飯を食べ、井上勘兵衛宅へ泊る 61
１月８日 協議所へ出頭、根岸ら県令邸へ伺う、【達書】生糸仕立方粗悪濫製にて村方説

得方人撰につき
61

１月９日 地券掛萩原大属へ伺う、その後帰宅する 61
１月10日 川島梅坪来る、深谷杉田方世話役惣会に出張して泊る、同夜村岡へ飛脚を出す 62
１月11日 糸蛹調精帳村岡より支庁へ出す、免許願を組々に伝達する、泊る 62
１月12日 支庁へ行き原紙掛へ伺う、【届書】生糸取締之義につき公撰人推挙 62
１月13日 明細精帳を調べる、善蔵泊る 62
１月14日 同断 62
１月15日 同断、新戒村より精帳筆者が来る、村岡泊る 62
１月16日 同断、同、同 62
１月17日 同断、同夕帰る、同 62
１月18日 島村田島へ書状を出す、松井免許帳を持参する、雪降る 62
１月19日 本庄宿田村が来る、その外組々が来る 62
１月20日 深谷飯島宅で田島と出会、新規製造扱いについて談ずる 62
１月21日 精帳筆者を在家師匠に頼む、村岡と同行して富岡へ出張する、荒井家へ泊る 62
１月22日 富岡に着き富岡製糸場を見学、佐のやへ泊る、同夕租税頭陸奥へ伺い、原紙代

価新貨免許料等命ぜられる
63

１月23日 渋沢栄一が（富岡）に着き夜伺う、新規製造など、収税局鑑札の申立 63
１月24日 暁に出立、深谷の原紙懸へ伺う、帰宅する 63
１月25日 村岡が来る、精帳を仕立てるため在家筆者を雇う 63
１月26日 同断、免許願と品々調べを行う 63
１月27日 同断、豊治郎が金子を取落す、須藤が来る、商社願に奥印をする 63
１月29日 明細精帳等を総括、印紙残り返上村岡へ渡す、取落金高を認めて支庁へ提出 63
１月30日 （玉井を）出立して、伊勢孫へ泊る 63
１月31日 小柳町へ着き租税寮へ届ける、中村と東京裁判所へ出頭、大解部大八木らと面

談、夏蚕薄紙大惣代下渡し伺い
63

２月１日 租税頭邸へ伺うが留守 63
２月２日 中村と租税寮へ出頭、印紙下方を伺い、裁判所へは印紙だけ御下げ、その旨租

税寮へ出頭伺済み、裁判所へ出張申立て
63

２月３日 清住町（小笠原）邸へ伺う、租税寮へ出頭古谷と面謁、旧原紙極印有無に拘わ
らず買上げ申立て書付を差出命じられる

63

２月４日 並木ら出頭、無極印原紙買上げ懇願建白書を古谷へ差出す、漉元原紙に準じ取
扱方所置、【達書】原紙売捌所の蚕種原紙買上げにつき

63

２月５日 （日付のみ記載） 64
２月６日 青木と同行して小石川伝通院内へ行く 64
２月７日 生糸惣代深谷島田ら連れ出張所へ出る、租税寮へ出頭、古谷へ蚕種会社規則御

下げの申立て
64

２月７日 沢権令が免職福岡県令に転任、小池権参事ら奈良県へ転任、式部寮へ御召の沙
汰あり

64

２月８日 本所津軽屋敷前令邸へ伺い面謁、同夕竹井へ書状を出す、【布達】租税寮より
出頭依頼

64

２月９日 田島・勘衛で租税寮へ出頭、原紙精粗を鑑定、【記】小川村他原紙見本鑑定書 64
２月10日 材木町河善へ立寄る、その後帰宅する 65
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年月日 表題（内容） 頁

11月15日 裁判所で出頭勘衛ら取上品正否見分し、薄紙製造は大惣代にて下渡し方租税寮
へ伺い所置の懇話あり

56

11月16日 横網古谷邸へ田島と出張するも面謁なし 56
11月17日 大雪、薄紙製種事件の書類を認める 56
11月18日 同上書類を持参する、田島ら出頭、改所巨細規則を差出すよう命じられる 56
11月19日 改会社規則を認める、細野が来る、明日原紙掛一同出立の由 57
11月20日 改所規則調印する、一条・工藤が出頭して差出す、神奈川県関山大惣代拝命に

て来る
57

11月21日 小網町へ行く 57
11月22日 腰塚伝九郎へ面会する、山下吉蔵が来る 57
11月23日 刈谷ら出頭、帰郷時期を伺う、深川へ行く 57
11月24日 清水ら出頭、願書を持参、【願書】改暦頒布にて新歳賀節帰郷御聞届につき　

聞届済み、26日３人出頭命令
57

11月25日 幸橋御門内博物館へ出張一覧する、国々押合製造免許願帳の雛形を認める 57
11月26日 勘衛ら出頭、【達書】大惣代出頭につき　博覧会へ出張にて同所へ即時出頭命

じられる、租税寮より一同帰村
57

11月27日 勘衛ら博覧会へ出頭、養蚕方法書７日以内に差送る筈、豊次郎来る、松沢泊る 57
11月28日 東京を出立する、浦和大松に泊る 57
11月29日 埼玉県飯島権大属へ伺い後出庁、【記】製造惣枚数御下印紙差引につき　出立

して上尾細井へ泊る
57

12月朔日 帰宅する 58
12月２日 三五郎が来る 58
明治６年

１月１日 祝賀、鎮守拝礼 58
１月２日 蚕養を草稿する 58
１月３日 養草を認めあげ、博覧会事務局へ郵便で出す、竹井と面会する 58
１月４日 根岸と面会する、小松屋へ泊る、福島と面謁する 58
１月５日 帰宅する 58
１月６日 終日書類を認る 58
１月７日 熊谷で福田ら３人と面謁、その後出県、井上へ泊る、萩原大属宛て書状を栗原

より頼まれて届ける
58

１月８日 出頭、協議が済み令公へ伺う、地券事件・世話役更代伺い・秩父会社市場のこ
となど

58

１月９日 萩原大属へ伺う、同日帰宅する、【達書】生糸仕立粗悪濫製にて村方説得方人
撰につき

58

１月10日 川島梅坪来る、深谷杉田方組々集会出張する、製造願雛形を一同に伝達、同夜
新戒村へ飛脚を出す

59

１月11日 同断、糸蛹高調精帳して村岡より支庁へ出す 59
１月12日 支庁へ行き原紙掛へ伺う、夕方帰宅、村岡泊る、【届書】生糸取締公撰人撰挙、

【願書】新年後桑株盗みにつき
59
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10月６日 郭諸寺地のことで惣代４人来る、春日に行く、松本伝兵衛来る 48
10月７日 東京大和屋市蔵代が来て原紙400枚を遣わす 48
10月８日 田輝孫四郎来る、長井へ造酒談じ、三田三五郎泊る 48
10月９日 三田差引調べ勘定、【達書】蚕種原紙漉立方差留につき　小川村原種漉立人へ

出張の書付出す
48

10月10日 杉田専衛方へ世話役惣会、支庁へ伺う、【達書】各国大惣代呼出につき、【達書】
蚕卵布達之儀徹底につき

49

10月11日 寺内少属と立会う、杉田宅で世話役24組繭３等撰挙落札、規則背戻蚕種清七へ
払下げ、規則書組々へ渡す

50

10月12日 【願書】蚕卵之儀用談寮出頭相成兼にて期日遅延願につき 51
10月13日 足柄県官員３人来る、藤本善右衛門出京懸で立寄る、埼玉県第８区～ 19区三

田清太郎など
51

10月14日 菅谷源五右衛門来る、山田事件細密伝達する、香嵐来る 51
10月15日 金井総平ら繭３等品箱入り持参、村岡らが来て泊る、【書付】武蔵国生産蚕種

優等者名、【届書】協議所欠席につき
51

10月16日 伺書三田へ渡す、精帳取調印紙残取調950枚、【達書】村岡嘉平出張につき 52
10月17日 深谷へ出張、繭３等撰挙書宛名認替えで立戻り、同夕持参、同宿泊、横倉弥七

郎が来る
52

10月18日 飯塚弥七郎へ行く、小池税金納める、新島が来る、村岡泊る、残税村岡へ渡す 52
10月19日 板橋いせ孫へ泊る 52
10月20日 租税寮へ出頭、高梨と面謁、出張所へ着届け、小林屋へ行く、山田小十郎へ証

書不都合談じ、同所泊る
52

10月21日 帰途菊屋へ立寄る、小柳町伊勢屋へ宿定め、明日大惣代一同出頭の書付到来 52
10月22日 17人出頭、細野取次、古谷租税助より談話、国々大惣代取扱振認銘々書取、尿

紙免許建白一覧する
52

10月23日 書類を認める 53
10月24日 一同出頭、取扱振認を書上、数寄屋橋外へ行く、大惣代横浜へ呼立、製造方原

種雛形一覧、税調などを沙汰
53

10月25日 【達書】至急罷出につき　来酉原種総括取調書有無申立て等談じる、夕方細野
邸へ行く、深谷へ帰る、村岡が着く

53

10月26日 清住町邸へ伺う、小笠原と面謁、【布達】長野県布達蚕種世話役給など 54
10月27日 石井彦右衛門ら秩父会社につき来る、河善に行く、北条県山下吉蔵が来る 54
10月28日 司法省裁判所より使者が来る 54
10月29日 大雨、細野邸へ行く 54
10月30日 裁判所へ出頭勘衛ら蚕種取上げ品見分済む、博覧会へ出張、司法省官員へ面謁 54
11月朔日 書類草稿する 55
11月２日 出頭、伺書など２通差上げる、原紙漉立て其外品々について談ずる 55
11月３日 養蚕検査仕立てる、深川清住町へ田島と出張する、同夜雨 55
11月４日 雨、横山町へ行く、【達書】明日租税寮へ出頭につき 55
11月５日 勘衛ら出頭、原紙漉立方を談ずる、原紙規則書160冊御下げ、【請書】原紙漉元

巧拙国々選挙申立てにつき
55

11月７日 一同出頭、漉元巧拙書付を差上げる、出張に出て令公宿所へ向う、規則書認める 55
11月８日 小柳町に着き書状が来る、【書状】学校興立の事務兼勤拝命書届につき 55
11月９日 申合規則書・検査表を差出す 55
11月10日 検査表へ添える伺書差出す、藤本が出頭する 56
11月11日 本所津軽屋敷脇沢令公へ伺い面謁する 56
11月12日 申合規則草稿見合せ御下の分返上する、【書付】太陽暦発行にて蚕種称号改正

につき
56

11月13日 品々を申合せる 56
11月14日 藤本ら３人出頭する、漉元原紙精粗一覧する 56
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年月日 表題（内容） 頁

８月25日 村岡豊次郎ら３人鉄道で出浜、小林屋へ泊る、川田屋へ立寄る 40
８月26日 帰京、梁川大惣代中村善右衛門と面会する 40
８月27日 天神下へ村岡同道出張する、来酉製造方法事件で国々の大惣代呼出のこと 40
８月28日 一同小網町を出立する、板橋いせ孫へ泊る 40
８月29日 鴻巣いせ半へ泊る 40
８月晦日 11時帰宅、利衛・勘一郎へ行く、藤平来る、善蔵泊る 40
９月朔日 与八・善蔵種代勘定を渡す、原種・桑代預かる 40
９月２日 【達書】養蚕取締之義にて急罷出につき　 40
９月３日 出立して竹井万平へ立寄り、高沢町井上へ着く、藤平・与吉同居 41
９月４日 出庁する、【届書】海外輸出免許自国用に換え証印伺いにつきなど 41
９月５日 協議所へ出頭する、議者根岸武香など、旅籠人足帳２冊御下げになる 42
９月６日 井上へ出立する、５日夕に着く、小川柏屋へ泊る 42
９月７日 大宮郷鍋屋へ着く、山田源内途中より同道、雨降り続く 42
９月８日 支庁へ出る、生糸方法談ずる、五ヶ市場へ御用状出る、雨降り続く 42
９月９日 支庁へ出る、夕方森岩吉らと面会する、市場規則認めるよう談に及ぶ 42
９月10日 小鹿野町へ立戻る、【票告】協議所開置、【別紙】協議場開置例則、【達書】免

許印紙は御下げにより売買差支なきにつき
42

９月11日 大宮支庁へ出る、会社公選を伺う、蚕種税金柴崎佐平より請取る 44
９月12日 11大区より市場規則苦情書付出る、本庄宿内野来る、小前田製造事件歎願する、

会社衆議草稿取懸る
44

９月13日 会社議目規則草稿支庁へ持参、２大区２社設立決談になり、夜に帰る 44
９月14日 ２大区へ２社取立議目規則調印済む、会社惣代井上勘兵衛へ出会筈で同所へ出

立する、野上いつみ屋へ泊る
44

９月15日 野上出立、田中新五郎へ立寄り帰宅、中瀬斎藤ら来て泊る、【証】月給受取に
つき

44

９月16日 安次郎来て泊る、村岡嘉平来て泊る、勘一郎若狭屋事件を談判する 45
９月17日 間々田村弥七郎へ書状出す、藤次郎本庄へ行き、村岡嘉平帰る 45
９月18日 斎藤喜平ら来る、【届書】２社設立条約免許願出につき　書付２通深谷支庁へ

差出す
45

９月19日 出立して井上勘兵衛へ着く 45
９月20日 協議所へ出頭、開化方法協議、【達書】国内用を海外輸出換用願出聞届間敷に

つき　写しを村岡嘉平へ出す
45

９月21日 南久保町権参事邸へ伺い面謁、竹井同道令公邸へ伺い面謁、白子亀屋へ泊る 46
９月22日 白子出立して小網町松坂屋へ着く、鉄砲洲へ尋ね茅場町より京橋へ行く 46
９月23日 横浜へ行く、上野へ尋ね山田病気、福井忠兵衛へ泊る 46
９月24日 豊次郎帰京する、住吉町松葉屋へ立寄り留守、山田面会し金1000両渡す、開墾

事件依頼あり、同所へ泊る
46

９月25日 帰京して松坂屋へ泊る、小林彦助と面会、各国種代金10円請取る 46
９月26日 天神下邸へ尋ねる、細野・宮崎へ面謁する 46
９月27日 南伝馬町山城屋で洋服注文、本石町大野時計買付ける 46
９月28日 御船蔵前小笠原邸へ行き面謁、足柄県両人面会、河内屋へ尋ね酉養蚕教師雇頼

む、同所へ泊る
47

９月29日 滝沢友之助へ尋ねる、同夜福井両人が来る 47
10月朔日 大市へ立寄り、天神下邸へ面謁、来15日国々大惣代御召御用状差出しの由、秩

父会社書類預る、吉岡と面会
47

10月２日 京橋尾張屋へ行く、東京へ出立、風呂敷包を松弥へ預け、板橋いせ孫へ泊る 47
10月３日 埼玉県へ出頭、杉山と面謁、【達書】蚕種製造税上納につき、【伺書】来酉原蚕

種充備換用願出につき　大宮に泊る
47

10月４日 川越井上へ着く、出庁、11時出立して松山町中島屋へ泊る、【達書】蚕種等生
産場所産出高取調につき

47

10月５日 12時帰宅、検見野先へ向かい別府村より西野村において木原と面謁、夜帰る 48

―（ 4）―



年月日 表題（内容） 頁

７月19日 深谷旅宿へ詰合う、出役自宅へ泊る、田島弥平立寄り出京する、【差紙】出京
につき（２通）

33

７月20日 河原明戸村ら世話役呼出し趣意御達し、持田村で２泊して帰る、腰塚利衛と詰
合せ出立する

33

７月21日 暁出立、本所御船蔵前小笠原旧邸へ着き泊る 33
７月22日 小柳町三河屋へ尋ねる、租税寮へ出頭、【伺書】夏蚕種為試験御入用精品買求

めにつき
33

７月23日 小柳町田島へ尋ね留守、御船蔵前へ帰り泊る、団野へ面謁する 34
７月24日 租税寮へ出頭、滝沢友之介へ泊る、小林彦助来て面会する 35
７月25日 田島同道出頭、【預書】規則替戻蚕種74枚差出につき 35
７月26日 鉄道乗込み坂井同道横浜へ出港、フレシアンら応接、竹井代へ品々頼み、未明

に出る
35

７月27日 小林へ面会、蒸気車乗込み帰京、菊屋へ立寄り出頭、【願書】規則書35冊下渡
しにつき

35

７月28日 御船蔵前邸へ田島来る、上野へ面謁、規則書34冊御下げ、【証書】管内物産売
捌方之義につき

35

７月29日 出頭、外務省より沙汰なく、外国人ら注文夏蚕種薄紙届けになる 36
７月晦日 並木勘三郎同道出頭する、海外輸出届外務省より沙汰なく、松井竜作らと面会

する
36

８月朔日 小舟町上州屋へ行く、金井伝次らと面会、滝沢友之助宅へ行き立戻り上伝へ泊
る、大風雨

37

８月２日 本町へ行く、田島と面会する、上伝へ帰り書状認る、本所へ帰る 37
８月３日 早朝三与へ行く、【布達】夏蚕等薄紙製造にて税納めにつき　出頭して帰り途

中高梨と面謁する、夏蚕種藤本善右衛門ら用弁、本所へ帰る
37

８月４日 未明出立する、衣類滝沢へ預け夕方帰宅する、同日出荷、荒川出帆する 37
８月５日 歌吉仕立て急飛脚を小網町松坂屋へ出す、中瀬村河田へ書状出す、文衛来る 37
８月６日 朝出立、東京滝沢へ着く、河重・田島へ面会する、夜に入り本町へ帰る 38
８月７日 大市へ行く、小網町小林屋代へ面会する、直に帰港する、河重へ面会する 38
８月８日 フレシアンら松弥へ来る、種一覧見本渡す、小林・滝沢泊る、山口源衛来る 38
８月９日 小林帰港する、中田屋へ行く、山口源衛同道御船蔵前邸へ行く、山本と面会す

る、夜に入り本町へ帰る
38

８月10日 阪井・石井滝沢へ来る、古田摂斎来る 38
８月11日 小林屋代松坂屋へ来る、明日彦助金子持参を申越し、阪井仁平次より口達申込

みの由
38

８月12日 小林屋彦助出京する、金500両用弁証書認め引換え、山口源衛受取る、小林屋
代同道夕方出立、帰郷する

38

８月13日 堀江町中田屋らへ蚕種売込み談じ、小舟町で上野金七と面会する 38
８月14日 中仁・大市来る、蚕種直段取極め、新戒村荒恒来る 38
８月15日 堀江町久保田屋で古川市兵衛らと終日立会う、山口正太郎種小林屋買付、手金

200両中仁へ渡す
38

８月16日 中仁・大市へ行く、蚕種代金談じ懸合う 38
８月17日 同断懸合う、内金1000両請取り橋本へ渡す、小林屋来て買付口破談し内金中仁

より同人へ返す
38

８月18日 金5000両請取る 38
８月19日 残金請取り分配渡す、大蔵省へ出頭、海外輸出事件伺う 38
８月20日 同所へ出頭、【伺書】蚕種製造現在高之内自国用御免許取扱方法につき 38
８月21日 長井・須永出立する 39
８月22日 村岡嘉平秩父生産糸方法輸出并取締り筋申越す、【達書】夏蚕・再出・掛合製

造につき
39

８月23日 村岡同道天神下渋沢邸へ伺うが留守 40
８月24日 山田小十郎来る、村岡同道天神下へ出張、夜に面謁する 40
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年月日 表題（内容） 頁

６月15日 小鹿野町柴崎悴ら来る、長井市太郎ら書類持参して泊る　【請書】養蚕場大惣
代勘衛兼勤指図請けにつき

20

６月16日 金井総平ら来る、長井市太郎泊る、小島村組合妻沼・新島組へ組入書付を出す 21
６月17日 大宮郷松本ら来る、久下村菅谷代来て世話役組分け村岡組へ加入申遣わす 21
６月18日 萩原杢衛ら来る、小島村名主来て新島村組合に組入れ承知する、三田清太郎世

話役になる
21

６月19日 上州島村へ行き田島弥平と面会、【回達】蚕種出来高総計取調につき　談判済
み深谷須藤宅へ泊る

21

６月20日 【回章】来酉蚕種員数取調は大総代勘衛で当年は戸長が取計 22
６月21日 回章写を埼玉県・群馬両県庁へ提出、柳沢定兵衛ら来る、村岡ら泊る 23
６月22日 長井市太郎ら来る、飯島徳十郎ら製造調方につき来る、村岡が熊谷駅まで行く 23
６月23日 深谷支庁へ出張、【申上】糸改会所建白回答につき【願書】蚕種世話役・村役

兼勤御免につき【達書】規則１部渡しなど
23

６月24日 深谷支庁へ出張、税方申立、島村田島両氏へ夏蚕原種分付書出す 24
６月25日 柳沢定兵衛ら来る、小池五十郎印形持参 25
６月26日 免許紙御下につき県庁へ行く、高沢町井上宅へ着き、同夕小笠原邸へ出る、小

池五十郎代印形持参する
25

６月27日 参事宅へ伺い面謁、糸繭商人鑑札御下方など伺う、中島孝三郎来る、夜に入り
熊谷竹井宅へ着き泊る

25

６月28日 島田俊助と面会、世話役取極めなど申立置き帰宅する、新島徳十郎ら来て泊る、
各人の免許紙継小印あり

26

６月29日 茂木安吉ら税金皆納、海外添証書彫刻香嵐へ代金遣わす、東方村恒川ら無免許
製造歎願する

26

７月朔日 河原明戸村飯田ら来て税金納める、新島徳十郎夜に来て税金100両預かる 26
７月２日 七本木村角田場引代勤め度来る、【書状】御用につき罷出につき　斉藤佐次郎

ら来る、深谷支庁へ善蔵出張
26

７月３日 中瀬村斎藤らに免許紙渡す、【達書】蚕種場巡回御用のため廉々取調につき　
取調方法至急廻達する

27

７月４日 第８小区久保島村始めで廻し同村迄の賃銀受取る、須藤清七ら来て税金納めて
御免許紙渡す

28

７月５日 石川八郎右衛門代ら来て税金納めて免許紙渡す 28
７月６日 長沼孝太郎ら来る、【申上】来酉原種凡積員数并蚕種世話役につき【伺書】海

外輸出免許精良種自国用に換用仕度につき
28

７月７日 長沼孝太郎ら始末書付持参、折之口村根岸ら無免許製造人歎願に来る、柴崎佐
平税金納めて泊る

30

７月８日 河原明戸村世話役呼出し利兵衛ら来る、【達書】製造蚕種紙国内売買海外輸出
共免許印紙渡しにつき

30

７月９日 免許紙入間県庁御下員数相伺い租税寮へ申立てるよう村岡嘉平へ文通を出す、
三ヶ尻村内田来る

30

７月10日 税金100両須藤清七納める、【差紙】国内売買蚕種印紙下渡しにつき　免許紙
54000枚御下げ

31

７月11日 村岡嘉平帰る、深谷支庁へ伺い夜に帰る、自国用免許紙御下回達される 31
７月12日 中瀬村河田らに自国用免許紙を渡す、松井龍作ら夜に来て泊る 31
７月13日 松井龍作蚕税納める、松井・長沼孝太郎に免許紙渡す 31
７月14日 長井市太郎来る、免許紙輸出改状を渡す、金井総平ら同断 31
７月15日 河田十郎三来る、坂井より書状着く、夕方村岡嘉平が来る 31
７月16日 熊谷治助へ改状渡す、新島徳十郎ら来る、島村田島代勘三息来て泊る、【達書】

蚕種場巡回御用談じにつき
31

７月17日 新島徳十郎税金納める、須藤清七代へ自国用免許紙渡す 32
７月18日 深谷駅杉田へ出張、長沼孝太郎本庄宿役人ら歎願聞届け 32
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内容細目
一　明治５年（1872）　御用簿

年月日 表題（内容） 頁

３月18日 ３月18日出立、５月16日帰郷、同日蚕種世話役へ切廻状出す 11
５月17日 深谷宿杉田宅で会所出席人24名　【書状】蚕種世話役惣会の触れに熊谷宿不参

不都合につき
11

５月18日 熊谷宿柳沢ら来るも心得方不明立戻る、夕方石川八郎右衛門ら来て繭買入人始
末申す

11

５月19日 世話役須藤が臨時免許願書を持参する 11
５月20日 元仁手村政五郎ら生繭買集める、金井総平らへ取調の書付出す、河原明戸村与

平ら来て組合取り結ぶよう申し渡す　【布達】蚕種之義生繭製造主の製種聞届
けにつき

12

５月21日 組合取極め間々田村青木ら規則調印、深谷宿へ出張、機械蒸各国繭仕上げ、妻
沼村斎藤ら３人来る

12

５月22日 参事熊谷旅宿へ伺う、渋沢ら２名岡部にて面謁、献繭深谷杉田方差出すよう命
じられる

12

５月23日 黛村萩原ら来て止宿する、小島村岡田ら来て製造方法など談じ、児玉町栄蔵ら
来る

12

５月24日 血洗島村組合へ廻状出す、村岡村長井来て規則問合せる 12
５月25日 台村吉田来る、小島村製造人一条当２月県庁より書類渡す、妻沼村小池へ回す 13
５月26日 大宮郷世話役取極り代人が来る、深谷宿須藤ら来る、世話役石川へ書状出す 13
５月27日 黛村組合勅使河原村高橋ら免許願出る、長井市太郎より田所治兵衛ら免許願出る 13
５月28日 小池五十郎代来て小島村事件書付持参する、熊谷宿中島ら来る、世話役石川不

行届につき人撰替え申来る
13

５月29日 宮戸村組合下仁手村橋本夏蚕種取扱い伺い来る、黛村組合飯塚臨時免許書付持
参する、上野金七来り泊る

13

５月晦日 新島村新島世話役取極め寄居町田中代人免許願書持参不都合、須賀村川島源六
代来る

13

６月朔日 寄居町田中免許人書上帳新蔵ら持参、竹井代来る　【記】伊太利国人フレシアン、
シコギア蚕卵生糸取調にて別紙道筋書の通り通行につき　【記】フレシアンら
蚕卵生糸取調のため熊谷等各所へ罷越につき　勘衛宅へ両人立寄る予定

13

６月２日 熊谷旅宿小松屋へ出張、フレシアンら同席食事する、妻沼村小池宅へ案内、食
事して泊る

14

６月３日 新戒村荒木宅で食事、村岡嘉平宅等へ立ち寄る、本庄宿田村宅へ泊る 15
６月４日 武蔵・上野境界榜示杭迄案内する、深谷須藤らへ立寄り帰宅する 15
６月５日 寄居町田中代免許願書持参する、藤沢村斎藤ら免許願書面預置き、越中屋倉蔵

止宿する
15

６月６日 大久保村岡野ら世話役取極め、熊次郎ら来る、製造高調書取調べの回達出す、
世話役一覧あり

15

６月７日 森戸村中島世話役になる、村岡嘉平ら３人で熊谷へ出張する、村岡は２泊する 17
６月８日 浦和駅に着き埼玉県へ出張、大松屋へ泊る 17
６月９日 【願書】蚕種製造方法免許人員書御渡しにつき　伊藤権少属らと面会、浦和出立、

本町菊屋へ着く
17

６月10日 租税寮へ出頭高梨と面謁、献繭上書勧農寮へ提出、伊太利国人巡邏日記も添え
る、入間県・足柄県出張所へ立寄る

17

６月11日 大蔵少輔渋沢宅へ、面謁ならず建白写しを提出する、並木と同宿 18
６月12日 租税寮へ建白書提出する、帰郷、坂井仁平次来る 18
６月13日 川越井上宅へ着き書類写し取る、12時出庁磯野少属へ始末申立書類提出、中島

孝三郎来る
18

６月14日 朝出庁、出京手当金請取る、【布達】蚕種製造之義外国輸出分取究めにつき　
来酉養蚕原種取調凡積高書上帳雛形あり

18
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